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独立行政法人宇宙航空研究開発機構





主主 自昔 対 照 表

f平成立S年3昆3l日｝

or ! 1 
資産量の鮒

I 流動資it<

考亀金且び預金 52,422, 348，出2

米障壁蛇祭務支出金 73,173,9詔，145 

貯露草占ち 持，519,2執？持

餓払念 27, 699,515, 015 

斡払費毘 1部，時工事44

未設i説益 容拍，鴎2

来忽入金 !, 066,-017，自7き

さを数量管盆合計 時5,0錨，SS！，持g

ll 寝室賢建

1 司角哲濁主資若葉

量殺 86，自己τ朝 a開1

瞳鑑111却累計鯛 36，日0,8関手917

報網損失集針鱗 80, 647, 235 持，151,3開，開9

構築物 13, 7量害事2関，諒7

擁価償却鼎詩十麟 7,577,467,182 6,208, 813, 105 

掛線執殴 14畠，883,291,0斡

揖f萌債務韓併額 128, 21弘775,1斡 20, 672, 515, 980 

離型機 3,076，泊。，642

融a騒然t<:累計額 815,449, 170 2,26見込701,472

人工祭轟 523, 077, 321，革路

識緩務部累計額 376, 847, 924, 561 14曜，229,39弘田2

縁関耀擁具 512. ass, 762 

鵠儀後部集計額 4時，785.SlB 57, 099, 944 

工具器兵構6主 50,S捕，852,500

融経償却車計額 38金192,637'546 

誠損視失累計額 出，＂＇，剖 13 12, 612, 565, Oil 

土地 斡，勝三，4担る肝6

融調損失累計額 ゑ304，時3,1時 78, 376, 829，時3

連設置勘定 122, 322孟632,919 

有形田定資援合計 437,8君2,1草色44-0

2 祭形軍宣資産

工業百宥瞳 200,269, 101 

電話加入犠 2，支持，開。

施設鞘摩擦 1,841含025

ソフトウヱア 化461,4帥，師。

工業所有撞盤務窓 157, 324, 513 

:17＇ウ2巴ア銃襲量産 35, 597, 500 

然意努潟支整旋識さを鈴 4, 859, 665,300 

3 投資その龍の普賢滋

長期前払策用 715, 900, 629 

位e注 33,693, 657 

投資その他の賢産会計 749,594,ε＂ 

関定資驚合計 443，回I,364,441 

置産合計 628, 567, 216.440 

＿，叩



負僚の寵l

I 流藤議事費

運営警交付金倹鵠

務ち蕗設費

韻り繍助金等

預り客附金

来十A金

米安本主似品等

本払務費税等

前受金

頼り金

主主畳収品

短期日ースイ祭器

＂＇畿免鎌倉針

目 隠主主負賓

資産晃念失後

資麓発ill運営費交付金

資蹴Jtll<被肋金等

資躍兇器等鈴I'll！長

資鷹見越物ぬきま鰻重量

建設後勘定j急務室霊堂蓄を交付金

建設託勘定鬼怒脇没後

逐重量富島定見越補助金線

4長期9ーヌ債藷

E語数宇宙ステーション朱境行後喜善

策議険法債務

純資産の蔀1

I 聾本金

設唐出査金

E部省出資金

鑑定負霊会計

魚i奏会計

資本金会針

日鷲本新余金

資ヌド剰余粂

損最外議官憲君賞受芝轟計額（1')

議益外捕後樹失鼎費十翻（1'〕

援益タト制島費用線針龍〈ゐ｝

資本＇＂妥奏会合計

盟繰越7'損金

逝期荒妃葱損失

｛うち当鍔斡損失 11. 7S5.τao. om  l 

揖量欠損金合計

純資産合許

失策純資産合計

舎一

so. 597. 818, 825 

55雀762,430, ""' 

l, 110, 102, 167 

7, '"・ 983 

回，S峨1，槌巳462

933, 978含739

37，詰l，＇綿密 337

5, 206, 318, 362 

310, 812, 744 

301，＇氾7.154

2部 2斑＂210
49, '"・ 077, 647 

24, 933, 700 

23, 462, 80-0 

73,317.477, 783 

602.033,395 

2. 207, 321 

1,001，盟＇・ l悶

235, 404, 9'4, 8'7 

'・ 057. 047,"' 

"・ 079, 932. lち2

104, !15, 62冷

544,259, 092. 220 

6, 119, 132 

＆油，182,700, "/42 

A 255, 057, 333, 4ll 

ム2,392，部o,fill 

"' 4, 004，純3

16, 852, 153,叫8

ムぷi

1出，155,027,259

259, 646，酪o.2鵠

389, 8lll, 057, 537 

544, 2'5, 211, 358 

ム 283,636, 89', 407 

16，鞘2,153, 048 

問診.766, 158, 9国

628, 567, 216. 4時



経常費用

業務費

人件費

業務委託聾
研究材料費且び梢耗品費

国際宇宙ステーション分担等置費

揖価償却費
役務費

保守及び修描費

その他の業務費

畳託費

人件費

量詰委託費

研究材料費及び消耗品費

描価償却費

役務費
保守且び修輯聾

その他の畳託費

一般管理費

人件費

量務置託費

減価償却費

世詰費

保守且び修柑I!
その他の一般管理費

財務費用

支払利E
雑損

雑損

経常費用合計

経常収益
運営費交付金収益

畳託収入

政府聞係畳託収入

民間等畳託収入

財産賃貸等収入

補助金等収益

施設費収益

脊附金収益

資産見返負債戻入

資産見返置常費交付金等毘入

資産見返描助金等戻入

賢産且返脊附金属入

資産見返物品畳間間戻入

財務収益

畳取剰j且
為答蓋益

雑益

雄被

経常収益合計
睦常損失

臨時損失
固定資産売却損

固定資産時却担

国庫抽付金

臨時利益
固定資産売却益

賢産見返盟償費交付金等戻人

賢産見返描助金等亘入

ll!i'li見返寄附金戻入
l<i'li見返物品畳間甑震入

税引前当期純損失

法人税、住民税及び事業税

当期純損失

当期総損失

損 益 計 算 書

（平成25年4月1日～平成26牢2月＂日）

15, 762, 667, 107 

12，白8,476, 162 

26, 165, 507, 790 

21, 711, 835，由83

49, 482, 881, 225 

32, 829, 546, 285 

4, 654, 150, 261 

10.405, 818, 659 

l, 130, 304, 414 

235, 890, 931 

205, 424, 238 

6, 205, 870, 005 

18, 622, 9自7,158 

48, 598, 835 

792, 982, 053 

4, 260, 563, 298 

1, 018, 250 

93, 735, 715 

677, 249, 427 

52, 4自0,0自2

829, 210, 054 

20, 286, 074, 270 

1, 142, 171, 948 

35, 514, 939, 064 

27, 259, 022, 006 

355, 440, 691 

3, 517, 592 

12, 594, 261 

11, 702, 807 
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173, 960, 883, 472 

27, 242, 037, 634 

5, 914, 256, 826 

74, 301, 405 

ill.旦L

71, 693, 422,387 

21, 428, 246, 218 

324, 27自， 550

40, 165, 143, 270 

566, 226,364 

14, 284』195

63, 132, 919, 353 

24, 297, 068 

513, 520, 950 

2, 738 

52』675,490 

b..ill.辺L旦立

833, 134 

46, 8氾8,912 

837, 629 

4』424,707 

752, 931 

i且匙旦

207, 191, 895, 137 

197, 862,33自， 355

9, 329, 556, 782 

L些ι旦且旦旦

53, 677,313 

11, 750, 845』377

24, 933, 700 

11, 785, 780, 077 

11, 785 780,077 



キャッシュ・アロー法務審

：字互支2，，字＇＂ l日時、家会長26年3"3l 0) 

I薬務総筆書によるキャッシュ・ツ羽一

象務及。管理懸案主に伴う人件費支出

業務及び繁聴滋動iこ伴うその銭程喪主溺

受託業畿後翼線に伴う人件費支損

議託業務務動に伴うその後壁喪主出

弱学務究費補勃金考察支飽

運営費を3'付金塚入

受君主緩:A

需主主賃費収入

総助金等級入

機略た護老毒事丹精算による返還金のま損

害物4量殺λ

科学新多elを繍助金等奴入

その他の2義務後入

ぇi、言十

~IJ：怠め畳耳主額

手：l匿の＂＇＇ム額

国窓執？を念(1)支払蘭

法人綬議事の貰仏額

議事管活動による々ヤフシュ・フω…

百投資主義数によるキャッシュ・フo-

定多芸韻.の預け入れによる支出

定期預金の払い渓しによる収入

荷形軍定霊安避の数得による支お

銭形髄定資産の敗絡による支出

有治儲定資産の支持による収入

主資その鋭＂＇＇資産出 Jlitj専による主lli

投策そ的能の資産の返逝による毛主入

緩鈴警による収入

線級費の議第による返産金の玄関

投資総動によるキャγシュ・フロー

膿総務活動によるキヤフシa・フロ－

P」ス僚務の滋携による宜lli

本事答案オ涯に係る関脇納付等による:li:出

討務能動によるキャッシ品・フロー

IV関金に採るさ墨書事蓋額

V 章者金読書少額

1宅資金書控室主残高

礎資金諮末残終

-4-

韮呈ム

＂却， 274ヲ561,574 

" Z鴇，器5,554,6'2 

" l,256, 002，話室

ム33.615，軒丸尉8

ムm.＇制。＂＇
109, 168, 846, oco 

32, '"・ lお．出2

m,200.o<e 

60,415, lC?,2'7 

£>, 877, 823, 244 

27，ち45令9与4

491ヲ120,937 

530,410, 7" － 44, 070, 033, 972 

14, 18ゑ632

4ミ74，抑6，制S

ゐ 2,"'・ 512, 060 

ム 2~0?.3, 53' 

41,SSS,691, °" 

" !24. 却o.鵠弘明。
124, 200, ooo. 000 

A 53, 64', 877, 730 

" ＇＂＇＇・誌 5,218

2.32', 838 

ムa,642, 41l4 

5, 910,る53

'・ 936, 123, 000 

ム 24U42,392
ー
ム46.738, 161. 323 

ム芝居!34, 531, 370 

" '・ ""' 053 － "' "137，部主説3

" 5, '°'・ 525 
ム 7,325, 937, 172 

59, 748, 285, 173 

52, 422, 345, 001 



行政サービス実施コスト計算書

（平成25年4月1日～平成26年3月31日〉

I 業務費用

（！）損益計算書上の費用

業務費 173, 960, 883, 472 

受託費 27, 242, 037, 634 

一般管理費 5, 914, 256, 826 

財務費用 74, 301, 405 

雑損 415,800 

臨時損失 2,484,966,908 

法人税、住民税及び事業税 24 933 700 209, 701, 795, 745 

(2) （控除）自己収入等

受託収入

政府関係受託収入 ム20,286, 074, 270 

民間等受託収入 ム 1,142, 171, 948 

財産賃貸等収入 ム 324,278,550

寄附金収益 ム 14,284, 195 

資産見返寄附金戻入 ム 355,440, 691 

財務収益 ム 24,297,068

雑益 ム 384,871,348

臨時利益 ム 5257 841 ム 22,536, 675, 911 

業務費用合計 187, 165, 119, 834 

E 損益外減価償却相当額 25, 466, 354, 425 

田損益外減損損失相当額 296,885 

N 損益外利息費用相当額 1, 039, 633 

V 損益外除売却差額相当額 572, 595, 043 

羽引当外賞与見積額 4,289,296 

VII 引当外退職給付増加見積額 968, 918, 073 

咽機会費用

国又は地方公共団体財産の無償又
は減額された使用料による貸借取
引の機会費用 309, 151, 207 

政府出資又は地方公共団体出資等
の機会費用 [, 699, 894, 906 2, 009, 046, 113 

区（控除）法人税等及び国庫納付額 6 2. 457, 222. 380 

X 行政サービス実施コスト 213, 730, 436, 922 
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注記事

I. ］重要な会計方針

1. 滋営費交付金i以後11)計上基準

愛用進行主主主襲安全菜期しております。

すべての業務において資’用進行主主主撃を毒薬関しておりますが、これは当機構の

重義務会主多数のプロジェクトで構成されており、それぞれが主主主義に関わる特殊殺

から、幾多義務と運営喜善xf寸ぎ訟の対応関係を明らかにすること及び…慾の期間の
経過を業務の進行と見なすことが闘難であるためです。

2. 減価償却の会計処後方法

(l）綜覧手思定資産量

2主義露法を採F目してお号ます。

なお、立さな資産め震設総長字数は以下のとおちであちます。

慾物 2～ 50 年

構築物 2～72 年
機事実護主義愛

主主空機

人工衛昼

2～エ？年

2～容年

1～10 
なお、人工事詩主義のffii.tf若年数については、原燃として設計型軽命から製作完了

後後常遂ffl移行又はミッミ／自ン原始までの綴闘を差し引いた綴照会系礎とし

て繁l討してお号ます。

また、特定の償却資援 O！虫記乙行政法人会計ま義務第87）及び撃雪渓i総公告を務iこ
対応する終}Ell)除去費用者事｛総)I_行政法人会計主義主葬祭91)；こ｛係、る減側後絡をB

~額については、主義援タト滋価後去H野i昔十額として資本；剰余金から控徐して後示

しておりまT。

(2）然形画定資産

JE委譲まきを採用しており家す。

なお、法人内利郊のソフトウェアについては、法人内における利用可能期

間ね～日伴） （こ基づいておち議ナ。

3. 退職給付に係る引きき余及び見積綴の計上妻~l襲

i量級一持金；立、逮議官設蓄を7)C付金によち対絞殺置がなされる？ときち、退職給付に係

る 51~き傘i主計上しており決せん。

-6-



また、厚生年金基金から支給される年金給付については、運営費交付金によ

り厚生年金基金への掛金及び年金基金積立不足額に関して財源措置がなされる

ため、退職給付に係る引当金は計上しておりません。

なお、行政サービス実施コスト計算書における引当外退職給付増加見積額は、

独立行政法人会計基準第38に基づき計算された退職一時金及び年金給付に係る

退職給付引当金の当期増加額を計上しております。数理計算上の差異について

は、その発生時の職員等の平均残存勤務期間以内の一定の年数（5年）による定

額法により翌期から費用処理しております。

4.賞与に係る引当金及び見積額の計上基準

賞与については、運営費交付金により財源措置がなされるため、賞与に係る

引当金は計上しておりません。

なお、行政サービス実施コスト計算書における引当外賞与見積額は、独立行

政法人会計基準第88に基づき計算された賞与引当金の当期増加額を計上してお

ります。

5. たな卸資産の評価基準及び評価方法

(1）未成受託業務支出金

個別法による低価法を採用しております。

(2）貯蔵品

個別法による低価法を採用しております。

6.外貨建資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差

額は損益として処理しております。

7.行政サービス実施コスト計算書における機会費用の計上方法

(1)国又は地方公共団体財産の無償又は減額された使用料による貸借取引の機

会費用の計算方法

①近隣の地代や賃貸料等を参考に計算しております。

②無償貸付を受けている研究開発用資産応対し減価償却を行ったと仮定し

た場合の平成25年度減価償却相当額を計上しております。

(2）政府出資又は地方公共団体出資等の機会費用の計算に使用した利率

10年利付国債の平成26年3月末利回りを参考に0.64＇百で計算しております。

8. リース取引の処理方法

リース料総額が3百万円以上のファイナンス・リース取引については、通常

の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっております。
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ジ…ス料総額治~ 3 ~ぎ方向米満のファイナンス・ラース取引については、通常

の霊安全審f昔取引に係る；!Ji:去に可案じた会計処音楽によっております。

9.消費老発電撃の余計処理

消費税毒事の余計処理は、毛足込労災によっておちます。

II. ］豪華警な僚務負担行為

霊童警な｛交差語、負担行為は137,349,636,070刊であります。

I氏支重要な後予著者評議設

覧表当事項はあちませんの

N.幸安倍泌総量長総係

1 .霊童営望者交付会で対話京総長愛されるべき退議事会絞め見事資額は31,775,303,3事7F9で

あります二

2. i遂営委警交付金で財源措霞されるべ念焚与引当金の主急務養護は1，告81,670, 202 F9で

まうちます。

3. ~当刻lこ事誕生員を認識した協定資農は以下のとおちであります。

(1）角関学療センターの主主物の…綿

①鑓2左翼ま畿の概要

. t詩元金 プロパン主主

・種類 主主物

・場所 定;¥lj託銀角国市君萱字小金沢l

－減損磁の！療事挙制綴（平成25年E変葉遣す） 383, 340 Pl 

②滋綴の認識に苦言った意義総

制上言己資語表については、言式要産設備として:11機機設立に際し承継しましたが、
議説盛時に比べて平成総長ド皮期中における利子詩嘉手が毒事しく低下してお号、

利用率の閥復は見込まれないことから、滋携を泌総しました。

③算定方法修(J)綴要

減損警察j之、 IE店長売却価額によち参事寂しており、正事告発秘儀複は、不動長義

室藍主主主義者が作成したデフレータiこ2毒づいて算定しておち淡すが、算定重震が

告義務価額を上回っていたため、減損額は主主じミ主せんでした。
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(2）地球観測センターの建物の一部

①固定資産の概要

・用途車庫

・種類建物

－場所埼玉県比企郡鳩山町大字大橋字沼ノ上1401

－減損前の帳簿価額（平成25年度期首） 4, 193, 538円

②減損の認識に至った経緯

上記資産については、車庫として当機構設立に際し承継しましたが、承

継時に比べて平成 25年度期中における利用率が著しく低下しており、利

用率の回復は見込まれないことから、減損を認識しました。

③算定方法等の概要

減損額は、正味売却価額により算定しており、正味売却価額は、不動産

鑑定業者が作成したデフレータに基づいて算定しておりますが、算定額が

帳簿価額を上回っていたため、減損額は生じませんでした。

(3）勝浦宇宙通信所の建物の一部

①固定資産の概要

・用途衛星の運用管制用建物、倉庫

・種類建物

－場所千葉県勝浦市芳賀花立山 114 

－減損前の帳簿価額（平成25年度期首） 4, 075, 312円

②減損の認識に至った経緯

上記資産のうち、衛星の運用管制用建物として当機構設立に際し承継し

たl建屋については、倉庫として使用することとしたため、承継時に比べ

て平成 25年度期中における使用可能性が著しく低下しており、使用可能

性の回復は見込まれないことから、減損を認識しました。

上記資産のうち、倉庫として当機構設立に際し承継した1建屋について

は、承継時に比べて平成 25年度期中における利用率が著しく低下してお

り、利用率の回復は見込まれないことから、減損を認識しました。

③算定方法等の概要

減損額は、正味売却価額により算定しており、正味売却価額は、不動産

鑑定業者が作成したデフレータに基づいて算定しておりますが、算定額が

帳簿価額を上回っていたため、減損額は生じませんでした。

(4）内之浦宇宙空間観測所の建物の一部

①固定資産の概要

・用途衛星の運用管制用建物ほか

・種類建物

9 



・場所 鹿児長議終僚主義郡肝付町予算ヌJ179ト13

・議支援裁のi仮葬年｛被者賞（平成25年度織さわ 23,683,616河

〈奇襲主綴の認識に至った級事象

j二銃撃若葉援について；士、手続5震の遼周管制用主義物号事として 2~霊殿:a::・ =!l機構設

立に際し語訳継しましたが、承継時に比べて平成 25年度期中における孝I］｝語

率が毒事し〈低下してお号、利用毒患の回復は見込まれないご二とから、隊機会

認識しましたc

＠~事定方法等の級事警

被援護震は、 E味3校総j函毒素iとより害事主主しており、正事長交刻鏑護資l士、不動産

議議2宣言義者が作成し？とデフレークに基づいて議事主主しておりますが、算定緩急宝

綬縁側被告~l：：回っていたため、減損額は主主じま｛主んでした。

(5）綴子島宇察センターの建物の一安芸

CD E雪定資産の機後

‘潟途 ロケットエンジン燃焼試験紋倣、データ中絞殺機及びロケット打

上げのき守主義義交官蓄ほか

－綴実質建物

・主義幸丹 波児島県熊議韓日｝翁草震予密7大学釜永学H草津
－被主義語寄託）I後簿価額（平成25若手度鶏首） 42, 38事， 013 F号

＠滋援の芸春織に怒った経緯

上記資B震のうち、ロケットこにンジン燃焼試験設を議およびデータ中義援言受章議

等として当機絞殺主主に葬祭し承継した6菜室主義については、放来襲時Lこ主主ベて王手

成 25年度鎖中における手ljj用率が著しく低下しており、事ljjfjii容の主主復は見

iみ3まれないことから、減主換を認5援しました。
i二銃撃審議案のうち、ロケット打上げの射場設鎗として当機機設ft！と際し承

量産し？と2,1;撃f誌については、GX口ケットの際手豊中氏によ坦使用可能伎が毒事し

く低下してお哲、使潟可能燃の閥復は見込まれないことから、滋全員会議審議案

しました。

③主事'.ii::方法等の概要書

議支援額は、工正味光線級審翼iこよ号害事2在しており、 E味安芸苦手総綴は、不動産

委筆従業若手が作成したダブレータに基づいて鋒交をしておちますが、害事定書室主主

室長襲撃紛韓国告とよ密っていたため、減損額i主主主l二家宅主んでした。

(6）小笠原宿舎

CD図Z宣言苦重量の綴警警
• f言途 事業用干首会
・綴類建物

・場所 東京都小笠B草寺す父島西町24書室14
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－減損前の帳簿価額（平成25年度期首） 5,262, 326円

②減損の認識に至った経緯

上記資産については、事業用宿舎として当機構設立に際し承継しました

が、承継時に比べて平成 25年度期中における利用率が著しく低下してお

り、利用率の回復は見込まれないことから、減損を認識しました。

③算定方法等の概要

減損額は、正味売却価額により算定しており、正味売却価額は、不動産

鑑定業者が作成したデフレータに基づいて算定しておりますが、算定額が

帳簿価額を上回っていたため、減損額は生じませんでした。

(7）筑波宇宙センターの建物の一部

①固定資産の概要

・用途試験用建屋

・種類建物

・場所茨城県つくば市千現2-1-1

・減損前の帳簿価額（平成25年度期首） 248, 016, 692円

②減損の認識に至った経緯

上記資産については、試験用建屋として当機構設立に際し承継しました

が、承継時に比べて平成 25年度期中における使用可能性が著しく低下し

ており、使用可能性の回復は見込まれないことから、減損を認識しました。

③算定方法等の概要

減損額は、正味売却価額により算定しており、正味売却価額は、不動産

鑑定業者が作成したデ、フレータに基づいて算定しておりますが、算定額が

帳簿価額を上回っていたため、減損額は生じませんでした。

(8）筑波宇宙センターの工具器具備品の一部

①固定資産の概要

・用途収納用ラック

・種類工具器具備品

・場所茨城県つくば市千現2-1-1

・減損前の帳簿価額（平成25年度期首） 296,886円

②減損の認識に至った経緯

上記資産については、ネットワーク機器収納用ラックであるが、平成25

年度期中において使用しないこととしたため、減損を認識しました。

③減損額のうち損益計算書に計上した金額と計上していない金額の主要な

固定資産ごとの内訳

．損益計算書に計上した減損額： 0円

・損益計算書に計上しない減損額：296,885円（資産見返運営費交付金で

1
 
1
 



計上〕

c参事長芝方法等の総理耳

語家主義綴は、使用紙古車線滋綴？とよ号算定しており、使局総後手間=El額は今後

援筆幾予定のものについては rof号J（ただし、援護策されるまでは、。議5器｛値者翼
'1 F'lJで管理〉として参事！？討しております。

4.き当期iと減t員の手主総会主あった固定資差益は以下のとおりであります。
(1）人工衡感？あかつきJ

CD長選定資産の概袋
• J程主金 金星探査機｛？以総T-C)
・干重要賢 人三二衛星

・場所 j;:綴j萄回軌道告と飛行中

•I緩葬李総警護｛平成 25 年度燃米〉 .a, iso, 367, 652約
R認められた読書生閣の兆候の綴婆

上記資産については、平成22停5.JHζ磯子島字窓センターより打上げ、

防 12月に金基j総額総選投入を実施しましたが、予定軌滋への投入ができ

なかったため滋鎮の兆候が認められました稔

③減援の3語、織に釜らなかった燃除

よ昔話誉棄震設については、平成 27年iこ金星に干？？？会合できる軌道を飛行中で

あ号、平成 26年度の年度計φ襲警において、金主義j縫沼紛Li震への次の投入者薬会

iこ向けた務災な霊童子告を明記しており今後も使潟していくことが明らかで

あるため、減総合善意識しておりません。

5. 閏際王子機ステーション脅十隠認では、思際宇宙ステ…ション協力に関する多国間

協定及て1Aヌド図政府とアメヲカ公衆国致府とのア解党議喜において r?l):換~利用

することにより、資金の授受会議小綬にとどめるjととが規定されております。

これを受け米関紙:t;!;:字総局｛以下「NASAJという。）が日本実験棟「きぼうJ

~スペースシャト11〆で打ち上げることとの引き換え及び悶！際家主主ステーション

の滋周に必要な芸名滋システム運用経費（｝）分総冬季のために、き望者撃機が一定のサー

ビス安泰霊長会することとされております怨この際、当機構と子;rAS Aの双方が行

うま豊後善寺みサービスに、－J:を綴僚主主異額が主主じることとなち設すが、との宣告異

室霊を、食後対照表の負伎の燃に f関際宇宙ステーション朱履行債務Jとして計

しております。

6. ~詮義組織品 iこ険ずる護持綴

(1〕念講義務あの状況に関する事療

ぎ話機事務i主、資金運用については短期的な預殺に限定してお号、関僕等の有級

統券は｛除手写しておりまぜん。
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(2）金融商品の時価等に関する事項

期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については次のと

おりであります。

（単位百万円）

貸借対照表 時価（＊） 差額
計上額（＊）

(1) 現金及び預金 52,422 52,422 

(2) 未払金
， 

(49, 254) (49, 254) （） 

（＊） 負債に計上されているものについては、（）で示しております。

（注1) 金融商品の時価の算定方法

(1) 現金及び預金、（2) 未払金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことか

ら、当該帳簿価額によっております。

7.資産除去債務に関する事項

当機構は、石綿障害予防規則に基づき、当該法令に定める範囲の撤去に要す

る費用を合理的に見積もり、資産除去債務を計上しております。

当機構は、フロン回収破壊法に基づき、当該法令に定める範囲の除去に要す

る費用を合理的に見積もり、資産除去債務を計上しております。

当機構は、事務所の用に供している不動産の賃借契約に伴う原状回復義務に

基づき、賃貸不動産の原状回復に要する費用を合理的に見積もり、資産除去債

務を計上しております。

資産除去債務の見積もりにあたり、支出までの見込期聞は取得時からの耐用

年数（6年から 18年）によっており、割引率は0.186固から 1.755同を採用してお

ります。

当事業年度における資産除去債務の残高の推移は次のとおりです。

期首残高 102,862,014円

有形固定資産の取得に伴う増加額

時の経過による調整額 1,253,606円

見積りの変更による増減額

資産除去債務の履行による減少額

期末残高 104, 115, 620円

当機構は、事業用地等の賃貸借契約に基づき、事業終了時又は退去時におけ

る原状回復に係る債務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使

用期聞が明確でなく、将来移転する予定がないものについては、資産除去債務

を合理的に見積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去

債務を計上しておりません。

- 13 



8，不畿財産に係る忠義彰紋｛寸毒事に関する害事攻

当期lこ悶綴納付をした資産設は以下のとおちであります。

(1）野木レ…ダ…ステーションの余地等の一部

望号室町種猿 総覇者側額 本事警警護疲 国庫納付 :JJ~長 塁塁E聖書当付額 I到隊争点付日 護主資事長

将来にわたちま義務
えと主主、建物及 12, 034, 66寺内 を実主主するうえで 表務総待 12,034,66百円 詰25.き.30 望丸155, 634円
び養母事実務 必要がなくなった

と認められたため

(2）鎗 2 鎖中綴お標期間における遂営費交付金の事務参事収益化要員に絡~する績の資金

綴簿価額 本書室主霊密 i悶廠納付方法i沼産総付額 I fl'il燦縦、f毘 i
将員長にわた事業務
を突進するうえで

3, 126, 053汚 i必要がなくなった 現務総｛す I 3, 126, 053伺 l註26.3. a1 I 
と認められたため

v. t員主主計襲撃望書協係

； ファイナンス・リース取引がま員益に与えるき翠総額は、 67,452,518汚であ号、

当該影響禁事認な除いた当主務総綴炎は11，日53,232, 595 F司であります。

日嗣 オベレーティング・リース取引にも祭る米経過リース料

(1) 貸借対照畿日後一年以内(J)ヲ…ス叡聞に係る米経i滋ヲ…ス料

286,032,500円

(2) 会守備対照、表日後…修会主霊えるリース1税関に係る未経過リ…ス料

l, 095, 662, 9災関

3. 国控室ミド禽スデ｝ション計阪では、 E窓際宇宙ステ…シ認ン協力：こ関する多国総

協定及び何本i潟政府とアメヲカゼ子S投開政府との了終党議事において「交換変革um
守ることにより、3罰金の後受を最小限にとどめるjことが綴2宣されてお号ます。

とこれを受け国際空宇主義ステーションの滋閣に必要な共通システム漆煎経費の分担

絡のために、当機織が…JEのサーどスをま詮供することとされておりますa これ

にイギい、 5議郊においてき当官安うま総すべき経費が若者生し、これを総主主計算畿の経常

費尽に ru祭葬祭宇宙ステーシ沼ン分担等経費Jとして針ーとしておりまオ人なお、
当主主科凶 iこ i士、荷造；軍事霊祭、 f常事話番号、消耗品霊堂、水還を光熱費、通f言要著書＇~きまれ

ております。

4. 守支持主24年度に予話会しました三愛護童話義毛筆式会社によるi鎮火綴主主iこ関する損答勝

｛築基設に係って当期に際司E震へ納付した室震え427,512, 060 Rを主義居者損失「国産納付

金j として計上しており設す。

- 14 -
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VI.キャッシュ・フロー計算書関係

1.資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳

現金及び預金 52,422,348,001円

資令期末残高 52.422. 348,001円

2.重要な非資金取引

(1) 現物出資の受入等による資産の取得

246,046, 329円

(2) 不要財産の現物による国庫納付による資産の減少

12, 034, 669円

(3) ファイナンス・リースによる資産の取得

919, 965, 963円

(4) 国際宇宙ステーション分担等経費等

22,064,260,239円

3. 平成24年度に発生しました三菱電機株式会社による過大請求に関する損害賠

償金に伴って当期に国庫へ納付した額 2,427,512,060円を業務活動によるキャ

ッシュ・フロー「国庫納付金の支払額Jとして計上しております。

VII.行政サーピス実施コスト計算書関係

行政サービス実施コスト計算書の引当外退職給付増加見積額のうち国等からの

出向職員に係るものの額は49,680, 116円であります。

Rυ ー



I 対期米処薄型議議災

当期総4負担え

前期繰量産欠主義金

韮 次期総皇室3てま員会

損失の処理に る響類｛案〉

- 16 -

11, 785, 780, 077 

5,076,372，告71

（単｛立：肉）

16,8自2,153,04事

16,8告2,153, 048 
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2. たな卸賢産自明細

種類

未成畳託業務支出金

貯蔵品

計

3.資産除去慣萌の明細

区分

石綿障害予防規則

三旦と旦E盤盟主
亙盆旦隼整韮
言十

期首萌高

60. 433, 631, 686 

39, 020, 277, 907 

99. 453, 909, 593 

4. 宮本金及V'宜本剰余金町明細lkV'増融

匡 分

政府出資金

賢本金 民間出資金

許

資本剰余金

施設費

無償額与

補助金等

寄付金等

運営費吏付金
車本剰余金

相損益当額外除売却差額

百十

損益外措価償却累計額

損益外惜損損失累計額

損益外利息費用累計額

差引計

当期増加額

当期購入・製造・振替

32, 782, 504, 741 

42. 294. 223, 644 

75, 076, 728, 385 

期首按高

544, 352, 247, 860 

6, 119, 132 

544, 358, 366, 992 

69, 215, 512, 841 

2, 041, 000 

3, 436, 531, 423 

6, 000 

30, 212, 032 

6 113, 356, 100, 704 

6 40, 671, 797, 408 

6 231, 104, 040, 851 

6 2, 449, 897, 462 

6 2, 965, 010 

6 274, 228, 700, 731 

（単イ立： 円）
当期融少額

期末油商 摘 要
その他 払出振替 その他。 20, 042, 207, 682 。 73, 173, 928, 745 。 50, 795, 294, 843 。 30, 519, 206, 708 。 70, 837, 502, 525 。 103, 693, 135, 453 

（単位。円｝
当期増加額 当期描か額 期末暁両 摘 要

。 93, 155, 634 544, 259, 092, 226 当期減少額は資産の国底納付による

。 。 6, 119, 132 

。 93, 155, 634 544, 265, 211, 358 

11, 627, 939, 463 766, 605, 969 80, 086, 846, 335 減当期少増額加は額除却は施に設よ盤る備費楠助金での資産0)取得、 当期

。 。 2, 041, 000 

。 。 3, 436, 531, 423 

。 。 6, 000 

3, 850, 962 919,731 33, 143, 263 当期増加額は敷金白取得、当期融＇fr掴は敷金の返納に
よる

。 385, 168, 059 6 113,741, 268,763 当期揖少額は政府出資財産の除却による

11, 631, 790, 425 1, 142, 693, 759 6 30, 182, 700, 742 

6 25, 466, 354, 425 6 513, 061, 865 6 256, 057, 333, 411 当期蹴少額は政府出資財産等の除却による

。 6 57, 036, 851 6 2, 392, 860, 611 当期描少額は政府出資財産の国庫納付等による

6 1, 039，白3 。 6 4, 004, 643 当期増加額は資産除去債務会計処理に伴う掘替による

6 13, 836, 603, 633 572, 595, 043 A 阻止636,899, 407 



5. 護霊告書費交付長生後務員び濃営費受付金収益的耳障級

( l)濃密望者交｛｛守護士債務母9襲警まの明古田

期首伐i葺 交付金滋怒交付紙 ll運営努交付金収主義
。I 10乳768846 0001 71 693. 422 3871 15.194. 991. 732 
OI 109. 768 !!46. 0001 71 693 422 3871 15. 194. 991. 732 

(2）選常発31"付金債務停警手韓議事害額の務総

（］）平成25年波交付分

区分

i軍宮芸者31"付金収益

金額

71,6自3,422,387 

資本動J余金

内ま記

！］、ます

ふ緩急昌弘滋品
5. 206 318, 362 

＠当刊》ー師誌陣話噛器のi白空馳し帥た費s鮒" 
7 6巴怒 29, 759, 303f弓

費に用よ巡る行昔話綾慈瀬雲害
資援見返霊堂室主主警交付金 15, l似i,991, 732 

F号、λ件71，関S 19.255,242,f車4禁1問豪華、警業警e務16者監，紙04費9,soi: 6寄与，709,997F号
建言霊安空襲量定見i援軍基営費交付最 17, 670, 262, 557 : 4, 325, 949, 763f号、その 430円）

イ 事副総他 32,865,254,2的！弓
資本剰余金 3,850,962 ウ 850,962汚

合計 104, 562, 527. 638 

( 3）主主繋望者交付金俊務残高め草月豊田

交付年度 議霊営費交付金事費務残高話 内訳

京L .~り

.,,,,. .~川河R 電 S ' 

若の草文2意表鎧交を•ft1il.僚務主主喜善的、翠た革霊発毒者事童官生用業設年理進費行度交由付は喜lこ善金繰、空襲京｛に9露5務事よき滋残るし年漆た需i度蛍lも: に塁交悪織付す傘書る聖毛書算事要の韓i持校 部｝こ級行哲還しがき邑じたこと、 友も旬F奴機待開発1：収に彬主主化う前を行払金っ各て撃
平成25和成 費F話連喜行着撃を室長沼した割程務に採る分 5, 206, 318, 362 行ったもおの 費 慈化をうこととなっているため、支

いないこと等によ事、 の。
翌事議長P'tまに繰り産量し ついては、盟事業部l!iZ以舜において叡鋭化する子主主である。



6. 選管費交付金以外的5由緒からの財源措置の明細

(1）童話設費め務総

主将~－

塁E 今E き録期決付制 議設仮動産
資本耳障余金 説会主計上見4沼議設費

総立？？殺事長人宇E善意車窓軍需究書署主著者韓議 8.616,310,256 949,908,951 7, 100, 174. 941 部ゑ226364 
施諸君型車繍費総勧告

苦十 8手016,310, 256 949,908.951 7, 100, 174. 941 話番苦226，部是

（忽｝補助金噂の明掴

おの会針路理内訳

区 分 滋踊3<1・サ愛護 建設復勘定 賀選見i麗
質本剰余金 長期預り犠助金等

見返祷培金 捕醐念場事

ま器霊安宇富ステーシEン開持費納助金 33, 853, 959. 678 

643, .... 344 : 2 ,:: :::: ::: 

。 。
地球畢器システム綾究開多量費繍棋会 26, 241, 862. sき2 16.7き4,661,427 。 。
先端密交斡成基金艶成金 10,439,986 。 込127.412 0 。
科学技後人材嘗成費者書輪金 10. 473, 765 。 l, 052, 205 。 。

動 60, 116. 735, 821 17骨438,346,771 2,513,246, 780 0 0 

屯－コーι－＂－.＇ 』，

械産耳

山

戦主主計上
捕婆

32,853.416.533 

7, 294. 992. 803 

7, 312, 57< 

9, 421, 560 

40, 165, 143, 270 



7.役員主主ぴ職員の給与の明細

｛単イ立：千円、人）

戦毒薬文 i立給与 jj! 事翼 そF 主主
g 分

支給額 ：；！！：詩人民 文事急電車 支給入員

千内 人 千F守

役 E竜 150, 714 ｛ 0 ) 11 。｝ 30,801 。｝ 4 ( 

耳瞳 員 16, 779, 910 869, 836 ) 払106 351 ) I, 118, 913 。） 強

金 費十 16. 930 624 869.836 ) 2, 117 351 ) I 149, 774 。） 52 

｛設）

(1) 役災iこ対する報醸i主事の支給茎t撃の概要
役員の給与及び汲稀宇都こついては、独立行政法人事筋航空芸評究開発機構役続給与綴議且び君主立行紋法人事宙航'!J!_綴究書奇書官機構役翁退職手道究絵模稜iこままづき支給しております。

(2) 機長に対する給与及び汲号苦手き誌の支義主総準の概要

悪童員の給与及び退職事遂については、独立行政法人事官主主主在研究僚主語若草橋職員給与規程及び在外総長給与綴程、主主むとに独立行主主総人宇密造主空研党隠努機構職E毒殺毅苧剥支持幾程
iこ議事づき支給してお号室すユ

(3) 1議員・~~常勤の給与の3配給人.!'If主、年関平均支給人員数を記毒患しております窃

(4) 非常勤職員絡について法、外数iこて（）で記載しております。

( 5) スド表的支給額告審？には、来成設官官業務支出金主事iこ含まれる人件費を含み、皇室利費を脅んでいないため、掻主義針算書fこの人件費とは 激しておりませんa

人

。）

。）

0 ) 



8.セグメンドf詣様

A 務遜セ総緩シ、＝シゑりンそ送グー綴、Eト~ n. 明~Ill綿送 c 字字到R街il守牽家 位 'II人宇宙活動 立 字研Ill究:t第鯵JM老後
シ~'Tム

袋発Jll :n 1ss 32量411 ＂骨 7白書3454'( 主1I開制品 割 408617 2fi君5昔4喜16

1田昌際244 2.＇日602自370 ., - 515 I 9空2ll砲＂＂ 11 496 m宮

一一塁笠間革窪際主韮宇堂孟翁盆堂ス一急チ一措叩－シm蹴鎗一ン
1 740 3相秘1 書390.411 712 1. 729 lO品主＂ 臨 707876 

4 579 151 117 l ＇哲'31弘司＂＇ ＂自 12,711 6!12 3.. 903 3蹄 64 239 25 

。 。 21 711 835宮S3 。

一ー盆盆藍車
13 9~7 4品2939 ' 2Q4 176 ＂＇目 9日2056 I&倒5G?GZ ＇・糊師

6す36' 81 8 272 6昌4事57 2 463 001 E且8839122臨 -. 101 I 587 J事734号 l (¥II空328000 I 126 B 骨昌喜 6 377 S・部

事懇収後 問主主唖 92~565 27 007 O~ I 1193 2& i韮I5ち8.645 56 792 457 91 255 541 s・担

富恵営費後付＂＇収 II 喜劇露首司539:4 17 685 MS 31~ • fitR 413 3 347 7A~ S!iB 持活型畠5昏06

一一一議議意議義誌章膿議
＂事 2事2176 2Ji 507”s 114 l宣告す7畠 8 303 12日 急

すま書4235 S01 。 自に059 5'1l} ，，.稔 。

前 zoo873 山 27剖世将l 8 6M 633 ' 
｛唱 MM時.371磁器 4 11品制自＆JO 17 633 721昌71 童書 4稜＂皐 I昨＂ 865 .614 

.f'.'q)銘 且2.RR7す 5~6 " 7制 16目m::112 ヲ2発込今＂＂ 。

6 l 82A. 403 819 " l昔1Z113 054 b, 948 527 823 2. 313芭4告 fj, 41 2 0 

総腹話E 116 316 811.931 .，幸容す君主Ta酎 88 131 636 1自 .30!1 2はおS 線。 738713 

，.』T自E＂＇呂 草書HlHit 744 t2. 31 I 41li. 21l4 7 373 250 948 ＇＇＂鈎 l19伊

，，習を話屯 '111金 23 022 '116 l 56il 433 311 736 598 17 559 a 
伸品 7部 214755 I 307 E芭4事41 。畠37.llS信＂ 20 537 ,150.宮＂ 品I1告す 25喜

組3物 l 574 20 264 412 SI宮 邑射撃理 2 747 06・1 04'2 

2蹄91!1fi_ 自‘空宮古肯昌宣＂＇回 2 466 713 723 99且 43 689. 3!>7 

。 。 0 

＂器認罫 IS5Z官 。 31躍し4毒事君事昌 持活路l3 l！砧 tぅ

±l急 2鐸＂ ？ 5 751 17＆昏号車 。 。

＂＂変厳泌総 喜Z耳75轟器官官事1 l !?9.914 35 so k2！.＇針＂関 Z哲酔＂＇葺 718 iss 313 on由

その総 札21乱調1耳鳴 吉田＂“＂＇品＂ <!. 25:! 4吉正632 24 745 544 1斡 3'l 937 9 

〈設｝

｛リ セグメント区分の方法

，.，.，市政法人宇紘荻窪努究弱気韓併絵郊I8 '1>1こ掲げる業務におづ会制強祭綴にi!il議し企業務内務にJ応じて8つに区分しておちます．

(2) 笠グメントごとの薬務内務

A.測館、リモートセンνング、議語気設・放2遺骨塁
D a告v-宙締法システム
c.宅支出詩学字自採後
D.有人字箇禄動

忽．雪子主主文訟法発従研犯関知

F. 鋭Z主義学技務
G. 債務的事須

日その飽祭務

(3) 法人終議遣の内密

法人共頑にはセグ， ＂ト箆築震が不 i還のもの＂剣岐しており志す．そのさ主なも勿は稼波部門綬 ff等であります，

~···‘·＂，』 f

F 鉱空属学設省？ G 椀断的事羽 H，そ母君主1義務 言を 法u人終送車 合計

5 015 684 ま骨（)18E自由 751 26 31!L 

"' 
1望書主加盟1!Mli ' 807 291 強7I事I.関'513τ ' 12世盟4時？ 4 am:、361199-J 1. 103 01() 337 1岳774!1拾 Ml .J 378 55日，178 21 153 53<1卑

l'/'!l 6'舎。 望1時田1678 A 911防＠ 13 184. l (llfl 2日8刀 " 1阜霊堂急事＂＇
部2OM 主宰07677 02.4 lift 665 >'143 訴事00:300 SM &1 623 523 21l. S70 932 02& 

。 。 21 1ll.葺議事事総 。 Zl 711.商事札骨.，
613 2Ul 主4主1464昏15 民暗事自由民IHi7 ＇＂夜 E 21J!j 254 946 ＂＂＇烏 24flfi 945 
l 173 743 Bll7 7 87-4 3事注品罫 lS.S！皐 677469 店0!!SJ SS7 I ! 118. 105 72& 民E129 '!62 87<1 
372 894 461 6. 337 87i語＂＇ 512 11~9" 326 13自由090!< 783 3註57制私書部 11与住持1957 14骨

' '" 
2沼昭6116.制移 主君 4害事持183哩 189 772 219 B. 732 民総 円7

''" ' l蛸司君E詔自 23 052 045 742 4fi 68宅 63 107 898 宜主87314 4由 サl 3:422 387 

0 443. 23 11 却 4611737 273 2L12fl 218 を 主142事2再現＂＇

• s • m ' 崎 1罰由酷5987 
.1 31)7 4昌i畠5Jl!:l 270 

2 284 472 843 0 5)1 !iOZ 004 宮古 :J2<13桜予 5磁 22fl31> 

か＂配＇ 014 4司＇＂事由品品品 310 4世 軒語＋弛32位墨書昌 22.g 6S6 757 高3l32 91空＇＂
n 021 m 義01'16'も 1 .:lBJ 意2.14l1 5Hi r..z. 96:l 2.i1 876 :l岳君す

A曲7毘号 4隠 A 号IRI: 7 A 5 81官官空5骨骨R A 唱掠自＂＇事事 21 8. 239かu urn b.93295詰認宮

3 432 077 Mr< 器苦 3争1382 758: E武 5 2 5'7邑曲 171 号制 41 41& 628 5[;7雪i正；.44()
324 839 4店店 7 274 民84袋101.紡＂ 日1＇膏乳母 l&73 "' 可回＂ 52. ~22 3~1l 白骨1

。 ”062 047 "1事7型自1.5R2 13 173 91'.8 1~韓 0 7:l 173 9211 745 
2:.0llil自SOSfl4 2窓拘 1持 4骨1 金21xis ~69 30 501 727 067 17 41号制｝ 3!} 519 206 70品
21自2901事 ＂且 M77B5 !37 マ1!Hf. 3:潟 47 2~6 2Ei3 109 ' 開5住総 330

羽田謹割10！！.込3必1監j211 1116. E糊 目＜MO（）~9 笛昌 I君事 E神宮 102 "" 560. 441 795 119 fl74 !SS 211 672 

6 I錨叩m…J盟」」..! 

2. 260 701 472 0 2 260 701 47 0 。

6自由1由5‘ 46的 212昏館 146. 22自，，.閣 。 !46.22辞書事母音時
16 2H!i. SS6 018 0 ~，， 72~ 

"' :J.7 6'18. 072 997 m :rrn 1 2l'IS: 11自由31 。 12' 発＂＇ 日3B~9草 12?. 322.蕗書記謹19

SIN fl，鵠＂量 • ，事t,j165 l l関 352(lfi8 量望書宜主宰総 R!i!i 167 377 氏寝 43&I苦品事＂



(4）各区分の鎮韮外減価償支事務ぎ言語、銀銭外誠復鍛火相当額宅会1銭外利息捻湾初当相、鏡会象外隣宛却幾輔鞠当部lkび引当外多寄与見積都銀v:に51！諸外点聴給付増加見朝額

B 字m絡通 C，ミド字前香採料益生務署 弘司白人宇宙鈴髄 E. 震学研衡究太開怨発光発 E手誌受科学技諾 G 4策断的事事 H.その他殺務 芸争 法人共通
シスヂム

3 584 635 2守罫 717 153 346 。 l1 15草＂＇ 容719495 25 319 258 9草草 14°1的545骨 ifiA66 
1朗自90 。 ＠ 。 • 29Z 289 M.7 344 1 
64 0冒8825 7弘1品7812 l 935 296 57 399 487 却企結吾 866 45哩号73966 ll8 521 077 572 
480 163 563 005 223 657 3 101 457 887 839 ' 随鞘 !08,46弘容富司 121.116, m '°""・ 367 768. 36乙345 200. 555. 725 

(5 ）中j~脅十織の変更に伴うセグメント寵分の変更

~ir~~··盟主怒号妥協除去李総［富総会~i:~~1T ！こr君臨~：~i躍しJ輪開二~－~；：；t,；予知j 却炉事長f,l::;i-~~~ヂ鵠部門学芸品ヤ需品。瓶投理ぷ泌皆
発屯研究開発j f航空科学誌街j r検緩幹事項j fその偽懇話』説び T法人共漁担へ変驚しCお与否定ず．
なおセグメント鵠綾の入乎にあたって、セグメントの区分にJt蕗uと組融及1宗務突が、＜！＇！防署 1惑の変獲に惨い大騒？と改ft]されており、前年箆わ＂＇グメント務毅を当年度的広分方法により、叉は h均年度のをグメント僚級を詩集幹肢のきZ分
方法iとより作成してう誇示することが困難なためを各停庄の＂＇グメント情絡のみを関然しており家す。

9 t広;)J!な畿運話魚犯行為の明細
1『椅・J ’F 

NO. 
件 名 媛県以絡3主総命額

1 宇ll!；＜テーション1選結掴（HTV）組問臨ア雪量イトセグメントの線作 2止さ1-l.""  35罫

2 ？？守報収集轍墨調述｛そ由 1) 15, 65 l，昔05.650 

3 横線絞ll!衛泉院i豆てその2) 16,410,515,630 

4 務報収集揮星翻議事（その3) 札337貝＂＇，争君。

5 情報技議 2. 835, 555, 150 

6 務線収集街数関漣（その5) 2, 255, 762, 600 

7 その他 72. 513. 954，日酔2

合 認す 137, 349, 635予010

〈注） 当司ド幾年/ff弘的に契約淡で2ちるが、作夜玄碍ぷにおいて示後建議行のものぞ滋場以降の＂払金駿が30 情内＇＂＇とのもの~側＂＂こ忽援しており正義ナお
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(4）間連公益法人等との取引の状況

ア 関連公益法人等に対する債権償輯の明細
｛平成26年3月31日現在）

、爾百時ム旦i
法人名 科目 I 金額

一般財団法人航空宇宙技師頓興財団 来払金 I 12 441 14fi 

未払金 I 439 452 766 
未収金 I 2.197.283 一位財団法人 日本字宙フォーラム

宋払金 I I, 926, 652 888 

来収金 I 224. 027. 422 
一般財団法人 リモートセンシング技術センター

（桜｝平成25司噛年即こおいては．公盆財団法人日木宇宙時間および公益M団法人宇宙科学復興会に対十る償権及び貨務はありませんa

イ 間連公益怯人等に対する債務保読の明細

該当然し

ウ 関連公益法人等の事業収入の金額とこれらのうち当法人の発注等に係る金額及びその割合
（平成26年3月31日現在）

見占骨，，ι. "' 

当法人の発注高の内訳

法人名 事業収入 左記のうち当法人の発注高
鏡争入札 企画闘争等 闘争牲のない随意担柏

金額 割A % 金額 割合% 金額 劉合｛%｝ 金額 割合｛%）

ー般財団法人航空宇宙技術振興財団 131, 393, 822 114,311, 462 87. 00覧 110, 366, 936 96. 55% "060, 756 I.'" l.B日3,770 I. 6S繁
一般財団怯人 日本宇宙フォーラム I, 345, 846, 268 1, 000, 015, 447 81. 66再 927, 704,272 84. 41% 142. 800, 000 12. 99目 28, 511, 175 . 2. 5叫

一般財団法人 りモート・センシング世柿センター 3, 126, 905, 520 2, '80, 591, 443 79. 33覧 811,316,388 32. 71% I, 657, 474, 115 66. 82見 11, BOO, 940 0. 48'目

公益財団法人 日本字宙少年団 19, 727, 625 。 0.日時

公益財団法人宇宙科学恒興会 。 。 0. 0叫

1 1 主な資産、負債、四tm及び収益の明細

（日現金及び預金
（単位：円｝

NO. Ill 知 イ松 租

l 現金 181, l日O

2 普通預金 52, 417,238, 8'2 

3 当座預金 4, 928, 059 

合 言十 52, 422, 34日.001 

(2）対日投仮勘定
i'f¥位円

NO. I fド <II 金 踊

I l人工衛星 66, 266, 914, 

2 ｜その他 56, 055, 918, 

合 百十 122, 322, 832, 81 
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1.国民の皆織へ

独立行政法人宇宙航空研究開発機構（JapanAerospace Exploration Agency・J AXA)は、平

成 25年4月から5カ年の第3期中期目標期間に入りました．その初年度である平成25年

度は、’~4朔科学技術2基本書十闘（平成 23 年 8月閣議決定）、宇宙誕本計画（平成 25 年 lJI 宇

宙開発戦略本総決定）の制定など機嫌をとりまく事業環境の変化iと対応すペ〈、理事長の強

いリーグーシップの下、創立10周年を迎えた機織の新たな活動方針と、 これに沿った縫併

理念、行励賞舎、コーポレートスローガンを策定し、役職員が新しい事業を始める気持ちを

持って活動に取り組みました。特に、機構が「政府全体の宇宙開発手IJJTIを技術で支える中核
的実施機関Jとなり、また「社会 ・経済に影響を与える研究開発を先導的に進めるjための

方向性を示すとともに、それを具現化するための組織改正を進めました。また、機織が;ii!施

する事業の社会的：窓銭・価値が明らかになるよう、社会にどのように役立つかの観点（アウ

トカム視点）を意織し、安全保隙の確保、宇宙航空分野の利用の促進 ・裾野鉱大、産業振興

及び園I際競争力の強化等に資する活動に取り組みました。

このような環撹変化の下、具体的な取組みとして、関係機関のご協力を仰ぎつつ、米国へ

の古宇宙状況監視（SSA)情報の提供の妓術面での貨献、機構の知的財産・観測データ等の利用

拡大、新事業促進電を通じた民間6業者等への支緩を開始するなど事業遂行に努めました．
また、若国字宙飛行士の宇宙ステーションコマンダー（第 39次船長）就任、基幹ロケット

但－IIA及びH・IIB）・イプシロンロケット総量生後の打上げ成功、補給鉛 fこうのとりJや人

工衛星等の着実な遼用を含め、ミッションを喪失することなく計画を遂行することができま

した．

平成25年度の主な実績は以下のとおりであり、その中には当初の許箇を上回る優れた成

果を上げることができたものもありました。

0宇宙利用分野
第一期7..k循環変動観測徐iSrしずくJにより取得したe情報が、気象機関のみならず、農
林水産省、海上保安庁者宇宙の行政機関、領地研究所、漁業情報サーピスセンタ一、ウェザ

ーニュース社理事でも新たに利用が開始され、 社会インフラとして定着し始めました。陵統

領羽1Jt主術衛星「だいち仏LOS)JのPRISMセンサで撮影された衛星画像を活用し、新興闘
におけるインフラ整備、世界で鎖発する自然災容対策、水資源問題への対応等に利用可能

で、幅広い分野のソリューションへ活用できる「全世界デジタル 3D地形データJの提供

を民間企業が開始しました。吏に、平成26＆手5月打上げの陰核観測技術衛星2号「だい

ち2号仏LOS・2)Jの利用に向けて、従来の巾央省庁等への提供に加え、国土交通省が新た

に整備する災害時の情報犯盟主 ・集約を行う f也子i妨災情報システムJに観測データをオン
ラインで提供する仕組みを術祭し、災害発生時の対応強化に貢献しました。



0宇宙輸送分野

高い償額性を有するH-IIAロケットの現行の級官＋を変えることなく、機能追加や衛星

の軌道投入方法の工夫により国際競争力に係る機能・性能上の最大の課題である打上げ能

力を向上させ、打上げ輸送サーピス事業者（三菱重工業）のカナダ大手通信衛星事業者からの

商業衛星打上げサーピス受注に貢献しました．イプシロンロケット紋験機の打上げ成功に

より、自律点検を可能にするシステム構築毒事の優れた技術カを実証し、我が包が自律的に

小型衛星を打ち上げる手段を磁係しました．同ロケットは、毎年一回優れた新製品・サー

ビスに贈られる日級優秀製品・サーピス貧の級優秀賞等を受賞するなど、宇宙分野を隙れ

た活動としても高い評価を得ました．

0宇宙科学・字笛然資分野
感墨分光観測術昼「ひさきjをイプシロンロケット試験機によって打ち上げ、 NASAハ

ツプノレ宇宙鎧遠鏡との木星協澗観測を行う毒事、成果創出のための活動を進めました．また、

太~観測術星 fひのでJ データの解釈により、大規模太陽フレアがどのような磁力線構造
で発生するのかを解明し、太陽物理学のみならず、人類の活動の場となりつつある宇宙空

間の環境把握（宇宙天気予幸日）にも貢献しました。

0国際宇宙ステーション(ISS）分野
我が図の有人宇宙開連伎術がえま実に肉よし、国際的な信頼の慌が、日本人初となる若田

飛行士の ISS コマンダー（第39~船長〉就任という形で現れました．日本実験練（JE紛 fき

ぼうJの利用については、運用管制婆負の削減や宇宙飛行士間II練の効i;i化毒事により、継続

的に運用経費を削減しつつ、これまでの知見をもとに、問品質なタンパク~結晶を生成で

きるといった JEMの強みを活かした手lj用成果の瞥及と企業ニーズへの対応を強化するこ

とや競争的資金を積極的に活用することで、国の生命科学・医学分野の戦略・最先錦研究

への組み込みゃ、民間企業との連主絡が進展しました．

0航釜科学技術分野
「災害救媛航空機情報共有ネットワーク(D・NET)Jの技術活用した新しい「集中管理型

消防防災へリコプター用動態管理システムJ舎、総務省消防庁が録用しました。 D・NETの

利用拡大を通じ、複数の災害毎対応、機関が救緩活動に従事するような大規模災害への備えに

貢献しております。

0情報技術
機機の事業全般を支える研究倒溌の分野では、数値シミュレーション主主術の高精度化を

進めた結集、書式験に代わる検fiE技術を確立し研究開発プロセスの革新に擦がる成果を得ま

した．また、ソフトウェアエンジニアリング技術に関しても、これまで第三者によるソフ

トウェア独立検MCIV&V)は困鍛とされていた設計文書の無いソースコード検証について、

エラーパターンとソースコードの可視化技術を組み合わせることにより検紅を可能とし、

ソフトウェアの信頼性向上を図りました。
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0産業振興、国際競争力の強化

産業猿輿への貢献として、機構法改正（平成24年7月）を踏まえ、各府省からの新たな事

業の検討依頼や、民間事業者からの要誇に迅速かつ的確に対応して事業開拓を促進するこ

とを目的として駿霞した新事業促進室の活動を軌道に釆せました．民間事業者が抱える問

題等に対して、機構の技術的知見等を活かした緩め及び助言を行うことで解決に実献した

ほか、3互に体制を強化するため制度機築等を行い、平成26年度に新事業促進センターを発
足させる環境を整備しました．また、政府が推進するインフラ海外展開に協力し、相手国

のニーズ把握、機織の技術の紹介、宇宙技術研修毒事を通じた人材育成を行いました。

0国際協力
国際的枠組みや各プロジェクト絡を通じて推進きれた宇宙分野の国際協力は、国内外の

側広い認知を得て、外交的役割を果たすようになっております．特に、アジア太平洋地核

宇宙機閉会議仏PRSAF）の枠組みを活用して、アジアの宇宙コミュニティの宛展と日本に

対する償頼感の醸成に寄与しました．また、国連の常絞委員会である字街空間平和利用委

員会の隙畏、国際宇宙航行連盟会長に担豊橋の役員がまt任し、議長提案により般論を主導し
ていますが、機構はこれを組織として支えております。更に、安全保障における日米協力

において、日米政府間の宇宙状況監視(SSA)に関する了解覚書に蕊づき、米国へのデプリ観

測・解析情綴の早期提供に、技術商で貨献しました。

O広報・敏育

広報、宇宙教育においては、理事長月例飽者会見、タウンミーティングの全都道府県で

の開催、タイムリーなプレス発表など、鋭明資任を果たすため積極的な情報発信に引き続

き努め、プロジェクトの意義や成果を伝え、図民の理解滑進を促進しました．また、背少

年への教育・活動を進め、宇宙航空教育の実践活動の鉱大に努めましたe

0業務運営
引き続き、業務や経ft'の効率化に努めるとともに、野木レーダステーションの国庫納付
手続きを完了させる等、政府の方針に沿って、資産や溜営の見直しを1苦笑に進めておりま
す。また、年度当初に外部からの不正アクセスによる情報淵えいや職員による不正経理事

案を言干したが、これら司s:~に対する原因究明、再発防止策の策定、全社的リスク縮減活動

を通じた内音6統制強化にも引き続き取り組みました．

JAXAは fExploreもoRealizeJという新たなコーポレートスローガンのもと、宇宙と航

空の分野で、常に一歩先をゆく銭術開発を自ら行いながら、更に内外の英知を結集させるこ

とで、人類社会の発足主に埼苦笑に貧欲する成果を生み出すよう努力して重量ります。

これからも皆様のご支媛、ご協力をお願いいたします。

3 



2. ＆本情報

(l）法人の被安

①目的

大学との共同等による宇宙科学に関する学術研究、宇宙科学銭嗣宇宙1こ闘する将学銭術をいう．以
下問じ．）に関する事基礎研究及が宇宙にl刻する基盤的研究開発並びに人工衛峰等の開発、打上げ、遺
跡及び遅刻主主びにこれらに1刻泌する業務を、宇宙基本法（平成二十年法f$1ff肉十三号｝第二条の宇
宙の平和的手tJJ自に関する基本店念にのっと旬、総合的かっ計額約に行うとともに、航空科学技術に関
する基縫研究及び航空に関する基線的研究開発並びにこれらに脳連する業務を総合的に行うことによ
り、大学等における学術研究の努服、字倫・科学技術及び航空科学技術の水f慣の向上波ぴに宇宙の側
発及び事ljJ砲の促進を図ることを向的とする．

｛独立行政法人宇宙航空E研究開発機締法第4条）

② 業務の範囲

＠沿司E

ー大学との共闘その他の方法による宇宙科学に関する学術研究を行うこと．
- 宇宙科学後術及び航空科学後術に関する~礎研究鍾びに宇宙及び航空に隠する基a量的研究
関与Eを行うこと．
一・人工衛島等の開発!lit.びにこれに必童書な施設及び綾備の閑突を行うこと．

四 人工衛凪句の打よげ、追跡.＆び運用並びにこれらに必褒な方法、施＆及び段備の開発を行うこ

と．

五 前各号に掲げる業務に係る成集を管及し、及びその活mを促進すること．
六． ill三号及び第四-!Joにtiげる業務に閲し、氏IHI事業者の求めに応じてti助及び助曾を行うこと．
七. St持の篇絞及び鮫備を学術研究、科学後術に閲する~f~関与在主主びに宇宙のllH~及び利用を
行う増？の1脚11111に供すること．

A. 宇宙科学並びに宇宙詩学主主術及び航空科学技術にl刻する研究者及ひ’技術者・を養成し、及び
その資質の向上を図ること．

九 λ；学の礎的に応じ、大学院における教育その他その大学における教育に協力すること．

-0. 町司令号の業務に附帯する業務を行うこじ

（車ll"lt行政法人宇宙航空研究開発機権法第18粂｝

2003年（平成15年）10月文郁科学物＇￥筒科学研究所(ISAS）、独立行政法人銚後宇宙鐙術研究所
(NAL）、宇宙開発事業団（NASOA）が統合し、独立行政法人宇宙航空研究開発織憐{JAXA）が宛足．

④役立級銀法

独'SL行政法人宇宙航空研究開受織l~ll;（平成 14 年法律第 161 号）

⑤主務大医（主務省所管割程等）

文部科学大医（研究開発防宇宙開捷利用銀｝

総務大臣 （情報通信国際戦略局宇宙通信政策課｝

4 

内閣総理大臣（内閣府＇￥ ii戦略室）

経済E置員巨大｜正（製造E霊祭局航空機武~宇宙産業銀字衛産業雪量）
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・事業所

①東京事務所

東京都千代同区神間接河台4-6御茶ノ水ソテンティ

電話番号 03-5289・3600

②筑波宇宙センター

ま定機県つくば市下瓜2-1-1

m稲告書号029-868-5000
③制布航空宇宙センター

東京都綿布市深大寺東町7-44-1

laSi!番号0422-40-3000

＠締篠原キャンパス

神奈川県相模原市中炎区由野台3-1-1

包隠告書号042-751-3911

⑤:fif[子島宇宙センター

J1li児島県熊毛郡南磁子町大字£永字麻涼

t11ai1番号0997-26・2111

③内之浦宇宙空間観測所

鹿児島県肝属郡肝付町ttl'Jil791-13

電話番号0994-31-6978

⑦角闘宇宙センター

宮城県角凶iii科萱字小金沢1

T間話番号0224・68-3lll

③能代ロケジト災験場

秋悶県能代1有浅内字下西山1

忽話番号0185-52-7123

＠！盟関宇宙通信所

鹿児島県熊毛~I中継子町治問1887-l 

電話番号0997-27-1990

⑩勝浦宇宙通信所

(2）本社・支社毒事の住所

・本社

東京都調布市首震大寺東町7-44-1

S宣言苦i!'f.i;:・0422・40-3000
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千楽県勝浦市芳賀:IE立山1-14

'I[言語番号0470・73’0654

⑪沖縄宇宙通信所

沖縄県国頭郡恩納村字安富徴金良原1712

電話f番号098-967-8211

⑫臼閉宇宙空間続測所

長野県佐久市よ小悶切大曲1831-6

m話＊号0267-81-1230
⑬地球観測センター

埼玉県比企部紛山町大字大橋字沼ノよ1401

E草絡:JG:号049-298-1200

・海外壁主夜員事務所

①ワシントン駐在民事務所

2120 L St., NW, Suite 205, Washington, DC 20037, U.S.A. 

電話番号＋1-202-333-6844

②ノ句駐在員事務所

28 rue de Berri, 75008 Paris, Franc,e 

電話f番号＋33-1-4622-4983

③バンコク駐在員事務所

B.B.Bldg., Room 1502, 54 Asoke Road., Sukhumvit 21, Bangkok 10110, Thailand 

1l:t~l!i番号＋66-2260-7026

③ヒューストン駐在員事務所

100 Cyberonics Blvd., Suite 201 Houston, TX 77058, U.S.A. 

~官話番号 ＋l・281・280・0222

⑤モスクワ技術調墜事務所

12 Trubnaya Street,Moscow 107045, Russia 

m献番号＋7”495-787・27-61

－分室

①小笠原追跡所

東京都小笠原村父島字桑ノ木山

電話番号04998-2-2522

②バンコク分笠

B.B.Bldg・，Room 1502, 51 Asokc Road., Sukhumvit 21, Bangkok lOllO, Thailand 

8 

調t~ii香号＋66-2260-7026

③鯛布航：？；？宇宙センター飛行湯分泌

東京都三mg市大沢6-13-1
司m；番号0422寸0-300日
＠名古屋空港飛行研究拠点

震知県西泰日弁書a~山町大字背山守二男＇~再4520-4

fil絡f番号 0568-39-3515 

(3）資本金の状況

民

資本金
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(4）役員の状況

（平成25年度末境在）

役職 ｜ 
｛ふりがな）

II:期 担当 主要車l!ll
氏名

昭和崎午l3}l 東京大学大学院応賜物理学博士課程修T
昭和棺牢4月 斬自本製flU章式会社

（おくむらなおき）I ｜平成25年4月1日 ｜｜ 
理事長 ｜ ～ 平底IS年4月間常務取締役

奥村直樹 平成30年3月31闘 平成17牢4月 面1代袈敏締役副総長
平成19午IJl 総合科制支術会総1在員
｛平成25革1月5白退任）

昭和“平3月 名古民大学理学部数学科卒業
昭和52年6月 マサ，，.，.ーセタツ工科大学大学院（M

副理lfl・長｜（ひぐちきよし）
樋ロ 1背苛

｜鞘…
ー 昭和“年10月宇宙閲覧事業団

平成27年3Jl31日飾t自由 平成12年7月間企画部長

平成何年10!l （.独｝宇宙航空研究開発担皇制浬事
平成21年61l 有人宇街システム｛綜｝副社長

議官企画部 E草案通 昭和53年3Jl 東京大学大世院工学系研究fl航空学専門
認程修士探穆修了

平成25牢4月1日 l1 Illセンタ同‘創造園 昭和63年4月宇宙開発lli＜世間
理事 I＜やまうら ゅういち｝ ｜｜ ～ 開郎、情~I ・計n工 平成20牢HI（鶴｝宇宙航空研究開発餓偶有人宇宙E官邸主

山浦雄一 平成27年3Jl 31自学センタ｝、情級シ 利用ミァション本錦事業錐進部長
；；＜テム部、チーフエ 平成21年Ol 岡怨営企画部長
ジzア重量担当 平成23牢S月間執行役

広報部、将鏑・lli:賓
主‘総務節．人司181!. 昭和57年3月 京都大牢主；掌院理掌研究科修士銀程修7

理事 ｜ （かとうよしかず｝ I平成24革4月1日I 財i段務絵偏師郎、製、約セ郎キみ、纏9 昭和57年4}j 科学筏術庁早成13年7Jl 文商1科学者研究復興局

加脇谷ー 平成27年3Jl 31日 ティ筑l孟室、宇宙教 研究1'\）~ · 滋m巡綿疎長
官センター、筑渡宇 平成20年7月 内閲府技館続指背付挙事官
宙センター菅理部 平成22年7月 文部科学省大臣官房審掠官
担当

昭和51年3月 名古座大学大学院工学研究科航~工牢
llJ攻修土：1u2悠7

昭和51年4月 宇宙開発事猿図

｛えんどう まもる） I平成22年4月l目 ｜｜ 宇宙紛送ミ ｜｜ 平成IS年10月｛独）宇宙航空研究開発機情宇宙基併
理事 ｜ ～ ク " ~~＇＂本郷事業総陸部長

道路守 寧"1<27牢3Jl 31日ン本錦織当 平'1$.19苧4月間宇宙ι基幹シ;r.テム本部H-llB
T 吋’，，~，~ーグ守

平成2D年4Jl 宇宙給送~，~山本部宇宙給送T 吋· ；1 ・
拍手U'i,V:79,f"室長

第一t柑Iii利用ミッ

' . ；，－本御．周波数 昭和52年3Jl 4古m大学工学部紙密牢科卒祭
平成25年4月1日 I管理2伝統合遺跡ネ 飽和52年4Jl 字宙開発事集団

理事 ｜（やまもと しずお｝ I ～ ットワーク錠術潟、 平成21年4Jl ｛強｝宇宙航空研究開発機情人事部長
山本紗失 平成27年3Jl 31日 m庶民験技術セン 平成24年7月間宇宙~1Jl!H·1~，，本部宇宙利用統娼

ター.~匹ニ昔｝忠利用 平成25午l月間執行役
ミッシpン本部組

当
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事t磁 ｛ふ9がな｝
氏名

れませがわよしゆきll!llP I 
長谷川 4聖書

任期

Sill& 23早sJI s目

平成27牢3.1!31日

．市 I tなか陪L かずひろ＞I 平成24隼・.Ill目
'!'Iii 和柳 ～ 

平111<27軍事ll31目

測事 I I’つねた さく｝ ｜平成竹山 口
常図佐A

寧fil271事3月31日

脚 ｜ ｛じようの よし州I平底23年10月1日
総’F軍医

平必27事’H30日

曹邑‘
｛た倉崎宜しみつまさ｝ 平111(254¥'10 Jl I日
術Ii光敏 『

平成27隼911蹄白

(5）常勤職員の状況

担当 主張経Ir:

時拘51IJ! SJ] 主総工lll大学大学院工学研究科電気工牢
I 噂攻，.士眼健修T

有人中由ーミシショ I 
1昭fpSI申・n宇宙開指事黛聞

ン草師、 月・t!K探 l
・1：平成初年‘月 ｛阻）＇j•宙航宅事究刷量蝿檎有人宇宙GIJA

蜜7・r;w..-1・抱 l車 I 利用t，何シ刻ド御園E属宇宙友子守，，，.吋ヲ＆

－ ，令ず＠
平成21年4月開航行後

昭拘臼午3月 東≫：A＊＞－学鉱工学系研究将怖土緩慢
修7

碩究開’E本郎、 e"~l昭和54.ド4月 銀空宇宙技術研究所
本書事績当 I l昭和闘年7月 大震府立大学工学鶴助政授

平成5年10月 東北大学工学館教授
早成19年4JI J桓t:大学大学院工学研究科紋後

昭和印年3ll Jk京太年Jに字減問宇系研究科天文学噂
I 門b¥f;lt岬士協儲修了

寧宙科学研究所．大｜
｜昭和制作＼ )j 厩京大学）~ht矢文台助手

'!t・研究機関般進 ｜ 
｜平成8年8Jl 凶立実宜t::l<I品物理学研究系教授

担割嵐 ｜ 
'll'成16午4月 自然将学研究l.:lll両国立天文台太降天体

プヲズマ研究飢蝕侵

昭和47年3R 広島次牢政経摩師範演学将卒森
昭和47司H 月 ミノルタ隊式全世
車両主6勾'9月 例上訓軍事務扇所長
平成四年‘月ョ：：：.:JJミノルタ紘一ルディングE債t執行

&・Q官監査愈長
平感幻'1'6月 聞取篇役｛監·~員・線量副委員｝

(23軍6Jl温経｝
昭和SI寧2月 車京大学古島常鶴間u領事業
昭鞠SI年4舟竿llilMI指事第四
平成同年7月 （組｝宇宙航空研究開縄跳！~~約舗長
平成23革4月開執行役

1,'；・縦jl隊員は平 成 25年度末において 2,151人（前期末比3人減少 、0.2%減 ）であり、平崎年齢は42.8自主

〈前期末 42.7 ~）となっている．このうち、閣符からの出向者は32 入、 民間からの出前1-t;· 328人である．
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3.節潔iこ要約された財務諸表

ill貸借対照表
資産の部 0.繍 負償の音B

流動資産 ii動負僚
現金及び預金 52,422 前受金
その他 132,644 その他
閤定資j哀 関定負債
有形陶定資産 437,892 資産見返負債
無形則定資産 4,860 長期日一ス債務
投資その他のE奇麗 750 図際宇宙ステーション

来履行債務
その他
負債合言＋
純資産の綿

資本金
政府出資金
その他
資本剰余金
重量鱈欠如合
｜純資旅合併

ltn冨.，.，益、.. 』 628 567 負債純資産合計

t軍需 （単位：百万円

題一一ー
207,192 

15, 763 
49,483 
108,715 

l, 130 
6,206 
19,906 

4,261 
94 
1,560 
74 。

以L些2
71,693 
40,165 
566 
21,428 

坐£些
ムム益上
.6 25 

.6. 11. 786 

12 

I単位」宣左目1
金額

73,317 
56,838 

235,406 
2,057 

22,080 
104 
389 801 

544,259 
6 

t::. 288,637 
16 862 
238 766 
628 567 

ω行政サービス実施2ス卜計算書

1m務1lt用

損（~益除針）i自~l;I事上の受用
己般入等

｛その他の行政サービス実施コスト｝

8損益外減価償却相当額
田鍋益外減tn損失相当額
IV損益外利息費用相当額

Vt員銭外除売却滋傾キIJ当額
VI引当外貸与見税額

V同｜当外退職給付i曽川l見積額
V皿機会費用
JX(I空除）法人税~及び閏縦納付税

X行政サービス災総コスト

4.財務諸表の科目

①貸借対照表

科目

現金及び預金

その他（流動資産）
有形固定資産

無形悶定資産

投資その他の資産

｛単位：百万円｝
金額
187 165 
209, 702 
ム22537 

25,466 。
1 

573 

4 

969 

2,009 

{:,, 2 457 

213 730 

説明

当座預金及び普通預金

未成受託業務支出金、貯蔵晶君事

単革主主
金鍾
.il.,fil立
ム1!...lli
辺色笠里
担Aよ主
皐.ill,
ム』＆旦1
ム必4主主
ムム丘皇
.6. 6 

Aム謹主
旦'11§,
旦..!?1

人工衛泉、土地、建物など長期にわたって使用ま加訴lj}flずる有

形の固定資産

yフトウェア、工業所有権仮勘定毒事
長期前払費用など有形限定資産及び無形l制定資f1lf.以外の固定
資産

13 



科目 政明 科目 鋭明
前受金 受託契約に伴う給付の完了前に受領した額 もの
その他（波動負債｝ 未払金等 その他（経常収主主） 資産見返負債戻入、緑益等
資産見返負債 中期計画の想定の範囲内で、運営費交付金により償却資産及び 臨待損益 主に非経律的に発生した損益を集計したもの

盆要性がggめられるたな卸資産を取得した袋合、補助金軍事によ その他調Z産額 法人袋、住民税及び事業後の!P..!支払額
り、術助金等の交付目的に従い償却資産を取得した場合得に書十

上される負債
③キャッシュ・フロー計算書

長期リース債務 lファイナンス・リース契約に基づく負債で、 1年を趨えて支払期限
が到来し、かつ、 1件当たりのリース料総額又は一つのリース契約 科目 説明

の異なる科目録のリース料総額が3百万円以上のもの .務活動による 通常の業務の実施に係る資金の~tmを茨し、サービスのII!供等

闘機宇宙λテーシ内総行｜「きi山本実験棟の打上げに係機似国航空宇宙局の双 キャッシュ・フロー による収入、サービスの勝入絡による支出、人件費支出等が絞当

イ民務 方が行う担量供渋みサービスの差異、及びシステム迩用共通経艇に 設資活動による 将来に向けた運営基盤の磯立のために行われる~ft活動に係る

係る機併が朱履行のサービス価額 キャッシュ・フロー 資金の状態を表し、固定資震の取得・売却絡による収入・支出が

その他（臨定食償） 資産除毒債務 官長当

政府出資金 政府からの出資金 財務活動による リースイ貴重揮の返済による支出毒事が該当

その他（資本金） 民間からの出資金 キャッシ且・フロー

資本別余si'l 問から交付され制基設整備費補助金などを財淑として取得した資 資金に係る換算差額 ｜外貨建て取引を円検算した場合の差額

溢で財産的進E揮を構成するもの
ぬ.i1i欠自民会 機構業務に関連して宛生した欠級金の累計額 ⑥行政サービス実絡コスト計算書

科目 説明

②娘益計算書 祭務望号周 行政サ｝ピス実胞コストのうち、鎖主主計算書；に計上される貸用

科閉 t見明 その他の行政サービス ？員総計算帯に骨十よされないが、行政サービスの実施に貨やされた

人件焚（業務費） ｜機構築務に係る給与、貸与、法定術革ljf/l等、職員毒事に要する ’u伝コスト と~;gめられるコスト

経費 損主主外減価償級相当額 償却資磁のうち、その減価に対応すべき収益の獲得が予定されな

減価償却資｛業務費） 後構築務に係る回定資産の取得l原価をその耐用年数にわたって いものとして特定された資産の減価償却費相当額

費用として配分する経鈴 損益外滅相i扱失相当額 中期計画毒事で惣定した業務を行ったにもかかわらず生じた減鍋鎖
その他｛業務授） 後構業務に係るまlit事4書官正聖母、研究材料狩及び消粍品費等 失相当者圏
人件焚｛受託費｝ 受託業務に係る給与、賞与、法定術革IH骨線、職員当事に婆する経 損主主外幸I）.巴－~骨m相当額 費用に対応すべき収益の獲得が予定されないものとして特定

Jt された除去費用者事のうち、時の経過による資産除去債務の鯛
減価償却費（受従事号） ｜受託業務に係る固定資iiiの取得原価をその耐周年数にわたって 撃額

費用として配分する経野 損益外除売却重量級相当額 資本取引により取得した悶定資産の除却 ・売却により発生し
その他（受託費） 受従業務1こ係る業務委IU号、研究材料費及び消耗品費等 た除売却差額相当初及び独立行政法人会計基準第99により
人件費（一般管理費） 管理郷P1Jに係る給与、貸与、法定縞利授等、験員事事iと要する 生じた国Jill納付差額

経費 号l当外貸与見淵額 財務、姶鐙が運営費交付金により行われることが明らかな湯合の貧

減価償却費（一般管理費） 管理審tlr'lに係る回定資産の取得原価をその耐周年数にわたって 与号｜当金見積額

聖母周として配分する経費 号l当外退織給付t舗加見,f;j古田 財源、姶i置が述営費交付金により行われることが明らかな袋合の逃
その他（一般管理主資） 管理部！”］に係る業務3寄託費者事 Jml給付引当金総加見税額
財務費用 支払和IA等 機会資期 図又は地方公共団体の財iiを無償又は減額された使用料により
運営資交付金収益 受け入れた運営費交付金のうち、当期の収益としてまBl践したもの 貸借した袋合の本来負担すべき金額符

補助金等収議 国からの織助金等のうち、当期の収益として詑議したもの （鐙｜紛法人税等及び｜副Jill納 業務費用のうち、行政サービス実施コストから控除される金額

施設費収益 総投設備費術助金を財源とする支出のうち、固定資産の取得原 付額

イllliをf/it/iXしない支出について、望号期処理される鎖』こ相当する績の
収益への振替額

受託収入 ｜国及び民間待からの郊織のうち、当期の収益として糊した
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5.財務情報

(1)財務諸表の概況

①経常費用、経常収益、当期総領後、資産、負償、キャッシ旦・フローなどの主要な財務データの経年

比較・分析

（経常後用）

平成25年度の経7首費用は207,192百万円と、前年度比2,207百万円の泡(l%i＇留）となっている．これ

は、業務焚が噌加したほか、受託費が減少となったことが主な望書因である．

（経常収主主）

平成25年度のi妥協’収益は197,862百万円と、前年度比28,861百万円の減（13略減）となっている。こ

れは、運営費交付金収主主のほか、受託収入が減少となったことが主な重要因である。

（当期総領益）

上記経常損益の状況から、平成25年度の当期総損益は611,786百万円と、前年度比35,821百万

円の減（149情減）となっている．

〈資j!g)

平成25年度の資産は、628,567百万円と、前年度比45,583百万円の減（7略減〉となっている。これは、

人工衛星が減少となったことが主な要因である。

（負債）

平成25年度の負債は、389,8011歪万円と、前年度比19,296百万円の減（5也滅〉となっている．これは、

資産見返繍助金書事のほか、資産見返運営費交付金が減少となったことが主な要因である．

（業務活動によるキャッシュ・フロ｝）

平成25年度の業務活動によるキャッシュ・フローは、41,556百万円と、前年度比16,261百万円の収

入制（6綿織）となっている．これは、受託業務活動iこ伴うその他経費支出が前年度比23,132百万円の

減（41%減）となったことが主な要因である．

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

平成25年度の投資活動によるキャγンュ・フロ｝は、646,738百万円と、前年度比11,819百万円の

支出減（20首減）となっている。これは、省形閲定資irtの取得による支出が前年度比11,803百万円の

滅(IS首減）となったことが主な要因である。

16 

｛財務活動によるキャッシ，，，.フロー｝

平成25~手皮の財務活動によるキャッシュ・フローは、 62,138百万円と、前年度比634丙万円の支削

減（23l減）となっている．これは、Pース自常務の返済による支出が前年度比637百万円の減（23弛減〉と

なったことが主な~闘である．

i!主要な財務データの緑年比般

第2畑中期目穏期間
22年度 I 2.3年度

区分

205 0501 219468 
187.6591 216 620 
{), 17.4151（性別 企3012 

6670811 692.436 
389.0911 434.837 
l!.. ZS.0391 l!.. 29 112 
6日l.0951 86.826 
54 8921 企27且悶

l!.. 2.9301 {), 3 043 
39 ?991 95 775 

（注1）前年度凶弘輔宵万円の机h減少合性じてい弘司札業務樹海糊したζ劫 t主な要因である

（也）前年度上ヒ14，湖6万円の＆U、血首脳性じているこれ札業務費が減少した立が主な嬰図である

（出）桝我比翁』121百万円の現刈紗地浅じてい弘これは、選営費到寸金収益点争妙はことが主な望書図で

ある

②セグメント事業損縫の経年比較・分割T

セグメント情報の開示区分については、従来、 I衛星による宇宙利用」「宇宙科学研究J「宇宙探査j

f図際宇宙ステーション』『字itィ愉送J『航倉科学後術jf宇宙銑空後術基盤の強化j「その他業務J及

びf法人共通Jとしていたが、当期から!ff3期1中期R録期間の中期計商品Z設定されたことに伴い、当中

期普＋闘の区分に従い、f測位、リモートセンシング、通信・放送衛星J「宇宙輸送システム」f宇宙科学・

宇宙燦査jf有人字岱・1百動lf宇宙太陽光ヲ車協研究開発」「航空科学技術J「縦断的事項J「その他業

務J及び『法人共通1＂変更している。
なおセグメント情報の入手にあたって、セグメントの区分に対応した＊m及び事業が、中期計画の

変更に伴い大慨に己主骨l'されており、セグメント~m~益の経年比較・分析を行うことが図簸なため、当

年度のセグメント情報のみを飽1織している．
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表事業Ill益の経年比較
｛単位：百万円｝

区分
事2畑中期回復期間 第3甥中期目1革期間

21年度 22年度 23年度 例年度 25年度
A軍l位9モ』トセンシング遇措．晶草‘E ． 企I824 
日宇宙給送シZテム 企I973 
C宇宙科学・宇宙探査 t. 949 
D有人宇宙活動 2 3M 
E宇宙太陽光受電研続開聾 ． 司 t.O 
F航空科学段飾 ． ． ． ． 品目01
G横断的事項 ． ． ． ． t. 92 
Hその他業務 f¥ 5 819 
1；すA共通 t. 239 
｜岳齢 t. •o sis t. 17 391 企 2 .8•8 21 739 I¥ 9 330 

（間平成25if.l皮よりセグメ／ト区分の変更討すったため、セグメイ数値はZ持度のみ表示

③セグメント総資産の経年比較・分4斤

セグメント情級の開示区分については、従来、f術Ji!:による字宙利用J「宇宙科学研究jf宇宙探査j

f国際宇宙ステーションJ「宇宙紛送Jf航空科学技術Jf宇宙航空銭術援皇室の強化J「その他業務j及

びf法人共通Jとしていたが、当期から第3期中期回線期Ii目の中期官十回が紋定されたことに伴い、当中

期針簡の区分に従い、 f測位、リモートセン、日〆グ、通信・放送衛星Jf宇宙愉送システムJr宇宙科学・

宇宙探査』f有人宇宙活動Jr~宇宙太陽光発泡研究開発J「航忽科学技術Jf桃l析的等項J「その他業

務』及び『法人共通jへ変更しているa

なおセグメント情報の入手にあたって、セグメントの区分に対応した組織及び事業が、中期計繭の

変更に｛辛い大娠に改訂されており、セグメント総資獲の緩年比較・分析を行うことが図雌なため、当年

度のセグメント情報のみを記載している．

表終演援のn年比較

区分
112鰐中期目ti期間 第3期中泉目標期間

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度
A潤位りそートセンシング iifilt・蝕送衛星 ． ． ． ． 116317 
B宇宙紬送システム 64 508 
C宇宙＃挙・宇宙線夜 88 132 
白人呈Z宙活動 ． ． 168 309 
E 
・困・. 

｜事 ・． ． 481 
F 虚望丸 ー ． ． ・． 3 432 
G慨tq事lft S9m 
Hその他業務 筋516
法人共通 41.iB 
合計 653 731 567 081 692 436 674 151 628 567 

｛剖平成2!'洋度よザゼグル〆ト区分の変更射すったため、セグメン時刻副主~洋度のみ表示

18 

＠目的積立金の巾問状況、l設Jili内容等

該当然し

⑤行政サービス~Niコスト計算空？の経年比較・分析

平成25年度の行政サーピス実施コストは、213,730百万円と、前年度比26,202百万円の増(14覧漕）

となっている。これは、業務fl周が的年度比26,201百万円の治（16"/oll9）となったことが主な要因であ

る．

袋行政サービス実施コストの経年比較

区分

.li 
ムlli.
L旦よ
＆笠主
~ 
2日笠 222.211 
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(2）施主貴毒事投資の状況

①当事築年度中に完成した主要締役等

・勝浦S/X務空中線絞備（1,116百万円｝

－大l崎第2発電所（616宵万円｝

－内之浦34m系送受信測1€装鐙（566行方円）

·／~滞S/X都送受術ill'J怒鮫仰（勝浦級置分）（546百万円）

．大製紙遺風削除術（542百万円）

－悶体ロケット伏験線（438百万円）

・1”凶ロケットテレメータ受信設備（240百万円）

・lOMN疲労献験線（239宵万円）

－深宇宙燦傘送受信i!l!ff!~量備（237百万円）

・~1'1甘m家~官E紋面目｛中央機械事nl<211百万円）

・空絢剤中央監視:ii船（!WJカ棟）(177百万円）

・射点近傍光学式位低富十訊Ifシステム（174百万円｝

・クレーン鍛備(165苔万円）

・H-2Aロケット射点E童館｛そのイ）射鹿設備（却1LP)(l62百万円）
．適合性訳書貴装霞（134百万円）

－移動予~H台絞備（130百万円）

－内之浦20m系送受信潟距装置（129百万円）

・スピン紋重量装置（117百万円）

－絞化水素貯蔵供給所設備(108百万円｝

．笠カH号館（106否万円）

・消火殺倫（大筒第2宛電所）(100百万円｝

②当事業年度において継続中の主要施彼等の新怨・鉱充

・過自監禁殴アンモエクム保管成の盤側

・次期飛行安全管制システム対応施般g!t{1績の盤側・改修

③当事業年度中に処分した主~~超級等

該当然し

｛注）上記のま要絡般電車1：：：は、取得術者11~たは当1実施役軍事の機m付加に要した金額1億円以上の鰭鍛練
を記載しており、機能的総符を自的とじ花ものは除いている．
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(3）予算・決算の概況

｛岨世.＂ljJi円l
高2園中馬H間期間 間S用申AIP~開園

i骨 21 J.I 2Hll お尊置 制置 25年E
予E 自骨E 予置 自t草 u 白色置 n 睦E 予草 聾耳 aH•dll 

Illλ 
聖書置費骨量 143 ~14 Bl rn i却3目 13G四213!E.55 1!2必SIll.Ill! llUll 11!7~ '" ，，帥

~星’E曽§‘宇Rロ＂ウ宙耳・ヲスシEトテスa開ー予r制ムシI竃十耳昨世曹過割阻膏拠”同骨’植E圃：h助.. 金
8町 且lit 619! S.1お 8.636 事.m1亀．‘ ’S併 IU揖 t鋭 曹革瞳4削E金聾
35 ~71 !!67 組問 柑.35! 'MM 百ii‘3111 llJll JI.Mi を＇＂＇
16蝿t1!031 腿岨 Ii・t2 眼目 II.I苗 liJI 2・m 21姐l25..ill 前草創切削齢軍． ‘lit 。型車置，、の揖瞳E企

． ． 2.631 。唖隼fhのi骨随量骨
垂創Iλ 担包44岨 SI釧 ..笥4 nm  拍4剖 お縦 MllO 包 71 担359曹年~Jt且E紛｛量I)
その量の喧 I e:t n1 u愉 ’17 I E句 795 ’帥 l.2S I 003 911 

E降 liUll 21l官 2SU・212.6!£ m10; I 1'19611 229&3 ”唱’.111301 21!.ll! 
宣畠
ー僚理聾 13閣 6.9詰 1.171 6161 TOH 6 732 rn1 6.611 63!6 U32 
竃司＇＂ l)j圃4132』Jj121明。121 286 12.6640 123.692 llUIS 12rn l’＇＂ t・l.S担
宣言語量膏uを耳’ 8 074 8161 64曲 s 118 S臼i 8191 !Bl! trn 113~ ＂－＂~ :I 
11:111:宇雪7'予w’Aン .. 邑

目。671 35日4..・4脚 lt.!ll 30C~ 16.i担”119 m』 ”＂＇＇ 富且』t
量革盟悼量曙睡a盤h貴調聾シF高ス掩·~鵬！~盈高瞳睦空週膏間間！！膏軸禍世耽8~nt 16.曲lISO! 16：泊 ’‘・， nm  1・Irお剥1, ,., 11剖1持制前年麿柏崎輯曹

． ‘4!1 ＠聖隼，rへ1111.昌
． ，瓜旬開 ．竃a::•.....m趣.. 

聖賢樫野 11231 JU! 51.291 “』It4111l 2l8ll お担暗 三＂，ζ 鍾11111!42 門事動初側帯｛件21
E帯 制.Iii111.!i 25U回 泊lJI223.i輔 宜＇•JM.i 2泊A."ll2自制tI 227 301 llllll 

｛組、2)f急噌見入I及びf受従経費Jla±.~糊収集締患の受書記に係碑入及ひで支ωを含めて計上し勺ハゐ

(4）経費削減及び効司品化目標との関係

当t去人においては、m3Wl中期目標の中で、『幾務の見直し、効率的な運営体制の確保等により、

一般管理費について、法人運営を行う上で各稲法令等の定めにより発生する議務的経費者事の特殊

~図経費を除き、平成24 年度に比べ中期目録期間中に 15%以上の効率化を図る. Jとされている。

この目標を達成するため、管理業務の効帯化による一般管理~における物件費（特殊嬰国経費を

除く｝の削減を図っていくところである．なお、平成 25年度は、東京事務所移転に伴う現状回復費苦手

の峨加要因があったが、究車‘静化回線は途成見込み．

一般管理~の経年比較

（単位：育万円）

24年度｛基費量年度）
当中期目線期間

l丘分 25年度

金額 比率 金額 比場

般管理費の物件費
2,206 

（特殊!lli閃経費を除〈）
100首 2,223 101‘ 
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6.事業の悦明

(1）収益機途

相韓併の経常収益は、197,862百万円で、その内訳は、i盟蛍狩交付金収益 71,693百万円｛収益の
36粉、受~収入21.428百万円｛収益の11粉、術助金者事収益 40,165 百万円（収益の 20略｝、 iu聖書き収

益566百万円（収益の0.3首）、資産見返負自白戻入63,133百万円（収益の32粉、その他876百万円（収

益の o.~覧）となっている。

事業g1Jの収益構造については（2）の1Z殺のとおりである．

(2）財務データ及び業務実績報告書Fと関連付けた事業税明

機絡では、事業単位セグメントで管理Eしているため、以下セグメント)llJの財務データに沿って財務デ

ータ及び業務実産自報告畿と関連付けた事業税明を行う。

A 測位、リモ｝トセンシング、通信・放送衛星

測｛立待ii！量初号トta『みもぴ討を内附府の受け入れ~備が縫うまでの問、維持しつつ、世界的な術必測位

技術の進展に対応し、利月1鉱大、利便性の向上、測位術必関連技術の研究開発に取り組む．

関係府省と連総を取りつつリモートセンシング衡忌の開宛を行う．また、衛星データ利用鉱大について、

官民連税により取り組むことで衡易運用を効率化するとともに、衛星データの利用技術の開宛や尖粧を行

フ．

通信・放送衛星の大型化の動向を締まえて将来の利用ニーズを見鋸えた要素技術の研究開発、実証書事

を行う.~また、光術星通信後術の研究を行う．

B字宙給法ンステム

我が国の~静ロケットであるH- llAロケット及びH-llBロケットlこついて、一震の信頼性の向上を図る

とともに、銭術lMlの維持・向よを行い、世界最高水織の打上げ成功率を維持する.H-IlAロケットにつ

いては、打上げサービスの国際競争力の強化を悶る．

閲体ロケyトシステムについて、打上げ需要に柔軟かつ効率的に対応でき、低コストかっ￥新的な巡用

伎を有するイプシロンロケットの研究開発を行うとともに、そのお度化により更なる低コスト化を目指す．

また、液化天然ガス推進系等の将来輸送筏術について、引き続き研究開発を行う．
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C宇宙科学・字宙探査

人類の知的資M及び我が閣の宇宙開発利用に新しい芽をもたらす可飽性を務めた革新的・務芽約な

銭術の形成を目的とし、宇宙物理学、太陽系科学、宇宙飛朔工学、宇宙機応用工学及び学際科学にお

いて、長期的な展笠に基づき、また、一定規模の資金を確保しつつ、我が国の特長を活かした猿命l的かっ

先鋭的な字筒科学研究を推進し、世界的な研究成果をあげる。

峨 I:, 1H:::r1鳴~h'I 品｜櫛

※平成25年9月 14 日に打上げられたイプシロンロケット／~§1分光観測世間arひさきJについては、耐周年数I ＜芋朱君臨であるζk

から、打上げ時に聖母用化し、f研究u料貸及び禍lt.!!.JtJI.こ98俗円計上しています．

D有人宇宙活動

凶｜際宇宙基地憶力院定の下、我が聞の国際的な協鈎関係を維持・強化するとともに、人類の知的資産

の形成、人績の活動域の拡大及び社会・縫済の泌尿に宅寄与することを目的とし、関際守Z街ステーション

｛おS）計画に絵画する．

応Sにおける宇宙環鋭利用については、これまでの研究成果の経済的・技術的な僻仰を＋分に行うとと

もに、将来の字干皆保境利用の可能性を好備し、ISSにおける効率的な研究と研究内容の充実を肉る．また、

ISSからの悠小包衛星の放出による技術実経や凶際協力を雄逃する。
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B宇宙太陽光発包研究踊発

我が函のエネルギー需給見通しゃ将来の車両エネルギー側発の必要性に緩み、無線による送受電技術

Hその他翼連君事

受託事業者事、上記以外の業務．

毒事を中心に研究を着実に進める．

初理主事

制｜州｜計｜諮｜蜘仰曙｜綜｜榊｜ 器
。l首．

P航空科学筏術

エンジンの高効織化、現行及び次世代の航空機の低騒音化並びに乱気流の検知能力向上等について、

~tl飲験絡を通じて深I.ftと安全に関連する研究開発に取り総む．

防災対応について、関係機関と新綴的に逮携した上で、無人機後術省事必!i.iとなる研究開発を維進す

る．

R重量界絡の外部線開における成果の利用の促進を図り、さらに、関係機関との連機の下、公立中立な

立掛から航空分野の銭術の標準化、基準の高度化等に貨献する取組を積極的に行う．

注入共通

配lほが不能なもので、主なものは符E車部門総資等である．

刷
制 SI調 l,1111 3制

川｜為｜高官｜嘱:1品拘置｜叫In ｜部｜側λl11~~(fl ~： I ：：~~ I欄

G横断的事項

事IJJ!lt広大のための総合的な取り組み、t定調軍基盤の強化及び建築餓争力強化への貢献、宇宙を活用し

た外交・安全保田事政策への貧献と国際協力、相手肉ニーズに応えるインフラ海外展開の推進、効果的な

宇宙政策の企商立案に資する情報収集・間交分続級官Eの強化、人材育成、持続的な宇宙開発利用のた
めの環境への配俗、情報開示・広報、~衆院価の袋縫に関する業務を行う．
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7.平成25年度業務実績
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凡例（1/2) 
｜中期計画の項目番骨中期計画の項目名

｜中郷町山
※当銭項目の中期計画を転敏

絡lll!&•c社会情書弘主士会的ニーズ‘経蔵飽鑑皐釜i

※当訟羽目に関する社会情務、社会的ニーズ、後涜的観点など憲章再のトピックス絡を必！！に応じてIC入

＠婿針画拘項目番骨ゆ期計簡の項目事

凡例（2/2)
｜平成2時隆年度計画の小項目の偶・鵬各

｜……面本文 来事成ヨ5年度年縫針両を転雌

実舗： 務平成25年度年度計画に対する.鴻の実舗を記入

効果： 涼隼底it・の実絡により、アウトカムとしてJAXA肉”に篠術的・社会的・経済的な影容を与えた嶋舎に舵λ

世界水量llC図肉水皐｝： ※研究開発に闘する項目について．実績が陶ー及び他分野の績似の研究開発の成感と比叡してどの怨皮栓能
などが異なるかについて、必要に応巳て毘入

総指

＠鯛計画の羽目暑号。則自宇宙申項目唱
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r I個展明日制するサービスその他州伽貨の向上に関する時日成するためにとるべ附置
必誕A

I 1.1.(1)測位衛星
中剣齢薗12・E・lS . 初号纏r~ちび曹』については．肉踊府において実用峰夫前倒且シス今ムの源問の隻λれ峨備が盛い~’庫、肉閣府に移
’する．その移管事でのu.初号arみもぴ曹』を鎌符する．
笹界的な衛星測位箆儒の温毘に針応I...利用鉱文、利便佳の向上を回り.a•‘民間の海外凪”’E亥慢するとともに、初号樋『みもぴ曹』を活
用Lた利用銀鱗や鹿肉創位、干2書髭’対’Eなど測位衡星鋼連銭術句研究”’Eに引曹織曹取り組む．

ーHi'.事項f針舎憎竃＆針金飢ニーズ．轟事自量的曾貞・3

er実用・天国衛星シス予ム事賓の権準のa.i匹釣な考え方』｛平震n年早月初日陪m決定｝が個』・決定．『輸が包として．実用車天頂衛星シス子ム
の盛備に司』量的まやかにeり組む．実用場天頂衛星システムの闘，E・g・·Uにあたっては.rhちび't』のAt•を剥周しつつ．肉租府が実益
する．』こととされた．

•Ill~量的にも. n州．中．．インド．ロシアにおいて祉会インフラとして衛星測位シス宇ムの馴発．．量進められている．

~之

H20柑 ｜回1暗 l間報l削柑i剛柑IH2碑虫！”2柵 IH21•11 1 H2l”いM叫叫度｜剛隼度

国添い｝｜ 鵬 ｜ 制 〉

」ーJ AH22.12定’Hiii!移行

A”nos儀衡実値・健値a・
銭術実録 みちび曹の組拘．測位側UI逼償舗の研史”’E

1.1(1）測位衛星

必制

肉圏構において、費用事実現衛星システムの運用の受入れ織舗が蜂う事での期間．初句11rhちび曹Jを総持する．
世界的事衛星刻位箆衡の進展に対応し、潤陶Ill文、利便性の向上華岡仏政府、民聞の海外展開等を支帰するとともに．初号11r<11ちび曹』を活用
した刷用住備や・肉測位、干謬膨唇対賓など.位慣i.E聞週筏術の研究開発1：事｜曹続曹司Eり帽む．

実観：

・初号a『みちび曹』及び”遣する亀よシス子ムについて．健全t.111・－性健吾舗191...安定した刻位信号董Ii供Lた．軍た、”GPS緬完・繍強筏衝
の鯛’E及び航遭よ安値・及び・次世代衛星測位シス宇ムの‘・ll術のH 且ぴ飢遭止実，..の既製華文．利掌省の宇宙関先利用部会に栂脅
し．肉・困窮へ4>1SWに向けた桟術的な皐信吾彊えた．
. ll蔚、民聞の海外贋臨も..え.a側の愛l!llf音崎共伺研究セン~－（C舵割＞~rhちび曹』を活用した実隆史般を実絡する等．「みちび曹』の克
パーヱリ7である薮何での羽岡it文に向けた愈りIth吾.. 量ιた．

· •肉湖位シス予ム｛刷ES）について．送信也の’忠実箆.・E制定I... 餓遭悔’B鎗． ー手玉)If’イズでのZ正行司E用膏実Jll..t=.
複銀G~SS(GloNI 刷叫p旬、s..-.1陥S判例｝対面Eの直腸鹿駄遣・？Dッヲ組定ツー)l..(MAOOCA M岨，...，... lwNo間 dD・m闘回出向tool
for OriMt:-o＜叶屯』cl<At哨由】＠碩究”宛として．骨隼底’u~に．リ7J"1イムでの.，量償滋.位相劃也館街｛陣P:P阿倍eP酬，ll'osi畑町｝
によるtlllfi測位の繍慮”‘を鴎鎗L、 10c刷*1Cllfll•が得られることを司法した．
効果・

・『みちび曹』から送信される謝位e号は．品質・fl観性も店＜.R
定した運用が盤鰻されているとともに．内問府による『実用・天
頂衛星システム』の密．を受けて．世界の主義なチップベン事一
12祉のうち自社でみもぴ曹に対応したチップが製過されるなど． I 2012 
利用が偉大Lて曹ている． I 2013 
・MAOOCAについて、tf'lな分野で実用化に向けた自処董縄た．

J北海道大牢と共同で‘10omliCll鍋底で...の白勘定行が
安定的に実胞で曹ることを実UL.、All民の自助走行への目
過をつけた．草鎖的な良薬遺曾への.聞が期待されており．
a綜水車省による「再生めのa純水直貨の実現に肉1すた革筋
的篠術緊急医開司JlllJに民間企痛と共同応iJL..偲侠喜れた
｛平成26年度から当館$耳障を開始＞.

Jデンソー・NECと共闘で．高”ll測位を自動車に応用する.
鉱実”を実庖L、自動車の走行｛501un/h）においても1恥m織
の測位繍度が得られるζとを実伍した．

1.1れ｝測位衛星

28 

．． の由勘定行 盲目出車の由・定行。TS世界全国12013でのデモ｝

総括

年度計画自で険llした章泌をすべて実‘I...中期計．＠遺慮に向It順調に推移している．

・祖師量及びt世上システムについては.Q量な償健・陸飽を飽鈎I...安定した調健信号を撞依した．

• l!llil . 農聞の海外屡樋b’E鋸ぇ、みちびきゅの加tーエリ7でるる豪州においτ重品有司帽民情切究官ン，－ta喰おJと
r<11ちび曹Jを活用”た実包実磁を’，.する寄．利用‘尖に向けtill，組みを.・した．

•ll肉•nシステム’こついて、腎積実.’E・E・唱宜I...ii行温用量’IUlした．

・営絞湾錦絵犠符笥お誕滋~~~＝香里委員務旨~iはfムでの倫maのSllmll

＝~泌総統ぬ械で挽蹴鋭部門洩時終鋪：t~峰山
>-ft豊富慰霊能おふE幹事出関税制産省によるr~めの梓血患の蜘！こ向けた輔

I.叫吋調位，a

｜補足説明資料（測位）①： QZS-1プロジェクト成功基準

ヲライ予1)7 ミ＝マム成功IUI フJ，成功a• Zヲストラ慮-Ill＆寧 平感25年度宮での＂両l~!R

4PS渇実＠号量送信し 近11:化GPS正•1)民主用 電..重JI樋正司Fの. 24年血事司書＝エヲストラサテt:~を倉め．
G•S＊事実シ てDiii•. 山伺・・で可 サービス書当のZ聞包笹鍵 繍II化により目個を上園 会て遭威涜み
ステム盛術 栂怜IS!・M・aで曹るこ が縄られること． る到包t童．が橿倍される

と こと．

将来の剥位シス予ム膏 符聾の測位シス守ム. 24年鹿までに:i::？ストラサ9セ3止を含め．
次世代術I. 度itf：向けた＆ltllllilll II化！こ向けた‘・鏑術実 会て遭成演み
JI位』S鎗 ー SAにより同時J@O)樋般が硲 峨f:t.り碕.の健制1.Jlil

抜錨f・2) 飽討1ること．（実，u十圏 銀書札ること．｛喪服ltli
制定的に‘日舗の具体化 制定時1:..flt，の具体化
豊富Eる．｝ を図る，）

・1：遺代ltGPS到底圏内E置す圃書れていUlt圃代田高輪E化、高信組佳代’Ca.II也γ＂＂ム

必制

ダ制

・2将’M高度化に向けた‘・旗慨は．賓館圃骨閣議蝕・3→・4・虎－＇）） ーによる鹿位踊鹿骨更電る高繍底位、MJ!t量化董目指した餓暢..を
計画＠であ＂・

1.HUJ国位衛星
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必制 必主A

[I .1.(2）リモートセンシング衛星

｜①防線に資する憾の研究開発布

申期計画Ii'.・E・l'.ii:賓が固め防災．災瞥対$及び安全保障体制の強化．国土管理・海洋観測、リモートセンシング衡皐デー骨の剰用健進、
震が函宇宙システムの海外•11による宇宙盆家主主貴重の縫縛・向上.ASEAN諸国の災書対応健カの向上と縄手舗の人事ヰ宵店主や1'l題解決専の国
際也カのため‘関係府省と遺割障を取りつつリモートセンシング衛星の開発奮行う．その餓．他自盟関の衛星と協調することにより、利用組大に不可欠
となる問ー、問権のセンサによる組続的なデ~提供と高い織像頻度れ目1 回以上の繊像）を目指すとともに.r.i.sEAH防災ネットワ－？II鑓術
懇J等に貫献するため、光学｛苛復員豊中心｝及ぴSAA【合成闘ロレーダ，Lパンド、Xパン戸等よ配の目的に合放するもの｝の衛星により繊威される
術易コンス子レーション｛傾敏の筒皇によるー体的な遣問｝とするベ〈術島問先等に取り組む．具体的には、デ一空中継続術鋪』i(O倹τ鈴、陸蟻観
測鎌術術az骨（ALOS-2）に係る研究開発・活用を行うとともに．今後必漢となる個1Jlのための要素後備の研究開先等を行い、また．安金保障・防
災に資する静止地疎観劇ミッシヨン、森持火災後知用小型券外カメ”の将来の衛星・観測センサに係る研究を行う．ζれらのうち．健E量級車問銭鱗
衛星Z骨（ALOS－霊：Lバンド合成側ロレーダによる防災、災嘗対鎌．由主管理・海洋lUJ等への貧献を目指す．｝については、打上げを行元土fl
の衛星及びこれまでに選用した衛星によ輔られたデ→については、由肉外の防災徳鏑等のユーザへ樋供する等その有効活用を図る．まt：、衛
星デー曹の利用俗文について、宮民連副理への取組みと衡.a;a用とを縫合的に行うことにより効率化を図るとともに、衛星ヂー舎利用抜t抵の研究開.ゃ，Ui苦行う．
さらに．これらの衛星還問やデー空侵供等を通じて.[ASEAN防災ネットワー守備祭機葱』、センチネルアジ7.国陳災嘗テャ－11等に貢献する．
｜仰星による鵬蹴観測

中期聾＋間程量~－JI ： 『金環絶縁観測シス手ム（GEOSS)10a事実施計画Jに閲する開発中の術墨については継続して実施する．具体的にIi.気
候変動・水循環変動・生態系等の地域t耳慣の現償問締の解明に資することを目的に．
f・｝然布陣雨観測衛星（T剛岨/PR)
(b）温怠効果ガス健潟綾偏衛星（OOSAT)
(el水循環変動観測衛星（GCOM-W)
(d）陸滋観測筏術祖国星2号（ALOS-2)
｛＠）全線降水観測計回／ニ畑漉降水t戸 ず（G剛 /OPR)
Cfll:Iエアロゾル放射ミッシヨン／怨プロファイリングレーザCE.artぬARE/CPR)
(g）気候変動観測衛皐（GCOM-C)
(h）温室効果ガス観測峨術衛星2号(CぬSAT-2)
1＝係る研究開発・運用を符う．

I.1(2）リモートセンシングf前皐

三~

H20年度IH21年度l純22年度l例23年度！”24年皮lH唾5年度lH26年度IH27年度l判28年目El”29年庭IH30隼.l陶’年度

日間 「否認F寸
にだまJ L一三ヱ2こ-1

A.H21.09後期運用診行

後期極用｜ 後期遣問 〉
”24.05打上げ企 企H24.llt量湖沼周移行

後期運用

SPA』SE
(SOS，将益健AIS受信シス予ム3

要件』 1:: I州側｜州問鵬フェーズE
I H2:1.011量針目楓5年適成A.A.H23.05運用停止

等 l

量 ｜俊弘』同~ 鵬
空 l 企H21.08プロジェヲト発足

皐h附叩 「一 関先
室(AUOS-2繕GAIS受信システム〉
I CIRC I 側発
ICALOS－宮If・2目
’l、担保外カメラ）

運用 〉
企同6.05打土げ

じ亙コ ；〉
A.H26.05打よげ

亡翌：5
6H26.05打よげ

SLATS I 
（飽低高度街宣
銭衝突隆積〉

研究 開発 亡霊〉
企H28害Tよげ｛予定）

1.1(2）リモートセンシンゲ衡星

ダ制 ダ制

｜②帽による絶綱嶋観測傷者｝ 三五1.k.6..t:ニ~

中期借箇Ii'.・t•JS : これらのうち、臨犠観測篠割肩書ia2号（ALOS-2:Lパンド合成鵬ロレ-'Iによる蕊事事変化.O>le健等への貫献を目指す．｝、
金疎降水銀測計画／ニ局窓篤水~（GPM/OPRl亙ぴ無償変動観測衛星（GCゆM-c：多霊長光学鍛射針によるQ.::i:YロゾJI-. 海色、級生等
のm閣を目指す．｝については、打上げ走行う，IIエアロゾル紋射ミッション／袋プロファイリングレーダCE凶 心ARE/CM）については、議外の也力
機関に引曹漉し、 IT止げに向けた支爆を行う．また．温!l!~!lガス鰻測li!lim星2号（GOSAT－幻については.:i院中期自慢期間中の打上げを目4ー
した研究開発苦行う．
よ犯の荷i.li及びこれまでに運用した衛星によq得bれたデー曹を囲内外に広〈使用しやすい影で緯供することにより、地ii環境のモ二世リング、モ
デリング及び予測の箱庭向上に賀献する．衛星・観測センサの研究崩発やヂ－~利用に溢たっては、他国との共問偶発や、他Z富と河町速慌による
デ－1'相互利用者巡めるとともに、衛星以外の観測デー曹と湯量Illや．書分野の大学の研究者等との遺惚を図る．
さらに、国際往会への食献を目的に‘敏米・7ジア書聞の関係lal!I・国際銀関等との也カ老後巡するとともに、国際的拡枠組h（地湾銀測に闘する
政府閉会合（GEO）、地球観測衛星祭員会【C志OS））に賀献する．

H20年度11121年B.IH12年度l”23年度IH24年度lH25年度IH26年度IH27年度IH28年皮IH29年度l同0年度IH31年度

絡•Ii'.＆項｛孝士会情’白針金的ニーズ‘鋒予喜納鰐点望書｝

・平成25年1’月，COP19にて.2020年以障の枠組をCゆP21で織択すること、各自の自主的な宵l量産目標をCOP21までに周傘すること電車3併合窓され
た.＂＇た、 Cば）pゆで日本から『投めの歯車琢温暖化外受鞍略』が表明された．

・平成25年け月、欧州のコベルエヲス計画ではSc帽、el-1（レーダ衛星：2014年4月打よIf）の観測デー告を鰻償公開することが発表された．

・ 平威2崎市、地~Ill測政府間会合（GEO）窓 10 回本会合、 llllflltlサミット語物催され.2015-2025のGEOの健続法、融緩決定書との遣自降、包
遺待続可蜘開先目標との迎館、および民間企集との達自陣寄幸吉むジュネーブ宜冨が録訳された．

TRMMIPR 後湖沼周

At制 .It打上げ

OPM/DPR flll§e 

制叩伝
I 

衛書よ I ~しず〈－』W I 開発

｜ぽ~；J l鵬 ｜ 定常運用

A.H20.01＂上げ

GOSAT-2 

刷附吋モ 後納源開

t，考｝ A.Hl4.05打上げ

1.1(2）リ宅司トセンシング衛星

l 問。，MIS剛剛剛 、
四日P畳τ＼ / 

l ~－ii.Ill 4凶 26.02打上げ

定常湾問 〉開発

.ta.H28打よIf（予定｝

r GJI』毛＝！－－！？ンシンゲ織の草i鵬鍋
回炉鍋骨＋由同Ii'.監事1菖：①及び②に加えて．国民生活の向上、鹿象の蟹興寄に資する鰻Itから．これまで以ょに研究811§！の成織が給食へ還元
されるよう、錐会的ニーズの!l!t.1る杷錨に努め．圏内外のユーザへのデー曹の段供、民間・銅II・腿型車と連銀した利用研究・lli!lit及び新たな衛星
利用ニーズを反映した衛星・センサの磁気を行うことにより、術!I及びデ一世の利用を促進するとともに続たな利用の創出寄目仰す．
術~デ－？の配布に当たっては.a蔚における匿像デ－1'の取扱いに閲するデーヲポリシーの検討をおまえ、デ~配布方針を適切に段定する．

定常ii閉 をこここ：：二二二二〉
げ

一

上

一

打

－

M岬

一

制

一
舞

創

一
－開 同

－｝

置
－定

紘
一－F

定
－4
Fよ打
〉

桁
一
鵬

週

一

期

一

後

一

後期運用 〉

研究 ｜ 定常運用 〉
4H29打上げ｛予定｝

低速回闘用 〉

1.1 (2）リモートセンシンタ衛星
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役制 必制

la潮岬に貸する衛星の研究開榊
防災、災害対鍍及び安全保ft体制の強化．国土管理E・海洋健刻、盈.基盤の錐縛向上、国＝t畠力等のため‘関係府省と直視を駐りつつリモートセ
ンシンゲ衛星の研究瞬発を行う．具体的には以下を実箆する．
・デ一宮中継衛星（ORTS）の後期運用苦行うとともに、デ-11中継憧能の継続的なii保に向けた研繁華行う．
小型実ll術皐~!l'l(SOS刈)Iこ幡隠した船鋪自動ICl'il蔵置（IJS）受信システムの後期運用在符う．
陸蟻観測銭儒衛星2号（ALOS-2）のプロトフライトモデルの創作該脇、及び地上シス予ムの開発を完了する．
・札OS・・2r＝錨敏する鉛飽自動謙鋼犠置（IJS）受信システム及び鼠格火災後知用小型赤外カメラ｛αRC）の開発E完了する．
．広敏高分解能簡易舟研究を行う．
・錨低高度軌道の開拓に向けた研究を行う．
・将来の安全保障・防災等に旋する亘ッションに向けた研究を待う．
また‘fASEAN防災ネットワーヲ摘鎌檎怨J等への貫献も考慮して．陵緩観測筏筒衛星2骨似し.OS-2）と他惚舗の衛星等が1畠調した術皐コンス子
レ＿，＿，ヨンについて、関係府省・民間と温慨して自紺巷行う．

国肉”の防災樋脇寄のユーザへALOS アーカイプヂ~”を纏供すると止もに．防災働関’U：：週織した剥用実JI量爽筒l...ALOS-2等の研究·•f!
ゅの191~の利用研究、利用促進に向けた皐儲苦行う．
’Eた．術星ヂ－~の事1Jm~広大について、 ALOSにおける昆鮒活用の実繍豊島まえ，ALOS-2において．僑皇子一曹の利用区1'.における曹長週目障の
取”みと衛星通E用壷統合的に行うことによる勉寧化壷・憎したa・吾特う．
園陽銀轡宇ャ－？の蚕舗に討して．札OSのアーカイブデーヲ壷復倒するとと制二セン手本ル7ジ7について.STEP3システムの運用を鑑違するζ
とにより.7ジ7太平洋絵級の災嘗tt:Rの共有化1:-llt泡める．

’E’I: 圏内R害”に衛星デ-11~供給停｝するととti：：.ユーザと遭憧1..1防i:i•ll·lil良保mu.での＂＇用実11(11件】を実・1..1ヒ．また、災害現場
·~より迅遭ι慣鰻をII侯するた崎、：：ft.宣？由自陣由t曲園、．世巳lh＞－すz..申会省l'I'への情a，，僧に畑貴T •Jtl<劃置本島にリ:r.•J：，止してe
a主呈血玄宣車車1;11J・a骨院画書母方E血／量宵邑血容に薗掴値・s，信で金品よ生憎値E温I&=!:圭量鍾した．

• ALOS-iの偏皇軍用に闘して札OS鼠止に民岡沼周を圃るために．民間..書へのヒアリングや、衛星ヂー曹の市場動向．海外衛星のデ－？配
有実・の動向専の混去を行い、ヂー曹のー償配布について畏削活力を活用する方績を倹尉Lた．

• II・m・手十－＇）の要領に対l...ALOSアーカイブデー曹を！Ji自民“制するとともに‘セン予ヰJ&,7ジ7について.STeP3の動固共同プロジヱヲト
，ーム舎舎を鵬健l...STEP3実施計図の白書苦竹う’－アジア怠平洋地繊の災嘗状況の失有化に向けた順備を温風させた．

実績・

DRτsの重用を童書実に継続した．ま抗日LOS-2での活用に向けて、JI命豆長方策苦検討し、半年以上延長の臭込みを得た．なお.ALOS-2事用
にE目しては.ORTS運用終71二個え、i'ltl4鹿島（スバルバード局｝との地よ園蛾を確立した．
sos~搭鍍AIS受信慢について、後湖沼用査着実に実範した．慢到結果f志、溜土
として利用されている．

ALOS-2について、衛星のR!llt空l.illll.曲直線lllf!.電磁遁合住に対する適合を
砲ll!L.、プロトフライト鉱験を完7させるとともに、指厳也容であるAIS受信シス
予ム及びCIRCを含め、衛星と絶上システム聾組合せhl式肢を待い．街星シス手
ム全体の開発を禿7させた．なお、平成25年度の打上げに向けて開発を進め
たが．来国政府のシャットダウン専のII;容もあり、NASAとの銅盤の結集.GPM
主衛星の打よ11が2月末となったため、ALOS-2fT上げを早成2G年5月とするこ
ととし、打よげに向けて作鼠吾進めた．

・広峨（S!I取m）・寓分解能（0.8m）の観測に関する彼術鐸鍾の実現住の検討を行う
とともに、将来の安全保険・防災等に向けて、ドイツ航空宇宙セン予ー（DLR）と
共同で、高頒度・高分解能の災書藍視・地ii観測を実視する次世代L1｛ンド
SARIこ関する碩究を実施した．

ALOS-2やAS刈ARO等を含む衡星コンス子レーシヨンについて、鐘涜車Ill省が
実MiするASEAN各国での利用を見極えた『組量生衛星重用のための統合室用シ
ステムの研究開発』を受託し、システム倹釣篭を行った．

1.1(2）リモートセンシング街星
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1.1(2】リ宅ートセンシング筋量

4がA
実繍：

・越低高oc軌道の防拓に肉lt1::.fi低前庭衛星俊樹，UiI!li(SLATS）について、光学帰偲ミッション｛’l、型高分解能光学センサS凶ROP繕8＞を追
加したよで．平成26年度に開発に着手する目処を立てた．

• SHIROPを借銭し、平民28年度に世界に先駆けて実医する徴金を憶保したことによ明、従来の軌道高度でl草案裂できなかった‘ヨストを下げつつ
分解能を向上させる額たな光学観測衛星が可能となる道筋をつけた．また．組低J51!r(200ー筑抱畑、）軌道で運用可権な衛星が実認した椙古．
先学センサのみならず、SAR・ライタ等の能鋤センサの送信電力の大幅低減、センサの小漫経盆化による眼途・打上げコスト低滋等が実現可能
左右正る．
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槽鍾佳温ルート由館組．．

研究・開発中の衛星の利用研究、利用促進

~ 

“” 

国土交通省でI乱省肉の情線通
絡ネットワークとして活用を針画

している電子防災f官級システム
にALOS・2のデ~を組み込むこと
を計画している．平成25年度It.イ
ン~ーフzイス鋼.’を実値し、
平成26隼IIからの竪備に向けた
$舗を箆えた．また、国土地理院

が事務局を務める地.予知連絡
会において、地JlSAR解析ワー
キンググループが鼠医され、平

成28年度から3年伺にわたり、
ALOS-2を聞いた防災利用実径

が行われることとなった．
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r~·による蛸醐刷
地..績の..個舗の網”に資する衡』Eの研究~·等として以下を実IIする．

• NASAと温栂I...I骨帯障問観測衛星CTRMM》のll期温用甚行う．
・温皐鋤畏ガ；＞.Q.J岡篠概衛星（GOSAηa定常温用量鍵続I...温.!I効泉ガス｛ニー量化鼠備....,:->1＝闘する観測ヂ＿，膏取得する．
• OCOM-Wの定書~•lllHf鐙I...水車気畳・書面水温海氷分布等に闘する観測ヂ~査四附する．
・飽Ill鰻211l備衛星2号（ALOS-1）のプロトフライトモデルの鍾作Z草段、及び亀よシス宇ムの問先吾，'1する．

必証A

・金E摘J!td劃’tll／二回霊碑水v-ザ 【白剤ID附のプIコトフライトモデルの組作lilllU.I地よシス宇ムの側発奮完了L..射織作泉、打上
げ車ぴ初閉店ttR砲を実臆する．

－・エアロゾル蝕射ミッシヨンノ冨プロ77-(•Jングレーダ（EWιARE/C開直の純情2”t.プロトフライト宅ヂルの鑓作wt.且ぴ地上シス予ム
の”’Eを実施する．
・気候，Ham・衛星（GCO...-C】のaJll・組縄出t.エンジ三7・ルグモデルの創作wt.プロトフライトモデルの魁作wa.且ぴ地上シス予ム
の鱒鼻音，E‘する．. ••s:a泉ガスIU附舗’h皇2号（OOSAT-2】の碩突を行う．
・よ包の各雄E車也測衛星に・遣する議量的な地上システム等の”E・軍用壷行う．
・将来の・1*11!JI観測ミッシ芯，r＝縄けた磁濁センサ及び情豊シス予ムの碕究.Ila宇宙ス守ーシ週ン掻曾に肉Iすたa測センサの研究を行う．
実績：

• TRMM/PR（”同レー的、GOSAT及び旬。M-Wの竃用壷徳銀l..IUIデ~·壷~縛した．
• CPM/OI聞の開発を，!Tl.、平r;l26年2月に種干IA宇宙セン聖一よ仏仲IAロケヲトで打よげ．
OPRの初期..確1!£111鈍した．寧た、同制月にNASAと也おし.a剛マイヲロu’f計（G崎市と
とともに初薗健吾ー録公開した．

• E..t凶ARE/CPR及びGCOM-Cについて．総持緩針、プロトフライト壬デA，の鑓作鼠...量ぴ亀上シ
見守ムの側提豊It園通明実範した．

・ COSAT-2について、昨今の珊UI問紐解決に肉Itて蔓却された大銀汚銭宅三？（PM2.5~ぴヲラッヲ
カーボンの則娘偲畑｝を断線ミッシヨシとLて追加L..串庇28年置から随宛に量’亭する，•E・えた．

． 岳地Z事観測衛昆に関連する共遇的な地よa•である．衛星管制システム｛共通・） l\ぴデ－？II
供シスそFムについて．軍用中衡量（GOS灯、GCOM-wl分の車時S用正行うとともに.ti鰻Ilia
(ALOS-2、GCOM-C)I：：向けたiR修等を実施した．

• GCO俳制後車盟主ツ，，3ン噂の将来センサ、周囲衛星・”止衛星シス守ムの溢鍾ll術．及ぴ曹IまうII
IHI俗厳正観野に入れた組主ライ.y一暢の研究豊実IIした．

l'.PLt＊揖．由相薗偉
1.1(2）リモートセンシンヅ術担 t回ぷO>U.I:広島畠鼻壇I.Iヒz・畦置l!l:J:晶同本由曽書回分布3

ダ制

これらのllllデーヲについて、品質llliを継続的に実Iii..、園内外の刺剛容に樋供するとともに．関係姐聞とi車慨して、気候変働、水循環IHb‘生
DK’r＝係る衛星ヂ＿＿，の利用研究を実施するとともに．開発段帽の附星についても．利用研究、利用健温1＝向けた皐舗を行う．これらの活動を
通じ亀混血砲のモニ9リング．モデリング及び予却の領皮肉止に貫献する．
7ジ7X平淳書aの回優値”と遭悔して宇宙厳簡を用いたl!l底堅1Jl(SAFE）の取り鋪み吾温める．また.JI(京大学．独立行政浪人海浮研究開発
・.’Fとの箇力によるデ~Ji合利用研究董継続する．
術』Eによる亀慈恵llll却を活用した国際的~lli'J組みについて、欧米・アジアーーの園保樋闘.!Ell・周司Fとの悔カ査権準する．
絶？；Ill国街星5島民金CCEOSlの実.計画におづき、宇宙からの温宣幼泉ガス観湖国Ill~員会、 窃事事民...湖且ぴ水省m1Jの活勘を主導すると
ともに．気検｛民••11. 軍軍事事）....本・燭に回するGE0?7-?flどを温じて.GfOSSI。揮実....に興献する．

’E・I・
• TRMM. GOSATは Ni£作象及びデー害復畏壷穏健した．∞掛か哨Ii.初期Ni£作a膏実7L..1Utデ＿＿，
をもとに算出した大気中の本選気盆や海面の温ar.iど．地E事の水に闘する悔Jiitの樋侠奮闘婚した．

• GCOM-CJ\ぴE劇場心A庵IC附Zついて‘値上デー~·II稼‘星デ－？華同いた7晶ゴリズム...納虚縛
笛E，煙筒するとともに．剥用促涯に向けて、ユーザ・..との周JI査費値した．
SAFEについて、ベトナム情包量電線、沿岸lHJ師、浜水予齢、インドネシアt朱Ull船、マレベ〆7
1豊島作蝕裏地盤復｝の5停の続鰻寮停を侵択するとともに．スリ’ンカでの温地•ll:i”の’l!7量司l!l..t:.

·•京大学．海洋研究lltl!後構と也カl..文・u字省が温めている亀E車lllll情鰻畿圏量合プロヅラム（0凪$-f>)
に向けて．祖蝕の衛星ヂー脅からflるデ＿＿，セヲト吾作litl....保Lた．

・ 観測ヂ-1の健官民、戦時文書の作信・とりまとめW.CEOSの民•U‘ホ・置の渇魯を主濁するとともに．
量感飽食モニヲリング（GEO-GI.AM）の7ジア米作付量規（AsirR雌 )d)lUO量主．するUど.GEO？スヲの
窓勘を通じ.GEOSS同年実施計圃に貫献した．

効果：
• IPCC竃Sl!IUI価値告書f竃2帽・岨企1において、 TRMMが種値量健司E苧ルの抽nr＝割問書れ、虫色鈷I.ti!

Mll'U!価恰宜に耳！Illされた．また.GOSATは、 GEOlll僚組会合において、 raoSAn：より地縮ごとの－~惨
出畳の鐙定と．その季節変化．年変化の指定が可能になり．地峨ごとの，..息支の鎗涯に有効であり、民
禽のIll般とh露出に閲する知見華向上させるJとの国限的な”備を縄t:.
台風26骨による伊豆大島での災曹においては，TRMM/PRによる立体観測のU農が．’~•a究所による発
主要因の償制に利用され、地”による降雨のll中化の償Ifに貝似した． 鉛直分布

• 2013年12月に完了したスリランカ湿地監視寮併では.ALOS/PALSAR•AVNIR2f.lllいて作成する環楓保積 S『T『T可才喧y ，；；＇可E『ZτT弘一
地包が政府刊行物に傍閉されるなど．慮!l由ザジ7%平洋書・の惚闘で利用され絡めている． T内側J同世相到しト

伊智大．書簡時のE直面

1.1(2）・＇）'f::ートセンシンゲ衛星
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必誕A

衛星データの利用研究
TRMMをl!附した「世界の雨分布速紺（GSMaP） 』l主、世界トップクラスの性能を有しており、昨今の台＆3~等での水災
害への関心の－~りもあり、 ft餓ユーザ般が昨年比約1.7備となり、 64fl、圏、 753件のユーザ（年間約300件の噌)I：利用さ
れている．

さらに、~－利用に向けて、 JICA（『ナイジエリア圏全国水資源管理開発基本計直策定プロジェクト』｝、ユネスコ（『パキス
~ンにおける洪水管現»級及び管沼の峨略的E量化J）やアジア開発銀行（ADB】（『リモセン技術の河川ii{t量管哩への適用』．
r1ut統肘データの2巨額約収•Jlなどにおいて、洪水対鏡、屋銀統計を含めた水資源管理のために活用されている．

1.1(2）リモートセンシンヴ鱒皇

『世界の問分布遭，l(O訓副』｛本年鹿よりG伺柿マップ止での陣作が可能｝

宏指II＆＇動分野での利 用

衛星データの利用研究

級以

GOSATによる温室効果ガスの観測デ－11主、国立II~員研究所のみならず、米＠・欧州においても独自にニ隊化l!l繁司量級鯵
出.の算定が行われるなど、世界中で気候変動予測で活用されている．特に平成25年度については、iii貴1!S・国立ii.ta研究
所との憶力のもと、

./ GOSATtt剥ヂ－~.！：：Hi上鍋澗l'.il：：お仲l,個置~-T'－ー事聞いで、全波のニ骨量化段取II出量の算定におけるIt定IHI：を・
大約70嘗まで低減させるとともに、＞~シについでも舎建の同銅・蝕h盛期の艦砲捻出・容量E幽

＂の池 上観測のみでは図Itな温室効果ガスの犯復に貿.した．
よEの成果を踏まえ‘IPCCJ匹以鰻告’に引用されるとともに、盟盟包L、τ‘ B~伝盈府によ‘l 『虐めの娩E量聖書暢-0:外受
限臨凶4ヨ堅固咽合れー GOSAT38樋の2017隼，.打 I-~審問指すこ.！：：fl（示きれ.t=-

I ~wC:J喧デー’v ____ , .. 

；；革開~r：一覧

－・・ ・ ・... 崎』

金E事相地婦におけるJゆン正瞭般東屋
｛地上観測デー曹とGOSATtl•デ＿＿，から指定｝

. .,.. .... 
，， －・・ -1 ・ ' u・ ” 
＂＂＂＇咽脚・＂＇ ... 、勘句伺•M"U.. ~＇＼・岨向e，ι岬M唱，~·1

信量咽穐よa制データによ晶尊重に比べ．出lSAl'データも置うことにより‘アジ
ア（Ho.l2.:14）争開制例目、10. 目·＇酎．アフリカ爾・田E働輔峰崎（No.2•)
1.1.l!.量絡柵暗暗・・n・2量出血がtu院の算定よりも多いことが明らかに，. .,t:.. 
GOSAT子一時加えたことによるメ9ン服組4拙畳の度化

歯車上限刻のみのデー告との比破

1.1 (2】リモートセンンンゲ爾皐 傘盛gu定之島血盤雌畳卑鑑定
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r Q)IJモートセンシング衛星の剥lllU"

GCOM-Wのヂ・_g剥簡の置.

ダ制

観測データの利用拡大（気象庁）
GCOM-W/AMSR21主、現在世界各国が遜用中のマイクロ波量生射針のうち、lltー午後似通Eにあり．観；JI空白期間が大幅に減少
する鋤』院もあり、気象庁での定常割問tJ'咽 給されている．
J平成2Sf手OS月から、海面氷2解舗での定常利用を開始．
J平成25年09月から、銀値予織での定書官利用（全E事舷偏予総モデル、メソ敏値予繍モデル｝を開始．
J平成25年12月から、オホーツク海海本錫llrでの定常利用を開始した．
また、土IC以外にも、台風解続などにおいてTRMMデ＿，も活用されており．今後GPM/DPllの利用も見込まれている．

日本鈎間2012年7周11日書崎由、与の21時間予報
における前3時間降水盤予測分布

OCOM-W掃UAMSR2 "'0A＂衡是 1ー骨揺’EのAVHRR
...怠.！！l~t>れてい晶蝿埴ffl＜』：. AMt聞でrs.aに置作れたエリ？など＠値揖データ
が帽られてい晶

人工衡aにより鰻刻された淘園水温の分布（2013年4月刊日..位：℃｝

忽盆丘卸値'1>舗における刷用例
1.1 (2）リモートセンシング衛星

f平自主25隼S貝12目唱1ta1"/JAXAプレスリリース1

36 

必)(A

観測データの利用拡大（NOAA、EUMETSAT等）
込血JJU草女唱ltff(NQAA)f主、平成25年9月から大西海の1811のハリケーンについて中心位置の特定の解続などにGCOM-W
デー習を使用した結集、その有効性をI!め．合シーズンf早田量26.量El6l'l1自のシーズン聞儲から”ttllに湖周する．ハリケー
ンMllTWの鎗果、GCOM-Wの観測データlま．台風30号のような努力の益い台風の・測に適しており．予組織度の向上につな
がることが包めらており、今後、彼儒予．、海況情線、長期気候KD監2更など更なる利用が計因されている• NOAA！立、 GCOM­
wのデ－＇）利用に当たり、ノルウェーのスバルバード局を用いた通用支慢を実施しており、一周活用すベ〈、米圏内の地E章局
での竃綾受信もill守している．
また、 ft州隻..省雲間.纏ailEUMfTSAT）では．今ーーから釦恩田f殴柑ヨEか回】へのi;~障害Mt晶し、また、監州申糊，.紐セン
盆ニilll泊tillにおいても平虚.26隼豆町教に1i!曾llllJI~開始する予定となっている．

~ 
I 1(2）リ毛ートセンシング衛星 NOAA！＝よる館街倒｛台且3白昼1

衛星データの利用拡大（海上保安庁）

J組自に忽』Eした水温·ilれ司’のヂ~旨から海賓の温路聾傭厳し、由化
J錨舗の安金銀行.aぴ紐境運航、海薦書量動・に有用
J平日・B•tr(W，曲】 ..園

混よ盆gr停干の別問倒｛温習，，.剖1

1.1(2）＇）喧ートセンシンタ側量
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必証A

観測データの利用拡大（農林水産省）

昼益率産盆では、省肉外から収.・絶躍した情報に基づき食料需給動向を分続・予測して、国民に情報発信（『食纏需給イン
フオメーション』）しており、彼僚が提供している「康寒気象衛星術級モニヲリング（JASMAl)Jの情報｛土緩水分、日射量、地表面
温度、務官民まなど｝を、毎貝の海外食剥需給レポートに活用している．この主織水分盆！こGCOM-Wのデ一歩が利用されている．

北来的20均年11月の土壇水分量｛左｝及び平年対比｛右｝

.林水底省？の利用例

I .1(2）リモートセンシング衛星

食料錦絵インフオ井ーシヨンでのレポートの倒
｛．緯水産省HPより｝

観測データの利用拡大（その他）

羽証A

・漁重量情紐サービスセン舎一（JAFJC）では、413隻ひやノコン繕滋可能な漁船1,218隻に対し占有lil34＂）に海況情報を鑓供して
おり、今後3年で700隻（占有lfl60＂）に逮する見込みとなっている。温.における衝舞子－11の利用が菅野しつつあり、aを
過して得られるGCOM-Wの潟箇水iiデー告が盆要な役割を象たしている．

－鍾盆盈uでl主、GCOM・Wの観測デー告について、文部科学省『グリーン・ネットワーク・オプ・ヱクセレンスJ(GRENE）事業
（北極気候変動分野）における利用奇行うとともに、 『しらせIの昭和基地への権ili:/11雌．および銚飴上の海滋鐙測定値に
当たって.flL泡計画の現蝕判断の参者~しで宏閉している0 GCOM-Wの海氷密度デ－~の利用附には、釣2週間容かけで謂
過していt：－蝕自署長．ヂ-9利用開始後には18聞で；iliaすると止が可能となる他、例年とは異なるJl戸 トによる航行が可飽と
なった．（下圏｝

・ウェザーニューズ社でl立、夏季の北領海を航行する紛鎗に対して、海氷情報の鍵供を行っており、GCOM-Wの泡氷デ－11の
待問百T能怜についでE量級事与符いー早fit26まEIWD"季からの利用容量十回している．

『しらせ』の2011年の銃路

1.1{2】リモートセンシング衛星

『しらせ』の2012年の航路
(GCOM・W利用〉

縄跡冨現時でのJfl用例｛渥済帯型船
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『しらせ』の2013年の航路
(GCO~トW利用］

必J<A

鱗た(t尚昆利用エーズを反候Lた衛星・センサとして、淘淳llJIミッシ，ンA（海面J'i!Utlの続完走行事．
tt曲的ニーズの更なる恒1111：野晶．樟Gli及び亨ー曹のf'J問分野の創出l:J!Iり組むとともに．衡と~＂＂＇＂ッシEンの眠術の償制壷行う．

良債s

...淳II.illッシヨンA~濁面高底ttlについて．『淘国土’~J『燭の天気予‘Jr守ブメソス守ールSiilの解明JC町3分野・に唱直前壷行い、~..-cc
レポートで注目害れτいる舗圏直・の麓歯止界・B闘の亘書欄絡を健保に肉，tt：~由tit'実・Lた．

－ ・揮銅司E・Jt宥．ユーザ量t111a樋Ill-ill憎しt－’~・寧園町鐘犠書員舎のIll・I.».ぴ鍵倉濁，...車．の主伺す晶・5草傭縄一元化・公銅プ
ロジ:t？ト予－J.への唱＞~通r.. 海洋宇宙ii.Ill：向けた・・壷温at!世た．

f ALOS--2の訓·••干ー畑町に白川腐の加を蹄え刈討のデー姐布方針搬する．.・m・腐省＆周・ま何い．・f曹としての絶Jf.観測縛且号；：. ~，ζMす晶包帯の考え方在以下の同容で制定した．
》中・億分銅織観測デーヲ（l&nよ可も低品、分解傭｛平成2S隼a月崎aでゆg安）｝については、地1*観測に闘する政府閉会合【GEO）における
デ－~共有原則に合わせ、オ｝ブンテー曹として自由に再利用 ＇＂配布で曹るように変更するともに．デー予測網に偏る口イヤリーTイ量償取しお
い．

》.分解際観別デ－？（1缶、よりも高い分”鎗｛早焼却寧’月時.での目安））ft従来どおり、再剰用・再配布量鍬じるとともに．ー蝕利用ーには
問寓価格で配布L,，ロイヤリ子ィを徴収する．

• ALOS·20l.，.－・~配布方針についてli. 土包＠宥~方を‘本とするも、国・的t~'Tーヲ配布動向信k州．カナタのヂー世銀貨化＠助制牽注捜す
る必.晶、るために～打よ11後2年宿区の肉眼付曹で以下の方針を股定した．
，..政府予慌によるllUt衡皐であることから、国肉国政府・脚＝は符組側周も倉品提貨で凶lll:b<a栂a倶τ畠．
〉実.の’E’Eを後実のIt’臣賞ftb'らデ－？処理に係る紐aに宜吏する．
〉ー鎗昆布については震問事露舎が、その事..の定めた・幡宮昆事する．なお、ロイヤ』手イを．思す4.

I 可｛釣り~ート＂＂ンむンゲ崎直

総指

【リモートセンシンヴ衛星の利用健盗1
・盛金也企州t.輩．愉....... ・・幡・AllSR-£（早lilt•量打止。のから腿〈マイヲロ量蝕射針の研究鯛it.干一世利用碗究の店主
夏蚕まえ...”でのUb句鍵となるマイヲロ..射針として‘ーキ1lにuがで曹る特長に加え、建盟公血血..... 
盆貧血鑑~担.z.c縞足般明置将⑤】日商量するけも1ニ．受＝童E畳・阻圭.u虚血且自ι盟組（0-'t :AMSR・
E・嶋踊臥｝する’1~. 実剥｜用を見醤えた剥 住0)肉止を圃った．
銀a，分野でほ．値箇量管世・劃事・f互い宮自画M・1－祭神且・ー平ー・$槽憶し敵値予報の初期舗となる文’E岡PO>水繍
気分寄与どがより正也に把個で曹ることにより．降車予劃．台風の伺偲禍遣の杷樋等を司k・させた．また、自由値予織でrz.
初期・に周いl>••ヂ-llについて．世鼻鈎に“at-r•.雪蝿岨凶由吋企喧皐苧』L6'1平一命由訂主t:ll~l•lll剖2・Hiiiとtlる
ことが＊められており．乏＝~Iii'.橿鶴岡書士岨Iこ伺畠寸畠：：＞－1由自家Ct\&r利益ぴ畿圏 CNOMll：佃ii. It酬 CECM慌‘
El刷 町盆A.T｝唱曲’世 在勤1聞に綿ぴ付いている．書；：，1·.~’分野以件についても．以下に代筆されCl囲網鯛が闘鯖され
た．
ー到＇－＂保 安，， ：絢銚解析に加え．噴苦悩＝鉛舗の脱行健全．の供めr•i車速舗』の渇震予刻1：測用
》鰻地研究所：『Lら1tJの昭和轟地への織近11111!’Fの航行針・f:;JIJlll
ー挽Ill側，aザーピ且七シg，一 泊鍋，、~供する海現fl織に利用事れ”附する‘’白も順調にJI.Ill
＞ウヱザーニ；＞.－；（ E畢の北極海華航行する鵬飽1:1.!l依する濁然情”への輔用量鈴蘭
~お.GOOi.t-WI*. 平院2111'11文書事例学大臣嚢白羽守録術賞．却司寄目録峰1*lltl館街貨を受賞．

【衛星による地尊珊•llllll
ea A.II主．これ宮でのco.・a聞の戚娘に飢え－~ンの・耳目において．鑑皇笠竺畳~左金重金王室L
疋ヲE直盈宝箪宣L..世111111'・.，闘の皆由．白書，，...圃k品位しゃー『t責主衰lf6'・でL橿毒事aτ初島てメ量〉
嵩震宜謂官諸制み9ン闘が儲・r：~期されるなど白石務苗漏れた：それE説締まえ．日本政
宥~－気餓R・”.....約骨’＂＇・回・鈎圃金il(coPll）において.LJjtめ由肺，JA量．住外重量圃岬昆，曹のーっとしτ、
‘金属・牽量由の彊曾鋒a:H2ll901i••ca白SATil8ー・3由加η..白書T土W春闘精ぜ’ことを表明した．

【防災等に資する衝皇＠研，E開発】
eALOSの怯JI・とLτ高徳飽化LたAL関・2の利用＝肉ητ、従来の中央省庁．への樋\Al－－~.由工交通省がlf!f:J:;•
mio!I!酬の問問・制制うシス子ム｛電子制欄シス宇ム｝に観測ヂ－~をオンラインで鰻肘る仕組みを箆え．

~生時の対応董狙化Lた．

E，【2)リモートセンシング倫墨
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ダ制

｜補足説明資料②： DRTSのプロジェクト成功基準

衛星／ ミニマム成功as：事 フル成功1t第 エウストラ成功基準 平f.!(23年度の選成状況

センサー

デー空中継 AOEOS-Il、ALOS ALO$との 将来のデ一世中継 Iミニマム~功】
銭術衛星 との衛星間通信リ 278Mb肘の術~ ミッシヨンに有効的 －達成講み．
ORTS ンヲ苦砲立で昔、術 間通信実験を実 な、辺倒手段又は ［フル戚功］
こだま 霊開通信実験を実 ！£できるζと． 通信実験手段を砲

・達成済み．tをできること． ミッシヨン期間申 立できること．
！＝亙り、衛星間 【エウストラ成功］

通信実践を継続 ・遺成講み．
で昔ること． ・ミッション7年間終了後も、ALOS:!l.ぴJEMとの衛星開通信実験を

継続．

－将来実駿対象宇宙線(ALOS-2‘GCOM-CI等法の衛星附通信実
験に向けた調E車並びに準備に怨手．

I .1 (2）リモートセンシング術墨

一 A

｜補足説明資料③ GOSATのプロジェクト成功基準

フルサヴセス

1.1 (2）リモートセンシンゲ衛星

40 

エウストラサヴセス i畠成枚況（平尾25年度｝

ょの酬をこつ以主 制よ 1話.￥.：ri1絞殺平
で Y1*'Yi紘一If畔ム ｜ 諜お訟主主~11

年度に速成した．

例制

｜補足説明資料④： GCOM-Wのプロジェクト成功基準

録画象件 ミニマムサヲセス フルザヲセス エヲストラサ哲也ス 平成25年度までのi重成状況

H25年1月に錫度温度ブロダヲト、

枝豆倹在フェーズを純7 WI騨精度を違成するこ
mちょげ1年後の）5月に地織物

Z榊プロ灼ト 白線精度を遺成するもの 理畳プロザヴ併がリリース事基準綱L、外剖1にプロずヲトリリー と．
があること． Illに達成していることを確隠した．t; ｛機単純度／ スを実施すること．リリース [tTよ11'5年後〈予定運用
I打よげ5年後（予定温用終 ｛ミエマムサヲセス遠慮】i開度） ~準精度を違成するζと． 純7時)Iζ時価1
了時｝に線価】 精度向上のための枝豆検益を組

[tr上げ約1年後に府価1
続して実施中．
｛フルサヲセス達成の見込み】

｜＼ ｜＼ 
気候変動に監事Eな舗たfJ.
ブロt;ヲトを追加出来ること
または、目指鱗mを速成す 研究プロFヲトの鉱作、鼠行鍵供

<l!ll!llUl> るものがある二と． を実嶋中．
[tT上げ5年後｛予定温用線
了時）に際価｝

リリース五車場吻皮進成後 棟地期間中に目線毘偲

卜＼
ミッシヨン要求書に定められた串｜

穆動期間中に目横配俗的 ”1町内配偶を継続してい 期実鉦線開｛気象庁．漁l't1情事量
間内配信を縫続しているζ ること． サービスセンヲー）に会E事鰻剥
と． mよ11'5年後｛予定選問 デ－~及び自窓周辺観測デ一世
【打上げ4年後にm面1 t.nmに僻価］ の繊リ7ル骨イムプロ古rl)トを進続

閣
リリース畿単精度遺成後 援助則問中に継続的に

＼ ＼ 
して提供中．断定の時間肉に配

稼働期間中に継続的に デ［！.；－上~，を15提隼供後し〈て予い定る還こ問と4 倍する遺成事95怖の要求に対し

デ一歩を鍵供していること． て、実績は約同軸．
価 ［打上げ4年後に際価】 終7筒)I持軍備1 Iフルサヲセス遺成の見込み1

1.1(2）リモートセンシンダ鱒It

ダ“

｜補足説明資料⑤：世界のマイクロ波放射計とAMSR2の位置づけ

• GCOM・WI吾餓AMSR2f立、水循織に関連する全線的な水員長気昼、降水量、海面氷；ri.、海；j(等を観測する世界最高性能のマ
イクロ波紋射針（アンテナ径2m、空間分解能Sk伺＠89GHz)0

区翌二二コ~二コ
＼＼  SSM/IS TMI Windsat GMI AMSR2 

アンテナ径 0.6m o.命前 1白羽 1.2m 2命n

観測同綾倣 19,22,37,50-63.9‘－’SO，柑剖>Hz 10.1・．剖.37.・U加u 6，，。。’8,23.37GHz 叩，la.23.3U・J僧j闘副u 7.10.1e.a3.帯.89GHz
分解傭 70加。6GHz ω畑、＠7GHz

t鍬m@例GHz 初刊@8鉛 Hz 7lan@”。匂 駒 n@89GHz

Ill!繍 ’‘。()km 78鍬m 1α>Okm 8851<m 1600km 

! 4tl ... 

I .1 (2】リモートセンシング筒星
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必幽

い., .(3）通信・放送衛星
中期量＋圃12••11 ：裏目本文虫貨をItまえ.lit’S寺等における通信のより情実な砲僚に首窓しつつ．通信法備の向上及び績が国事宙産賓の
a・m・力向上をGI~必め．遜信・歓送衛星の文量化の動向等華街まえて大電力の”.It衛星パス償術といった将来の利用ニーズを見惚えた’
:IUiの研究鯛’t. 実Ii.If~行う．ま·t=‘
(e）鐙術鼠.側』E・聖｛町宮－・3
(bl.ti••イン~·ーネット偏塁側官NOS)

の適用量行う．それらの’·•~:a問L.ユーザと温慢して防災分野豊中心とした利用銀舗の実II突風寄を符うとともに....遺インヲー本ツト術a
(Yw.NOS）については民”と遭院して街た毎剥用を司書拓するζとにより．将来の潤用ニーズの健置に”のる．また.ll柑Wl網島圃聖（ETS・咽】に
ついては.It肘llfO~における衛星パスの特使袈値走行い．将来の衛星開先に貸する畑見を..する．
また．文’，.ヂ~伝送かっ，．性の橿俣1二資する先衛星通信強衡の研究吾行う．

鐙民.泊f針金f・II針金的ヱーズ錫罰事的盟直・3
・ 宇宙轟本計画制笥J’】において.111••・力強化のための盛衡実箆の権道として『憧界的な通信・錐送信星の夫量化の世界胞陶壷E置まえ．大
電力（261<w組｝の”止衡墨パス華麗用化するための鐙循実経』を行う‘ときれている．

・ 1111省にて『次世代高速通信恒iit宣衡に関する鱒査後討J~曹箆されている．

三副k五と~

H20年鹿IH21年度lH22年鹿lH23年度11124年度lH25年度l陪・隼度ltu7•鹿 I H2•・a l憎・.底l同＠年目El回 1年度

自：；~：ニ勝行
｜ 帥温風 ) .> 
企憎5.02後期書用移行

後期制 三〉

Ll.似通信・肱送衛星

必制
「

.日ヨ巨大’E筑豊E置まえ．災害時寄における通信のより情実な檀僚に留llしつつ、通信f車紛の向上＆ぴ説が図宇宙11•の固煉滋争力向ょを図る
ため．通信・wt儒iIの大型化のD向鳴を鎗まえて:J::.電力の静止術星パス筏術といった将来の利用ニーズを見回えたよで．次世代111ta通信衛星
m・1'・E行う．
組高速インヲ－:t-ヲト衛星(WINOS）について．後期遭JI!~行う．センチヰJt-・7ジ7の活”として．文線級災曹が，l~した喝倉を想定した．災書紋況
に関する地正事観測デ-9膏喜重倶する益信実般を行う．
また．園内では．地方自治体や筋災復図書事と共闘で．通信衛.. による災智通信実2・E行うとともに．民間噂による実利用豊富指した実肢の枠組み
をa鰻ずる．さらに．国肉外の通信実磁を通じて、衛星利鰐の＂夫に取り細み、将来の利用＝ーズの絶倒に”のる．
箆術鼠段昆咽塑（ETS－圃】の後期軍用在行い．ユーザと温悔して町民分野豊中心とした利用蹟備の実巨費泊寄持う．
夫容量デ~伝送かっ即時並の信健に資する先衛星通信箆備の事実壷行う．

’E繍：
・ 既存.aぴ今後打土げ予定を含めたE’止通信衛星の2・n•行い．通信盤鋪..ぴ・111a・カの向上につながる‘息パスを告書射した．後討結果か
ら．飾止｛t:.や敏道網目’隆会て篭気権進で行い、また、夫容畳通信を支えるヌ電力が除去胃’·~－オール電化／大電力衛星パスが有鋤であり、
Z量w•量的電力が先生可健：f.l衛星パス（41佃組》を実書するために必彊(tll術館盟壷伯出した．

W'J唱OSについて．センチヰルアジ7の活動として通信実磁を行い、 lit書紋!Rl:llllする地JJIUIデ~の
迅速は提供が可能であることを実自証した．

．内では．地方自治体や防災担踊寄とのll!W利問、及び艮伺噂との興事司周を・4飢，た賓館査察’ELた．
J製’医観セン骨一災嘗濠遭屋銀チーム｛帥帆.T)と開NOS亀E事局自立司1111に淘けた創Ill?行い．利用
布が自ら糊NDS絶IJ局華道用L.通信環境の碕慢するための.・E・えた．宮た．目立・”1：旬、世心S
抱湾局華麗場に嶋送する亭段の砲燥のため．へリコプ~－－.：よる蛾退•＝陶t付：S備に取り舗んだ．
J日本医鋳金と南海トラフ大盆災による通信途絶を忽定し；t=.i!il寅IU ’E趨L、同”OS圃織により.e
本医師会ー篠災地mの手レピ会湿のIll線交漫が司飽であることE実値した．
J民間利用実包実践｛祉会化実騒｝の－11で、九州文学医牢・と遭同区’E壱且1置した実IU実llした．
似の高百貨画像E伝送し、画像ltl賢司Fのltllll＝別問可骨量であるζとを’UlLた．

• ETS-VIについて、高知高噂と津濠ブイに関する’ll...土木研究所と降反環樋下での通信実厳正義闘で
.健し、防災活動における有効性を磁忽した．

・先祖J星通信篠偏について、光衛星開通信実滋衛星（OICeTS）を曾む先衛星開通信銀術の碕究嗣舞の
知見を路まえ、高温・小型・長寿命な次世代光船星間通信弘衡の，l1自のため．高感度受信仰の研宮尾膏
進め、裏張緩術研究から受信健全体のlit作に新守する見通しを得た．
効泉：

・ 九州大$医学飢は~隅医叡の更なる実用化を見栂え．自主的に糊NOS也m局董ー台間入しており、骨
後．日本医師会と遺録した1&1剖＝おける利用を険制するなど、帆NOSの柵樋的怠剥鯛が見込書れている．

Ll.f3）通信・歓送衛星
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必誕A

fl指
t事鹿計画でS量定した集積をすベて実範L.中期It・の温成I：肉付崎町二鍵診しτいる．

・既存且ぴ今lfJT上げ予定の静止通信情星の舗査葺符い．将来のニーズモ見aぇ．通信館衡の向上及ぴ震が111宇宙量怠の
miaa・方向ょに必要と(li.文’量illl~支え轟文句刃が先生司自量な偏重パス8聞釦・向吋f＝館街償制量待。た．

• or島ー．闘志崎$につJて後織軍用甚，E傭する！：~ti::.g.下品利用銀餅の寓；；nuawu1・Lfo.
3・糊，l>Sについて、セン予ネルアジアの沼崎として．’E書伏混1＝ーーする絶E車UI子＇-9flltlす畢通信実tl査察SL.WlNOS

llll"t!白血Jl<ti曹縄a・が司直置で11'6~とt!IUlLf:.
>Ill肉で1:.JI書医.セン~－~陸軍rA温室値千ーム（OllAT)l:適用領経を実鐘L.利帰省・らが－~·を混用L. 通信Jiii
をaaするための事備を’Eえた．

>ETS－咽E乱、ては．高価••cs建ヲイに踊する，ua. 土本研究所k降灰劃横下での通信実．膏尖聞で禽範レ．防災活動
におけ曇有効憶を磁11した．

・聞NOSのfitε信利用査開拓するため．九州;I;竿魁竿・と温附属徳を自留した実思査察庖し、通院l!tlもの・像隊問噂1：：＂.用
町慌であることを実llLt：.これにより九割大牢•＊•では．骨Itの日本医師会との遭慣を念願に、自主的に同hOSl:の通信
It舗を繍λしており．実用化苦見沼えた精t量的，，刷用が見込まれる．

・光倫昼過傭筏舗について．寓遺・小笠・A，命な次也代光明耐震附＂情騒桁に必， a続続慢の高い，111:胡，U¥IJ先耐ll閉温
燭シA干ムの犠討を興隆した．

t l IJ 逼・・舗道側鼠

例制

｜補足説明資料⑥： WINDSのプロジェクト成功基準 ｜ 

働畢／
”.，，件 ；；：：：：.マム フ・11. .i.？λトヲ

達同uui
センサー ザ？-lrA サ争セス ザヲセス

通信這慮。
..で，s幅制．企，E

園高進化 ：信て，がZ賓岨串館sで骨曹組るBこuと－ －初期楓骨量砲回I二て遭威

通信カパレツ
アジ7・;t牛津亀掲の

ジの広司直化 遇優怠伽の嘆・e箪aでとのき紐るこJiと遭 －初期値健槌mにて混成

パイロット実
パイロ仲良”が賓出量主
れ'lllNOSへの住帰贋求 ・ITよIf以前に退成L.砲llll釘J;l1• が剛櫨ff. ’Eζと

門町l!IP肱術 捌録された通信ネットワ－？anが予め段
織Ii 之定のされ有た期＆亀a型11111車園E内に位畠三る主ことが砲践で曹、 －曇』事実’E実箆により埠成．

WNDS 一 一 圏内外の実取が
【曹ずt.;) 通信網シス苧 主ヮショシ則悶（5

ム｛ミ':Iシヨン
，年．．自.慢金＆） 継:1続－s」，て

・司F戚お写~239.5牢固・膏血縁．
期間温慮｝

·•亀雄方文寧;tjfl絶.で可僧聖雄湾局E画監鍵
亀に担畠.a=asしてのフローfl~ドIHllll
やセンチヰルアジ7曹の寮'1・緊急illll＜•・.. 

衡皐IPil偏 実周化への怨術的
IUI日食生中車皇、銀左大の単位制慢a.a•
.院での辛HllJllillの益.:t::asar.重県が，，，...

後益 u目処が立つこと
自由やtt会t実肢とLて適用される毎費制用への
ll術的担保がたつた．き制：：.N'AA舗飴飴f園慣
慣移白馬により商船他での実事Ill!や眠たなイJ
ベーシヨン創出に結び・コ〈ζととなった．

L1 (l）通信・館送衛星
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付以
｜①削ロケット側拘鈴鹿

必以

｜補足説明資事問：訂S-¥1110)プロジェクト成功基準

レベルZ a包i!•J
(10¥) シ軍ン

レベ，＼.3 大l!I
｛誕問。 T＿，子十
目

ET:令官
（~（8~，】

レベル4・星通信~... 
(30¥) 河ン

｛も｝ロケットアピオニヲス11111=11寸る，UM£行い..行・8のll針／製造後藷エ
姐や今後の健IS回発プロセスのaii•項を槍出し.”に自書した．その路』IU耳
.’E中の..で銚査エ担の•nをまJgに自由幽するfll!.A体的なま島県があるζ
と華首認＼..t:.

(2）打上げ縄象司事に~づ曹‘さらに高い健輔健・事費憶を抱懐するためのa良・改醤
鰻を’l¥..Jll行実益を行った．

•1段＇ンヲドームの包産化llllJl
｛・a絡渇に停ラ再回先｝について

1）越併ロケット（H・l凶ロケット及び仲UBロケット）について．一聞の信組性の向上蓋回るとともに．飾品枯渇に伴う・m寄の再開発壷引曹緑豊温め、
開発Lた樋・を飛行実E正する．

衛星ノ
センザー u・象件 ｜亙エマムサヲセス｜ コJけウセス ｜エヲストラサヲセス｜ 温慮状況

I I lイオンエンジンを除＠＜ili!Uを....
レ再JL.1 I~盤情E 13トンRl9.il:聞星パスが．シZテムとして豆電に作f.¥するこ I (""XU・271)
(30¥l I パス ！と II鵬発戚製1：.濁外幸含め高剛舗，..樋に湾

I I 1111 
l 左~－を遣戚 f，。喝

&••0・・・笹貨が正常であり‘3年四にわたリ~事実圏直 l
桟駅前こと ｜蜘k情”が••111111場建および

I 2・実11明.初号・の量計宜璽ι買.
I~包‘’を遭. (3(問。

ヌ・・E舗アンテナが正常に且闘するζと l電気性絡も正常で．ピーム自陣紋寓網島u量舗を
1•11 
·s・ta電．受信E匹以舛は・・·tt•のE’ltD
怖を砲al.量初St・崎健厳島．ではないが．
I 1劃位用7ン守ナ華代留としτ．‘止側での刻

各纏畿のII・t・性能！fl<E需であり.3年四自にわたり忌草案・lI Ril~•主唱P即拘ll.!112 M”の賓St項目『基金
を実厄できるζと I 

’て実.30'IX0・g・11¥)
‘本裏腹開E畢董‘に・主雄思鍵をは巴めとし

’E・－
。健制位向止のOLJM.1t

レベルS

直耐禍
のE轟） I I 

)3年以よ運用」圏内舛咽俵鋼、研究者の・加を得た利用 llEICPを雌えω年3か月の適用を遠慮し
｛偏向再に l I 
おけ晶利用IJ!M査費Itで曹ること ｜たよ‘信3量刑問au実DE•続中．

。創a鎗渇に伴うllB等の寓l!H!

｛’｝園休日ケ~1~.iliHfl!llllBや飛行安全総椅寄の飾品絡渇に伴う再開錆量進め、
仲llB44tllおよびH-!lA23号績で般行実Uを待。た．
(2)tHIAロケットの筒llt1'ンヴについて．欧州からの11ンヲドームの綱遭途絶リスヲ
（郎品格渇｝幸田越するため‘国庫化開発奮’nt.た.（平成宮7年目的T..t.げのI+-
UA2D号細から迎鯛予定｝

鋤’I:
・ IT土，.，結集鳴にaづ〈音量良・改・および”晶鶴湾にf事うCl””の再開先によ‘~.打
止げ針固に膨Gを与えるζとな〈、骨盤の軍置が・の・”した宇宙問先制lllltiiの
惟111＝買猷．骨隼112•＜仲唖84号也.H・臥23号趨｝の”上げについてもOn-tirrt
でのIT..t.111l功聾進国l＼..た．

t量興ホ』II:
・打止げll#Jlll世界水墨闘7.柑｛アリアンV(ES厄SC)97怖 .7円スV97.7弘
ヂ~IV8唱。軸）.過去SJ事国o，剖n討T土げ•＊Illは5&0判．
H-1仏庖ロケットの打上げ感駒率は96.3崎、過去S年のO同me打上，.，事は91.5軸．

※I;墨ヲシa:.-ii成皮：宇宙”16受員会「曹（B-!JJ分ね会｛平成12年11,I!）で段定された『遭成皮にAづ〈強化n•』より
泌2・夫電力照射により？ン，，.ナ舗回マ’陸生するa調:acP:M·P•HM1nt..-M品Jbt>on）の崎電録集信illへの・~＇＂＇・

11(31 iAll ・鎗誠側鳳
I. 1. （＜）申書締遥！／;I.予ム

r 1.1.(4）宇宙輸送システム
付制 ダ制

験道Ill入方ままの工夫

一－

務

一

一－
d
u
一

一－
伶

ー臨
一

itillltt•~隆司UI：牟宙幡盗シス子ムは．事が園が必要とする院に．必彊軍人工鱒皐司事華、訟自に.宙空間に打ち上げるために不可欠川区手段
でa刷、令後tもー慣例修平・輸送偉力を億”して也、〈．具体制二I主．以下に亀り組む．
ーが．の‘”。ケヲトであるH-DAロケット及びH-118ロヶッNこついては．ー婦の信鍋慢の向ょを図るとともに、t量餅‘.の健』帯・向上を行い、
世界．高＊Qの町よIf続論事を姐持ずる， H-DAロヶ、升については．打よげサーピ2の111!1餓’カの！H::flll~.そのため.I開ロケヲト高度
化亡よ仏側量の汀よげ鐘カの向上．衛星分鐘鳴の笥曹の’£••に優る鴎食朗，aぴ賓鑓f符号．
・4事ロケヲトシス宇ムについてI;. 打上げ冨要巴柔般かつ効$附＝対応で曹．‘コZトかつ車事耳・~＇＂遣問健在有するイプシロンC:'Tツトの研究Ill

’E量ぴ符土げ壷符号．重た．シZ予ム絢成由箇量化．固体毛~a・－’lX>.ト網遺骨適用縛甚符い．イプシロュ，nケヲト在高底化することにより、夏
主よる億ヨストltf目指す．
権化A~ガス徳島u長．高信繊11ロケヲトヱンジシ．持使用醤‘退シス予J.. ‘温よかも骨・R・唱シ見守ム．駄遣問姶遜シス宇ム句＠符~鎗送
fl’Iについτ1車、引曹銭きa突闘鍵E行う．
また．．れ止での設が圃ロケヲト舗隻の実置を十分にn・Lつつ、よ明中盛期”な......，.‘”ロケラト．・n刊鎗や再突入．サヲオーゼ9.1¥..R

ft. ~置組曾逮ti速、有人宇宙活鋤、再使用ロケット寄を含め．重が区の宇宙愉且シ瓦予ムの8り方之ついて磁蘭が賓館するll合的績舗の飽泉署・Eえ.Ii'>・tlll置をmじる．

2）図IQU争力量強化し、かつ忍星鍔査ミッシヨン寄の打上げtーよりll軟に対応することを目的とLた盆併ロケット•11化について、 tit十及びS草作1t
験苦継脱する．また‘飛行実11に肉1すた.倫E行う．

’E傭：H~IAロケットの，K2.段の寂良による僻止衛星』T土げ・力向上の聞発を温めた．本限発では冨い
偏級住董有するa符のanをまえる二cr.t<.h追加や舗星の臥軍段λ:IH量の工夫：I＝より‘E盟
量全1:11三盤盈血血ェ盆飽よ盆量1;.の盟聞事血1.甘土tf盤免寄自よ発骨醤量出陣止盲s・・訂正
1f••1~輔Z冒’佐世思』＝罰隔するロケ守トM.て骨 Hf'和ー＜Ott

”22・II I H2341l I H2~・. I H25・a 川崎 IHZ7帽 ｜ 回・•11 I削 柑

寸
」
「

a億鴻加の風体制
・爾皐の”止駄遣打上げ能力を向上＼..i高精度で駄遣魯入するための2除エンジンの低権力
スロットリング（60%）価低や漕体水素｛懲草寺｝及び遺体E量織を勉文関節約する梅飽簿の追加
・宇宙空聞で長崎間何時間）慣笹飛行するための惚健迫加や帰眠電子118の対齢ii続性能の抱強

・ロケットによる術aの増進竃近絶41こ釦え勉阜の良い遭...で行うζとで．打主げ能力を肉主書世る

｜抑制仰向ニーズ一時】

頁百言iiU. •‘

動巣：高II化問先のfit県とニれまで培ってきた高い筏術カ・偏繍性が得価され．三震3重工翼民が世思・a柑の会畢anrE••••c車虚2・隼
位録盆虚血蛮i主盆』bカナダの子レ骨可同同、ι目玄で細めて賓...曲折 ~ If骨－l'::te動参畢砕するに軍令た．

これまで食〈実舗がな〈鮪，者である膏象衛星の11..t.げ市渇において．世界’M位の'Jr:手通信衛星事叢脅からの受注は.t量界に通用する
ロケットとして‘その仲闘じ入りが留められたこととなる．本事’E’f孟大事であるとともに銚の事iaaの箆衡2ンサルテインタも’E’〈こなしてお
り｛三費電H 注のトルコの衛星など）.与える髭轡カ1:.1':曹〈．以降の受注活白においても犬舎な，hとなっているとともに・..  金倉金.. 
jl'.・圃緬H.τいる鮪国盆帥ロ年可ト由筆叫B園口調Lで＆’F島直宮錨Jいな令，h

温勝ロケVト
高度化

イプシロン
ロケット

将来鰍遜シ丸子ム

の’E・

ー”ロケッ争高虫色

”~IAロケットa・
置偏・軍用（01!)

H訓8ロケット＂＇
巴・・置周【，＿，

I 1 . W•冒槍週シス手ム

凶師免 ... ・・ 岬醐鋤 l 
4‘開提移行 WUlPTよげa t~CI打止'1•

時雌以仙のM _)  

I 1111a帽 I181200 I 21122 ..・ ｜ 23・・ !... ..... ~~.竺竺照明ヨ竺士？（？”さ里一－－＝＞

巳亙コ ｜ 川 ｜ 何「I 時副長雨二両石両面．；晶一一一；

企ITよIfザーピZ化
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f 3】打上げ闘幽lt·ll・については、鯨蝋断・制化~··ぴillllltta・華同．

東~淳t＇／.型必邸主芯ij.~；現官宅総終寝室主鍔鼠怒号~：：；夏以荷店主将官誌編rn.~f
衡血目飽膏絶よ圃・1＝切り．える3などの重用怯E虫歯壷行。た．

鎗畢：適切な予防保全．麟られた資金の中での有劾な~紡ft更餅を行うことにより．思備の老朽化に鼠図しと打」ヒげ短期量拠生させることな〈、舗
果ct.て2砲の仲臥／目ロケット（On-ti帽｝、イブシロンロケヲト鼠厳樋.2.砲の組測ロケット（On岨間｝の打よげ肩車功に貫献Lた．

1.1.（叫，S愉泊！／且，，.ム
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LSねl‘”回ケット0)純情・健康繍足紙朝賀斜（Z:iUキロヤット商度化】

静止衛星打上能力の向上

.IA以 必証A

.，晶a畠’mu.•置伺唱が＇町主げ4D't~I（ァ•17;,5・）Ell・民側且・1111量
量・nている．＝，、‘0圃且量H・術可!lriげ‘暗合．。，Ti・l)f向iす4,

｛
制
妹
出
陣
｝

ロケット M-V  

現行H・llA202 現行H・II凶204 E思議出I~忠商土真販制！ti弘首ー令官叫；：：位02
(lt2】酔血化噌適量6V-15副知由崎

ダ制

I 1 （叫$．愉通シ見守ふ

l個体ロ何トシ貯ム酬の附・姐

開発期間 11990-1997

I. ~ t叫宇宙崎温シス予ム

ダ州
｜側州滋システムの鈴鹿

官｝固体ロケットシ見守ムll舗の純符・！！Ill方•a.て．低コストかつ草額約以道用を可飽とするイプシロンロケvト＂＇·ヱ織・斜地における総合iUl
’HIめ.ltlt舗打主If壷情実に璽箆する．

’E・．エ・・射‘におけ晶縫合E草書·~，をilめ．平lll25卑9Jl14自にイブシロンロケヲトwa砲の打よげi:成功しt：：. 打よIf崎JQll：制約のあ~ベイロ－~めた
め，イトなスケジュールの（；かであ。止がfモバイル管制』と呼.o;=i；，パヲト屯管制シス宇ムの鵬’tや．自修轟績を可簡にするシス干ムの禍舗などを行い．
健患の打止げかス予ムを革衝しと．プロジzヲト資金陰極ね忽室温叩で‘限存の筏衡を’大．草剤するなJ:'IJ~~，奇低蝿しト聞量吾特ラトこkに」同．隆盛
・の措量予寧圃ベイヨーら:rn：台骨1171町上，.，，~~.晶I... 宇宙伺＊齢箇量処•l'l ＝抱車L.掴えτu，的虚畢の創出t士．歯した．ロヤットの・飽・性’II主企
て．”で』匹。，..特n•11壷副下に去す．

①軍属22•1::a’E掴抽Lて専属21・Ill＝打上げ4閣暑韓持骨；：.軒坐岬宜干2・｝品、う：：ft.重唱由自今・，b嗣
ーに・s・乱、恒温臨騎ーを実現し．打上げ崎鳳に規約のおるミッシ拾に純比．

＠・a飼蟹が園”であるがゆえに...役人~を高〈で曹I~ぃ・悼ロケγトであ‘仰がも．小量感帥値温‘僧
‘J：よリ•i事ロケット豊富む世JlQロ今守ト企aai.... ペ晶阻止由値重縄λ．，を’Ull..た．
③Wllt実IDJ事・とその後河町議事により．定書店鰭では『1殿”車置付tすから打土げ盟国旗で骨a..『尚昆.
鱒7'?-!!:i.から打土げまで3崎伺」という革量飽怠2虫墨＝Q遭’を亙館企する，．葺’t-.

⑥tat・での衝星＠正盛波鍍鎗i:. 級建周寅Lた由時極WllUJ~Jl℃よ明世＂°＇ロケヲヨト自由t'い'J"JLAJI.(
U咽..＞で晶，t;.

⑤QI!での衛星。JHlll!!fi:.•u締苧実般をもとにllltl..~畳還の鋤現により・AO>a..,...,i..白血菅島
:d.V!SJI<（唱剖切であった，Mーザロ守Vトからt革、。”の3凪下1二億鳳Lた，．

岬H・・C:h 

-c=::コ－
h締・ぬ・・－
.. 蘭・ ” 
．．．． ’ ”  

w~‘“”” 
．‘’”  

平履215・aは．’iii＆縛ロケットや将＊鎗温系への樋鑑や犀触を目指Lた各担裏表肢舗のII実在進めたほか、去年鹿以降開発h 移行予
定のtli巴＆ttロケットをはじめ‘湾使用型舗遺嘉及ぴ敏道鍋嶋這シス干ム怠ど．将来の店直送シス子ムの組討を進ぬた．
高a”也ロケット工ンジンについては、事量が虚が陸自に附’tii周L銀簡を密顕して曹た簡素で安全性の高い11Utl1Jエンジン（仲DAロケット
の’112段エンタンとして費用化講｝を．織力を鈎101曹にし’11111エンジンとして使用する世界で初めてのIIりllhとLて．権力量フルスヤール
盤鏡wa且ぴ・億本容9－寸台化，ブのフルスケール包厳司F豊実15L.エンジンシス子ムの威立111事箇に必聾な冊.のヂ－9量R自得した．
~M&O，ロケッ1-1：ついては‘顧客要E置のヒアリングをはじめ血肉外の需要に対応するためのミッション動向悶遣を円い．量ッション嬰求E匝の
tiり曹とめを行うとともに、それら安来｛能カ．コスト、等｝の’，.可能性について.It休コンフィギユレーション．剣唱での置綱方式．打」ヒげコス
ト’·~中心に協組検討を11111した．これらの倹討結惑を蹄事え『盤国a’tロケヲト1止して遺障すベ，E”，9.，~,s.曹値L プロり:r！ヲトs・a・It圏直
伝隻盆」主a
その他．沼化実健ガス権温張、軌道上からの絢資回峨シス手ム.J’使附僅愉E量システム及び航道問愉送シス宇ム砲事に偏る句史を実aLた
t補足関”RI),

民

＠朝日新聞・肉之浦Ill港

1 ）高信”健ロケットエンジンの鑑鰻訴感等に肉けた作•t••うる．事た耳E化天tsガス健進系専の裏豪徳備や‘~···宇ロケット. l\亙土からの
貧困般シス守ム．再使1111~•送システム、軌遭周崎温シス予ム・の研究を温める．

費繍・

－一一一一一

－・ー町一・－町”

調匝•ti齢・の『次期‘”ロケット』IU!質文書にてf&Ut＆”ロケヲト』と定aされた．

虫由民・土飽「r.り．世Jll)岨今りb・~－ーぢ脊畠措置由多量Bl,.， 圃皆目今型トらス•. .／.措置由瞳摘。h由色ず畠園事 ． ーーー
寒思した．・が園が自信帥にd咽衝E多計上げ畠草A~侵したうえで．今後定’·~が，gさ凡~曾界の小型 柄骨園田・
間li!U：げ市唱に，入す，，..がn.，た． 四・ ・・
8本が11.，て曹た固体ロケヲト筏儒量発置させた・￥lf的，.麟型ロケチの開発と」て．ーー由;Jl.'fL?~’” Hf －‘ーーーーーーーーー一．
られ社舎に文曹なイン，屯今トヨ毎.IS安 ‘ii聖書島帽弓・申.，世：I：晶Hーが‘〈の園置の園山弁可F•r;•t-..卑－D •－・・圃圃・・－

慣れた銅製品・サービスに指られる自縛信審鋪a・せ－l:';i.貫m.;問屋畳霊At'tlなっ組同九州』・，..と•tJ 晶』・・・・．
”するとと抗、臨しと盆射して栓蝕僻畳かにする串いデザイン』Lて201！”h岬＂＇－＜~，柑 師向
量受賞L.皇盟組虫笠賃金蔓皇~艮血翠a’塑晶.！.8値出合併11必~ii＇.宇宙分盛量魁1た窓働組よ晶 一 一一一一一一一
直じ毘鍾量畳主ι

世界水車：世界のロヤVトとの比術立次ページ図の通り．

I zlシス予ム械 の慨化自体モ→i¥!!a.低コスト柵伽適用例行い、受信柑コ州民目指したイプシロンロケットの高度化研究豊前．
実鋼：Zli<laにより．打止げ縫刀向上．簡藷化．モ－'1at血．億コスト也査費現す~tl俸を適用する間集計・を蛤定した．
効東：イブシロンロケットの健鍵向上により.ASNAR02をはじめとするより’〈の小盤情墨壷打ち上げるこkが可簡と怒る．
I.市《的宇宙蛤温シ且テム

鎗銀：

ll信’直後ロケットエンジンにおいては．低コストで商慣領箆E温慮司自tr.孟海停ロケットヱンジン町洞実プロtrス（... fltlt量関先プロセス』｝の
.貨及びエンジンシス宇ムのIt立佐野値に必要な所定のヂー，を圏u’L.骨自量のa・寄を.遣できた．
次期‘’tロケットt・HZ~，守口ケヲ刊の働集により、従来システムの－を解決L.flよげコスト低援による宇宙利用の盛大...釘上げ受
注による＆•‘・の純情・強化..持賓の笹本低温によるa•支出の童書$位、 2\!S緩衝＆盤のE量化による蝕争カ砲健奮実現し、強bt園の
宇宙鎗追シス予ム牽白飾的かつ拘縫苛盤な事怠機盗へ信自民ずることを可健とする．

その勉司直化文民ガス抱....杭温上からの槍費目峨システム．再使用銀愉道システム、軌道腐鎗送シス予ム．の研究により．宇宙繍滋ii枝
舗による字・l!Dの鋤車化や信顔絵向上、また目本の牟富篠舗における鶴争力強化につ’Aも成果が得られた．
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~I雪煩性ロケヲトエンジン（LE-Xl
繍足説明資料

－畳霊喪コンポーネント｛権力室、溜体水素9ーポポンプ｝
のフルスケール民感を笑1Et...デー舎を阻得

側側鎖難船ーl
滞~t実然ガス権推JI!;の型車棄鐙術

－サブスケール娘鍵鉱験や解桁の実寵1：：より．信健室の館主性
f:D価するための~it銭併を向上すると共に、適用先の鉱夫
と、より－JIの綾術｛燃焼陸自E有事）の向上を目指して再生冷却
燃幾重』こ閉する奏家住術研究を権進．

旬開”・，、 r、

o・s・盆.e割陶胸
伺“・E
・＆ーー－

必制

・過去の開発実飼且ぴ顧客要京
を分析し、次期~静ロケット（Iii
!I!誌幹ロケット｝の総合シス子
ムコンセプトを鎗討｛よ図｝
－うちI!体ファミリーのコンセプト
績討例を左図にます

fi7 r;:~HM I Ir Eで冷’

再生冷却悠慎重は柵遣がl:l
鍾だが．錦II!性能と骨・の同
よfl！図れる．

~.~，I 叫温と ゆヨ 脅えコ

I. 1. (4】宇宙納通システム

霊悠且忍姐送丞 4仰
・関心を持つ研突者・鎌術者が－i量に会するワーヲショッブを闘健 ・再使用包姶送系の実演に必要な嬰集積舗の研究を

実施（下回｝・作鍵チームにより、研究在方向付けるミッシヨシ｛用組｝ιそれを実現するためのシス
テムを検討｛下図｝

怨l201<1Al宮、E
Ii.ii嗣，t・J;丘町帽

”’‘同買＞.実u’‘

駄遣問鎗諜シス予ム

組回、加盟..... 四時司UJIAI< u色，•ODヶ，b量蝿置の靭，m

:O:JllMlfll'JCCJ，ず珂ll:Jllll>’ 実用JIUll隙〈完ま丙l食用足』 ・ 拘m・0'1 ..tJ. J二，J’• ！‘’e・U二的..，’~· ・
，，，ι， .. ，に，t・で冷”己主ヲ’・健~＂＇＇・I.・
...”ロミ... 男．

－ ・‘uu ‘•11.i，.よる”＂＂＇，南 陥ァ!Z・した..・llL-r，，ー’・‘ι・η－It.I＂＞‘＇＂宅．ヲ・‘，.
Al'!ll>.!>ll”... .. 、

4・創泊llln.t』印日必 E."I・匝R・・・E 叩刊L刷，.，司眼..) 
- ~圃・白書・・・ （~21Jdlll•，研究』刊担割HIに憶2したフ . 
， 一一可？曹三，.， ‘ ・・・・・~哩・・・・ ・・・・・・圃圃圃．．．．，ー？ラ朴，.により.1111

~y . ．．．．．．． ‘'-'91・ I ・・・・・・・・・・・・実λ，UID特例V-RI 
_., I ．．．．． ，『E・・BilのIZhlllttlDlt.I

《II会ヱシll.ン後衛白銅爽》

l'llctMlllεm 
いるiu~－－－に
ついて
. e，屯!lrA宅，1'
，・jf.,,.. ~ tAJlTI・ s」 一一 1・・・....剛 ・m肘 刊 糊 1

'.f'- I ζ日開閉2 i・・四・・岡田省時間制It刷Z幽 雨 Q)
司 崎、！：＇.＇－＇ι 1・・・圃圃園田E開園.11... 

. ＇ミ~－＂＇ ~I)
<IC＇‘＇＇＂＇＂ 1111鱈UM

術lift也シ＂，ι 4椀人側＼！ 術litミlltu1JI 峨S fフリーヲライ砂l:lUIUU

一一一
－長期間のミッシヨンへの対応に必要な、構造貨の務長低Jlに向付、権道藁の
挙動を高級度に解析可能なツールの開発を実施｛左図｝

車！i首上からの物資回収シス子ム
【HτVI苦Ill小型回限カプセルの研究｝
• HlVに繕織し、婦選時に分前され目本近海で回収する
小型のカプセルにつ曹、ミッシヨン宴京、シス手ム要求分
析及びE念綾討を実施し、MORISRR在費7.

・効寧の;e;品、律違手段である大型電気権道の有力使憾として、ホールスラス舎
の研究を実'5（右図｝
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・キ－f主術要議として、小型級車早計算機、パラシュート絞
出.Hτvからのカプセル分鑑健構を選択し.tt作鼠段差
異益した．

叫ゐ・・・~.....、
一一…ー…””ーー三彊・・・E日‘ －－－・”’ ... ・・-

・ー一一 u ., クラスタ化パラシ'1ー＋
小型自叡カプセル 4宜主因 ｛ザブスケ」ル｝鼠駿

必幽

2）政府が実‘する総合的後討に貸するため．これ事での魯が国ロヤ・片側発の実績を＋分にilllしつつ、より申長綱的牢観aから‘uロヤヮト．
t画質鋪舗や寓izi.k.サブオーピ-!Ill，飛待．踊Uflil舗i量．有人事・!ID.寓使用ロケヲト.を古め．授がIla>司陸宮崎誠システムのをりnについて
検討し‘自百領的な情緒鍵供・漫.を行う.'*1:1!t腐の..合的倹射鮪•u量まえ、必要事指置を踊じる．

実績：

①事官敵鰻..金宇宙槍送シス予ム卸会にτ． ζれf;で1：：••がBfll..t：経般にAづき飯豊高島”ロケットの図鉱＝おいて・禍が畢たすベ曹役
割tロケットlltfi&•ot11t11;11. シス予ム••. ll噂マヨドジメシト・3についτ見鯵を－すHも1：：、 •m‘’eロ今•JI-I－闘する.締法安め包告
董行った．草た．事尿2由年llからの’~！＇：！‘’fロケヲト”’E’亭に肉141：・ーを‘め. ~霊....ロケットが濁たすべ曹ミッシヨン妻家査段定した．
~官僚’HHl，宇宙．這シス予ム·~17)下に曾電寄れたr•••出量νスずム長期ピジョンフーキンタグループJI－品、τ． 中長期的t.UUltl、
毛め宇宙・退シλ子ムの在。方二優る鎌倉的自Hf（量綱ピジヨ；...）畠情われる中．各国の将来館滋震に闘す轟研東開発勘肉や．・ti.I:してのIll
'Jel~髭i：司、τ情姐盛候を行っと．

~’l ' 
①『早虚2ft隼．車宙開畢剥1111:111枯圃館前司喧E砕＊齢制．白．制，I）＇.指針）（寧宙齢・8・·~金，） 1 （早由曜日目u：：制、τ 『’
必ll..Cll－告書値血Lτ 鑑四百皇陛白骨咽l.tn聞・，..車す晶t.1-禽動盤国且値目，T•J~由幽a・革命司歯・.I-LT柿．掛けられ.1:....怠と工組髭
畠飴ロケ吻ト圃・置の狙品宵，，・21同牢宙盈・・・噛f思IUft包・J:l3白日に怠L、T 絢橿古川鑑l!UUltロ今匂与のプロりr.＂ド舎 偉書面U室Jゆlh2.
肱酬にで臨岨~－·サ・-iことが誼’.1-Lぞ位置帥仲九htJ:.ι

<%l20・0-20鈎年領置でを銅像とした今後の中長期的噂宇宙自店員システムの研究図録の盗め方が．迎賓文書『宇宙鎗必シ且予ム長”ピジョン』
として位置付けられt:.

1・’.(4）平冒健温ン且守ム

総穏

a車庫It置で役割置し：l:li精華童τ実範t...中”It・の遠戚に肉付周闘に自u，している．更に年度計画をよE晶、怖に優れた』直史聖書.，，.，
t:. 
t事正解ロケット組f曹・，t•l
・ Ctl性向止やI!働組情豊．により体制包号..剛刷号慣の打よげに白砂市唱で成功、打よげ量産111~を件1""8歯わせて総量嶋と
するUど．世界··~血－華高~'I-ベルで健祷肉よさせた．
【溢嶋田ケヲルam-t.】
・高いa鋸住を有するa”のltltを買えることお＜. •鹿追加や’liIの似通It入方公の工夫により. lll•llー肯『Z鍾晶・蝕ニ盤血よ
自tt-xm••で..Z.JT土げ，，、台由上書世、温卑由静且蘭a:’目星打よ，，・要..剣応可能q世早に薗唱すl>ロケヲトu.て怯」巳げ
t::.ζれまでk・9て曹t：高．、g積桧と回量の院果晶窃偏され．三自lax・fJ<太平通信街皇事案省であるカナダの予レザット栓から
皐盆之銀位玄車...のFT..1:.11サードヌ＇＝＂＂＂聖霊す晶 r：霊唱、画国晶曾日ケ守トの・外周聞に対しでも布鎗な婁”と，，.った．

【E体ロケヲトレZ予ム1
. ，モ，tイル管制，と呼ぶコンパヲト怠管制システムの開発~.自信点倹を司自Eにするシステムの綱祭などを行い、従来の打よげシス
予ム音草創した．

・既存の館街E・~·利用するなどリスヲを低滋した開発を行ったことにより、留幽岨のm踏で事用ベイロ－i..1'n11<•1ai蝕温情且に
虚J:hL‘昆掌t<Jit•の創出位置圏直Lた．

・ 鉱u樋で以下の織総・犠健が信認され、目的の『困偉ロケ守トむ~-Tム箆鍾a勉血』とrA、m・a宇T上If草Bの誼僅t董ii問責した．

〉短組阻ま.ruH!f’E・＇・（”t. M・V:7年．ベガ：14年、イプシロンヨ隼｝
....舗前晶、ョ世’J-0>・JAii<可健と怠る日傘を得た.＜’E官官段階では衡..”アヲ七且から打上げ草で3時間宮ど3
，.~盤進盆AUを’Ul.C簡禽な小型健進諸長吾情篇す晶ことにより. IB本ロケットの濁直を繍い、 司E体ロケヲト査官む官界のロ
ヤツト.！： 14•，レベル臥阜の繍置を遺戚｝

，.質量ι金主凶.'.II•壷，llll. (Q・実舗で正弦量量．簡と音，11•'1ともに世界のロケvトの中でもトヲプレベル》
・ 8本6＜治ラて曹た固体ロケット後編牽鼻血書ぜた直巨額餅広厳軍ロヤット＠”’ーとして．将来豊重う宵少年寄臥ニめとした盆~
由掴むj.司官担率ーが••－Iii・In軒続鎚A·廿ーセ＂;:l.t:llιれる同信唇唖岨且．特－...’E知’担陪畠昼草置を『なむつ量嗣九州』
専・aとtiぴ受賞するとともに．専らLと..号、，て役会主体をaかにする『よ．、デザインJ止して2013*’ゲ句ド手ザイ〉骨曹を受賞
l..申宙纏’骨盟由．．への圃置自国信多量！／）る事檀企立雪作＇＂ ＂＇＇』＂＇・噌骨， 1:'・h，罷圃』」しでも重い卸値事・9』．

【4書家鎗送シ且予ムの’ta!
・符＊・送シス守ム’l•のための飽貨では絡に.i'll！級住ロ守vトエンジンの鼠店員苦行い．骨盤のIW，を砲箆U:.
・・li!!IH章ロケモシトQ)””においτ凪Ubt畢たすベ曹役割につ旬、τ．これ穫で冨摘しτ曹f’館賞に轟づ曹宇宙政儀聾員舎に見解聖
示すととも＝験討状震を縄管U：.結集．毎思畠鈴ロケちトの皿，．草と‘ 也織がプロヲヱ今ト骨他省~1'1も1聾E止めることが政慣に明健
在れt:.領ma”ロケットの”’ーにより.......，園由寧宙幽揖むス千ム捧圃・帥島ぅ帽値胃値，，，.・掴：，h転換すること奮苛健にする．
上包を受付．磁4構内においては鑑IUH佃刷同遺虚すベ，H泊~－·しプロh佐鍾盆盛監民監鐙した．
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具体的には、以下の研交を権道する．
・宇宙の起却と迫化．宇宙fヰ到する櫨限伏簡の物理的壇”を目指した宇宙空間からの宇宙倫理学ll.ぴ天文牢
. tt々の京総系・絡々な系外感星m織盗及びii:•と巡化．盆ぴに地E事を含めた生命の存在で曹る•taの電量揮を圃織して宏陽系空聞に観測を且
閣する;t陽系”寧
・ 宇宙”免利用に訴しい芽をもたらし‘符来において自由自在な判竿IUHI蓋~Dを可健とするための平・llllllHiJtぴ宇宙システムについ
ての牢術研究正行う宇宙張問工学
・ $・llH~利用l二衝しい芽をもたらし．縛患において自由自在お”ヨltlUHl釜活動華宵飽とするための宇宙樋筏術、亀上システム鐙筒、及びそ
の応用についての学街碕究豊行う宇宙信応用エ牢
・宇宙11•利用研，E等の宇宙将字の組依分野又はその周辺値厳にまたがる字毎領媛、及ぴ麟たな字’”寧分野の竿術研究走行う学官軍将~

[1］怜・すベ曹研究a累
隼ll”・で定めた碕究を権進l... 以下の持軍すベ曹研究慮~量得た．

f I之（1）宇宙科学・宇宙探査プログラム

中銅制薗E・E・Ill
人舗＠錨的資盆及IJ重量慣の宇宙鵬舞刷用に飯u、，壷もトらす可鐙鍾毒事晶t草鋸的・扇’”な績割f~悌厳壷日的!:L. 寧富魯竃掌．玄E・

JU4司~.宇宙，R阪工学‘宇宙健応用.:r.!jtJtぴ竿．”零において．盛期的な思量』こ11づき．ま1:.-t••の賃金量担保しつつ．重が冨のUAを
f膏島、L.t・蛤創的かっ央郵．的な宇宙利，；ut量縄海L..世界的宙研寛成患をあげる．
また．’織なE量蟻目的で実施される宇宙獲量について．政府の符号笛討の結果をE置まえて必’ltl栂置をmじ＇・

国主竺嫡利用システ与をS本とした掌術研究 ｜ 

ciiatt踊Ii'齢＆Ill・
宇宙ね学窃究における世界的指健点とLて．研ヲE舗の自主性の噂量、tJIたな監察宇伺分野の闘錫噂の竿術研究の特性1:11みつつ．大牢終
判Jtv.:t.子ム縦葺l.S*l:L.て回向外の研究ーのlllll't強化l..牢宙利寧日究所在中心とするJI....エ伊東方骨事情コ！！•：：.予ィーの英知世”.し．
世界的に優れた竿術研究院畢によるλ悶の姐的資aの創出に貫献する．このために．
，．司＆JIとその温tιついτ同学問研究者作う平首細沼掌．
主・．亀Eまを含む:.tJI系天体についての学制同研究を何う太陽張科学、
宇宙Jllltlllr及び宇宙シス予ムに乱、ての字附Iii究苦行う宇宙最期工学、
事．．後自時．亀土シλ子ム銭術．車びその応1111：：・乱、ての司R’E研震を軒ヨ宇宙CUlllJ:掌．
宇宙私学¢者Htの分膏にまたがる、又1：宇宙栂字企周辺．耳目＝またがる竿II慣織、及び餅たずi••”学分野の竿術研究豊行う学際ね竿
の骨分’に...壷置いて研究をa，ーするuもre. ”車母プロジ%~~に貫厳するAa.,_ ID聾行い.St：.人’置の’E畑幸漂bるに演する世界的，~
a寛成長E竿街泊文や学会JUl，の喝を通じてll依する．
事た実鎗にあた9て蛤．’Eたなプロジ~~トの~怒る分野・傾峻畑創出、入字遭自陣畠カ臨.0.0>••~、入手．完省自愛λ使A. ：＆ぴ人伺町田園陸肉

’llll位。磁俣により．．先IIの研究•1院が縛縫矧こ創出書れるII縫圭E置Iiする．
務文字鈍陶利用担鍋寝入にお付也事冨の径り方を唱2考にl..文字・楊究高専の鍋実容の・・華広〈司R・＇＞.・・研究者。総量の下にブロジェヲト曹
を進めるシステム

①寧宙実鑑恒．由ト晶由盤台値繕遣の値観 f宜a・・..『口出世什
主，．フレア・が．どのよう主砲カ眼精進で文－~置に側室す晶のかを解明

した．『t>のでJデ－~の解街によ唱、太陽フレアがトリガーされた嶋所での
砲カ繍繍遣を伺定することにlilt功Lた．＝の成果は‘;t陶愉羽掌止の成
果であるだけでな〈．人績の活動の織となりつつある太陽来賓聞の現場
『牢宵天気J£lel置する上で的成果でもある．
(Th• A•trophyolul 占認前叫平高世話年61/ほか》
・%繍置で也喝エネルギーが信発聞に解蝕される積極

③，1'••111&由抽直前撞II，揖纏春恒圃 『，＂...ー掴『t会柚怠会11

rr主やぶさ』が伶ち偏ったイトカワ鼠却の分舗によ仏宇宙雌1：.よる鎗干積
層の風化メカニズムや末崎昆の髭8の~きが判明L.. 小...，，，のa・退
化量狙が勾えられていた以上に活発であることを初めて明らかにし在．書た．
骨．．也止からの温踊値測に怠いても．小..毒・の温化過程量宥aして．
よ切IE・1：：ヂ-9量.....晶のに有用訟デー曹を待た．
(IW畑町民・＆PW.瞳回v~平感銘年°／／，署｝

I. 2 (1）宇宙科字・宇宙標畳プロタ，ム I. 2. (1 ）寧盲輔寧·•・m蓋プロザ’ム

例制

f・7宇宙梶字窃~＂＇の舗究ll量申心主Lた’Jt
宇宙拠字碩完における太宰S亀岡”則自圏実mとして．情究者の店主怪の’auび研究隔の自律的な司ISのを.c.宇宙ね竿窃実所にJI雪国肉外の
研究賓と遭担也カL..宇宙将司~＆JUIの碩究豪華φむに以下の活・M：：・り縄h. 人”の薬舗を沼ぬる世界的な窃究~果の創出量目指すとともτ．
その司史慮墨壷田・”な傘会．掌衡＆UWAaL..atJ咽碍牢宙科掌研実tT>:’E・・慣関t竺貸する．

実績．

③ rurl組瓜怠溢血血血盟~温rJI 111図面畢『かぞ噛11

『かぞや』の分先ヂ-9吻侭斬により、月面上でこれまで見つかってい
，.い縄問£0)火山崎舟舗を先見した．ζの跨厩舗は.-1'ーヲマントルlllJ
絢・の申に：；：.量に官官れ．月~·から噴出した．震である胃伝性がll
いこと豊明らかにした．さらに．この包鑑のサンプJI.I）~’ーン牽符昆11.
奇ll.月のマントル・地銀のlhまや慾鈎進化の解明につUげられること
を幌らかにした．
(0岬蜘iulR.s劇同t:..tun1013*91/) 

・燭発的，，噴火によってマグマの飛涼が趨概した火山隣府働．

① こ札まで宇宙’本字・侵査研究については、童図＠大字・研究IU共闘して主ツシ，ンの鍋理から~Illまでを行ってきた．遁年の将竿衛星計
衝の..化．低u度化”の1'111：：対応し．宇宙益本It遁c聾合した長則的なピジEンと方向怪奇宇宙調学・鍵否。ード'7-;i＇プとして・.
L世．これに主仏傘宙阿軍コ司＂－ ＇ー予＂・政府寄で鈍遁のコシセンサ1で研実的抱嵐広・J・eことkした.（専成25••周回目第時国申
宙政策.員会締官｝

② 日本学術会11111官「マス9ープラン2014）の学術大~研究計回（lt207件）とL.~. 宇宙利学”遣では8jキ温室された．

｛多奪）宇宙斜学・線査ロードマップ

・宇宙利竿・鐸董ロード守ツプ慣ll!の腿舗
慌たな寧宙1¥主齢・（J事lll5埠HI寧・闘舞眠略本制決定｝において．『宇宙科守暢のヲロシティ'TJIJ!3つのm車”価のひとつとして位値
付けられたことを衛事え．牢．将司R・銀.の今後のttiiを傭•L.、眼路性をも.，て令債のtt・E:!l定するため、宇宙科学研究所（ISAS）として
衛たにF宇曾材申・II蓋ロ砂可ップ』E貨建Lた．

・本ロー令マップこお付る具体舵~&r>方t骨干〉
L 宇宙榊プロジzヲ崎、閥的中断固公開小型畑．小規頓プロジ.z.? ~~·；ねな古品~~：：；；；：：~品目白~~~！；.~~~・

トn0aつ晶角材・)I：分吋f帽を，•＞.天文学・宇宙魯酔．鳩.腿 ~；；~：－.；：~甥抑制怨：.：；：，~.，"l.r.'~n川・＇＂＂
科学．これらのミγシ・ンを量~する’f.11 · 11!牽t!・鎗遂を宮む宜Itエ司~a)三つ
冊分野にお．、て..  する．

2. 天文字申冒・竃字分野階、フラサグシ・ノブ的に鹿沼制捜‘する，IUt圃．
および・m仰に’...す~IJ·!I.'!針・－さらtコZ海外文型ミッションへの，zなど
，織怠担金量a使して実行する．
3. :t陥系標軍”牢分野は..初旬鈎10年を複1；慢の高L、，~1t••・による工学

S聞の東園・館街樋栂と先観化l..t·ミッシヨン目的を立て. 10••1;1”の大型
！.＼掌ミッシEンによる本梅線量に備える．イプシロンロヤ妙高風化’F奮渇閉し1';I ’山剛山・ ......百• •w r『、， ，e・e・－・・7・II•骨刷・・酎・・.. 
.，，スド・高鍋a拡？宙利＂＇＂ッショシ寄実 現する． I 山内”..：.・－‘－、＞•••·仲申‘・b・＿..，.，.＿.，.u.t•••·・・

・． 利学問帽蓋慣例批・高度化緩衝はどのエ時R.ならびにH llll.I I ~~：：~·.i:.世：w.：：：：；品
:!l宇．航行システム．旬たは宇宙臓遜シλ守ム．砿どの暢'K戚録音:;fU').z.ヲト l ・・・・・・M ・・M ・M ・－ぬM ‘
化する．

@ Iぜずれ剖相品T剛色かにした盤士櫨酎陣托 rx値安安値圏『守声ぜ日

ス~ンフ:tード火学研究員やISAS研究者らが、『すぎく』置用いて地Z事近傍
にあるペルセウス庖傾向団音観測した結集‘ 100健年以上前の;t省に.al 
”のB元慣が.省傘体にばらまかれた時代があり、それが1ll字・に存在
するほとんど抑llit.損の＆illであることを礎uした．骨後．樋，aの傾向由正
倉む夫AHU•温金体ではどう訟のか司f£il査するζとで..元需の生.と
その.散の歴史に闘する竃解がさらに量臨むことがで曹晶．
（－間平黛主主年IOI/“凪XAプレスリリース平'IL25•10/13ISJ 

・．今雄副司院盲”者~ ·Ill置プロ~·タト町姐温帯，a

I. 2. (1）寧宙科牢・牢・聞置プD＇／ラム I. 2. （叫零盲純『R・宇宙慢n:1ロゲ，ム
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I_ (P・; 
aal・I。IJでJで・.ILたSI・－フレア－
Siik先...のー・予ー，·＂·－’‘わかるフレア＠争•／:II・litで.，... 通審岡弘

闘イトカワラシフ，..・に;t.舗温
.，・切に.t.6t且われ61・ナJ純手
....・されてい6R槌量初めてltl!,

ー寄..... 

必制

、
・、ζ

、
也、
‘
 、
司
、

．．．，”・－・・・・＂＂＂ ・・，＿，，.，，.””H
"i>・1

a圃：分発ヂー，で刷宜Sれた”民t.1•t1スペクトルザ..，，.，，，.!IA創宜され
ていたの~・ltl~lllll向が白tl・U::・‘”か，...
8ll ni，忽llMスペクトル.，，.ti訓~·《，tt，がダークマントル’・Ill・《A?ltL、
鯛鎗】に瓜q>l；ているこ.t&•l!t.‘－

．，すl'<Jll't‘uペルセウ
スui.・a語r:•!t＜•。四
a.す曹〈臥・t朱’量産宜M
.. .，！－＞た
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併以｛多考2-2）平即時3.Jl1自時点a練習11¥11t文（E時間制Sei附 el岬伺tors(ESI)デ－~ベースによる悶'I;)l;J脳

,+i-t＂！ふ－ ~：h～々ケ4~3

れ・~；；：n·-t...
............. JV~ ... 
、ヘ』九、

ガンマ緑エネルギーI電子>l(Jレト｝

国，緩衝量破館時制3どW制。。ガンマ祖スベク~，..繍い矢印で衆さ
れ色エネルギーより偲υ側でZ制レギーフラックスS惚滋1:•J、き〈
なっている.：：れがゆ住パイ＠間二子がIll！高ザるこ！：による宮貯のIi

4

w

V

附

H

HAmav串
h
l排
喧
時
H

⑤牢官槌陽平の骨院1軍多鈴曾『柴ヲヱJI,豆・ガシマ鎗事官銅鐸銭乏盟位主量窓1

約4年i聞にわたる超級皇残餓の銭刻デー告の解析によって、宇宙線陥予が超級盤残
量産で生成する現象を明らかにした.iiiヱヰルギー側でヱネJI,ギーフラッヲスが急激に小
さ〈なっていることから．中性パイ中間l予が崩壊することによる放射が関係していること
を純治付け、「宇宙線加速源の解明」により、 1912年の宇宙線発見以来の．約·~年間
ものIll源的線題を解決した（Sci.nee亭1!i£25牢'2)1)，本成果は、Scieneeの沼ぶ『2013
年の将学10；大プレーヲスルー・』として評価された．

（$，出陣＠事底25.量~12)1)

・毎年その削二婦られたE揖右側字tl畢をニaースとして面白隠邸門が合。腎で盟主Lその同県~＂Rの量時'll之符
綴llll>として自尽するもの．遇畿にFはやふさ1のll織が量定さ仇ている【念。，，•＞.

• …………ー・帽…..--.u .... ., 
l副帽凶帽A相 T[W(.Ol'I酬切剛 ， m闘 ＂＂品川州問帽明町”即時府誕＂＇＇＂＇＂岨－“’削副 ... 

::11>•1；ストで11. 場周Ut・＞I・＇ ~l:ll'駁されたE割データに轟づき．写属医”1J1111e －専問l2$1JUJUl鍾ま咽：t包置さ仇た掴叉から．’‘・··＝隠岨M調の・•t含む高司底割.lllllll:《会柑瞳》を.
~llllbの··＝削げた. ＂＇＝・路 AS/Ii阜の司医者がllf!llき省どt<，ていf>ll!ll引用踊，t(会‘舗》E.IJ，で民軍Lた．
情的刷、町S由帽・ヂ四，ペ，－；..位級品さ礼~岨却z・3いて.~Ill’”とIii悟・与が毘ヰ瞳l(・にe合の唱，l!llと量な」舎It•圃において・Ullllll•，置い副三血女警盆べたと~.そ＠・民DI'.
g隠健ll<ll』OIOl'>lζλる凪’tEJ'Jll皮切Jiii・ltJと宜IIする．
憧処分野lSPACe脇剛僅止!Jo.トムソン・ロィg，→まの四’eータペースII)鈴姐でl>'J.埠.I:・a喧抽II実を含む王文争字曾包”－Mlti.111'掴量＂..，＿・s・ら怒る分野を脅す．
I. 2. (1)事宙”竿・宇宙際茸プロヴラム

⑥ ;1¥1;旗It'll緩め窓18'世思置F慢軍軍IH20UJE階一次’ltI主婁峻1

世界で訟もまEい気E事用フィルムである障害2.8”mのポリエチレンフィルムを用いて製作
された紐簿蛾高高度j!I~の飛知性能獄験を突縫し‘無人気Zま到途高度蛍界:i!録苦11
年ぶりに更新した．高度53.7kmまでjl)i重し、さらに、最il'li高度での水平浮遊および指令
書里総による気恐磁tr..飛期終了を実現し．超薄銭高高度気Eまのiii十・製作・放Eまのー速
のプロセスの安当性苦笑益した．これは．より稲広い中間IE下旬｛高度50-60km悶辺）
における大気制学等の「そのm観測Jの実現に役立てられる．
(JAXAプレスリワ－..:t率五t25年9/1208)

[. 2. (1）宇宙14学・宇宙線否プロずラム

[2］平成25年度窃究成扱の~表状況等
1今年度の研究院果

ー登録付き学術誌！lit£論文｛平成25年） 319繍（l'lebof sc;en叫｝｛参考1)

自なお、平成25年度においては、 ~Sci制叫』に2鱒. WNatu崎山口編が受理（・ccepりされた．
ー国際会浴での~濁総決 H件、招待餓演33件

ー学術it祭賞延ベ27名（文部科学大臣表影科学技術賞研究部門、日本機織学会奨励賞、他｝
2.高被引用鎗文敏 49編（谷考2-1、2-2)

3.外部資金Ill得額 約7.3億円 ｛舎考3)

4学位取得者倣 93名（修士73名、博士204¥) （著書考4)

5.時ASの研究パフォーマンスをZ平価するため、総文数、引用敏、商被害II再1由文、外部資金獲得領、海士号取得者など他償問との比線分析を吉
む実績を措定めた｛参考1～S）.寺後、客観的な自己野価活動を一層強化することとした．

（~考1) ：｛多考2・1)
・ 論文数の推移〈創 ・ Science及び判atu問 : ・高被引用治文敏の捻移｛珪｝
Num出rof papers 掲lt拾文敏の後移
(Web of Science】

gSCI白恒産 包NATURE

： ~~b~~~~四；n~nn~おお j
【珪IIS柏崎硯究者を共著者に含む~究の中で、WobOf $c1onoo(WOS)flllCI丑舟対車としている学術院に樋~；！： : 
れた助主のみの敏．縫って、主査焼付曹帥文敏よりも少鉱山．草花、鏑計は勾震ではな〈躍匁.(201‘匁3月草現在｝・

級以
｛参考3）外西宮資金獲得状況

必制

〈単位：千円）

回線開別の科研賞温初配分状況（平成ZS年度｝

（研究者ー人当たりの甑｝

外飾賞金II縄lilt前年彦より治加し、縛にmuu111寄金織がt園調目した．
ね研質研究者ー人当たりの額I立、ISASI孟京大や天文台には及11.ず．高エネ研と同等であり．浬硯やIii!総研より高い傾向．

研理学大東軍

側

刷

別

刷

糊

糊

刷

蜘

。
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｛単位：寺内｝

'!l’E碩究1：臨．’S字血崎量圃担調恒η品館・閤賀会副車t.含む．

I. 2. (1）宇宙制寧・宇宙極量プDljラム

• ISASの外部資金獲得状況

（平成21年度～平成25年度）

a訓同，帥S
剖帥閣

制制剛

岡、制

似)0,00・
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•C凪“抽

300.ρ∞ 
2叫醐

急回.c曲
。

同級費

量R研究

発問晴究

集司幹事附量

その抽｛動車脅．縮刷・・3

・~II)·（助‘＊· ・・・ー・・》
〈注） :l!:7i¥警官む全学閥甜瞳を担分野1：分1れ分野お
よび出Iii＜事録に分けたサヲゲJj,-プ需に引同級壱蟻
位it~. 上位1 %1ζ入品Ui宜的数．対車It過圭10~手
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I. 2. (1）字宙科牢・宇宙探査プロデラム



（多考4)ISAS 学位取得者状況
ダM

大学生や大学院生にとって碕究の費mな実鎗現喝をtQ供し．その雄の巡，.として予ニaアポスト腎も確実に漫得していることから、自本の
宇宙”学コミュ二子イへの貫献を蝶たしでいる．

・ 学位取得省に係る進路間査

・ 学位取得宥の進跨

平成25年度学位~得宥ね名のその後の進路l孟以下のとおり．
・修士tlll総娘 734!.
Qj且字 12唖｛情士組理盗字 12'6)
ottr.s削名 ー宇宙分野 24名

Oその値 6者

ー公共敏m ？晶（JAXA6晶、文制科宇省｝
民民情企集 17f.（三豊E官級、側、東芝、他｝

－·~宇宙分野 31'6
ー公共偲聞 $名｛厚生労働者．特許庁．他｝
ー民間企It28f.（トヨタ自動車、日立製作所．也〉

・陶士銀謹総敏 20，畠
。鉱JI15,g －宇宙分野 川名

。その他 541

ー公共也舗 9告＜JAXAG'8• vr.isc‘国立天文台．他｝
ー民間企JI!2'8(NEC. （有｝テラ子ヲエカ｝
ー鼻宇宙分野 4告
ー公共槌聞 2名｛理化学研究扇、他｝
ー展開金賞 2'8（キヤノン電子．他】

(. 2. (1】宇宙羽字・宇宙慢聾7ロ＂’ム

修士銀担

a通学
・公美担掴f傘由分量予｝
•＂働金串【宇宙分野｝

・公終値Jll(IJc宇宙分野｝
g民隣室，•＜・~..宙卦野》

・－｛＇由他

情士銀租

・温字
・公鈴UC•’奮分野｝
・民間企轟｛$宙分野｝
・公終値鍋｛庫宇宙分，m
all冊企裏（IJ宇宙分鱒｝
包そ司他

必証A
（参考5）論文分析による職略的取り組みの強化｛分野別の研究機関の愉文比較）

!SASにおける宇宙物理・天文学t下回の！SAS-AA・紫丸｝の研究諭文！主、量I孟到!<NASAや独マッヲス・プランヴ研には劣るものの．貨1;1:
他la聞と間程度の成績を挙げている．

i畑中の僻I胡制紳次在来す｝

10：民

u 
‘、．
u 

~ 

!! 1l0 
! i偲
I ~ 
E匝

。10

'os 

」」一一」O.li 
1冒 筏 柑 10覧加盟 40也

Z量的術指 （B&C)/B
ー・－ISAS-A岨叫 ー・－NAO~Mjl叫 ー。ー凹・M(l>I) －・－N叫んM(t叫
ー・ MPS-M(l>I) 0 15As-A£(1叫 -o-UT-Al(l>I) ・胤SA・岨（I叫
MPシ叫胤1 ・＋・臨時-GM(l>I) ・・－NAOJ-GM(l叫 4，凹-GMfll<)
－・－NASルGM(l崎 M... GM(I叫

(. 2. (1）宇宙科学・字圃IU！ブO＇／，ム
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左図：績次元術開による分野別研究ta関の比筏

・目的：;a強引用敏の尚文の発出枚況｛畳と貨）を分野別・
健闘”に過去10年間（2伺3～13年｝にわたって比叙したも
の，（量次尭柑mtについては下回。問｝
• Ut軸UI酎陥l.lll:IO品分野における上位向愉宜に占的~.由ll個闘の
泊宜申書，e
・紙抽t目的措団1：ある分野にお吋るa敵国間町蛤宜に占める．上位向
諭宜的割合

．蕩泉データ・WebOf Sci・n回【早lit25年8月、ISASiaベ｝

・対象復調，
ISAS: 宇宙純字碕究所
NA剖・国立天文台

lJT: 東京文学

NASA：アメリカ鉱空宇宙局
M問： 滋マ.j');J.・プランヲ

碩究扇

・対象分野：
M ：字宙務理・天文学
AE：宇宙工学
GM：地E事.，..星拘学

必制

[OJ虫句研究/itll! 官印ri. いlit•すベ曹情究成畢に掲臨した電11>.

。米コエJ＼.ミ衡星を鳳、て．これまででもっとも遠方の活働組河CPKS042ト泊｝料、鴎ギガ電干ボルト以主の高エネルギーガンマ”を積出す
ることに店主功Lt：，高エネルギーガンマ•rt.情••ri織によ？"t値観されるた助．こ北京"tilt量守ーたのは鈎..,, ....で母寧富F寧宙年飴ほ
138!1隼Tであラたが．鉛lilt'師T遭って情・a，再編著仰り出す畢や．淘のl!l£をa;明で曹るようにl~った. (TM A.凶耐用r:M.加古d亭
l/tlS~lfllJ＜宇宙鈎理字事実系〉

Cl>•’‘繍天文償If畠かり』の亨~豊聞いて．繍掲の・・藍・M蛤〈儲債をFい.Ji方宇宙0，.個.，，.舛舗蝕射の存在聾・昆Lt：.寧富盛舗周
のE・llなどの進tを握る土で..なuua県~I>~. （＜柚k-olthAnc.曹隅，；s.田町＂＇＂＇‘崎嗣.－＿.卸.，，，a，リ〈宇宙鋤理学
•JtA> 

。， 骨 X鍋支文信ll『すぎく2を，Fいて．ベ，•Arウス店・5・・の司劃量符い．量産な.！：＇«＞II元暴が’∞・軍凶土摘に．牢宙全体にばらまかれたことを
’e.11..t:. ＜宇宙槍理掌楊完系〉

匂｝＊約・軍関＠組厳皐強量車のIUIヂ－－？解f'I＝よ9て．寧盲’!JAl'fが雌緑豊喜重績で笠庖するlit.~明告書4にした.~Jilt援は.Sci・n：・の沼ぷ
『霊刷2・のU畢，O文ヲい~）.）＼.ー』kしてm置き九7・．〈寧宙織思掌lil~li>

⑤ ＊怠陥観剥‘星『ひので』U)デ~M，暗から、太絹添空間の羽織『宇宙天気』を把帰するよで盆’f（正フレアがトリガーされた織四時で磁カ.構造
華同定L..高エネルギー泊予bCX•濠画！こ陣り~むことが掛幽鼻先の原ωであ晶砂実を信越した．くx崎議判零鍋究糸〉

⑥土星繍盗組カッシーーのデータ•Uiにより、主息で磁気圏・）：絹且相互作用の縛舗が地nと夫脅（Jtなる

ことを先見した．「占u,.../Ge，，，伽 iclllR•mrch !/ZAUl/l!llf. 0.柑柳川IIRera¥cli L•rt•rs lflAtll 
11!2/f) ＜太陽~m学研究系〉

Qi* l'I 周温情tar由、ぐや』由"f-1ιより．従来見つ由、9てい＇•い・般の‘舗が周R留から噴出した宮町鎗．

4主審最L.t-. ：：の絢買のF幸町によ~J. 月のマントル·la憎の姐店直線審綜酬で量るこル壷明ら由吋こし1::.

<:t•拠牟研究禄〉
⑤ ＊はやぶさ鍋遭it斜の分舗によ仇宇宙錨こよるね干・・のl:t;メ品エズムや怠鍋昆の~，のla！を

測定す呈ことに慮”－’I、厳昆表層0絢湿造住遇ft（民・・Ille..’官．化】が脅えられていーよりも活免で
あ曇ことを”もか1:1，た．〈玄'8fi学留究書長〉

マイヲロlit鎗電車EイオンZンジンのうち．主要.’であるマィヲロ虫蝕電5t申和Sの劣化担備を信明l...
a薗禍強化によd笹健角止と長’命化に康助した．さもに.rほやぶさ2Jj：肉すて．’万・干時間切実時間
耐久也飽のa11をa商量した． 自7'/Jnt.，帽..，；.，陶JFll~•拍舟噌，.....，， c即時岬na J/lJl25*10.lf. 

n”1srs lll62~1A J ＜宇宙最期工学研究茶〉 a，ィ，·－•aシ玄シ，，.... 

(. 2. れ｝平冒”’・宇宙霞嚢プロ＇.／，ム
．．鯛思＆何・・UI

例制
【31主な研R院鳳つづ．

⑩探宇宙Ila舗の逼mr:<eわ札る伺対札Bl躯進決定鏡術l::lllL.、NACA~1ット値温碕実R’k共凋震麟在行い．世，，．高本蟻骨餓底豊通慮L
国陣規絡｛牢宙デ~システム鑓間貸員会CCSOS）に怨択された．〈寧宙・応用エ傘”’＂民〉

⑪ ＊高責~気＂の’＂＂性健民厳において、高度51.7キロメートルlこB’遣し．傭人霞E革調査高鹿＠俊JJi!”を吏舗L..今・の中司目下・1高1150
回以土la>U”などに・，＿な渇崎豊聞いた．〈竿唱車利『F碩究ll>

⑪国日本，u細川M）・肉実厳重量剥周した実般により．埠上安蟻では縛るこ止ので曹怠い均一細菌車のSiGcft.:loの育館に庇功L.t:.-t•.高遭
‘靖賓電力的電干a，の実現に必蔓仏よ明大型の鎗‘胃Jll1)知見を得、 （Jo官制of0y3!MC.冒哨串r421車・1111＜路S純学研究〉
。 ISS白本実，lll(J£M）.件..  プコ升フ2ームg，置の『金AXU観a•＜刷刷） J骨組到により．史よ句．遺骨骨の’la11~のめ，曲惜の極め

て司崎ι政x・lll~華伴う‘Uttを続出し、 M川弘同158・7制と・,gした，rrMA劫噌＂＂＇眠d 占師叫，＇/it2$寧12/f)(ISS事~~碩究〉

(lo)コ孟，.＝.手4傘体で也トップサイヱレスセンター壷自治L.t:ll~ll·
宇宙叫字情実務署中心とした宇宙利竿コミュニ予ィが世界のトップサイヱンスセン事ーとなることを自惜して‘インヲーナ・ンヨナルトップヤングフzロー
シップ由更＇＂晶惟a‘ ’Hた，，点字遺憾当カ鎚点骨tt•‘萌穿研究"L~，.－11-制llの検射、六年繍貧者や外国人碩究者の愛人II嶋敬・のia‘J’a
みなど..先細の研究$.果が締後約に創出されるltlltl園績を進める．

釜.It;,
•·C，，ーす~11TJ\..... ,J"P~'1 J:r.D－~型JO'>曹なる揖進

!SASミッション1：よる学術成果の紙た伝角度から＠創成や筋線ブロジェヲトIla・”司F儒』Eの通用科学にElする包爆也カ・遣自障の姐.（＆どを圃
的として、国限公事による応係省，00名（33か圃｝のゃから2名の若亭フzローをi;周しt:.現在.7~のフェロー苦慮用．専門分野のみならず．．
自分野kも週憎し. 111ru~’＂＇孟So相国Z車寄豊含む5・aの箇文巷鎗胤，た．

〈争考】フzロ→＝よる底ll *fll ;I:.【1］特筆すベき萄:;t属製に縄’Eしたもの．
。 マツヲスフランヲ研究附＜•』と果関で.NASA，のチャンドヲX線... ・atESAのl<ll/lt.11:..:i一トン・aE

聞いて.bみのrt••殉園の中に、銀河ヨの温it1:31tilする..亙ガ且の巨文1''•1を，a先立し；た．
(Sc』岨亭肩量~＇＂》

② E星量先・S闘倫aCsPRllo.T·哨法制ASAの，、ヮ，.~II，牢宙鍾遭・止の包舗・湖についT.ft裏l...NASAに
鐸則された．
⑤ 食昆タン7, ド穴寧’~It”でベルセウス僅銀斉図を観.Ill.. ，崎健・以上前1：、餓曹の量元繁が零宙
全体こIまら寧かれた鈴代があり．それが現宇宙に存在するほkんどの量完備の起源であることを砲Ull..t:.

I. 2. (1）宇宙科寧・宇宙!Illプロずラム
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~·，、．η盛U淘凶の・CJ・9併’h.
京舗で岨医院．



疑誕A

・ 話ト怠士牢遭蝿ll:.力揖o$0):1t雪

大学遭梅也カ鍵点として、名古屋大学太陽地Eま!Ill!研究所にERGサイエンスセン聖ーを訟留した．この鎚点のE生置により、JS,t,Sが運用する
ジオスペース探査徳星（ERG）から取得する観測デ－~と織々~地主観測デー曹、数値モデVングの絡操等音統合し、広〈鴎進学術コミュz
ティーに鍵供する体舗を癒えた．これによ唱、全国の研究書によりE険G術皐からの成農を最大にするζとがで曹る．

・踊婁研理軍モジュール剖信由措置を
制度の鎗討を行ったが‘ISAS肉に警備する制鹿栂鑓にrt霊らなかった．ニの倹針締操聖路まえ、文部科学省の委員会に他大学教員と共に

参加して織治した結果、ぬAS以外の大学における飽車協成のlDJE憶が祭員会報告~に示された．骨後はこの方向性に沿い．他大学における
鎚点務成との傷”を盗めることとした．｛平感25年8.113()日文飾”掌省特学後術・学術審繊会研究計画・1干価分科会宇宙科学事l南部会宇宙純
学小委員会報含寄｝

園大車田容者や再国人研智者由暑λE’熔E量調白血”鍋み
ユーザー｛太学研究零）の利便怯改穫のため．ユーザーズオフィスの沼周華航遣に蛾せ．蓮醤の外注を脇始．また、外国人向け情縄県供窓口
を新tllし、受入前の窓口となるメ，－＇）ングリストを周知した．さらに．生活支揮のためのウヱブサイトを立ちょげる等、受入頭演の日駐留を図った．

Col文学共同利用シス子ムのil'S
＠々の文学等では実行困嗣な規舗の研究Ill患を実箆し、会図の大字その健の研究復調の研究者に研究資源やインフラ．共同研究の実胞など
の大学共伺草Ill!の彼簡を型軽Illするため、娘争的l1坦Eを緒f脅しつつ窃究者コミユニ予ィのfl思決定を鳳賞して太学共闘利用システムを遁期する．
宇宙科学研究の中償鎚点として文学等の研究者が＋分活用できる鳴となるよう、大学共同利用システムの利優位を強化し‘文学鈴間車Ill!シス
テムにSI加する研涜宥（文学線開刷用シス予ム研究員｝散を逗ベ0)人以よとする．

・研究成果の発a普通じて宇宙利学研~における学術碕究の進展に寄与するため、シンポジウム等を20 件以土開催する．

実績：
① 宇宙戦学探去に倒わり、コミユエ子ィの研賞者の創造カを活かし鰻争的に研究成果を引き出す仕鋪みとして．宇宙思学祭員会、宇宙ヱ

学受員会、宇宙服嶋利用利学n民会等のii営苦行った• <I霊択研究件数｝宇宙理学受員会19併銀訳、宇宙エ司~§員会22件健叙、宇
宙11嶋利用科学受員会柑件1畢収容

② 文学利用シス苧ムの刷使怯として、ユーザ一向けポー予）~サイトでの害程手緩きゃIi供情報の信発を’UlL. 将司!l!.I量を向上さぜた．大
学共闘利用シス予ムに’~b目する研究者1ま延ベ766 人であった．（延丞止鑓ム玄遠慮J
③ 大学司事と共闘でU件のシンポジウムを開催した.(29縫必4去返!iii（宇宙利学シンポジウム．宇宙利用シンポジウム.II・恵llシンポ
ジウム’Jlf;た、アストロバイオロジーという新しい学術綴織において、事微な分野における関連研究者側の交涜幸俊遣させるパ〈『白隠
7:;1..トロバイオロジーワーヲショップJを開催し、有田E容による特別1開演やパネJレディスカッシヨンを行った．

I , 2. ( ll"•U寧・宇宙館査プロデラム

必証A
（参考）大学共同利用システムの運営 ＜字宙理学委員会＞

軍主格的問書~lill震のft嬰縦型車

目的；プロジx？トのl1I備段階である，WGがミッショIJIJ寮に必要な具体的篠絹縁組を解決するための窃演を符う．

実績と効果：
外宮事録義の実績は．学術鎗文’件．鼠際日学会発表6件、国肉学会発表的3()件．

li2~の代表例ri以下のとおり．。s。lar-Cワーキンググループの活動では.ti遺銭t＂適時懐穏をll続するコリメート光学森の股針償却を行い．その成立解が示されるととも
に、大型光学ii遣鎮の構造・然モデルのE草絹検討が進められた．また務い仰向安定性を実現するための迩努制御系の検討が行われ．
ミッシヨンとしての感立住に必ftな纂素簸術の鎗凶が行われた．これらの純泉、プロジェヲト$備段爾において行うべき鉱術的な緑町が益
環され、ミ•·;1ション慢＊にむけた$備が概ねRえられた．

② 火皇太気散逸ミッションを目惜した研究では、 II.蜜復211を鰻測に必聾な敏道r＝侵入するための具体的な軌道~1tが詳細に倹約され、伺
時r=z織の探l:Elaを単唱のロケットで打よIf可能な駄遣陰It鯵が貝ι、挺された．

③ 日本学術会館縫富『マス9ープラン2014』の学術文ll研究計画とLて．旬、髭将学衛星.oros』『国際宇宙ス子ーシヨン日本実蛾織に~置す
る鍾健zヰルギー宇宙矢文台JEM•EUSO』「次期主鴎観測衛星SOLA骨C』『宇宙マイウロ浪背最紋射偏先観測衛星lit•BIRDJ『次世代赤
外線天文!ti皐SPIC,t,Jが策定された．このうちLltcBIRDとSPICA.f:t.ra4大慰研究計画』｛全21計画｝のーっとしても温定された．

俗JUI’器袋路間事~a；電の虚集領事

目的：将来の宇宙科学ミッシヨンにおけるサイzンス織舗のキーとなるお磯筏備の開発をfil.＇.符牽の銀争力あるミッシヨンを実現する要繁華先
行して研究朗発苦行う．

実績と効果：
外鶴舞表の実績は、学術織文17降、国際学会側1!12件、圏内学会発密約30件．
成果の代表例は以下のとおり．
① 気E事実織による．反給手宇宙線観測を巴憎したllll拐のキ一銭術となる、自動担量動ヒートパイプを飼いた’基盤低清貧電力な冷却組織を側負
した.(IEEE A.帽噂闘eαmゐ岬nc• J/1$26*JAfUlJ 
② 高安定度llll裁恨峰崎針シス予ムの偶発において‘温度環境変化、短乱などに対し優れた安定度を示す水品発銀．周濠敏組織の”‘
や、気E事実餓ベースの寓湖底VL白l規制の実現住を実路でき．ブラッヲホーJレの詳細観測への遣を妬いた．

＠ 狼暢箪チニaーナ~＂＇，フィルヲーのね学位舵向よと＂価では、同銀平の地よ実経までが行われ、将来の京細観測衡血において2次元分先鰻
It観測を実現するための‘磁的な筏術をII得した，(The11同n柿崎1odosci<剖 cem倒的g 字減官官＂＇1/l/t6)

I. 2. (1）宇宙”寧・$富田置プロタ唖ム
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（参考）大学共同利用システムの運営＜字宙工学委員会＞

戦略的関学研喫の成嬰織要

目的：本研貨は、将来の工学呈ツシヨン鑓＊C科学術隻．飛F現体〉や将来の斜学衛星や来縄体・宰宿泊送シス宇ムの革続
を目畑したJUl!t量術研究を架線することを目的とする．

実織と効.，
外観先穫の~1111:1:、掌I帽t骨文64件．国際学会発表刊11ヰ‘圏内学会発表羽事件、符釣S件、，... 11件．

代護側は以下のとおり．
① ソーラセイルWGで1:1:. ッーラ電力セイルの優位性を生かしたトロヤ毒事サンプルリ~ーンミッションの計画鯖定や、候補天体の綴り込みを
進めたほか、各餓術要録について研究開発在進め、その後術レベルを向上させた．
③ ハイフリツドロケットの研究でIi:.酸化剤縫国策方式ハイフリッドロケットエンジンの態健詑織に成功したほか、ハイブリッドロケットエンジ

ン股Itに必裏砿膨大な内観測道特性デ－~＂－ースを効＊e<Jに作成可能な解街ツーJレの開発に世界で初めて賦功した．
③ 火星爆査航空llWGでl忠夫銭感による高高健婦行鉱畿の導．華道めると』ともに、要素銭衡の研究開発を進め、主mの餓大tiff!比が
ベースと比ベて211向上する震砲の開宛に成功した．

＠ 月J&ll5節機査鎌締WGでは、~励盆受検型衡感吸収~ンパが月惑星豪商智値l地のパラメ一世変動r＝対して高いロパスト性を宥する
＝とを砲!lした．

⑤ 高精度大型宇宙繍造システムの日目録研突では．ケーフル・メッシュ・リヲ方式のアン子ナについて、材料の軌道上物性変化の低減および
肉舗~織の低穏によって0.4附晴t.IS・直径恥ゆ実現の見通しを得た．

⑥ 高桜能撚繍選制御では．微小量カliltでのJI.ープヒートパイプの肉鋪涜動を世界で初めて観察し、気理主分布を明らかにした．
⑦ 日本学術会路線宮『マスヲープラン初M』の牢術文Ill研究計画として、『再使用総理jロケット計画』「宇宙線査ミッシヨンを支える宇宙銭祈
実Hプログラム』が鍵定された．後者は、『重点文型研女計画J（童27計画｝のーっとしても遺定された．

I. 2. (1）宇宙輯学・宇宙援畳；！O＇｝ラム

（参考）大学共同利用システムの運営＜宇宙環境利用科学委員会＞
ワーキンゲゲループO)ft集結要

目的：宇宙環験を利用する科学研究ミッシヨンを提案するための研究を行う．

!II!舗と効果：
外制発表の実績は、学術治決202件、国際学会発表170件、園内学会’Ul242件‘表，~3件．

ダ似

税制

2信た、Wもメンバーが、「審Iまう』を含めた微［I）、建カ環lJtを利用した結晶成長研究に剣して圃.絡・成健学会のlllli貨である匹目nk貨を受賞し
た．
代表例は以下のとおり．
① 材料プ冶セス般Itでlit要なヂー告である高温港量産会院の表面強力について、厳集分圧を＂＂する ことで従来繍告されて曹たデー告を統ー的

1：.解釈で脅るZとを明らかにした• （~u.J R~suroh and T白hnoloJfY苧'At25ヨ'f:<tAJ
② Z組組平プラズマのポイド俗成メカニズムの理解をSiめた．白m即時s品市町eAbs伽酎tsJ/1At25"7AJlll) 
③ 織物細胞の骨格構造苦成す微小管に清白L.la.小笠カ下でシロイヌナズナのl:t小管の配向がIt化することを明もかにした．仰，nt畠副噌Y
靴店t苫6"1/l)
③ 虫カ刺;ti苦慮受、伝遣して細胞骨絡である微小管の配向を銅御する仕組みを明らかにすることは、繍鋤が霊カに銚して成長するメカニズム
についτ脱明司備となる．ι削Im.,of G'11目白伽凶舟榊帥町ti>IJ<閣d

研雪里子ームの虚嬰沼恵

目的．ワーキングゲループに録制電されることを目指した研究を行う．

実績と効果：
外歯車免震の実”は．掌係自由文殉伴、国際竿会’t表酎件、回肉学会発表111件、表~3件．
!ti!!例は以下のとおり．
① 太・ll'ti康則に小怠..肉舗の領.カ蜜聞に浮かぶ珠湾の径を解明した．「抽Wr• C開m帥；c•UoM事'fit25/FIO/l)
② 微小.カにおける生活Ill壷過して．摘の遺伝干発現を鰐術し、微小IIカ下で空間的に効1$1よく作物を生tiするTI'て方壷明らかにした．

｛同措邑ゐ~平＇AUS隼12/1)
③ f鑑舗からのtlffltt宇宙ダストJチームリーダーは、宇宙タストの級生成研究に対して回線結晶成長学会のS品ieber貧fl/l!itts.牢BR)
を、『パルヲ錨晶成畳II機』予ームリーダーは、化合物半現体結晶成長の研究会般において高柳記念賞t.//ZAt25*12RJf.:受賞t..tヒ．

＠ 『歯慰宇宙ステーシヨンにおける宇宙生命科学研究計画』が『日本学術会憾の第22期学衡の大製研究計画に闘するマス骨ープラン｛マスヲー
プラン2014）』の『掌術文銀研究計画』に週定された．

I. 2. (1）手宙純字・宇宙際費70＇／ラム
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｜③宇宙将学・宇宙祭査プロジヱヲト
~制 三公民ヒ記 ｛業年齢1)11).，業内容については、今後的予ぬ等白状悦により俊民がありうるJ ダ以

'H20寧鹿｜陥1柑｜附隼復｜問3年皮｜悩年皮｜附年皮｜

I 句ヨ．ロケヲト II 銀剖ロケ可伊トをmいた率．”．，‘両’電 〉

一一一一一一一豆：；；；.， d‘2‘．．．制，.』弘2) d‘目'1111相22.UI) •‘，.号.相2句1.U) A'7'1•句器，JO) 

一－－ U叫包＜•21.i•••7'：－~－＼＇） 川酬UlLt.rr1111~t4'1占，＆；，訓
争。，0; .... ＂.＇腿>4.L>) 4 i l' 配 l m 榔岬… 。 〉- .... ・ a .... ・4‘ ... ... .. .. .. .. ＇・
総務~ll w 即日’抑制 ：鴛叩“” ““  ”“  “ 

.... a・a t凶IU-‘舟剖企..:oa怯－＜）
Jiii次/1112~ 制ID-f/H) Ml~重君主
重修抑制.HI ___ .！！空位唱居咽

A自制Rall • •－·•~ ／＇~ゼ忠 : 岬抑【舗•Jnm&llUO>lllflolt;附加刷制
·~… －一l 湾~~I!測 11 a:R ・：｛ Mlt ", 

.. E骨量a;a見，.，ト務γ・”・・ー，
」一一二二ι」 .....即時掛肝＜Nu->: ••••• A＇明倫，t鍋 M!l'.<n'll':L....一一一………－－

I i車体詩字研究 ： ： ，〉
岨$-l~tlitll 雌刷”剛 川 削指輔 A ・ . •T•時制州帽U

... ，ル押・削 岨 IH開醐； 古志ず；；；；章間総 企訓白押宙実厳
ι＂＂＇ ＇＂間 企岬帽刷 。叫附包鵬

ii 1儲成長研究 ムム占戸云；：；：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：；二二〉

11 －~＂－ ~· 
I .，，..，柑剛山 川崎削曲 川...1.階段四 叫＇＂...同制岬m・
｜ ｜燃焼科学研究

｜ 明。川柑醐叫R.＂＂山 ...~；；，；孟長；i二二；：····つ；；~~~~官民尚一一…
I ’ ..........身世種以岬聖’R品・－－－－－－－－－－－－－－－－一一一一一、
｜ ｜脚糾学研究（ずストプラズマ贈｝ ； ：…………………...・H ・－…………・ー〉

. . ＇‘. ＇・. . 
附崎’＇＂＂宇宙，fU 鈎 ・4 j$ .. 側通例制，V司，..・

l姐幼生理研究 ； ：二：二二二二二二二二二二二三三二二〉
・側畑時..... .illllUlfJll同・.....・nu...：.一一ι一一...AluhlR山山手，au

「寸 ‘M • • .. ,, ....刷，t刊剛
I E ’h，・IW
I i I l鍋件蛸プラ骨フオ一ム鰭霞科学硯謝《叫.s叩．愉~’．削s》 ： 一－．－．－．…・・・：，三乞三工：に－.・：.・.山山...... 三工－－γ．
I s I 醐闘．＆醐u蝿 a 削叫ソ.，..，鴎闘 : ...... ！~侵守j’＇!l!IJl.*.I！号旦守芹竺号宵て宅守．．．一／
一 一一τ三 川＂＇制字申 問責ブロヴラム ヨ照明県写..L ..・...............・H ・－－…………．〉

中編齢圃Ii!』匿事酒：

文学共同利用システム等華道じて圏内外の研究者と温悔し．学問的なIii'!に1lづいて料理F’ill.国際宇宙ス子ーシヨン（1$$）繕lit装置及び小型
飛淘体型特窃究側発・運局することにより、⑪こ婦げた宇宙絢理学、太織系将司降、宇宙飛期工学、宇宙機応用工学及び学際特寧の各分野1二軍点
を置きつつ、大学共同利用シス子ムによラて選定されたプロジx？ト董通じて．替が閣の独自性と特徴を活かした世界一級の研究成果の創出及びこ
れからを鐙う新しい学銅分野の開拓に貧書置するデー曹を創出・II供する．その帳、宇宙傑餐ブロジェヲトの償金も有効に活用する．
また、獲量E歯車内と宇宙科学研究所（！SAS）でテーマがEなる節分に闘しては．相血”肉での剥学的な取飽についてISASの下で実施するなど．適切な
体制により実II;する．
具体的には、以下にll!り組む．
7. f.ヰ学衛星・療を砲の研究開発・着用
(a)l!I気信観測衛星（EXOS-0)(b）極集自慮”観測術aCOEOTAll.)(e)Xlt天文衛星（AS了間fll) (d）小Z盟諸織能制学衛星｛刷DEX)
Co）太賂観測衛泉（SO凶 FHl)（円余墨怨蜜慢（夙.AHET-C)(a）水星爆葦計画／木星磁気極操査担｛目叩iC。1。mbo/MMO)
(h）次期x11天文衛星｛ASTRO・H)(i)li息分光観測衛星。｝ジオスペース陵遣問星（ERG)(k)IJ、惑星探査織｛はやぶさ2)
に係る研究開発・運用について国際情力を活用しつつ行うとともに．将来の将学術星・綴査鎗や観3間後容について、国際協力のi毒剤及び，l、i車検プ
ロYXヲトでの実絡も脅血しつつ‘研突を行う．これらのうち、会起爆登l!CPLA舵 T-C）については金Jl周囲軌道への絵入を目指し、次期x$天文
衛星（ASTRO・H宇宙の道化におけるエネルギー録中と宇宙の隠居膨緩め解明吾目指すJ、惑星分光観測術皐｛組織紫外線観測による諮忠大
気・磁気圏内仰と太陽風相互作用の解明を目指す．｝、ジオスペース健筆衛星（ERG：放射銀事中心穆での宇宙プラズマその渇観測による相対術
的電子加速担RI障の解明者自織す．｝及び小..探涯自由｛はやぶさ2:CヨE’b毒患の祭釜及ぴ同’N!1!霊からの録制緩取を目指す．｝については打よ
げを行弘また、水星探査ft薗／水制気回療瑳11!(8悼むd制吻／MMO）については、海外のt1'カ酬に引き遣し．打上げに肉けた支御行う．
4 国際宇宙ス子ーシヨン(ISS)I葺餓鶴置及び’•Ml:!~m体”に網する研究
7. r：加え‘事織なエーズ1：対応するため、国際宇宙ス宇一シヨン（ISS）繕厳裳置や小笠来湯体｛鰻剥ロケット及び大気疎｝による費量量・観測w会奮
活用するとともに、再使用観測ロケットや革新的な気疎システムの研究などの小型呆淘体を革話する研突を行う．
ウ.IJ!澗デー告や図版サンプル簿の指摘・縄｛韓
宇宙科学プロジェヲト及び字尉篠宮Eプロジzヲトにおける観測デ一世や自腹サンプル及ぴ鎌小.力実織総泉指どの終学的価値の高い1i£援物につい
ては．将来にわたって研~·が刷用可能な状態にするためのインフラ聾備を引き縫曹進め．人館共有の知的資産として広〈世界の研究者に公開す
る，
[fまやぶさLrrまやぶさ2J及び「かぐや』を通じて何られたJmf畢デー舎については、宇宙純学研究等の発展に資するよう鍵供するとともに、将来の宇
宙機牽軍事の成果創出1：荷効に活用する．
x. 多様拡a•目的で実t草される宇宙俊査
.舗な政.目的で!l属される宇宙傍受については、有人か無人かという滋択肢も含めnm対効果や国窓戦略として鍵鎗する•n等について．外
交・安全保l*.IU量鰻争力の自量化、羽学銭街水準の向上司事の織々な観点から、政府の行う倹討の結集聖路まえて~－なr.i•苦laじる．その積約
に.e•とIi,る支慢を政府の＊めに応じて行う．

I. 2. (1).11制牢・宰・鍵畳71D'fラム

玄必凶ヒ之｛猿隼度制的事寮内容については‘今後の予算絡の状況により佼吏がありうる.l ダ制

. … IH21年度IH22年度！問時IH例年度IHお年度｜附年度IH27年限IH初年度IH29年度IH初年度l． [ 7.榊服摘践の研究開発翻
ω以下の将学術阜の週間を仔う づ

I. 2. （り宇宙”学・字圏思量ブロヲラふ

1・削蜘 曹l術監EXOS舟｝の棚、及び側側 ・フラズマ臥ぴ蜘atl!I!!!の肝・酬駒直後棚
実績：
打よIf（平成元年2.Jl）から25年にわたっτ遭続的に芋-'Jを取得するこ止に成功I...11年銅剣の太錨活動を2周織II測で曹t:,
効果：
① 平Jit2S年ll釜If付音治文敏：7鍋 ／ 蓋添付き鎗文の累計la：お4偏
② 平成25年秋に太階活動が樋大織を迎え．太g活動2周期にわたる地建1t射”需のプラズマ活動I：：：関する長期変動を杷砲で告たことにより‘
放射線帯の高エネルギーlot干豊崎やす太織.の員長件を解明．これは宇宙天気予織の締fl向ょにつながり、人工衛星め安全な遭聞に買献
t全署員.（名古1量大ブbλリリース平成'25年"I/I)

｜・磁気回脚観測綿仰川崎Ill.＆ぴ叫蹴の磁気回闘のプラズマの附制 l

実績：
① 地湾周辺宇宙空間プラズマの悶餓持伺観測網の中で‘ NASAのTHEMIS骨＇Illと共倒観測を実KL.、日米双方から世界の研究者へ向けて般
JIデ-'Jを公開した．

② 打上げ｛平成4年7月｝から21年錨過し、雌界で初めて‘地E事周辺の太陽活動周期｛約11年｝の2周織近〈にわたり均質な磁気回の観測デ－~

を取得．
鋤泉：
① 平成2~年度査E車付き鎗文敏：3211 ／蜜続付曹鈴文の累計費量：1.098錫
② NASAのTHEMIS衛星と共同観測によって、磁気圏現象のエネルギ－aとなる硲気1!!11憶における砲犠エネルキーをプラズマエネルギーに

－~する領土講を特定した．ζれは太陥凪から地~へのエネルギーの~れの全般を理解する止でII裏な発見である．俗制nee51',庇苫＇$'Fgf/)

•X線天文衛星（ASTRCトE ll ）の運用、及び国際公a;によるヲラッヲホール、鍾河留など宇宙の組高温．栂般~－のX線観測

実績：
① •e糊閣僚公募t1剥在実範した．（国際公.観測のIUl&l1は約200締I年｝
② 宙線公務観測時間とは別枠でE量定されている費実天体鰻却時間により2件の観測を実篤した．
【金支X線it視袋置（MAXI）との共同観車I)
効果： *El'>l:t. [1］符筆すべき研究厳寒 に縄uしたもの．s平取E時鵠悦甑扱1叫／班憎恨の思愉：687錨

1・盟糧tt:IO>i事事言者誌性を金受.llll’E公事~Ill測による扱剥から， 11・霊陸銀昆め標準先議としての怯賀にQI簡を’E
11か怜る鰻盟副総雪量b<·縄られた• (The Astr司由開晶d品m叫乎＇lit25.年11/)

③ ＊飽湾問の•；：ガス中の霊元素が銀河図彬成以前に生成されたことを来す峰槌が得られた．ζれは、大量に
元織が生成された時代があったことを景喰する．平宙の元素合成；史の理解に軍要な結果である．
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｜・小型高担割輔皇【帥聞の航温..t.:r.1<7'→酬

!Ir繍・
寿命束期の繕llパツ宇リの状．量計劃する司~1量として．パッ子’Jの負荷膏ステップ棋にIHIさせ．パγ予リの電圧電車の応箸を計測する軌道
上鉱量産を実堕した．これにより、行止げIii隼縫過したリチウムイオン電予のllttl主、nよげ歯切の包測が漢箆て壱る能力を纏持していること
を量i!で曹た．
効’l:
① 平成2！；年度蓋厳付曹副文書Ez・／董峰村曹鵠文の塁2係量・伺鍋
② 衛星の電力負荷量ス予ップttに箆化書館たときの衛星パ7予・Jの電圧の崎綱竃化膏観測することが．打上げ僚のパ7手・Jの劣化具合や，

・などの組定方主主として1:11，量的であることがわかった•（NASA A•園田崎＆tt.,y駒込品，，"AUS•ff.11)

｜・綿制服｛組組引の制..au開:::i~iニティに開かれた軌猷対比ての編制
実領
;i;簡が活動極大”を迎えていることに対応し、フレア筏測を優先II:高〈温め、巨大フレア3”を富む1091の大フレ7のIll聞に成功した．
効集

5 

① 平ll25年鹿楚焼付曹飾文敏ー71綱 ／ 蛮縫付曹愉文の累計勉：6”“
② 『ひので』1：：闘温した研究償制＇＇＂ふ仏国肉2件の受賞があった．【平成2~年目Ea餓”管研究樋柵着平納史書賞、平慮25卑底地獄電ーIll'.・
地E事IS星園学金大将鍵励賞）IJI肉受賞件績は累計のベ11個人・3図体に遣した．

③ m1回ひので同学会舗を開催l...i，加密約X田名のうち海外からの魯加省が約120各にのぼり．海外からの注目度が高いことを示した．
＠ 太絹の北極蟻・陶樋峨の組織の僅性（S樋と”極)I主、11年の太陽の活動周期のピーヲごとに入れ鎗わるが．鍾思IHIにより、平成25埠北樋峨
の極性反伝が量純段聞にあるー方で．同町傾慢の極性反伝は来だ呉儀に乏Lいこと奮明らかにした．太織の周繍活動のメカユズムをlJI解する
..t.·で事’rtr::a•（；’...『E’~o. f#ll#i{)lf)で将司食会経平量産".25.隼11,f/:.I白文箪鍵申》

I·姐踏•＜Pl.A相引の抑錨銅剛蹴入信金1：：向けた活動制

実縄：
① 金星周E臥遭より怠鍋に追い航温にいるた也、忽定よりE置い玄陽先聖地ぴ0・Lい状況であるが．比
般的鈴に姐い高利得アン，，.ナ周置付面量定慣に向ける等Lて、鉄道再偉人につt.i.げる司・It監査高めた．

② 金星周E軌道へ再突入に向けて．傑lllllll•JH~JIR~長ソフトウエアai修司Fの強化華実施． ．， 
効Ill:
①平成＜2l特筆削曹縄文敏 IQ ／ 路付柑文の累計敏 I•縄 お‘
② 平成22年に金昆岡圃航滋への役人1：：失敗したあとの原因究明と筒た怠納遺彼入It・について．園肉
外の掌金で諭文’!ill?行い．金且科竿における国康的紅也カ簡保華強化した．印ct4Altro岨叫ic•
平成＇16年1./1)

~""G 

一ト 2,(1)’F宙叫牢・，，.冒限量プロザ’ム
...副＂＂・••7シ予す・1・・・””6lt争（＜J-明

必且A

｜ω以下の榊闘の研究鵬董前 ｜ 

｜・水路否情／柑回•llllfaCeoe崎町曲Ill-鴨川河イトモデルの即・凶 ｜ 

実績．
① フライトモデルの縁台民織を館総.L..lllt ·~R鼠肢を正常に絡7L.t!::,
② 思空中での偽サイヲ)I.I(•において発生した太陽電逮セルの白濁l::Jlll..て．・因究周聞のための鉱厳査察•t... 白珊貧乏憎2・R画釘よぴ鍵
金原因の織り込骨量貧血した．
1"泉：
① 平底25年度.焼付曹＂文槍 ：’骨量 ／ 査段付曹論文の鼠針叡.29縄
② 水星l軍涯に必’Eな高温高木陥先頭~への耐性豊，mする過程を過じて、a氏2柑鹿1：：も遣する高這lllll下での劣化”怯笥の錨見葺・つ
つある．これは．骨倹の将官F・実用衛星の製段1t等へ貫目置で曹る．

l次期xIll天文働経｛即時刊の綜細怠針及びフライトモデ）＼，の製作・U:tt
実績．
衛星備体フライトモデルの膏WW.や録勘訟駿、パス系償.フライトモデルの－~IQみ合わせ民織を実梅
した．亘ッシヨン・・に属しては．僻細S.lt.ヱンジ＝リアリン＇｝毛ヂルの組作・Ula音程て、フライト宅デルの
’E作・鼠厳音．鎗Lた．
2書』匹：。草圏直25隼皮霊峰付曹泊文値”・ ／ 査量付音治文のlUt磁 159.
② ASTR争判の観..・E・は．鎗射線倹出曇とLても革節約~ものであり. I量剣佳絢質汚検分布の可侵化、雌
射姐医...泊・の軍備．阜g体肉の不能拘a畳分舗a・．幅広い・2への応用が扇情される．

③ AST RO・”帰‘予定のガンマ舗センサの箆舗を用いてZlfrl..た『組広角コンブトンカメラJI：草、鑑射位協買を
集える化するカメ’として・5量化され.s・分野’fこa弘、τUHが温められている.（平威25'年ll文cs
科学文臣賞【研究飢門｝を受賞｝

1.2. <1 ＞••制学・宇宙標壷"1D'fラム
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．崎需品判官・民&1(5.11)

ト刷分先制憾の山1.棚鵬聞及び榊酬の開始

JI!・①平成25年91'114目イプシロンロケット忽蝕砲によって打よげが康助した．
③初期値能面直認及び金星・木星のファーストライト鰻却を実血l..・鍵が歪常であることを砲a.
③－.：•のね学観S闘を開始仏本星オーロラと木星肉・i1'l・の同時・遠鏡包測を行った．
④ N総Aのハツブル宇宙望違鎗と本皇の也鏑観測を実‘、慮功l..t!::,
鋤.
① 亭臨時鹿董a何曹泊叉n,1•＜•組．舗中 ／ 盃k開曹迫文の農計lt:S属医低董誕~u縄｝
③ 末思のオーロラと肉・l!!fil園のイオトーラスの橿姐指例..  先の長則的’Ulf:同崎a到することにより．文
R’窓尚t,I木星iii!lll!Iの肉認にどう髭轡してい〈のか．を解明するための亭がかりを待た．。:l:鍋墨は．玄，IAとllilllitの相互作用膏『組欄’R外観』という椅除必着E長取で‘長期的観測量行う也興初
の衛星である．ζの怨剥によ仏玄娼~nが・』Eの文集悶・包雌園・也包囲の組It・墨度等の鋤！lilt・Fに与
える膨．霊峰定することが可能となリ．太陽系鑓生から現在＊でのliilll犠の変化壷知るための一つの継と
なる．

r .対スペース髄衛星（ERG）の糊附
’1111: 

E・”’＂＂＇・ィヲレ＠ン B’ヲ令
－・司E’T‘ょ，eもれた．一

必誕A

亙ッション錫（偶体・観測値穆｝の壬デ）＼，によるa蜘以自由や鶴早岨J鼠織を実Jll..打上げ時の‘鋤11喰．飴約な泊積：1：：耐える&l針であること董荷
mした．
動lit8平成岬鹿蹴憎踊矧州国肉外の””糊】／ 量制き甑の累計制

fR。働llbl世界で初酌て鰭曾する逮魁泊予相互作用鱗額••＜s-M>叫の聞’tE進めている．ζの留置で傍られる姐aデータによ仏プラズ
マの震と給予のエネルギー支像通四の解明董行い．パン・アレン暢高エヰルギーの鑓の解明及び『宇宙天震Jの事a.:111向上を目指している．

I. t.れ｝司F・糾零・宇宙慎歪';fa'fラム

1・州側眠宜冊且【SPICA｝由開

目的・

宇宙の匡史においては、約四億年前査中心にLて．恒星・・・・・＂＇とが作もれ、事 1：.現症の宇
宙の’梅住をもたらしている織々な元殺が生成された．この・t窓突な鴫代の過程島よぴ現象を
T・・・字的‘:I:盤的に研究L解明することが主・的．宇宙像外健夫文台として、ほぼすベての
宇宙・天文学lilJt分野で活!lb<期待される．

’E繍
① 主ツシヨンの遅行に不可欠である主裏箆街リスヲについて、プロジzヲト化に先立ち．集中的にリ

スヲ由t•~”をftヲた．
. aツシヨン.艶栂遭．日本で考寮された組自の鰻怠剤冷却システム側鋤膏準めた．また．’~lli
に不可欠なトラス分Mii!摘の2草作や係モデルの磁血寄進め、その筏倒的慮立怯甚大昔〈高
めた．

Ill肉制御 't車でにflい高い解像度を遺尿するために．指向を鼠す冷凍偉からの自1111.を遮
眠する相附（樋aアイソV-1'ー｝の要最l:t作膏行い、所定の怯簡を煽たすことを，臨した．

その他の紘側リλヲである電磁干彦管理〈検出島怯拙劣化量遺けるための鈍11'•洗い出しゃ
剣鱒など1と筑1Uillllltllifl関発｛全体t量計ゃQI十周俊民自よど】でもリスヲ低減菅遮めた．
② SPICAの実現性膏高めるために‘圃，IAカの凶カ枠綿み音書めたtt圃傘体｛役割分担・体制・

スケジ;i－／＼，•資金｝の見直しを行った．

鋤県．

① 平民254鹿霊峰付音諭文敏 10&／ 査縁付曹泊文のlU十..
③ 国・flカ怜舗みの見竃しにあたり‘ね字的目的の金銭tを．る白”で..”学会梅幸実益L

た．・－~·，，・o＆のうち約関名が海外•.IC者であり、SPおAl：：”する海外の注目度が高いζ
とを到止した．

③日本軍由時・組樋曾『マスf’ープラン初刊』〈平成26年a周12目・~】の寧術大箆続>lit・t金207
件】のうち.1111•から遣やかに，'15すべきr••大型研究計．』【企27件｝のーっとしてSPICA
が温定された．

I. 2. （η，．”牢・2宇宙栂畳プロタラム
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例制

；：｜ゴ予三
..‘ 

園周揚...・・a・岬，・a・-tltlH
V回 t・・.......・l(i咽臥侃酬（I，風蝕法＠温......・E
a・・”・≪＞（・・6・賓’E・・・マ．



1・4、制時総｛帥ぶさ2）のフライ同デ岬の銀作、地上システムの開発及び総合繍
目的。
小怒星イトカつよりも表面の観賞1二有償舗や水がより事〈含まれていると考えられる小感星を露査L...
サンプルリ空ーンを行弘これにより‘;t:爾系形慮”に存在していた水、有録制且ぴ鉱舗の相互作用
を解明し，I也路・渇・生命の起額且ぴ進化に迫る二とを目的とする．さらに．『はやぶさJで実IIした漂宇
宙往復探査伎術査報持・発展させ、本分野で世界を牽引することが期待される．
~繍：
①フライトモデル（FM）徳容を仮ft!立し、遺係動作させるζとで繊韓関の電気・梅繊的イン曹フェースよ
の陶題点をiltい出す『一次婚，歩合わせ以陰Jをlllltilf.&（完了した．
②各羽織”の懐古E実援を行う「単体lit験』音経て、FMtll穆音順次伺立ながら自書館語録豊行う「FM鎗
会！It駁』壷倒錯した．
③追跡管制段舗の開発を進めるとともに、渥用準備作集を針薗どおり進めた．
＠ドイツ航空宇宙セント｛乱則蜘引先但当である，i、型ランタ（刷S四 ηのはや持Z荷量般に肉 ＠榊仰い欄柑刷抽，
けた銭術鏑霊在行ラ等、婚突に由館出力を位進した． lfD旬也飢餓

効!I!:
①平/it25年度査焼付；！蹟文鰍2蝿
③ UAEドパイ固のエミレーツ先11n掌筏術研究所｛日AST)が開先した小型亀球観測衛星D岨・iSat2
において、はやぶさ2猪舷イオンエンジンシステムと関織の筏鮪を開いたマイヲロ漉蝕電式中Jilli
の共同実腫苦慮功裏に実鐘.BASTより、次期健在ミッションでの共同実範について釘~がある寄‘
将来の8・申東の1"力事llが期待される．

必制

留はφ..，.，・IUU!ll応包健也I<岡崎!lllillH.刷
aされる策扇徐に1 吋...・g・Jt;t・o・＇.It買腿..傍
られた．

I. 2. （り宇宙科掌・宇宙鍵査プロデラム

ダ制

ω以下の将来計咽等に向けた股り組みを行う．
将来の独創的かつ先緒的なミァンヨンの実現に向けて‘海外ミッシヨンへの望書畑苦含む小銭娘プロジヱヲトを実施する．
－特徴ある宇宙視学ミッシヨンの迅速かつ高知Jiな実現に向けて‘童図の宇宙科学コミュニ子ィに対する次期小型科学術.!lミッシヨンの公E高等を行
う．

実績：
園小樽舗プロジz今ト由竃傭

海外ミッシヨンへのジ1：：.アパートナとしての惨加‘海外も含めた衛星・小型ロケット・気疎本ど飛矧It会への’加、小型後会の創出、ISSを和l閉
した剥学研究など、多様な機会を邑7'.に活用し、It袋創出を量文化するための小規彼プロジヱヲトを鴎始した．
!&1回目は.Ill蛾共同ミッシヨン継進研究として公募し、51キの樋祭があり、野価のよ2件Ii択した．
思2回公Pl:I:、新たに名称を小娘Illブロジェヲトとして公務を行い、10件即応携があり、混在選定中である．平成四年度にu奴を決定し．’＋
圃をlllllする予定．

• )j,>11刷、費型車l聖断層主t，ションの公.舗の容範
高鍋底な成果創出苦目指し、楓動的かつ健般的に実iiする小型ミッシヨンとLて、地湾周囲／漂宇宙ミッシヨンを緩動的に実縫するため、小型
詩学衛星の成果吾活用しつつイプシロンロケット壱.文限利用した公事型小型齢圏在位置づけ、その公募望小型計四として．イプシロン錨．宇
宙科学ミッシヨンの公募苦実臆した，7件の応認があり、現在選定申である．平成26年度に慢択を決定l...計画を，Ulする予定．

・傑牽御門CJ伊 EC）と宇宙将学研究所(ISAS）で子ーマがmr..る飾分に閉しては舗網肉での44学的な取締について!SASの下で実値するなど‘適
切な実路体制作りを進める．

実績：
練査部門（必PEC）が所おしていた理学研究については、平成25年4月からISASにおいて一元的に実録する体制とした．更に平履26年度から
は，JSP印で実施してきたワーキンググループ(WQ）活動音、ISASの工学鐙員会の下にー本化する．（平成26隼3月25日宇宙科学・傑筆飾会にて
憾告、7承｝

I. 2. （り.宙純平·•SB!畳ブロヴラム
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必誕A

イ．国際寧宙1予ーシヨン(ISS）俗c装置及び小盟Ari!体等に関する研究
（・）ISS噂の償小mカ19纏を利用した純学研史活動のため以下垂..する．

f ・ ISS B報酬（JEM）制実舷などを酬した右側零．融株踊踊概脚””の侠僻融制問
実績
.体純竿．繕．成長純字（licari.Not噛 St岬ほか｝．纏．生田IIぉε-flRST.Ro由tT血血
ほか｝・＇・’‘の分野の宮 utlll俣S重体の闘’lfilめるとともに.s併の宇宙実鎗ミァンヨン査
実値した．寧た．・件の実島第み宇宙，Ill鯖’Eの解笥葺進めた．

鎗』匝
①尊厳~s年度査寝付曹泊文鎗：50・ ／ 霊峰付曹刷文のa齢健悦珂*ii
② h訓では．絶上実怠では得る二止ので曹ない崎ー艦隊のSiGdl・をa小量拘置噴で宵

官守るζ.！：t=1Ul.1L..t：：.ι／ou,,wlolCr抑制白・哨h 亭膚ld~IAJ -
③刷抽Stopでは．下記の戚援を得た． ' 

• ll小ll力車樋において．過飽和llに対するリゾチーム~ンパヲ貨締・の成長遠慮膏き
高嶋園tで劃定することに鼠Ull..:• （.駒市..of Sc蜘 tiR<:/n1trufr,附市乎慮15"101/l.;;. 

．微小皿カ下の方が結晶－~昼が遺い場合がある等の凶昂成長掌土の現象を実見した』量
11111品開発専に有岡な高品質ヲンパゥ，R舗晶成長践術等へのAllデ－~とZよる．
ω柑柑of0,,.1.1，，－...，曲平成2$.年，，，》

③ ICE-FIRSTでは．線虫の微小重力実厳から、老化の抑制．あるいはより健属的な筋肉に
鋼する続たな~JU~が見幽された．筋霊S置や老化””に闘する碩究に寄与することができ
る‘倫相柚凶噌平般を豊年晴》

．嶋......買.，，・1111>.・・d・・4・”‘IU民地．・h・4・
・・..............・ue•1置い司••Ill
＂＂＇‘・ ua・瓜ao.」・M障で偲“...........-
·~ 

⑤ R・・latT1血胸でIふシロイヌナズナを用いた・小量カ実’lt’••1...・I!•が支質したことで耳laが健造されたらとを先見L..t:.ll長遭皮
壷制御する溜伝干を拘定で曹れ1-Z.•Uの.カに剣する銀銭作”の理解．雄土における宜a・llllJI＝＆立つ‘・デ~.！：(IQ,
例制畠噛ho-平成':26，隼’IIJ 

1 2 (1）宇宙”字・，Ill軍董プロヲラム

袋以

• JEM 船外寝厳プラットフ才一ム稲霞の『金支X傾聖観鑓置（MAXl)Jの制掌傾倒. MA畑且ぴr11•11サブミリ.ザウン1f(S咽lES）』の鰻劃デ一世
の処理・ヂ－~利用研究． 『勉E事超高回大気録偉鰻劃(ll!AP）』及び『スプライト及tJSll:’Eの高謹II光盛像センサ（GUMS）』の”寧

実舗
①史上初．通常の舗星錫発の約’∞俸の鍾めて明るい量IX・m先壷伴う衛星錫’E董後出l...
胤忠則sa・M・と命名．震!iの竃貨でS盟明で曹ない也い亭才ン値”の憤出にもll功した．
何MA•＂司曲>ys/ul ‘畑町叫平AttS~ll/I)

~Ill（骨で発生した宇宙昼文銀恨の題発『ガンマ鴎バースト』をIU闘することにll功した．ガンマ
組バーストが先生するζとはSであり．極．の包l!tt！ーであるガンマ積パーストの研突量権
通する軍lll：伝子-9量‘t::.（；お面m寧虜お•1AJ
。制札ESの鰻刻デ-9により、世界で初めて成周回オゾンのBR化を定量量的に績幽すること
に威功Lた．

~· 。寧成is牢鹿査t量付曹諭文敏：32編 ／ 董鶴付量輸文の累計敏：92縄
② ISSを利用して傘夫定ヨEを可能にした，仙沼の館Itの独自性と.r12＜銭（JO.測する『すぎ＜J ：骨語圏揖白幽団音健えたMAXll~よ6圃量

lllll.英樟~I車”MA湖晶、”－7'4＂と命名．衛星とは4目情的f.l『広〈漉〈』且~·織で白本のX楓天文明Fがもっ回開納絶位のm憾に大曹
〈質献したことがn・書れ、B本天文学会の敏文研究報告IA文貨を隻貧した｛平成26年3
Rl. 
③ X線光度曲線（3崎天体｝の常時公開とWebを用いた解締シス予ムにより、よ飽の箇文敏とは到に．外郎の研覚書によるMAXI天体に舗速し
た奮餓飾文がs•圏、 Aatr酬明ier•T・le&r・mが24件がfU守書れた．

⑨ MA刈禽3'Xtt•Gーが、日米の敏科1!1(1件ずつ｝で使用され．事た園内のプラネ9リウムでも土敵された．
⑤ S則正sr＝陶1..aa1..たデ-9処理やそれら手4査”期した・究の達成度について.:t・餐員会｛海外の膏’”を岳鍋に宮町にて静．
告受け．次の健曾が宇宙... 字書員会にて鰻脅された．
S叩LESで..得したII.IIデー・9の解衝を今債も範鰻l...世界中でデー曹を利用で曹るようfl・すること
． デ-9•111アルゴリズムを~llll..‘それ査用いた鰻盟国企綱”のヂ-9再処理を行うζ止
－ S胤 正副鳩泉tU・ff獲させた．笹a置の文自叫隼観測ミッシヨンを験討すること

⑤ 制札正副二よるオゾンの臼変化組曲は従棄のすソンA鯛...予測に剣L... W岡崎”を考aする必要住·•蔓憶を陶衡するものである．
t占師叫 olC.創世w四da帥岬抗手尉:f；刷局』

1.2. ( H宇宙判事・，WI軍11:1ロ'7’ム
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府 A

(b) ll測ロケットを用いたJtll・・..舎をII備することを目的1::.Cl測ロケットの制作・打上げを行うとともに．次年度以鑓の打上げに向けたIll十・
解績を盗める．

実績・
① Z慢の鰻剥ロケット（S•llト•1号．と＆母語－211t11J田岡目打上げに成功L..1::.

一 ・ 巳一円i ムー一一
白！”・－ fl I~！；~砧恥，，.‘： ’Jo{ ・一 、 市

②上空中性文‘の遭度鳴を.めるζと豊田鈎として.s・31ト<42号温から盤出書世たTIM(トリ，
子凡，アルミニウム｝と$-520・274'也から銀出させたリチワムによる発光現象の観測を、‘よ
および航空本舗の支慢を受付て符った．この亭廷に‘づいた中怪文貧血およびロケットlHl
也容によるプラズマ銀濁干－~から置聞の電M.IBE領犠釘鋪蟻の文，l!!i!Uat：係わる
因泉関係についての解明がな書れることM期待される．

11<111, • ~／ .－・~.，・必.・ l似1
! .・ ,・・ .... ~岡

③次隼度打よげに向け.：s~初期鍵扮制御毎置をさらに小型化L伏曹さ盆置ともほぼ事績｝．
s・310型ロケットでの迩際制御苦可傭とLた.!I( 
効果：
①平成25年度1i.ll!付曹鳩文敏8縄 ／ 筆邸付曹1・文の震計数121絹

市I ：，· ~~ ／ .···'I. 

v，ケミ留」＼
肉... 

③電車童図E・F傾峨の極乱の岡崎観測により、これまで独立と宥えられていたM る高血の僅凱
が磁力舗をd干して相互に1tl’するζとを初めて明らかにした．
③月光によるリチウム発先2の飢測も世界初であり、ζれまで観測図雌であった復問中也血を
観測する手信を高直立した．

e ・-Jlo-41・・I(τ・llJtl・4軸·r>ll•U；・WlllUI館•·
A•tlllll・.《£·FIJ.・句<IUlT6・・11a1.u・ll（τ幽．． 
・・・3の・健司

聖彊開制国lof置のゆ，~tt
置量司置揖帽’量置は．ス盟国た島ル~醐：＆..Ir箇舷できず．吉ーにはメーカ鱈温・によ机岡島6'4'lt乞申ヲ
τいた．臨崎両面陵商拘置用．人何冒岨.＂＂ト嗣訟の uも富島.IS品・lll'Pll闘が主tnco・，τ・・田圃”
に量喧L.賓麗I.Iヒ．宿直畠（，帯圃圃E，ンク．ー時センモt. 1:祖努事3を置聞す畠こ~'l!. 小盤llJI・~（S-ll・＝
.. 硲量司佳》に且助I..ヨス争位置膚骨岡市分母’まで恒JI＜！・eるこJ;I：直営した．

・－・－・・...体..・a・“．．． ， 

r. :t.れ】宇宙同学・宇宙関置プロヲ’ム

(o）再使用観測ロヤットの研究豊行い．エンジン再使用や婦温康行方式寄の健術’Hiatめる．
実績．
竃周周踊：‘鍾24時間以内、再使用問徹：’∞ヨ査察現する再使用IUIロ炉ットに陶吋て．下Eの鐙儒忽置の実
涯をffった．

効累・

漉体値tl9ーポオルプ／湾体本·~，ーポ総，プの鼠la甚実箪L.. 住.IMS崎正碕思した．
解銃によIJ商店IODbnかーの帰還続行r：：・逼c.•体魁ttをS量定した．
活情竃耐の獲”ti固に停う園陸斜9ンヲ肉の抱道叢スロヲシングを安定化喜ぜる権i1•9ンヲ.Ill！王シス子ムの
段ttf:1t7Lた．

①平成25年皮篭ii付曹飾文信：’縄舗内外での学会，Ul1•件｝／ 査止ま付曹.文の思針敏：2編
②再使用エンジュ，の佐織やlR齢、waの考え方や鉱車童館泉について、節制団m:•宇宙会組也AC)I二て発憲した．

··•No冶

園周使用0・ロケット｛イメージ｝

｜ω文集時聞いた'4測網何学舗を摘するために必要な欄平伽附・ilm.lW閥的問シス仙の研舵ffi, I 

実績：
＠ 中間団下鱒＜•置紬叫よ｝での『その渇ltl!Jの可飽也量増やすための摩書2..8マイ何メートルの組薄厩ポリ
エ予レンフィルムを用いた湾臨強休明白万立方メートんの高高皮’It.I事の開発奮行った．平成2$年鹿簿一次気E事実
厳において．高鹿53.11unf;で到瞳.L. 鐘人気王事到遣高E置の世界包：u~更ーーした．

③ ;ti!鉱E事の実厳において．鎗E’”にロープカッ9ーが.，自作した~oで、早院25隼皮に齢・した大型気E事によ
る理学Ill闘機.. ヱ掌，•m•・－．小量カ実厳3実蛾の3胞を見追った．

③ 白本圏内では由主の広害等の制約で実現が困ft(i•＋時間以よの長崎111-1事実-.t ＜隆上回限膏必聾とする文
型で高・＇＂ II創樋’Lよる・先情的興字慮息苦目指す・字観測寄》を実施するため．出定の縄鎗や肱E事鏡置
の関録、移血盟副島よ島の健’E等、海外｛オーストラリア｝における気Z草案厳の11119・苦温めた．
効ll:＊印li.[t）怜.すベ曹碕究慮泉に縄竃したもの．
高高ii気感のa針・創作・鎗＂の一遍のプロセスの妥当性が，IUでeたことにより．今後の中間冨下歯車＜••so
M以上）の観測などに鏑たな~路壱聞いた．
｛鎗文・備中｝

I.~. れ｝司，.＂牢・’官間査プロずラム
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・：量，HSI！・圃骨．帽偉線

必以

ウ．観測ヂー’や園仮サνブル等白書初・燥Iii
制字削星のサイエンス子~».ぴ工学干一世ベースの温用·llllfU進め、宇宙斡字デ－1訟を値3礼的に保存すると失に利用者の子~剥a性g，通す
{l，また．『あかり」宇一宮プロゲ~ト剖作成、『はや＆;e.JI圃般ザンプル司'I'＂－レーシ:o:-lt.ぴ訟斜分舗についての園館公穆作.・E事官続岩遭＂~·

’R繍①将掌衛星デ-ijg)デー9処理· ~Illシス予ム!l・世鍵.し. til!ltJJ•シ瓦子ム及び大8D亭ヲトワ－？••ヂィスヲアレイfi置を事入L..t：.二
N－よ甲.it>’E計算健リ＂／－ λ.の鳳・が園れ晶ιう＇－＇＂り．利嫡書由利便往豊島首遺書せと．

②『あl判Zの』がa渇した地E車寄辺の字・Ji簡のプラズマ震鎗の量繍蝿健渇ヂ~－の公・討号ったe
。適用絡7した『あ酢りJのデ－9コロタヲトについて、怠賃値カ9ログilnli.O>Rili・績渥ffめ、公悶Lた．
⑨『はやぶさ』［£］順守ンプルに闘しlll'JllJ(公蔵量廃‘L.IDAO賓員会において広藤18拝中・＇・停の研究樋 a華日叙した．... 
8 鳩駒田輔副同いて.IHI闘・耐脳血い知事a11＇＇－••への温岨珊伺MにL.r－・
6’1tt11a1l".Iース畳の風通が回れるよう健カ・2・董符うことで．デー予告関守ーピスの箆舗を温め.t量界中め研!t脅からの倣＋子ラバイト以
ょのデー，~ウン司－I'につながコた，NASAや巴Mでは分O\＇＞衛星侮r：：干－？セシヲー董持つことが.いが. DARTSf書風な晶分野にお叶る権
敏鱒星の“学デー11豊一手1：：織っており、幼・a良い側負・2闘を司自tr：：している．

『はやぶさJAii『晶、〈・やlを通じて得られた砲得デー習については．宇宙科竿研究等の発医に賀するよう圏内外の研究者等に樋供するとともに．将
来窃宇宙1.2蛋簿の.11<銀創出に有鎗に活用する．

ar1玄噛J.:.i‘＇＂＇・ t：τ冊＞.h.1ド歯槽.，.＿・<IllニつL、で

裏側．
① E削由宇宙物質将学シンポジウム（HAYAB凶~J13）奮闘健・’1か国の，加者からω情演が行わn. 『はやぶさinサンプルを毎回碩究極
凶が分析した組織を緒管しと．

②『はやぶさ』圃頓智ンプルの分術館果等について由民への，At•壷遺品た．
・圃立”!J:lll*llにおけるIU喜子の曾..ままは．平.岱隼？月から闘胸．綿阻原市立博白鎗での企・・傘｛寧既.25寧7月｝で隠．λ場書
E量麗ベ1・U国人畜．呈t.:.

..泊予a最宥鑓団体のa・僚を平暖25隼12.11に••＜積績のrrま•t!lv子ども利学館【平尾2・年1J!llB-2Jll2J目九司Fで’E・h
ヨk・11ci•皇御成通績に重品、て、はやぶきが明らかにしと震体のlllllHH：·‘実骨量豊に1、て．ウ安:11－梅敏L. 園良の笥掌に討す
る・解董健湿した．••• ③『はやぶさJ.叡守ンプルに周するこれまでの研究属闘についτ．『柚M酬・M 円m同＆凶剛JD事焼却制月号’＝怜a時 t鋼連蹟文

7件｝が組事れた．盗い将来『 E，由副P•叫岬S<相暗J&t'::t.OR骨が舗まれる見込み．
⑤主，a圃車掌ーで『陰や，.~JサンプルにQi品物mセッシヨンが仰られる4よど．「はやぶさ』＠担サンプんの分続Ii. 骨閣の’（0)研究者に注目
されている．

l .t. (1）.・伺寧・平前畑竃プロ'1，ム

必JiA

・『倉、。柚1温巳で幅＂hf>b蝿干タについて

実繍：
①園内外の宇宙利掌研究においτ．より•L＇レベ·~のQ’E創出に貫鼠するため.rかぞや』のIUIデ-1の·~処理~ill>. ＂の童穆にE品分
先a，の民射事ヂー・タ.3~究地.，，.ーヲn精度をla・仏国同IJ＇－ぴ臥州、 7Jl.')h. 7ジ7怠ど制a圃のVllle•1：：亨 ，華姐似し三．
②『かぐや』のt臓の1111デー姥舗み合わせ1=.U合解街膏抱遭い将来の健室封..量憾であるR極騒の縫置をf惜した.－.1:.111肉”の窃

:J:省宇狸佐賀II’111•合情舗華実箪すξ..t：めに必要なT--11211シス？ムOlllutを完了した．

効’ll:
①専属.25..蓋E書付，a・文’l:25・
＠’145・・.，.・.，’司~－·，の圏内外師会砲において．『かfやJ・
ヨデ-11による碩究..壷’E表wた．
③錨た怠，，＿’の追加1曹により.It界中の研実害からね3苦手ラパイトの
子~ゥンロード甚t?llL.ヂ-9アーカイブ週用創始由ら平岡£24・E
度来事でのFウシロード’le悶司..のうrウンロード鎗査官年間で迫感L
t!, 
＠周樋思Jl回1：.旬、fやJOJll繍度(j'.デ－9を照いることにより世界で
匂めτ実耳捻れkも司であり．由米然聞での実絡が棟割~れてい晶
RPMミヨシ3!;’F. 今後の植llllH：の”学目標’l~や~陣地直選定に
役立てられ6.

I. 2. (1】宇宙利写・宇宙聞置プロヲラム
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必抵A
｜ 鋪足健明資科 ｜ 

プロジzクトの成功基準と達成状況ー覧

平成25年度の逼成紙況

｜エ仰政相時限れる字m ~ 
多織t.;i!I簸目的で実絡される宇宙探査については、有λか祭人かという巡lR厳も官め賞用対効集や自家戦略として実施する－~等について、外 I 
交・安全保協.ll•餓争力の強化、判学館術水明~O>向上電車の篠々な観点から、政府の行う倹討に必要と：，.る支録音政府の求めに応じて行う． I 

実繍：

(I）ワシントン・DCで鱒倍された将来の宇宙傑歪に槌する会合r111周回線宇宙爆資フォーラム(I唱EF）』について、日本政府代表団の発冨要領作成
などの耳障鎗作寒において、文働制~省を中心とした政府ゆ活動を支慢した．

① 14の宇宙復調で編成される園際宇宙探査協働グループ(ISECGlにおいて、機舗が作成を主却した閏瞭宇宙探査ロート可ツプ（GER）や宇宙
保去の社会的便益（ベネフィット｝について、これもの考え方・肉容を猿廓fこ2重明L、理解吾得た．

②襲が留における宇宙際査のa•J組むべき方向性や宇宙愉送／ロポ宇ィヲス／宇宙震学・生命純持の3分野を4再来の宇宙ll査に貫献できる
設が国の縛怠とする総1時分野として鍵薬した．

③路εFにおける政府支銀として、文包利学省や肉削府宇宙政略室の発宮要領について.J:IG値重量をベースとした骨平の作成支t量や、ISEF参
加国壷支えた継備会合等1：対応した.tt1：，慢織が提案した土犯の銭f荷分野の考え方については、下村文働制学大医の発言要旨に反映さ
れた．

(2) ISE円＝は．理恵畢が目本政府代4盟国のーぬとιて司書加するとともに．包囲－~量や宇宙探笠を専門分野とするl!flCllも会舎に出席し、文部将学
省在中心とした政府餌を支慢した.＂＇た、羽事長白川、 f宇宙銀査と利用〈嶋崎と共有される目線）Jのセッシヨンにおいて．日本政府代表として鈴曾
吾作うとともに.rg2包囲禄宇宙II蛮フォーラムJの主催国として、閉会式で篠拶苦行った．

効果・

① GERlilSEFI~~加しなおの箇＼＇＞la嗣（~手傷害札 GERを支持することが万ーラム・廿手上4ζ明示された．

② ISEF代表団を率いた下村文鱒n学大臣からは、国際宇宙t車道の枠組み作りのため.ill府聞のII拘に積極的I：：取切組〈むこと.llぴ、 f’112
回国際宇宙機釜フ＊ーラム』の主催国として‘その路島・を加返してい〈ことの表明が行わ仇た．

③ ISECGの第2ltlll畏｛早成23年BA～平成25年‘月｝を樋摘が務めたこと、事た．『篤E団li1簸宇宙嫁釜フォーラム』の主催聞となることで‘a
本の宇宙開発におけるプレぜンスを多加各国に示すことがで曹た．

衛星／センサーl；：：マム成功u フル成功事~·
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エヲストラ戚功§Ill

・フル成功轟.を潜たす最‘2年の鰻3開通用苦行った
..さらに盛期の観測還期
を総鰻し、fJil,い天体や、
続しい現象の先見を行う．

必誕A

平lil20年6月の宇宙理学受員
舎の軍用延長審査により、X
線!l渇健（）（RT・SlとX線マイ
ヲロカロリメヲ－（）（RS）を絡み
合わせたシステムによるX線
観測を行い、X線エネルギー
分解能の半値幅として、6keV
のX鎗に鈍して約1DeV以下を
遺尿することを除いて．フル成
功お績を速成したこと‘平成
23年？舟までの~l!UHが！！
められた．縫いて平成23年7
月には平尿27年7月までの嵐
長が包められた．これにより．
Zヴストラ成功基調障の遺成に
向けた綾JI運用を継続してい
る．

1.2..(1】.宙”牢・宇宙線葺プロゲラム I. 2. （＼）宇宙制牢・字書底量ブロダラム

ダ制
I 鋪足餓明資制 ｜ 

ブロジ.r.'Jトの成功l&l$tと逮成状況一覧

平岡£25年箆の遺成状況

総括

年度計画でa量定した黛絡をすベて実鈍l,.中期It田のii成に向けl眠飼に推移している．

①大学共向利朗シス手ムを畠本とした学術研究：
・宇宙将司障・複登ロードマップを指定することで‘宇宙純学コミュニティや政府擦で長則的なピジョンと方向性を明砲にl,.奇
後の長期的t.tll認に丞づいた学術研究及び館界的に笹れた厳集創出のための峻を築いた．
・学栃研究について、以下を代表例として、世界的な研究成果を創出した．
怯宇宙天気fl!!担のための磁力総繍遣の解明
ト舟の組成や進化の解明につ訟がる厳しい物質の発見

F’I、感星護衛の物理的迫化過胞の解明
...宇宙線陥干の生成穏を拘定
・過去10年間に発表した倫文の分割時及び位の研究縁関との比敏苦行うことで、大学共同利用シス宇ムに誌づ〈学術研究の
強みや弱みをJelflした．骨後継続してこのIllり組みを行うことで、学Ui研究成果の貨及び盛の向上につt.;げる．

G戸F宙詩学・宇宙傑登プロジェヲト：
．プロジxヲト簿について、以下をはじめ、年度計画華街実に権過した．
〉平成25年度打iltに成功した惑星分光観湖t輔•＜ひさき】について、正常に観測デ－~をn;sできることを碕援するとと
もに， NASAハッヲI~宇宙望遠鏡との木星Ill間観測を行う織成集創出のための活動苦施漢に進めた．
悼平成26年底打よげ｛予定｝に向It、はやぶさ2のフライトモデル組み立て鉱肢に着手ふさらに平成.27年度打よげ｛予定｝
に向け．次期X線天文衛星(ASTRO・H）のフライトモデl~tl作やyオスペース綬奇術皐（ERG）のIll能実短銃駿華温めた．

P大鉱Eまのl;t般においては、鍛人気~到遺高度の世界飽録を混成し、骨flの中間図下却の観測等に新たIi活餓を飼い
た．
Clli由鰻的な取り組み・
・国際宇宙探鐙t畠働グループ（14の宇宙僧関Iで織成｝において‘la摘が作成豊重視した＠康宇宙探査ロードマップが、宇宙
限延に閉する政府レベル会合『鱒1国国際宇宙篠査フrーラム（ISEF)Jにおいても採値され‘巴鰻宇宙偲査ロードマップを
支縛することがフォーラム・ザマりーに明示された．また..織がllJ匝Lた績が国が得窓とする篠術分野などの考え方が、
1誕Fでの下村文部将学文箆の発雷要旨に反映され、重量が固とLて血隙牢宙操涯に積極的に取り組むことが表明されるな
どの成果を収めた．

衛星／センサー l ミニマム/lt~l.8匹

SO.LAR-B 繕鼠観JI＆置による観測で太
Iii倫理学研突にインパウトを
与える1!!11・研究成票を得る．
そのため、この成果が＋分に
期待できる以下の術晶性向l.
俗lit観測主主置性般を遺成する

フルlilV!A織

3つの裕Ill蛾測箆置の岡崎観
測で太陽物理学研究に大きな
インパヲトを与える観測・研究
法泉を得る．

そのため、この慮援が十分に
織待できる以下の衛星t皇賞E‘
繕怠観測量室電性能を遥成する
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エヲストラ成功~埠

3尋問の主ミッシヨン期間を怨
えて、太陽倫理学研究にイン
パウトを与える鰻測を鍵続L..
新たな研究It』院を£h凶しつ
づける．

ダ似

繕議した3つの観測蟻置はい
ずれも．フル成#ill織に犯述
された性能は問紐なく速成し
ており、『ひのでJ(SOLAR・B)
のね学成集Iま太織物環学研
究を一変させている．
平依25年度E月1二宇宙理学貧
血会によるミッシヨン逼用嵐長
審査を受I仁平成28年度末ま
での還期延長が認められた．
なお‘平成23年ll411の延長
審葦において、担測・研究成
果のaで伺姐な〈フMit功1¥
鎮を遺威している、と判断され
ている．
現在も観測を継続L..工ヲスト
ラ成功a織を迎威しつつある
段階である．

I. 2 (1）宇宙純竿・事宿探i'IブC＇／ラム I. 2. (1)宇宙利牢·•宙lilt7C＇／ラム
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補足説明資科

ブロジzクトの成功畿準と逮成状況－~

4仰 必誕A

衡是／センサー ミニマム成功1l績 フル成功~~匹 X？ストラ成功lU匹 平成25年度の温戚状況

PlANET-C 震がllil!i方向1:1凪する1遇 l1UJI械の大気機遣が＂働す 以下のいずれかを違反する． 平成22年に金a周回軌道へ
制にわたって、金I.周回軌遺 る時間スケールである2年間 ・太陽活動度の変化に伴う の~入に失触し．平成27年以
上かもいずれかのカメラによっ にわたり以下の全ての観測を 大賞繍遣の変化を£tえるた 僚に改めて愈農問国軌道に役
て画像を連続的（銭時間•＞に 行う． め.4地E事年奮起えて金皇 入するためにリカバリー遣問
取得し．会期的なSの栂途と

れ刊は~同N，問功って嶋月。岡姐削陶剛刷＊咽＃，＝$風倉、4’M俗’Hラ＇~り
周回観測を行う． に取り組んでいる．そのため、

運動を縫える． ・1μmカメラ（IRりによ引金！!l 成功a・1まいずれもまだ速成
の地表面物性あるいは火 されていない．

山活動に関するデm 習を得
る．

元的政大気通勘を明らかに • 2μm(IR2）カメラにより地疎
する． 軌道より肉側での貧辺先の
－金星で需IUlが起こってい 分布を観刻する．
るか替かを細諭するために
曾・大!liltカメラClAC）を
飼いた観測を行う．

• 13波掩.観測により金星
大気の温度構造をa脅す
品．

r 1.2.(2）有人宇宙活動プログラム

f c伺際宇宙ステー河川I矧

同恒網島tlill?.B&Ui：国際宇宙a地憶力i畠定の下、事量が固め図際的~U'.I関関係をt量得・強化するとともに、人績の知的資産め置盛岡弘人観の活動
領織の鉱大及び社会・経S障の免震に寄与することを目的として、国際宇宙ス予ーション（ISS）計画に多面する．
ISS における宇宙lilt利用については．これまでの研究民集の経演的・筏術的な将価を＋分に行うとともに、符去の宇宙ll集制問の宵宮E健在縛価
し、ISSにおける効率的な研究と研究内容の究演を図る．また、ISSからの超小型鮒星の敏出による餓衡実aや国際惨力を鐙進する．
なお、陪sIt箇への多直にあたっては．貸用対効泉について評価するとともに．不断の経質舟j嫌に努める．
7.日本実践棟（JE!.I）の通用・利用
自本実厳織（JEM自の着用車ぴ宇宙飛行士の活動を安全・猪実に行うとともに．宇宙II.ti!の利用銭術の実緑豊行う．また、ISSにおけるこれ曹での
成集を＋分に卸値し、成果lit骨見込みゃ社会的事仰を踏まえた有鍾な分野へ銀信..量化壷行い、JEMを一店効果的・効率的に活用することで、
より事〈の優れた成果創出を自治す．具体的に1弘生命制学分野、宇宙医学分野及び鎗貿・秘理特牢分野の組織的研究を維逃するとともに、世ン
パヲ貧結晶生成奪の有望分野への盤点化を行う．さらに、世界的な研究庇果を上げている寝がS有敏の研究般閣や‘大学、学会怠どのコミュエ
宇ィと均舗広い遺嫌を強化する．
ti)外実厳重量置については．宇宙科学及び地孫娘測分野との積極的な違tiによる剥周の間信を行う．
加えて、ポストISSも見鋸えた将来の幾人・有人宇宙帰査につながる銭儒・知見のお積に努める．
また.ISSからの組小型揖J患の鰍出等による鎌儒実Iiや．アジ7鱒園日の縄互の利益にかなうJEMOl;Jlflft符による側線Illカをf量進する．
4宇宙ス予ーシヨン補給彼加TV）の沼周
寧爾ス手ーシaン繍給機（HTV）の運用を着実に行う．それにより．隠S呉通システム運用緩貨の裂が閣の分組織絡に相応する物資及びJEM道用・
利用に必纂な物資を情実に蛤送・4轟給する．

I. 2 (1）宇宙判牢・＊宙II量プロゲ’ム

特宮？.＆Ji（孝士会僧俗．主士会的ニーズ．録済的観点司•＞

・平成26年1月の閣僚宇宙様涯フ，ーラムにおいて．下村文飾科学大臣Ii:『設が聞は、ISS計画で得られた鐙騒を活かし、宇宙線去における箇際t畠
力の枠組み作りについて、先語的伝役割を県たす．」『設が団が得怠とする餓術や独自篠衡を活かして、将来の宇宙際査に対しても主体的に貫献
したい．』と，1aされた．
・平戚25年に制定怠れた『傘宙邑本lti!i』において、「ISSの運営縫貨をH・llBロケットで打ちょげるH1V【こうのとリ｝による温備でfl.lllしており、
2015年までに鈴1•壷打ちょげることになっている， Jとm草されている．また．『有人宇宙活動は．園長1こ夢を与えるとともに．他の宇宙先進国と
の銘力を通じて筋たな銭舗を取得するIll会として箪聖書である．また．国際也カとして裂が圃のプレゼンスの§！f.置にも資するほか..街敏膏絡の観
点からも.騒がある.Jと包録されている．

I. 2. (2）宥人宇宙活動プロ，，，ム

繍足~明資制

ブロジェヲトの成功／＆Ilic達成状況一覧

4仰
~上~ . 附悠E l岡崎眠

《2“削 Iool削
”u・RI・回・atI陣岬直 ll ，臨調J~ I同時血｜附Jr.ClI旧岬直 l同・4,(jt
榊附 l《田川 l倒曲 ll佃叫｜佃14) l畑 1$) I畑哨 l園川

持集局JlltI岨，..
〈却，I) I （；皿’”

同2・Jot
白骨叫

術皐／センサー ミエマム闘E功!'i•司匹 ヲル成功誌編 エヲストラ成功a• 平成25年皮の違lit状況

SPRINT-A 以下の宜つのいずれかを速成 以下の3つをすべて選成する 以下の4つをすベて温成する 平~25年9月に打よげに成功
すること． こと． こと． l-.12Aから本塁の定常観測
白木星イオトーラスの 申本aイオトーラスの ー木星イオトーラスの を実箆．本星イオトーラスの

Spect問mかも背策電平温 Sp倒 rumから背策電平温 Spect刷mから情録電平沼 Sp岡山mから脅最電子温度

I.I!を将泌すること 自Eを場出すること 震を司早出すること
の4早出することに底劫l,.ミユ

由金星または火星の強策イ 由禽墨または火星の厳禁イ ー金量または火mのE量紫イ
マム成功l!iJを遠慮した．

オンの流出!IIの上限値を オンの涜出率の上限値を オンの:.i幽寧の上限値を
求めること 求めること 求めること

ー木皇陵気回へのエネルギ ー木星組気回へのエネルギ

-illt入ルートを明らかにす ー涜入ルートを明らかにす

ること ること

ー金星または火llの炭素イ
オンと・＝イオンの議出

$のよ限値を求めること

I m向係官車 A”却'.1.11打土げ 何百

I I 1 ~；！~~~…げ均気品晴｜竺堕与さ仲フF ム 附！L1.16肩上』~；~，~喜 剛時間柑叫直

門窓口同~ LI：~お， A ~~：：，n .~＂ .A~i~~~··~~： 1~rrng.t”な..t.11'f-::t
I I 出醐

官四 l Gil JI. i」調百
引~f.."?!i•""' I 開先 正二孟二
51総伊 l m 品川’.＜mLn

ti邸内炉

連用

遣問 〉

五亙亙亘語亙
・量

週間

I. 2. (I』.宙純牢·•宙海葺プロヴラム

附鋤

日間訂
l八」前前

軍用

軍用
＼

ノ

＼

〉

／

＼

ノ

竃聞

冷2，’．蹟瞬lit＆.，ータ圃冊（Q・<l'J 〉

~主立
蹴量

., JI! 

日
“随時置打上げ予定

竃向 〉
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必制
E・E・－．

11111宇宙a地也カ悔震の下．撃がaの囚織的~也網関係を縄持・強化するとともに．入銀の知的資産のe.成．人絹の活動鍋峨の!IX大及ぴ社会・
鐙涜の免鳳に寄与することを目的として．園．宇宙ステーション(ISS）肘・1＝••する．
ISSにおける宇宙....利用については．ζれ事での碕究＂果の径五時的・銭術的怠”・を＋分に行うとともに‘将来の宇宙 u縄問の可能憧華民緬
l.. ISS における鋤事前な高層究主研究肉審の史実量圃る．草た．出からの細小量衛星の1!胞による筏債費量ゃー·~:1:1£権遣する．
なお.ISS計．への，．にあたっτは‘n周剣鈎員について倹討するとともに‘不簡の纏賓剛躍に鍔める．
7.日本実餓機｛£叫の重用・利用
自本実餓ll(JEM）の竃用車ぴ宇宙Jlt行士の活動量安全・場実に行うとともに．宇宙lllltの羽岡箆備の実経を行ラ．宜た、路Stこおけるこれまでの
媛県を＋分に＂・し、成果盟 l!署員込hやu金的要院を締まえた有望な分野へ奴鍾...，化を行い、 JE.M 査一店員事果的・~・的に活用することで‘
より轟〈の優れた成果創出吾目指す．具体的には．以下垂実範する．

凶ピ旦笠E
r.:;;;o;石高館壷歯む阻土間酬による酬•IUUllSS/J酬の利用調輸の酬
．隠sll用組脱E受けたJEM遺Jllrt・の’..
・ポスト陪Sも’E・えた将来の豊島人・有人宇宙限査につ怠がる強情・知見の嘗叡

実績：
(1）日本実験則JEt,1）『曹ほう』の24嶋岡3858の遁録湿用による鎌術省－~ISSIJEM利用環樋の回供
①小慰・高僧鎗で低価格め民生品宇－~舗＠‘土筏術聖短期喝＠うちに飢遭.1:•1量に適用できるよ対~l).JW聾盆ス値利用’る会件E堅えん

民生晶の館高S.114Kカメラを3'T周という短いB附期間で宇宙佐織に司監修し．宇宙ス子－＇.； ;iン事帥．『ニうのがJ』伶M44JCllこよ
り打よげ、俄能が正常であること牽砲留した．そして．世界初となる宇宙での高解像度働画Ill！ゃ生中継董附刊と健闘で反身させた．

． 箱路想；i：~：：~級協もも弧怠怒鳴r:i:：：~~践活協混秘~:Silr:f~~,ffi誌を·~1ilま？
③必Mのユニーヲな慢由Eであるエアロッヲやロポット7ームを活用し、日本の，•J＼§：！・，.蝕出！！Illにより超小型’liAの蝕出に成功した．
⑤竃Sllの短絡不具合により運用を停止していたJEMの衛星間通信シス宇ム£111自させた．

(2）安全・ミッシ記，.u活b
①JEMシス予ム晶のIi計審査35件．安傘，蓋40件且ぴ」EM実践益健司事の位計8Ji88件．安全審牽32件査察‘＇－・股計審査及び安全審膏
でのお鍋が打上げまでに全て鑓置され．『曹ほう』での安全かつ値実~ミッシ・ンの遠慮に寄与した．

＠’ma•1＝•られていた.J-'X州安金書蛮母線承館組11に卸え．必Mシス予ムの予・S且ぴ寓打土畠についてむ』AXA安全審査昼絡承陸
II思が，NASAとの銅盤によIJJ叫 Al=tl鴎ずることができた.NA鋭から』岨Al＝安企審査車:it腕組鼠を偉夫することは.J酬の利用容に
とって．安全’衰受容プロセRの利慢性の問.l:Aぴ迅速化に夫曹〈寄与fることがで曹る．
③米国民間企IIが温用ずるシタナス繍鎗船デモ後及ぴ適用電号恨の巴臓宇宙ス宇ーシヨン【ISS）へのドッキンず轟ぴISSからの電量適用について、
安全信銀正実施し、安全硫箆での佃摘が打上げ曹でに処置され．磁ll'.t草ツシヨンの逮成に寄与した．

I. 2【幻有人申宙量泊ブロザラム

ダ制
。｝震が掴の2016年鼠民の陪sttil，卸方針壷Iiまえた：JEM運用計・
①隠S五1111に支障を与えSいようUl.ながら、重用管制要員の削減や宇宙舟行士刷値の効率化等により．健銭的tこJEM道府経畏を削織した
｛平民24・JS比のllUl飯は3億円、JE>.Iの＊鎗逼111£匝鎗した寧峰22隼底比の剛濠舗は9億円｝．
② JE'-lllJ・nll結集にa付曹.ISSillllll蜘::e買な．疋Mll8の予・＆t••t.t：. （冷却水循11111ポンプ. z.7ロッヲ制御lilll!~事〉
③ 201&4以”の隠S共通シス手ム通用経貨の日本の分担について、文”“学書のS同時音信まえてNASAとの也温査実箪l.t:.
(4）”’院の宇宙侮査につながる篠崎・細見の’積
① 平成20隼から織鏡してrt刻している』EM船肉の敏射録集濁ヂ－~l::Aづ曹． 日本原子力碕究開先祖lt置との典陶頓究により．強ば〈線it卸値
のための附析モデルを繍銭し、将来の宇宙療査ミサンヨンで必要となる蝕射鴎遮司直純斜の駄遣よ実極に伺Iすl=lll•豊実箆した．絶E車低血血遭
よりも過Puな蝕射鶴自E樋である$宙間蛍草ッシヨンの実現に向lす、録大のリスヲである『宇宙敏射線による被ぱ〈』華僑話するための紋射織防
御鏡餅の実Int”をISSにて也界に先駆けて，U＆寸る恕lllが量いつつあり．日本の緩衝のプレゼンス向ょに織がる．

②』EM船肉の温温鹿・血竃・医力事の珊峨デ-11~測定する理峨針測積回華民生晶を活用して開先し、ISSでの偉飽確偲後．定常蓋用に移行．
拘束の有人システムのキーとt.t~t:量術である車線制御・生命It持続鮒（fClSS）のIll怖に向け. ISS上でのu術実n:に必須となる環鳩デー曹を
継続的に取”で曹る蜜頃が.？た.llll得した環瓜デ-9をもとに．各組剣術1・ll分布、湿度分宿場）＇£デルのコリレ ーシヨンを行い．将来の
Ews•tt段針における＠賓住健の鎗lib句鑑とt.tる．

.. ia111•針調盤置・・－e•· t干・...，ιkデータ量ワイヤレ昆で帽員｝ 証M錨同骨子鶴田章，，.帥吋・Ill＜視軍団〉

－ 
① 民生畠を也Sで安全に使うた..，，＝は．電干41iのコ一手ィンゲ｛・aカで金属片が浮遊してショートするζと膏防ぐ｝、A！！さらし｛コンデンサ等封
入・aの渇れテェッヲや.Jl!I!になっても値裂し怠Pかのam＞、オフガス鉱au！閉した宝庫で有・なガスが掬発してい怠いかfill）をはじめ
とす~~II安全化・碕l!認鳳董行う必要がI;る..婦が鳩9た有人牟．安全笹舗や宇宙搭‘性”・a偏により‘わずか3伊丹という短期閣で
民生畠壷宇宙仕練に道修で曹ることをII明l..<l;!llSSIJEMで使用で曹る・島幸夫・11=18やすことを可健kする筏衡を碕立した．
③ JEMエ？ロッヲ．ロボットアームといったJEMのユニー？な値憧Iふ園内ユーザだけで拡仁由舎のm1aパート土ーからの使用量望もきτいる，”に
宇宙魚行士の錨外活動なしにllll量船外に出せる』EMZ.7ロッヲの使用については、更なる利用樋舎の 鎌を耳量的られており．日本の盛衝の
ブレゼンス向上に繋がった．
③日本が開発した主主小型倒墨蝕出方式が定量＇ ＇－、米国民f品会社やベトナムの温小型衛星等、合計3711がJEMから愈幽され.Ii:陣約な利用’..
が色町＇＇－・自主全体の網開価値の向上に大曹〈貨献した．

I. 2. (2）膏λ宇宙flll?'D'f，ム
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必幽

• ISS宇宙鷺行士に対するJEM網”の実範
・日本人司i'li~行士の摘鰻に倒する安全胃置
・日本人宇宙般行士のISS長期滞在の実It.臨S質問滞在に向けたm・t及び値庫管理の実
実．：

｛η時S宇宙舟行士に鈍する』EM・纏の寅It
。lil:a.llt:•墜したスケジュールに縫い.ISSに騒...噂された日本人及び－パートナーの邸宇宙飛行士初入｛米国：NASA. ロシ7 FSA. 
殴州 ESA、カナダ CSA、B本：』AAA)町二討して、JEM且ぴKTVシステムの竃用銅線及ぴau盃用副館を実施した．企ての釧..査実71.1:
15人については、ISS筒織に向け」A以忽定を興組Lた.（これ事でJ凶XASl定量実血L：たISS宇宙鱒符士の渥ベ人駐1立148f.).
減刷.5A アメ幼餓111•宙局.FSA ロシア宇宙I!'.ESA＇・歓州’p，租M.CSA.カナず＂＇宙斤
②ソユーズ345『 37$までの12人の牢宙費量行士に討し、ISSに情鍵しているMr.Iに．国陶パートナと!All!で軌道上でsum対処制錫量実臨した．
(2）着図飛行士俗換に討する安傘”蝿の実施
。 若園飛行土の打」己げll.ぴISS長期渇在の安全血却を符い．安全ilflでの措姻$項量打よげまでに処阻I..安全かつ直突な打上げのIt＇首

と陪s~盛期滞在の実胞に寄ーした．

(3）自本人宇宙続行主の除s•111，径の実屋
平慮25隼1111から寧慮2S隼511（予定｝まで着図宇宙続行士がISSI＝長期湾在t..平感2SlJ3.ll，でに以下の怪麓壷完了したa

① ロポヲト7ーム壷組作Lτォーピ事品位シゲナス舗鎗llillll1・・をISSI二組合．
③ JEMのヱアロッヲとロポットアームを使用L、組小昼惰a奮蝕幽するための栂備作豪華実鎗．
③超高1!~4KカメラによるオーロラとアイソンS』1£111!.
⑥ロボットアームを綿密に樋作で曹Q.い感量査活かし．米国人宇宙飛行士による働制御議ポンプ実検のための船外活
｛早成25年唱2周21日，12月24日｝を支鐙．

⑤日本人宇宙飛行主として初めてISSコマンずー01139~船長｝に銑佳｛平成26年3月9日｝．

(4) ISS長期薄在に向けた側餓≫.び健康笹E置の実15

① 陪S長期帰在中の曽田宇宙jiff土f平成25年11月7自打よげ．亭店主総隼5月．軍予定llこ刻Lて．
軌道上健康’llHUl.若田熊符土f左心身と匂＝健康董，lltl.ている．
②若田東行士.ISS盛期滞在予定の泊弁宇宙規行士f早鳳27軍811頃打よげ予定3及び
大!Ill行士t平感28年皐月頃打上げ予定3に対して、』SS昼間漕穫に向けたJllll車ぴ健t量曹喧董~－.
⑤ 野口．吉Ill.量出．金持6J晴行士の盛儀緯持向上旬BAぴ日常健康管理査実施．

I. 2 (2）有人宇宙置・°7D'f’ム

勉自民；

(1）日本人句のISSコマンずー留任
若田宇宙費量行士のISSコマンヲt－；・39次錯長）f;t佳弘理問宇宙実行
士のリーダーシッブ．チーム行自健カ等の高い資質に却え.emの有
人宇宙鐙舗の水.とその，tlllに対する園際的信磁の竃で晶~.ζれら
1ssttili1::•.111t.l!U•l.t:li術噂の嘗視は．縛患の有人牢’活動！＝
貸するだけでな〈．亀止の篠衝の免慮や墾が薗の著い世代の特鍾や
自信．患が留のt4牢獄絹先a固とLての位置づけの純情にもMt(する
ものである．
コマンダー就任に闘してli.NHKスペシャルで特鑓が姐宮れ．ケネディ
駐日大使がツイッ？－。フ啄ロワーとなるなどの注目華鏡めた．

(2）奪回宇宙舟行士のロポット7ームII作による島外活勘支温
艶制御書長ポンプ史観の船外撞勘（~の支狸に砲しては、麺鹿の高い

例制

ロポットアーム組作の碕実な，E・tEVI>.・ヲ凡戸．地上寮伐との効集約 •t1••<111AJ軍特，.回.・.，.，士聾ロボット ロポヲトアーム岨仰ー
な遠目＇·きめ細かいEν~IIについてNA以肉外から高い稗・司E得た・ ？ーム骨傘鍵巴血管．飴制・Eポンプ差宜慢を宜担 問看・.圃踊骨士
《若田宇宙費量行士は．遁量の宇宙.行司SS）！訟の愈裏なロポット
アーム像作壬行い.N必A宇宙飛行士ロボットアーム機仰の敏曾董
掻めている．ロポットアーム楓作で着回宇宙策行士の有に幽るもの
はおらず．周囲Eの高い修理仰寝苦計画するニとを可愉としている．｝

(3）欧州宇宙償鍋（ESA）地上智制襲員に対するJEM錦繍
園内外の宇宙織行士に対してJEM/HTVの副績を寓い品質で織続的に
倹供することにより、JEM/HTVの安定かつ密実な逼用や穫が由の園
際的信頼の蝿持につなげた．
JEMlll続インストラヲ曹のインストラヲシヨン銭衡の高さは園．”にも卸
値されてお唱、ESAからの，m量受けて.E銑の亀主管制畏AJW網
.インストラヲ曹のE量術交ft・鈎r:.JEMの蓮Jlli岡信壷婁.IIした．

I. 2. (2】靖人字宙活動？＇D'f，ム
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I (b)J制の利岡 」
｜酬の利用組問削刷用酬のJUMJll
．必MIQ肉·I!外11•実且tUlの鋼’E

.・：
(1】史生晶の宇宙利向
。鰻直径底叫カメラ
JEM制何Vの聞発・適用で崎。た貸金鑓備や民生晶の偏重E化筏衡により．民主用の組高
l!皮叫泊メラ華同v~号砲でn.tげ、’血道止軍用董鱒鎗．
NHJ(と共闘で.7イソンUil'含む世界初l:fJる寧宙で明高館像度動画蝿島•＝戚執した．
③蛍光阪叡飢
民生品の債先顕微鏡をHTV4号憾で抑止げ．臥道上選用音調姶．『メザカ骨代鮒実..』
で、世界で初めて!t曹た曹輩、苧宙におけるII骨・遺骨担砲や関連遺伝干の主体肉での活
性化や崎間変化を総掴1=tt•した．

。＇）JEM船内実WI置の問先
①小齢泊飼育績置
人エ震力li.JJlt.正ど他国にないtUl＜・1）華道かし、創東軍事の11’Ill＝”がる成.の銅山、
‘乳頭の宇宙liitt1S•t1JのトップザイZンスの実現を目指す．平鹿27年底打土げ予定．
②E，亀浮遊炉
伝事体治、ら，w体．事た低温から.温草で帽広くデー哲也需を可健とする他国に指い特徴
｛寝泊菅沼曲、l..t百舗網創厳司Fの..に寝がる飽果創出及び民鋼企取の，釦董目指す．
lfM-lt~で打上げ予定．

a，」A臥か也槍鯛胃．．骨．量包

崎週土量舟量膏｛人::i::aカ竃瞳』 . . 0 

M量マウス骨・m偶宵 . 0 0 

｜量四瞳 ぉ 0 0 

Tj両扇扇扇面E証語両専珂鳳・
NASNJ.＂，農民肉 rt.l:R・耳目・l>Ofllll・－
司ロシ？の鍵冒ri・AJ:I・11111~.

!. 2. (2）有人＂＇・活動ブロずラム

。l)JEM,G外ミγンヨン・sの鯛集
。鉛外踊a11付値情（E削AMI

小動~－商僧霞

ダ以

llll!U：・帥，ラでBl.I:アィ・ノンua

｜｝ト
量先I'll•餓でa却した，'11，白骨掴舗

例制

JEMの:Z:.7白'lヲとロポTィヲス膏”llll.. 宇宙歳行士の鉛舛活~f.tl.1二’般の平副則材斜:tl(l)字町環境”1主査取得ずるシス予ム膏ISSで初的
て鍋鑓した．民周企;tの’卸i:a••争力自主化への民訟を自信す.1~•吾平峰26・Ulに狩ちょげ予定．また2号舗の厳遣に舗亭した．
~axヰルギー電干・ガンマllU•a<c札rn
高エネルギー需の分解健に優れるなど健Zl::tiい盆鍵によ仏現在朱解明の高エネルギー4宇宙組の加速・伝福のメカニズムの解明や．傭鳳
絢貨がilU院と考えられる•x串ルギ－11l干の観測による暗a鞠貨の定体解明聖目指す.Hl\兵器号砲で打土げ予定．
効果：
(1)民生晶署員l岡によるJE＇－＇利用の艦大
小笠・高白血肉bで低価格の民生品や.先虫闘の也止銀鱗苦慮瓢聞のうちに敏道よ実践に適用で曹るようになり‘JEM*ll大圏直”閉する象件E’Eえた．
館高S皮~K:IJJラや曾先・a・tiど！EM錨鼠民主主品について. NASAなど国陽パートサ」からも使用希鑓由C寄せられている．
(2）小聖書物実験髄置を通じた田陣凶力の徳大

JJ>;XA’i、動1司副宵旋盤は．地主で広〈研究に使用創1ている才スマヲス＠個別飼育曹司健とし．遭心力によ'J!lカ壱lllYl.~Rヵ，~·O)比般実ratする
ことがで曹る憎興初の・則的~システムで.ISS計画多加の国際パートナーが注目している.NASA. FSAから．共同実砲の実施、サンプル共有・に
ついて強い鯛心が司医されてお札JSS全体としての生命科学研究成果創出に肉付‘図IHI力について銅gを温めている．

(3）.，電浮遵炉奮通じた民間恥l聞の~文
”電3車道炉に闘し．民間企禽晶、ら単調体材”の寓蝕能itを目指Lたi由』己犠置（£皇制実住用｝による撚蜘怯取得の聾I聞があり、デーヲ取得総駿を
行ったところ企＆bllUI縛する鱒県華僑た．今後の池上厳置での追加鼠.Q及び将来的な軌道上実肢の実施について銅聾している．
{4}E措-!AM別問華通じた寧宙・.実肢の偉大
Ext叫Mの利用公胃1＝艮鯛企息2件、文字1件の応sーがあった．実u・・中の3つの利帰予ーマfアンテナ材制実騒．ソーラーtイル材羽曳蛾．
有包泊・償金簡の宇宙191:11::竿宙・·•生鎗の編集】を含め．宇宙llA賓般の＝ーズが広大した．

I. 2. (2）有人宇・彊鋤プロタ’ム

船外111.an付組織
（＆刷M)

高

ii 
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〈ごご〉叫1.A（ロシ7・醐•IT.t:lfl
くこ了で：：：：：＞ Al.IS＇酬 2011・Iliff

Fumi-Ul(量11.H刷耳打止げ』

I 10 100 1.0曲 10.0I国

エネルギー笥圏（Gt!叫

園1itlエネルギー輔の分銅胞に61れたCALET 

必糊

－．正M利用突破のIll儲．軌道上実織の実施
• ISSil周組院を量けて飯倉した申長則剥剛シナリオl*Aづ曹..I:‘·J•＜の随畏創出に聾がる利岡It・のmt
・生命制学分野、宇宙医学分野直び銅賞ね学分野の．織的研’Eの鎗造.~ンパヲ，.. ！晶生fit'fの有箪分野への..化．釜ぴに置界的な碩突戚
鍵をよげてい晶践が固有車kQ)研究鎗周や．大’．申量唱よどの＝量~＝子ィとの領広い量飾品Jilftl::J:‘..EM制m戚鳳由創出

察側：
れ｝駄遣よ，..ti)実‘

·~幽初予定していた初件の実•·U'ff宜τ実飽した．事た平威2喧年4.lli'も鉄道土実－予定しτいた1fH筋骨槽蚕・へのハJフ
リツド’L舗法の偽畢｝走”・して3Aから’UH鋼備した．

.，..，.，，の・侠劃賓•2

.，，..咽，，，..姐.. 
・直鎚民・量皿・・的$．蝕創
．．． 
·••o:•泊．個J’b：.；（ム
·•・o・•1:・小．．． 
－・暢O:!ilh•rt~，ずサル臨書
．・・OJ•HtlOOaJJと圃揖
l!<n.号ン

。｝有館分mへのR点化

品Bl•llM置副’R
－嗣竃・llU剣，の
司箆宜主そti)拘置
・曹ほう鎗向の事．強制
位計圃
・litt・E・－，、ti)，、ィヲ
・Jて，~"DIJI量骨量畢

ー＿，.，I岨・・・固哩・・・・・・・， CO::L.:... ‘ II••＂＂＂＂＇＂陸軍司直F盟国・圃
·•＆・4’ンバタ冒・・
as:aa11 
-II，鯛陣舗賓Q
”臨調書置’..雌

－＊宙e使ヲ主a・耳障a・・
晶組.illll圃町田’E
·•＇－！.事事陣結晶曜晶篭’F
＂＇白幡 Ill
・::r-a，ンパクIt寄伺いt
集臥必属It
－マ，ンヨニ甑I)斑i!llJJh
；.＞（ム同僚咽

・II小121'11..ILI出I’R国
ペトナム司師側岨F
・量買XU買体観圃（M叫帥
•4K岨恒温・鴎式市喧・伺
峰帽.，-10帽ISl.t札ES)
・平関鴎埴n胴t馳o... 鳴門
t・4，ー司｝
・腫外，w，，、.，.岨
lMCE)(Wーマ』

・曹ほうロポッ与
ブロジ＂＇ヲト
｛酬曲。｝

事・GHlO>””＜•1J、箆力．宇宙放射鎗．閉鎖沼繍lb'.与えるa;ir.:的ll遺伝子•A<Iピジ工事予のス賓Jl!O>知県...に肉lft.U，拡.JEM
OJ .. l則~··にした．先舗情実組事事や畏可聞と個持同情，tU?C. 軍2・a包ゃa1L11<1•n強也ζ剣1e取り鈎IJt・化し主．
。） JEN利ll!ltEの績を

公的組関との遁鼠や．民問珂.ll!O健夫を目指し.JEM拘，m・E虫~した．こ札に轟づ曹．国の喰··~•lllJtへの組内込みや．民司企
*""Cl)il.寄温めが．
(4) JEM利”の・ー・・入促.

ζt\sでr~ii寺』藍利岡した二~－い．女学Jlぴ企’E’に対Lて．’Itる利用陽線参入(UAQため．寄金寓寧:aぴ安量lalt•銅壷曹kめ
t:!1£"4ベイロート安全’E耳障鑓t量書Ji-作成ーた．

I. 2. l剖衡人，·~勘7ログヲム

併且A

(5）商品質骨ンパヲ飼陥晶~~－蟻篠宮綱シリーズ品開始
。 2量点事ーゲットのt量定：’~1鯛シリーズの6闘の翼電車を通じ． 『鎗‘晶質向上E車暢J董量得l.t：・’~2織シリーズでIt.同銀婿により慮集ti白書q瞬
得され晶『水樺怯’ンパヲ貨Jと『ー聞貫通霊ll~’J，句民』世na~’ーゲyトとL‘早期鹿泉創出が鋼”で曹岳民闇企＆t.l.<I志良鋼企震と温悔
のあるユーザの干ーマf..釣に進めた.ll怠B鍵Iiは.JST等の．先鋪碩実プロジx?H::ll遣した予ーマtエネルギ－!tll.前禽を伺いと
有用綿貫生直司F】をa.A的に温めた．
②企・＝ーズへの錦応・ft'.産集化畠《期待で曹基金霊団体（B；庫銀置u:at畠金・）.・期金集とめ緊密・具体的な対昆董温じ『企，.：.－ズ』OJI草
鯛E絶値L.t：.事官＝．『金•＝－ーズ』1こ適合Lt：『高畠質鎗・生娘！Hiやプロセ2』董．企•＝ト~ルサ－－：：・1パッケージとして復供した．
③良則量..，，.入車’a化鎗街ザポート申書皇位、鋪財・＆＼いTめZ禽fJど.J:V，め舗やか怠ユーザ支I量豊寓‘L；ト.l’r’...符拘Ill（・偏〉
を匁入Lた．

•A冒今〉パワ雷同品<F1t•n前2111シhーズの位”づIt

置••＜却骨局面u•”

・ 文学園間判的制IUIUlJ:J:札制•n畠 ’ i
1.・R骨三・~I)姐帽聞a・tll・－ 掴且

• r.7llUよ骨帽阜、tlU.. aカ下』剖も庫品質骨 圃凪
信au係金鼠で忠雄止でUll，で’信念、。，z・闘車圃.，
4ルパタ阿国，a・4ル，I？置制傾柚化合梅白” 四冒川
省担聞が嗣帽ι骨t•O嗣tt••＊＂ータ田恒4・e胃 1・E
睡とす品値附fll帽． .. 

1・ G!i;r.~07.，－の制e11e.・－踊組問怖の寸
回’tc凪泊費植による’宜也司’•le且Qフ皐－；；（，、 ， 
＠移行l’の唖畢f創出．

は，

I. 2. (2）有人宇宙彊寓7ロザラム

主車製辺＝
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幼蟻：
持以

(1）”~ft鮪..&.b会等に漬及効畢華AlますJEN利用llt!lの創出
。，ンパヲ賓館晶霊園E 薄利慢縮化合拘のE骨量＋への院伺欄（111化軍陣哩~J!Tl

・これ草で鉱．＠晶貨が：！！＜鑓盈決定がa・，，ラt-慨がん剣
司聞t重量E止底瓜長由子（EGf)受容俸のs・IOI・の生時量に
戚枕し.＋れ在使。た立体栂造解舗の繍，1£もとに直冊目〆カ
エズムを世界で初めて解明し.II也J2EGF’S体にも有~
(I'”たIJ慨がん鋼電量繍街”が先史占れと．

・Ifヲ，－，ヲ”がん嗣4圃晶‘イレッサ】に制怯を神宮
（］~ー よ息民.HI干（（Gllll）豊富停の綱量査持a;隆且7Aで
事＼‘J'’／：）；.、 ”’ti..嗣豊富障の凪がん，m也劫：.；弘幸世界「E

②司師貧純増E

＼ 『曇坦•co白n 掴めて解明Lた.ua阜での暗3lで邑分解偉が亭＋卦
~~· t刷崎重刷・t.t.... tt.=O>Alll止加叩喝
事噌:rs・v • J：抱‘畢nr:.1

.f宇宙E使った単調体単碕‘圭厩篠街08JlJで．縛車の
高遭低綱貴電力半母体として甥縛される夫監シリヨンゲル
マ＝ウムA復の製造につな古も実餓デー智正.た．ζのff.
••：、」。もmalofC叩・statGro制h!:tl・縄臨書れた．

A 耳rニ，乙 : . ＇彦楓遁．周‘‘，旨，‘＿...，，.＿；えク．，『三z，グtヨシぜa‘， 
鍔争？ご虫ぬ円ル｝，ヰ
P電，．忌•W •包 恒，‘e一圃’l:l,.． 

• t•••m手Cfl'd•nul6'－噛，..，.， 白岡~量晶
ι・・白鶴居に置彊骨量llltl!ぅ，ニ，，e，貨

(2）固の生命制学・虚字分野の験晦·•先箱研質問の傾h~.~企集との遭惚n温贋
これまでの細見をもとにした高品質な9ン，＜？Sl納品畜生尿で曹るといったJEMの強みを活かした利m戚銀の，＆と企譲ニーズへの討広量
値化問こと怜仲間資金苦制量的に治用す晶ζとで．隼鹿』十圃＂＇＇幌奮起えて回＠生命u学・医学分野＠設喝·•先鏑QJ!への舗轟込みや．
民間企.との遥白書tj'(J殴した．
ω宇宙即位小重力を老化の創造血喰に仕立てたrt・筒減少Jtlli!CIJ研究観点の!ill
・文也U掌省のreα・TC＆鋭的イノベ－~..ン創出プロヴ号ムトライアル1』に.la天堂大牢.（I約円怠創作iiT.（削エッピ.JAJIA由『申tl!Jf
．査のiiす医窃イJベーシaンー微小SltJと平術置竿の成泉をti会に圭かし人々に厳!Jll-Jが限訳された．宇宙医学と地上の低学、スポー
ツ科？の蔓櫛により．車自信に仰い虫われた也鎗芭lll'Jll!すための研究を側愉した．
・却Illや有人侵査における・・箇撮舎のa・1：対応するため．策筆太宰を中むとした8・•Oil京大、：ua文‘哩化学窃究所等｝による共同
観実体舗を偶’Eし、マウA’E用いた量RaD骨...的温伝子免衷解...の研究壷開附した．
③ISSの伺111:1111干の『免宣伝下sllSf・...に&llτ吾a.v企祭主＠遣隊
・宇宙照行士の包嵐官理箆絢への応lllf白梅す理化字画間前と＠共同研究宇宙a暗証Zお時金庫伯肉IJJAO)］.トレス応書メカニズム鰐明』
に加え.<tま》ヤヲ品トkの尖周楊実『館館・小園力団留置下こおけるヲロバイオSィヲ互の包舗樋胞による’l•・鎗且びa向JilaにAl雪す!:fall
の倹射JI二JJ手した．固と良mのu零碩ltll>綿’u••により．宇宙海軍Eへの遮用量.ぇτ． 宇宙冨掌研’ti通じて・!l長舟紅会に買隠する温
筒甚官官主．

③r高品質9）／（？貫錨・J~膚鍵iat1.•1：：‘づq青たtill•晶創出奮白指した昆間組員企aとの遭.
・高品慣習ンパヲ貿結局金属実蛾のilM!lllに”する有用怯を実証し、’•2綱シリーズιり.u鍾.企a2主主田舎入量得！＝·肯償問鹿島町＝
よる創Ii研究プラットフかームとしての利用の可能健£：~1..t:o.
・平戚26年9月四実餓偏禽量級定した，u圏実腹公Dの結集.2"コの民側企aとの民間切実質約董・”した．民間企.の，入により早期に
..  ：：つながる~患の創出に道筋をつけた．

I • （剖有人宇宙苦闘プログヲム

－宇宙u，阜ぴltE重IUI分野.！：CD111掴的指遭割削＝よる.JEM鎗叫純mの捌筒
．隠Sからの温小型艦星の自lllS・による隆司自寝屋料開の促進

実績：
(1】’R”の量実X・支信組劃
①量支xa天体llllCMAXllにより金支モ~~-G.llE健民L.t=.
~d剥ヂ－'J的自・週繍処橿シλ予ム董・・し．突発天体耳障S遺組メ リ〉夕、＇）~ト仏πlll~2骨．ガンマ鰻パースト竃繍ネットヲー？
｛郎防に併の遭織牽制した．

121 n信事事サヲ呈リ：楓リム蝕削サツJ’（SMILES）田データ利鱈

~刷

① ll矧竃聞として冷•HIの罰舷E儲鰻L.. ジュール・トムソンF’llttの3和銀ガスと庄，..の飽情変化デー舎を奮翻した．樋低温冷llll。鐙‘
子ーヲltASTRO-HやSPICAプロジx？トの冷am開発｛信組健陶」E・.，命t:)I：：活かされτいる．

③文気鎗射ザヲミリヨ·~ベ守トルの.，.~鉱新壷進め．碩受コミi.＝.幸ィの向島．ー餓E’JUUーけ1：：も宇一事録供寄禽庖L在．文民干－9僻栃伺
結果、成層圏オゾンの自麓化｛ー自の時畑得による変化｝を倹出．長期昆娩’llblllllする際．銀穂子~(l)llJIJlfM，董~·する＆•が
島るこk幸先見.J。urn刷。！G・叩hy・lea!R・S回 rch誌に縄叙された2付0・・Xで，lBl..た．

(3ゆ JEMからlit’~況華組測
平成25年711.JSS’肱1111(11....米Cl. ロシア、欧州、hナダ)l;l ， 『圃陶拠’宇ヤ－~』はどの持組内を量Ileて．園隈m・~llfh昔ことを竃富．
平鼠25年•JJ.!:11月のフィリピンの＂ホ’E’lこ織し.11•1孟『センチネル・アジアJの怜繍みを過じて、民生船外周ハイピジョンピデオカメ’シス干
ム（C。T宮崎・TV・聞の・・を盗伐した．
(4）組小型使昆鎗出惚隅（J-SSOO)il＇ら組小慰衛星聾陸自

II鳴の細小型鮒』帥出・・（J-SSOD告を割問してJEiiから組小慰衛星4樋｛ベトナム側息セン9ー／薫京大学／｛紙lJHIX7ロ；~.-tース訟の1
lll . 楽NM曹園長栓ノ”酬.s－倶捻；(7)2・.NI.SAXイムズ研究-tr：..タ-a>1•＞を鎗出Lた．
｛的鎗舛活闘（EVA』支aロポヲト実包実.健x、』1)(-!i慮24年7周にHn/3骨11：：よ附よ11）を，n

－・”の研究・~＊飢と温悔し．世界初と：；晶、宇宙飴外での，•stロ，事ットアームと干ザー菅用いたE世ツト移聡It鱗量•11した．

~畢：
(1) MAKIによる天文寧・実像絢II竿の発息
。．時Stlft初期骨『此の3l』がもの敏噂開先，llll!lf'慮患が......帽向綱相円惜1111~縄霞された.IUI!から予調書れる白色鰻昆舟ltlll
＇~：従来の置泊予測置組えるため．広〈天文学二髭’E与えた．
② Hンマ..バーストとして』U也E車重f’（U信光尊】で発生した巨人(j.ガンマ姐O?IUI圏直患が‘色町曜t:J=I畠＆＜！れた.!!I・院なガン守aa
’tモ干ルに民間量鎗げかける飢創で．これまでの理泊を．す衛たな細見董与えた．

(2) ISSIこよる災曹RU利用の忠夫
。平lt25年S周のフィリピン浪ホ災事においτ‘彼！JH量のマニ号活”は．交で，，，.，，併が．”。作肢の持衝である働ilillll<J~より．捻の．”
返しを蛾測L、守ユラ&Ill情に銚ホ地織の情絡を健供した．

②早成，s•刊舟のフィリピ：，，~車ll111においては．岨E州防災人道~II回盤セシー－aぴフィリピン気..，，.等に随峨とホ旬ttattで曹晶．
llデー曹をa供した．

1.2 （幻有人司F・z・＇；／O＇，”ム
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必糊

(3)JEMの利用価値の健太
JEMのエアロツ？とロポットアームを利用し荒涼刷、盤情』Eの敏出星ツションが定着した．ベトナム011小包衛星在吉む合計31敏弘lEt.1から敏泊さ
れ.ISS全体＠価値と目本＠ブレゼ；J],Q)向上に~げ止．従来の大盤ロケット等で打ち上げられる旭小型衛星に比ベて．打上げの‘’島負荷などを
紐和で曹るもので．日本が樋濃・実包Lた『ISSに輸送. aw.•在な鼠出』による鱒星飢適役入It.Iii・的に斬r：な打土げs・,I:，倫星の周
’tE量衡の，m方lU創幽した．

（•）田本のロポットアーム僅僑．予ザー箆舗の先.に買.
REX.Jの飯衡は.XI'.!摘通績の周留を自在に穆1111... 文II鍋遭也の組立・保守豊行うロボットfこ応用育館， R~.Jによる世界初のロポット篠
舗の宇宙実昆は．日本．館学会の平成25年II字曾ヱ司~·門ー般豪臨『スペースフロン手ィアJf受賞した．｛イブシロンと合同受賞｝

卜丹市ヨの帽の利益にかなうJ制の利用侮による聞闘力の幽

実績：
(1)JEMからのベかナム岨小包術u出

ベトナム衛星センヲー／京京大学／（棒）I”l:J:7ロスベース!.tbl持回開発した紐小型衛星•p闘訓D市gon「膏ISSから放出Lた．
(2）ぬb争《BCイ三シア予ィヲ（7ジ7絶峨のJEM利用の促温寄目的とし.APRSAF宇宙D織利用帆IOの下．平成24年度より開始．】
①鏑納成長銀積地上何冊繍IHIU量（SSAF2013）藍実‘1...嶋よ対慣寅肢に.8ヶ圃tィニボネシア、9イ．マレーシア、フィリピン．ベトナム．
オーストラリア．ユaージーランド.B*l.1，羽也事臥」kの学生‘.員が魯加した．
②軌道止で．若田宇宙織行士品川制・TryZ制G・公am•a実鳳デモンストレーシヨンとLて．オース円リ71:::マトシア＠子ーマ僚とスト
ローを使った毛.......簡を＠：I重させるべ）＼，：；｛ーイの’E・に車置する実tt等】を実箪Lた．

効泉：
tηベトナムの温小笠術皇陵凶•p，岨Or時開．壷JEMから肱幽Lた幡援を餐吋．マレーシアが組小型衛.師側先に関心豊有Lている．書イ、イシド＊
シアは既にft針・間”を舗愉している．
(2) II栂主催のSSAFのノウハウを利用し、マレーシア国立宇宙局仏NG凡ASA）が自白で4且干成島観寓2ン宇スドMASS2013＇・奮闘傭L、39,00。
唱が0111.このことは．マレーシ7(ANG胤SA）の宇宙珊蜘j聞の使道や宇宙敏宵計画音後肌1...開聞の観日ムードを寓めるζとにも貫献し
た．なお、マレ－＇-i辺孟JEMにお凶i:>1U恩ダ；／／t2fl実E姐盆臓を倹討中．

陥蜘.－ABCワーヲショッブ’ベトナム
I. 2. (2】有人牢・量動？0'1’ム

ベトナムの紐小型衛星鰍出

例制

イ．宇宙ス子ーシヨン纏給慣例刊｝の遣問
隠S共通シス手ムii用錨賓の畿が園の分担麗務に相応する鋤n車ぴJEM遭用・剥聞に必要な鏑貨を置E’Wl::tt送・‘給することを目的として．以下
を安全・活実に行う．

卜附時慢の伯尚llillll

.繍：
HTV‘号lll孟.SJl•BO>IT上げがι9.117自由大’119再Jal入車での368聞‘裏京古れた念ミッシヨシを突進した．
(1) tt・されたすべての絢貨の繍鎗｛鮒肉絢資3.9トン‘船外物資1.6トン｝．盆ぴにISS不要観貨の縄翼｛船内納)c12.7トン司船外鍋提1トン｝膏溜戚．
指~Ulの生活納賞、実峨峨置の他、 ISSシス子ム繍用品．大盤の飲料水（4800等、応Sの純拘・還期に不可欠俗物資を盛実に愉巡した．
(2) ISSから分....践したHTV4号taを縛突入させ、あらかじめ級li!l.た活水予定蟻肉に安全に海上回lilt.た．
(3）こうのとり4号慢の打よ・ドッキング・鍋遣について、安全密萱苦行い、安全審査での11衝が何.t.11軍でに
企て処置され．確実な主ッシ・ンの遺感に寄与した．

鎗果：
｛市｝砲実~Ii資険差の亀績による SSの安定した重用への寅蔵およびISSプログラムでの賓が箇のプレゼンスの
組拘・向上
①続骨組から4極通銭で定時’Ut・定時到着を温黛
時間.Ill位で管理されるISS作震計画に支障を曹たすことな〈円滑な補給竃用査実現した．
また．打土げJill！による紐貨の噌加（18あたり敏干万内線Illを防いt:.

~障が国の盛術カの高さの昆となる安定した軍用は、国隠共同パートナーからのさらなる信組Hl得．
(2）ユーザの刺便健向上と舗網蛾退JI困への義敏な対応の!1111.および鮪鰻JEMユーザ礎得の可術性豊創出
①打よげ直前に繕aで曹晶貨絢のll大質量（~号値比2.5倍）・サイズ｛閃約2値】を増加した．

｛般大賞• ：20lcg..初旬．サイズ：50x43x5侃m司関崎1泌4an)
搭億個数｛打土げ叩目前に80・ト掻終繕鍍可陸時期｛打上げS目前｝とともに世界畳高水車の利便住．

｛朱国ドラゴン・打よ1110目前叩凪栄置シグナス闘1••.欧州ATV：量車豊富殴打土げ3遭間前｝
②‘ーの文型節外句資鎗遂事E置でおる長所笹生かし－ ·~•1：：て舗舛，l•・Sの廃棄E初めて’iri・
HTVでなけすUまでーない草ツシ，ン吾退行．今後のJEM節外貨厳ブラヲトフrームの鋤昼前塞周に寄与．
③乱市ボッヲスにて実眼鼠”等量低温車線下でISSI：：蛤遂で曹ることを実包
続たな実厳ミッシヨンによる』a.cの利用を箆文した．

I. 2. (2）有人平・~I国プログラム
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”刊4骨11osstae~栂｝

｜ 乍｜
再突入闘の隠Sから由鼻，IUI

(iE.llf.I予a聞により・B司憶とfl？~）



。｝縛奈の宇宙肱附の’tJll：：貸する践術ヂ~1:1!得および篠備の飛行実包織金回帰依
①再突λデ~計測
＂突入.，ー曹司 !la’E置による鐙術子ー...，取持に加え.ISSからの光学観測によるllClヂー習を取得した．

役XA

大’E・m突入”におt可、これまで也安全の柚に広〈亀上落下分散恥股定し司、刷、磁塩高置の，ltlデー曹を取締l,~ことで絶よ落下分散
騒のS量り込みに聖書げ;;nる見込hで畠る．乙の実績子－91草、宇宙慢の再突入鉱悔の向上という”で宇宙ゴミの低鍍に寄与する．
＠・体.面電位計縦
．体.画1：電位計測センサ董続t~t＝倍眠L.ISS係官前後のHlV護国電位変化.HTV•薗電位の脳外活動寄へ
の.，＿...，取得を実施.11.車止大星観遺物の.涯・保留に伴う電位寵化情帽デ＿...，の取得は世界切であり.f量術的
回心£1脅し．デ＿...，”舗や今後の計S:!l討にて信S霊的に情糧支検査実績Lた．

(4) Gll8悦E童書事化のtiり組h
。~·から太陽電逮パホル敏敏0>1Wllll査実現．
③－・a積仰療の省略寄により.HTV3号鰻からm・E個fJ寒の9日間短縄を温戚した．
③JEM逼用保舗との週自由によLJ.ISSとの錨音期閣における軍用体制董領周寧で崎小【141隊創｝．

(5）米・毘周陪S補給樋『シグナス』初号．の震~に貢鼠
『シグナス』It.昨•e-10月にtmll.本隼1-2.11に竃用1号債の打上げ・連用牽いずれも•0. ロポットア－.IJ：~岬槌値された
本繍鎗・はHTVで鯖’U.t=ISS近世睡での通信シス宇ムをlllllt..てお‘~－11•••を陽銀している自由． .周直航路禍給•＇シタナス』
』SSと骨組合およびISSから0).鹿嶋には＂＂＇以かもの霊長鍵鈎により書用主姐豊実憶し．成功に大宮＜a•した．

・ 附V5~11以腸の樋体の製作及び打よげ用枠-cs ロケヲトの準舗盆ぴに衛費の繕.，三肉けた..

実a
ISS金体の泊貨織選E十・＇.！：DI盤苦闘りつつ...作.膏寅!lL：た．
(1）平成26隼度以降の打上げおよび軍用に向け‘針・通りHτVS,6司自由ゆ図作を!IUl

より一層の~事化に向け．太陽電逮パネルの更なる削量産．射場箆．作llのよりー鯖の筒．化簿のIllり姐みUI値．
(2）打上11鎗iiサービス鍵約l:•t..HTVS,6号11111刷18ロケットの舗遣を実’E
(3) .. j!!の婦般に向けた銅盤
(])I園内貨抱Ii.HTVS号憧ではユーザ軒順位の向ょとして打よげ直前に樋魅する貧舗の制血血量のさらなる鰻相
(50kg・7似Q）や貨物への電力候鎗榎径の付加等を行うこととした．
~幽外貨物lよHlV5骨側主糊SA実感般審nt.」以A実蛾1a•nt正’配送する肘・とした．。HV5,6号憾でも．将来に有益な筏術子一曹を取締する追加実感を賓館することで割問した．
(4）沼周管制隊員の街人官成および実竃用に向けた跡！”を実施

鋤操：
(1）富十回的な峨体調遣を継続することにより．宇宙開発倒遺像情鰻溜企織の..宵戚に貨献した．

I. 2. t幻省入手・E副プロずラム

[1抑制明人宇宙活勘

IJ..IJlf.モジュール

穐Jl'e~~ール

附V古号．躯量松浪

必制

岡l>U量＋圃E・E・Ill:ltll!IAカ査前鑓として実路される有人宇宙活勘について．外史・安企信11.A!ll~盤の純鱒及び..餓争力のE量化、制学
鐘街寄の峨々な側面から行われる取締の倹討にIAカする．

a・也カ壷llltとして実鑑される有人牟宙活也について．外受・安全保障、··~鍾の”締Aぴ塵...争力の強化．将司障健備容の繍々伝側面か
ら行われる政府の横討に也カする．

(1）’t回国思宇宙律牽フf弓ム｛陪EF)I：向げた支盛
賓館：
① 14の宇宙Ill!置で編成される11:•宇宙痩査晦自由グループ(ISECG』において.II構が仰院を主思したE館宇宙僚査ロードマップ（GERIや字
.，.萱由低金約便益＝ついて‘これら岬考え方・肉容量政府I二阻明L.・解世俗た．
② ISEFI：向けての国内作家としては、宇宙膿崎重との怠見交.を除草えつつ.ISSでの釦奥をもとに日本としての圃鳳宇宙ti歪査実行するt
aやIi術賓待シナリオのII.寮をまとめることで訟腐の組鈴に凶カした．

童書集z
① GERがISEFIこ，却しとおOJ:!ll"·復”に綜倍され、GER董支縛することが万ーラι・廿~＞－広明宗主札ξ．
②阻ECGOJ館長£ta織が窃めZとこと、車~.r•2圃 lllll宇宙絞査対ー’ムJO>l:他国とSることで.I宮S計画Eにお付轟~Jlr.i活in含め．日本由宇宙
嗣先におけるブレゼンスを＃111各国に示すζとができな．

I. 2. (2）有人宇宙量凪プロザラム
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t!儒
年鹿針置でS量定した象務藍金τ，E飽し、申糊齢闘の適応こ肉付順調に値!Jじても喝．吏I=. 以可＜Q)~釘？.II'底肘田甚之困るlint:

成’Ifあ1化

平成25年度は自本実肢がHう』ほMX02・111113159遭健軍用払『こ筑此ヨ』｛問V>.tt•によ柑実Z川崎・賃値遣によヲ、園
．宇宙ス子－~；，（聡S）制面にお付る日本の貴濁量質実に泉Eすことでa，釣電極鋼関係壬強化するεl:t.C.Jll.'t・ス鳳利用する
晶体k飽力葺・1るこkで皇僧量•t、らの湖周事賃tJ•ac~.芋昌実績首鼠τ＠とおI).

(.1刷。遭淘・鞠周】
・嚢がlilf>有人宇宙関遅鐙舗が••oit土し、 f,i:l:;J..骨量轟糞自．軒±由宝Sヨ守〉事・＜Ill・2・白昼鎧僻いう惨で現れた．
事払字書篠嚢に儀畠霞蟹t，ベル・・樋関崎純骨鳴で轟轟r－，宙糧帯百一号A崎曹三岡ruロ車で観値す轟ことと邑.,fl:
Cl>!..1~軒置に~fl>，耳障盆雪幽白幽ーかしτE圏直前信舗の直宮署去しでL唱．
+JD.Iの逼用・利用＠泊康に停l¥J酬の強骨量温か官.利用方温が明司ιQI).その姐里笹色比骨.-'.tへ由町応讐柚！ti企．
そf>t...年底計画の.定を姐u民間企』•t<Q連盟髭温星~.具体的B事例世以下のとB'>.

・宇宙＠’E小Ithを老化：O)JI連環ti~仕立てE『骨・筋’IE1>Jtl舗の研究鑓a揮の＆•
・隠S晶閉鎖JJUftで司『免tlUlτJt’姐畢’lHl!Fに＆17τ｛＞II則合集との車検. r•品質9ンIIゆ賞結局Jま1i£実－~·町二‘づ〈婦たな医寮＆創出豊百rot..た毘閉a現金’Eとの·~陣
躍とれ・.....咽皐智“置付・直通・M圃幽，..,.. ... i.,g司割怜白土11uo&m~・E桂川幽＂＂d&)o.•回M噌圃r・且＂揖田

舎坦~~·，itη智也，1aa也n&11全信＇°＇＂＇＂，’ft.，，，全I>令位岨L・岨llfO>惜圃~i~＇酎悼，a金竺'.tL.’僧.，円相..ru・l.
・•l't>I盆“u凶睡抽拘留＂＇ft且量~‘

・エF口”と＇Of.ヲトアーム量網み合ね包たJEMOl:J.ヱ－l]ll槽園帥!l!ilf［，~・＇Nl制問芳重の問偶，t置酌”川、園田衝・a飽111:;:.. 
之a与E皐混在世た．平副S揮障に民出し？”’f、信衛，u，圃l:t2fl.'It隼’m!:l!から対IL:掴lie；？せ止．
・小型・寓白血健11'つ低価纏＠民生Aゃ・先絹019よ民生復術E姐悶悶骨うちE駄遣よ!!titに適用でe吾よ切:,Cl),JEMf)澗
矧価値置市«＞e<91~1t. 館高S皮柑氾メ切i.・・岡崎信~.... 't'平．佐織へのCl修符..，完Tl.to:.健•.＆・作鼠が，年
か島轟~·短期化し、 tfiV4号llでD舗道院側に合ね世ーことで．アイソ；，g星＠後J;f;可箆l:~. ）
・路S軍用に支障を与えEいよう128しながら....・”’aの剛温帯宇宙般行主調僅の魯皐’E’Fにより.u.底的l:.JEM

illll峰・寄剛益Lたt平感却隼lflt.OJ圃·~•til・円.JENの志格軍用豊岡健した平尾221J度比＠削減・li9・内》．

(HTV~’.周3
+ H"V句作止If直前Jtta俗蔵盆音更E向上さ猷従来比S舗ID2他＇. KTV4号掴による観賞楢給ミヲション量実遣し~.
・ :1'気巴再突入鱒E、ζ九まで邑費量Q)~胞に広〈地よ膚下分陰峨雪組~vn企N、破IHlll也実飢7 ’e”と鏑街。絡県、
‘土竃下分酬を級位帥見過しを・~.

I 2 《•＞有人宇官濁・'1aグ：i.!.

r I.2.(3）宇宙太陽光発電研究開発プログラム

必制

必誕A

申量調断固E・E・，，..が園骨エホルギ－AM見盃しゃ縛車a・z制ル＜（一句集局必裏也に健鼻、...による送受電臨伺帯華申心に研究豊
着実に進める．

財fi!注入竿’シ且子ム”’E絢悶也織との這Illの下で，Ui予定の地上マイヲロ••n伝送実康lこ向けてマイヲロ:aビーム方向制御a・の‘－＊lt
stunさせ、Alltt•IJll帽・鼠&l，、修行する．
草取．レーザー伝.u量調.1-1!績iA緯組立主主’li~！＇Olil突を符う．

実情．
①マイヲロa~－ム方向制御a•について．‘本酎＋を完了させ．さらに平戚2elJ2JIにm書館It~完了した．現在．地上マイヲロ滋電力伝送実
•1－＂＇け、’E作・鉱圏直曹実’＂＂·
鼠’E宅ノパルス方式削車ぴ震予電界ベヲH~回転蕊＂~適用Lたピーム方向制御方式により、ビーム方向制剖繍庇O.Sllrms以下の聾ll!に対
l.. lllltliとLτo.・dtr間以下企場成．
②レーザー伝送峰術4こついてほ..鳴を使用した鉛直方向での伝送実般に向け鏑置をIt作申.;1;11:1禍遭物相立緩衝については.Ill闘トラスII立
llfl:j(ドッキンゲ篠鮒｝のltょ，E蛾に向け後置を』宜伸中．
車1：量電・1：晶6パイロット量圃？ン，ナにてパイロット慣骨0到来古削樋出L.温電，tぉ，ゆら鎗制す畠lltマイヲロ量豊量電錫へ帽吋柑儒
嵩2迅電”。..圃JU•値置＂、品。ずれ苦情Eずる1'・o.量竃島町移帽瞳由也帽量0・掴0111院で’lft書鍾．’E電・で~含慮司~＂O'IVttfl~骨置帽出量調・・t
制帽し穆帽llHI寓する恒伺

効県：
マイヲロ寝耳ぴレーザー1＝.よる地上電力伝送実店主により．舞級進畳電信備の有効性豊総会に示L、イノベーシヨンにつ怠げる．

その他：
申宙a車齢・にて、伺康的宇宙旬偏向用舟司鎗性豊退京する宮つ司プログ’！.6)申の，っ~Lて位置付す．

送電.拘引

地上マイヲロ.電力伝送実・の縄念・ 受電郵

I. 2. (3）.宙定．売量句研東側量フロヲラふ
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J,/KA 

三:i&2J:=LI:指
’II”闘でB量定した，R碕正す4て寅aL..中期計画正週店主に肉付踊鋼に権移している．

伊J-;,;c,事ン Zシタン，.........墨虫色............11&級”R・・

必制

・マイヲロ虫ビーム方向”a・..について轟本段”を完了させ．さらに平lit26年2月に鉱錨t量的壷完了した．鑑畑モ／パル
ス方量E且ぴ密.；.電興ベ＂トル固伝 3圭奇．使L.1・・ピーム方向制御鏑藍について鐙針笛鈴にで自慢（051lrm.lla＂＇の位置＋・
o.•K，間以下量遺鹿した．

・レーザー伝a酬．大型倒遺制立腹筋についても.I畑Eおり献を纏途中．
事慮ll隼阜のマイ？CliUtlレーザーによる亀よ実厳によって鍋鰻送量電t捕の有録性董栓舎に示すことで・＂ピンオつに
よ0••0聖1・.先が賜掬される．

問。修圃 l田時直 It<:UIJ直IH23・置 l ”2•・直 l 同5・E l”甜IJlll 問時宜 ｜同・・血 l 岨・•• I ”却.底 l 同，.底

・婦包s・a・.......＿凶
一
週

一

－包・

一
醐
一

．u
－
－
 

…m
一
．．
 
，．
 

H

凪

一”・
－
－
 

H

嶋
一

－
‘，－ 

－代？？ン・4’ー
ピュ，~）＼，ム肱術

館・凪，．
高値・t且間
揖世代血事．骨．
鈴ftUS鰐

a量1t•a~l\ I ・・骨 I 
’Pムll• I ・・色町i・ I 

a傘鎗射・・.aw.
Ill・m・..〆幽舗“

，．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－・・・・・・・・・－・・・・・・・・・・・・・、
． 、

・・・ー・・・・・・・・・・・・ー・ーーーー－，・、、‘、、、、、、、、、、、・，、、、、、、、、、、、、．‘
レA，ム・i>.11蜘裳U I ‘ 

I 院副~，.....・‘Jl・ .. R’・IUNllllt軍陣 I !MIU.MO'ロ~＇邑タト

')xザー・セーフ
~~・7ピョt：·タス

”圃随・ー圃臨暢
...・，R鈴.. ・寛也 l鑓.....,, 

•it績” I B虫夏

・2・......”a・・u・.llf!JIV • ， 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ ． ． ． ， . ， 
・・・ー・・・・・－－－・・・ーーーーーーーーーーーーーーーー日

。．”日..
:ta！＞，.タト

．”.....、n.. ,, .. u－~盆ltll像・ill•STUa領事；. I 
a・..,. I 

I•..., I叫が1 3官品~.；.. 、鍵Wl!lltU値．

小量・A・4，ス r 
~J』骨個圃値·• I 
，，．，，由主睡聞 l 

<-A'l'J.・~－aa量.. 川 崎｜ 』珊＇;t.UittI.：鶴J lllllfll・PU・ 〉
糊帽｜”21写置｜回2帽 ｜闘s” ｜”2‘棺 I112 

I I t’｝眠割’~量に置轟ltL.た扇宜a尭I. 2. (J)申盲.....岨，t’e竃咽寓聞甥1ロヲヲム

1.3.( 1）環境と安全に重点化した研究開発

中期制自Eli!・t•t・ ‘に2•する4鐙釣t.l宇宙航空紘衝に開園する碩究開feを績遣するとともに．鼠織と安全に闘通ずる研究開発へのD点化
£•め~’·＝~，ても、，E鏑的...，的＂＂も舟に更に純化した研究開島董行う．

~llHHlll!l・E・JI :c.ンジシ0高羽寧晶、現汚.aぴ次世代骨鉱2・a低騒音化•t11:11.lUill~愉知．舟肉止．について、喪民民sttflf通じ
て底思量あ116.具体聞には．
【・｝次官代7アン・，ーゼンシス今ムlltl
(bl~憧代，a客仰の＠体・・‘Jl緩衝
【。ウzザー・セーフティ・アピ才＝クスa:締
．，について’UWJU:申心とした碩究銅像圭進める．
1!1:. !IUMに~I曹駿曹．
(di健νーッタブーム1Ut’E念安値（D-$EN。》
｛・l~雄代遭量産システム（OREA嶋｝
1：.‘晶珊史朗’E曹温め．可・t.i眠り早期に成果Eまとめる．
防災対応につも吋臥鋼信組mt積極的に適傷」たニで．包人．後衛司，6’Ut#6111lt”Jt•Uす弘

自費包裏•！針金情魯盆金値二－h 径箪飽.直筆｝
・量リエヮヲヲーム睡齢橿金曹笹J；：畠柑畠校理平取S相周に費量ーした0・促HOllO)l¥’E下鉱厳の織符A＃によ仏鼠..園”が遭庫できEかった.a.111;1.揖
It軍国震刷および同銀方酔傭量豊寓銘.u•• 
・酒嶋適応エンジン舗這亀ii：瞳t同盟など世界的に.mu:lllへ080が‘’E晶＠で．＠車偏傍骨司t’Z似二よる値”・樋が高臨している．エンジンa湘
織!tit.偲世曹化があgiで.，，，、夕、ーン三ン！＞ン事畠冊成員沼周やパイ..fll輔自鱒量噂．峰健周~•lit”11~車崎られτいる．

..体ら次騒世音代信田蟻B闘kS車a今1:1世孟四司自鉱体宣騒”音遜憶盆源｛化鯛＼母l!Jl懐察自さ鍍れ｝崎てい武るに．対こ応のLたJCめ＂~a司ti本恒，：・剥4が己骨也量灯・書~・”しに4討(Iし6τ予J定AXでA島hるe.1111”厩が竃膏むベ刷＝笹帯されるζとか 掴拘が書世られτ弘、る．平慮22阜』二番
Eの公的航空研究聞寛也関によって’量定された面回餓霊園究7it-→ムf現在.t4'1⑥別居’周回について償給書札掴置的抱温11-..0’...みができた．
•JltHUllS!I関連： 量掴ベンチャー金量がsse」0・a化を法定仏事量20埠・周に駒ue’till... 寝間置官遺・の，Ultが附置されている．，品舗は早慮37
’11.u•事館前揮に書留委目指す小担SSτ（N時計画L主塑SST(N+3’t・3白檀量肩車鵬御幸摘量申．早.，..に陪， ICA。<IC•ll問舷lltulll:JlいてI!’遺
ti Otaとする環境鮪~噂が’量定される予定でありJ岨Aも専門司E量規嵐山組側買鼠奮持9ている．
・軍航シス予ム闘轟．車園NulO•，、欧州SCSAAプ。タヲムで棋世tllUU過，－~見守ム伺鹿垂自憎しt明束”’障が縄h同r：：費値され耳、る．圏内Zおい
ても国土変通省餓璽島が長期ビジョンCA:V.T却下．質量性向上．航!l!~Hl婚夫，、の珂Z、制優位の向ムii:飢の動車値の向主窃を百窃としたロー干マツず
を傍躍し、JAXA.電子銑法研究府与ど凶力しτ研史朗’E曹温めてい晶．
..奮剤応個人・園連： 平底23年IJll；：’E生した京日本大．貨による綱島鱒ー鳳，till•に伴い．綱島:itt周辺町蝕銅111:1針通の効軍化曙聖目的とl..t:T歯
’tllモ＝，リン':I鰻人aシス予ム回開発について．目車•＋:11胡究院健司匝珊と縄問研究をllQ, ICAα＝おいて温鳳絹錨銀宝＠骨董航官制匡で骨置用に針寸
6費量p を平Al誼年喧f；：作成予定．

羽制
ー司甲・園、

．次世代？？ン・9ーピンシステム笹術について、概合相ヲァン等に闘する後術的指倹討を行い、熔貸低減緩衝に闘する翼箆Jl臓を目指した研究掴
’E計画豊明砲にする．
実繍： 圃 E 胴 日 目情「

フロントローヂィングr：：より筏術的実現住持鎗するとともに.:r.:-ジンシス予ム師射すい鎗蹴 幽 l一一世H~!h一一」~－
.および~II削認の個別目録と実経伝厳正倉むIt画穫量’量定した． 行 I 輔副 1 ',::.. 
鮒ファンヲレード従来よりも寝室化が可町中空組合伺（CfV）フレードの強度制持軍 量叶一一ーが‘ 一一一そこ

え初期モデル鉱怖に庖功．二の館畢葺鑑界舗の包みとなる申空.命”震の実Ii計画に反映した．ー岨J一一－~ ··－之主主‘~~－
偏”？？ン重力附 ：肺臓抑制醜苦闘閥シb 印刷闘相こより予測 5 ＇－－~品川i¥ ＼」i
wることを雌．”を向上さをる間ファン愉踊・llltl：倒的ーJ時間． ~－ r－－..：；：；；＼~ 一一叶．一
⑤エンジンシス予ムE宇宙寝行信エンジン(V2500Iに比ベ樋贋億総16＂以ょの B慣を箆定L.高羽 剛 l Jぬ ー－~ぉι÷
寧純量ファン．健.IE~ーピン笹畳化鐙備のミッシヨン目llll:t量定． I 、）；；＇，.，鳳． 、

圃 一
童書鳳・ 川 畑山山

・＆畳化および高鎗率化による懲罰億ll往衝は、次世代エンジン聞発に適用され、国肉エンジン 酬唱凶刈n.nR•＜剛帥川臥
J.-'hのシェア健拘広大が見込める． ....畑笠勺り・，e以弘・・邑包盟之~血血血1l

・次世代脈事砲の楓停車置音低到底怯備について．騒音計測’に閉する段飾的な償討を行い、高織力・降雪，a車置による低属官化銭餅の議行実包を
目指した研究開，m・を明砲にする．
!ll!M: 
!l!Um航2織f!l"ll』を附いた帰行titUにより、IHlt測のa鍾篠術をlll't.高綱力量産置や
鱒舗披置の日帰騒音健量産lilの実現住董櫨ll!.後柑t実Eのためのフロントローディングを実箆
し研究問先齢園績を貨定した．

d漕・針測の篠情的自由肘：音量E針潟のハードウエアげ~処・方録音奥直L.. 空間針車胸
像皮をZ情にa・－さらに自慢とした念05d8の計店網度を遭厩．これらにより厳重値騒音Z重
傷および対績に．周司健な世興トップレベルの.行Ill直による・•at•·分析篠衡を篭ll.
健・空渇での’R符低血血により民a田空港の創理区織肉での’t•方lt.，綱方建を僅立．
③億量膏4ヒa・a体騒音量置値’E衡平涯を閉いてフラップ．音信滋デパイ7'膏司kll.lt針の
有劫包E且調鼠.&tで自由E証．騒音信滅菌ft(2aM：：対して、さらに2dlのマージン~II保L.実
Z亙鼠厳にお付品目a温血底的櫨JU！豊向上．
治，l・
・Ill行総．による航窓，a・宮野自E篠術の盛立および銚空．健・・ll’＋段創平去の慢.は．
目本の鉱笠au，健.のコ711備を向上させた．
・フラップIHllMデパイスは．鋼造的な変更が少な〈低舗音効泉が夫曹いため、実用化が見
込まれ~.
1.3. (1)11壇と曹歯に置血tt.L.t：碩寛鵬鼻

?t・刷

I. 3 (l)J.lllと安企1：•車ti.t：覇兎鯛量

78 79 



・ウzザー・セーフティ・7ピオエヲス鐙衡について．飛行興臨m111・!tiシス予ム周の気漬計測ライ宮fーや突且応書句.制御ロジyヲ1:811する権情
鈎，，.，量討を行~·.IU\ll軍事紙野比Biiiの実UE目指Lた煩究開先肘圏在朝置にする．

.鏑z
システム，llRを漬たすR行実11111俗鼠鑑気：iu十創ライラfーのー舗を鼠作．不樋か，..気i!iD.ll情縄に討する
。，｛;t,トt重量シbレーシa:，にふり”・l..~ッショュ，...町情性菅直e.舛Hiiiと由連副置を取ったプロジzヲト
体続初鎮の見通みを縛た.11••0を圃惜した碩，E闘’Utli漬を賓定した．
。.....昼置費値用11u:i•••t•ライラFーでは．彊択に討して3倍臥止の画t~l1を庫総．先祖分制緩
備等を紐盆化l..•••'1<123町ー？峰。と慢”が要＊巷2置とすことをllS!. 世界011・で耐久住のある高出
カのiUUt•ライヨFーの筏術鈎見通しを縄~.””lllrlS僻．平副5年度目本銭空宇宙学会後備貨を受賞．

ct・俸制．文書2・壷鍾.しt~•a•••シ~..レーシヨ〉舗泉の飯事量により.II.軍alt剥温霊下でも主ッ~；...
温降車がふス予ム怪健軍司R華麗息するζとを砲l!Gtr.i.74ν要家7仇以よ｝．

••= ・気注計調ライ'1ーを用いた予昆舗・t左衛しい亭訟であ仇突風耳5寄経量量制・E聖司Eとして包気ill••僅穏によ
る安量健闘よ．さら巴快適t主砲．が見込宮れる．

盆室温盛飯室箆鑑
.鏑：
鈍’教録航空織統合遣問シス守ムの11念股針により．ザブシス子ムの也
健・性能蔓耳R仕織を篇定．
①司lM・B実織に拘わらず迅遭・翁寧・安企に敏姐活動を通行するため．三
つのサヲシλ守ムに分銅し｛情総統合・－竃飢，Ill.佳濁支僅）.計画ス
コープを定めた．
②東日本大包鈍デー脅から徹也活”の抱3をモ亨Mtした．ζれをもとにシ
ス手ム金体の怯民自慢1・災an崎間以内に綾慢で曹ない事llEl/3まで
減らすl~定め．ザブシス干ム裏京へ定量的に分解．
＠温2・a飢管J.tサヲシス，ムでは．情，HUI(’E星と厳重・のリソース壷坐
遣にE分）.！：ft慢をE商事｛t書世6ハイブリット針・2’E・・を縫..71¥，ゴ
リズムの鼠停とE軍備を実施しτ色遣解が縛られることを碕鑓．
効累・
・航空宇宙往術華温傷害曾た統合筆用シス予ムは．鍵’嶋の~・的~唱直鴎
活動において舗たな~IIシA'1ムにつ与がる．

・ll!，対応航空銀倫について.lit・対応で尚昆・航空総・飢人慢の.迎銃合鑓用聖目指す『災曹紘復航空償鎌倉温岡シス予ムJの甑念積舗を行う．

IH.・航空樋・鍋人磁を遣I陣寄せたlit’敏l量航3!11.l統合沼周シス干ムの銀傘検討を行う
とともに．鯛人後回目利用館大をl!I・Lた渇宣型傭人llll術の研東開発を権盗した．

車皇室昼ム温盆fl!
実’I:
滞空型信人・シス宇ムのミッシ，ンおよびシ且干ム..華民体化l..開先・実経計画面吾立11.
①シス子ム’E念憤射では．ニーズ周蛋・分衡に‘づ曹11t11••および淘洋医後五ッシヨンの重
用コンセプト董積JI.
＠・体の栴盗傷続li:tを行い、双胴化による..億織を碕認した．事た、，h 以上の高高座
で作ーーするエンジンシ且予ム膏llltする~ど.QI体Jエンジンのヰー鏡餅の窃究開発を進め．
その強行実ままを目的とする『研究•1ai問先It・Ettll.
⑤億人段重量R篠衝では、朗億個関t電子飢t量碕決断やF同、防衛省筏術研究本侮｝とf錘人徳
週飢餓術研究会』膏立」t.11. 鰻人・の安企~竃賦』；10•（，：政，~·簡を他出し、圏実省航空
局に’lilt.
効畢：
·lit寄対応航空筏衝において．鈍，g漫など飢！！•のIll!!の－JlE担う線人慢につながる．
I. 3. (lll.tl!U日聖書記量t:lttl..：たw，回開蝿

皐旦畠皐匙
・健ソ＝ッヲブーム幽uua箆（0-SE剛について、包ソ＝ヲヲフーム回f騒念を用いてllltl..I:也院の鑑追を完11...気E事局下鼠織を行う..
た．小包舗・iHUへの適用華目指した研’t~行う．

賓絹： 一一駒山 ・ー・－・・
’ZソーツヲJ-'4118実包でIt.•蛾湾下鼠織の司R・E・U（騒を実箆V：が．鉱息途中書、b飛行興需によ－ :1 匝忌 . ! I，月
噌ソエ刊フームIt測の由的華航切なかった．飛行異常の闘を党明L.強力闘械や例制御陵f ：レr～ー－：－－－・＂1h!
偏において舗しい畑.It£縄た．これらを原峻させた剣貨体察署‘め．第泊費随行鼠厳を電量目．賓館する昆注hE ~； r.古、 . - ~· －~~ 
得た． I ・レと云云己ーー·－ －－＂ ＇~l!'I、
①.ソZツヲフームlilt寂念興隆 ~· τ --:-- . ,,,. 

·Ill蛋・対鰻チーム幸信置い’h符県常a>•lll聾判定l.. ，.符シ孟iレーションで再現後民．制御則や霊カ奄ヂ 岡崎四－

ルの見直し、外”有...員会a>7iJ£得た対質方針を!fl定． －・・E・”a.」切，
·11Jtl防止活励として原因究明・糊について『坤闘争S町田Z第咽•nmu1tn1u1111111:1~·” •• ~ 
岳町，lift・白EE-1301”を宮とめた． ff I T玄ー’ E ・），
・11¥trRUtl畢の対祈により．憶・ノニッヲフーム特有の畿筒形拭£！曹つ＠側＝おいて．空気力”宝董高11111:1: t‘ I I 、、
it幽する術立方l!fl!lltl!し：た..払沼目飛行鉱厳に週間した制御手法の起車Ill.Cit呈かしつつ・＂＇特異 Z?_.I I＿一竺A
常の芭I置原因を偏除する先量量的事館IJJ制御銭慨を開発し、2tm目挽行鼠駐における制御飽カE大幅に向上 一『「ア・7r
制た． ~ ＇忠良F! 
<':ti、思餓脅迫鰍s・の研究
－~車体と幅渇3量的餓合唱廊煉11£1克也滅t;ど骨要録研漢を造的、この成果董IA合させた小包舗面遺.’恨a －ーァ－；；；芯ー；
＊＂銭。，決勝抜）吾 ttlt.i械的な研究自爆遺Atの見過しを持た•NASA.DLR.ONERA.1'－インゲflどと碩 M ・M ・－釧俊輔酬宣
ヌ凶力量渇めるととも・－・ブーム計測畢注I：：／明喧晶弘術情績をIC出OSSTGIこ鑓悦...噂鯖定仰Illに賀市~.

－~悦代遺餓シλ予ム（D健AMS）について、将来の航窓交通シス予ムに聞する長期ピジョン（CARATS）ロードマップ等と迎倒奮闘位りつつ、’E像、低
u•.側......行軌温制御、防，t·小型恨の各分野において組編実If. みーザf；..~6”也豊作い．実.データ宮伺晶．

賓繍：
フィールト:ult~シミュレーションff箇の磁街iJO.li査実‘し‘実..デー習を予定どおりIll伺L ’・・a”・＂＂ ・比・・・

．．．．．””‘・ll'HJ・m・＋・僧．，た．．．，，フt7•84・＇＂
(Djl&fHt量儒 ・m増－ ・l<.・lfll••
・ll'i縞a碍‘方.....t剥シス予ム置銅賞以暗鈴111•，件】.c《臥刊の箆質。I IGf.方IL• ~f' ””・同日

喝凶柑 』，〆’t 1:.t弘’E凧区:A
気JI：忽冒する管制問備の短篇』を実現する信術鈴解決鴛を鑓翠． ． ． ’ 宝〆〆勺．れi u惜嗣
·•方&Ll\a予If.！：トラフィッヲ..t~lll>歯わ世色直1!11遭飢餓情豊闘錯し、首・a!!!l !".!. 1 r:.-i I I 
遣のヤミsレーシ~Iこよ'.II仇の組量健回数c’広大里込み．殴州で問分”をゆードする仏9レ． 』詞 』4 』J
:il.Uιり也術也カの依lll>'JW~申．その他．五重鉱Jl:lltt術で”怜出．．”－ 刷．．
＠健s・遷飢鐙傭量騒音温λ路盤lt筏術華鏡昆するl!UICUH88デー曹を周llll!l!ll
で取締．霊港周辺で・＇J7M’，，ム・奮予劃”It向之が見込崎晶，I¥.の＆＠込内で厳量E
U個以下】．
u精，.’E星’~ll傭フフズマパ7ル底割Eでの’E行鼠・により鼠底値健筆•o;flu往補
償・迫居住由制強a飯豊険極世界句し利岡位舶のIHI!遺..電・・シンチv-ショ
ンモデルE備貸し．圃E畢蜘梅田修C掴際渇5，附ワーキンググループ｝にaar~予定.ITC--
CSCC2012の助副 l'oci•＂＇＂＂討を受賞（I年の富豪Ufτ寧虚25隼I：’雷、

I r拠出・国側働咽旬......... 圃胸納脚噛圃 l
佼肪鍵・4、，s・... ，敏術 1~骨幽唱曲噌幽官同属圃M岨歯固 l

・実軍用11U2下での1'値・実&Iで11.lll.§銭鰻航空’!lf貫鰻共有ネフトワ四？I>噌吃ηt量舗を
健協唱E鴻防庁に樋倶．泊防庁』」也カL質事0ft空エリアおよびn組向窃壷偽有官寄る’＇・ ・・ロ>l•1!9'JI,・..~調闘終回量虐..!Lt-~~
!l!~隔で~ETが有効であることをE置窃した．この路星華受It、規防＂＇孟早•21•1:より
o－叫？に討応し：たr11申笹彊史鴻防防災へ・1)::1プター周助・智恵三，ス子ム』0>iuta111*
開始する予定．
·•た．ド？~ーへリEU定Lた極体緒信雄向上Ill>-剖Eτaょ，a”の•tt,.u・tlllltし．
繍島県ドイ~9ーへリに硲録して軍用評11£実値している．
・O NCT~活用した対担割u眠曹時の＆遺書航曹事71＇－ゴリズム鎗衝で＂＇·＇附門フ信大地
’Eを限定した制緩錆果を反映L..シミュレーション竃喰壷...適用対自民のJ1，町＝おいて．
鯛駄lltM·異常棟近捌臥よ混在遺成・ 1 ・・M叫岨』0•"1llll.・拍車昆...岬市川・ l
効果：
·111•情縄践例 CARATS町起草鰻定作患に圃鰍’るほか、 ianitl\寓I~ょ（）4J/li&娘、羽
車約なil!Aにより、安全性および事j便性を向上させた．
・高綱慮衝且ll!i後備：地よ量動量n宏補強システム（O日AS）の受信ロス，.除により航tま
情縄国釜華僑illさ世、量員室俸の.着陸崎のJR行安全性向ょにつ拡がる．
・防災・小型ヨHi筏儒：滑防防災ヘリコブヲー裕也中4tt11:1tB'I温システムが樋蝕される
司事、o－ぽTの事1m11t大を通じ.;a鈍の災書対応償問自将軍陣活動に従事する大処慎lit密1:
儲え．より安全で効事的$航空ta還期の実事国＝貫似した．
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時期”

κコ扇町民品
＂“Hl>alU・’‘

~・晶

一……一·~卵llU8<•tO・w比3

個冨？玄ベ，，~It'.園出位制抽H

<•c由化ιよる量且低蕊UdliJlll

袋証A

・鍍射線モニ告リング小恩練人働組側について、組立行政法人日本原子力研究開先11!1摘と速織をnりつつ、シス手ム聞発．量llllllillilt・のため
の計画立高及び嫡符鼠肢を符ラ．

”a・‘・・ ”・・且 玄舗回E・＇.. ＂‘霊2・

実情：
日本原子力研究欄発llllt(JA臥lと温慨しながら..体の側負および観
JI飛行能力の向よ．混同法の組討を実値した．小型・人組（U刷 MS）綱
島県選組指赤区慢で蚊射線モ：9リング量年目Ut・苦前倒しで実施し
・-」．
①目白体団発では．ベーA!llの飛行純峨"f6フェーズ実施l...‘本t.t術査
実員£.I!能向上健を陸針し、情Ii裏僚の鑓作・閑’·~完7.
②地形追従モードを飼’！l..、’R符鉱店直により‘~·値E・Eした．地E・
遺後経路に対して位置鼠，l::t:lm以肉で続行で曹るζとを1111!.餓射
線告書出続底的要京t位置t陪針。m）を濁足l..t:.
③ 福島9l返信指示区蟻にて目鎗肉般行鼠織を符い.ll射繍毛：~リン
ゲを，~lfil.：た．地上観測および過去に符われた有人，、，J観測鎗集と比
事il..u.崎M割＝よる雄射線itlllllllの有劾怪Mti.u崎~sの””
である、低空・高速のtUfji力を，＇＂した．

効息2
・袋奮発生時に’~Aな対応が可能であり．鈍曹剣It・カが陶主される．
さもに鑓憲民や計調貝の肱射a筋tiが不思に4弘安金色が向上．．
人組による厳射銀モ二9Jング鐙簡は．庫干カrutやCtl•，への適用
につながる．
・胤~践筒緩合により、小型・λ健の剥....闘を・l~.研究嗣’E白血．
凪凶Z鐙術移伝）．実運用華道める万能．

UA健闘
直直a陣・

衡人，、，R比駿i...u崎、，.，，.
.. ~・a・－‘雌聞:JUlllli’m回・同峰宜 直，..船、ζ＆か＆llRl・"17';1

m・•：HI・u•商い
置圃掴量医量由量軒E重盤E・

曲射圃司•＝－llリンザ四ーー・妙且・
賓量窃附祉JJU:M［・骨怯lAR品.., 
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I. 3.引】IU！：安孟に圏直化した・買開発



総指

年ltlt・で量定した貧弱奮すベて，llaLt=が．一・実経鼠厳について初期の・的董遺!ilLi低かった．しかしながら.Iiiた怠知見華
僑たほか再認厳査情実に湾施で！~見通」壷得て．中期計画を這震の見込み．

・ 次世代77ン・9ーピンシス苧ム筏衝では..含身？？ンフレードの＂作寄壷温じて ll術的実111也壷ii認するとともに..費低
活および2・削猿のHIと，Qlllmを含むtt•援を.定Lた．

・ 次世代綜客慣の．依a，健擁篠舗では、音量litヨ闘袋置と千~処竃方去を闘’IL.餓~...管財貨の笹街筒先に利用で曹
~世界トッレベルの届’”m・”偏‘盤盛術聖徳立Lt=.llllli1H1続il奮闘’IL.鈍霊・億庖音量計筏衡平底壷a寓LIヒ．

・ ゥェザー・セーフ宇ィ・アピオエ，.... ll術では．世界tl鐙量で耐久性のあ晶.幽刀の’E賓tt湖ラィ~ー開発の怯術的見通しを
得た．ζの成’院が抑価され平岡£25隼既日本航空宇宙学会続筒貨を受賞した．

・ 低ソニッヲブームI主計観念lllil<D-SENO】では．気1*落下鉱nにおいて挽行A•により目的を遠慮できt.iかったが．その僚
因究明から宣気力締性It~餓備やBID制御筏術において衝しい剣晃壷締て、これら£Ii験させた対厳作采を進めるとともに．
低ソニッヲブーム柿有＂＇ ＇車体貴国状における空気力特往循正治や舟行鳳常の日匝1畳間園壷帰陣する眠鳳銅御陵備を開発L、再認
験をより偉業に実施で曹る見込みを縛た．

・ 次世代遺餓シス宇ム！DREAMS）では．気象情植後舗において脅レス社i仏｝から旗術出力の俄舗あり調堕している．防ll!•IJ、

彰男~!i品払しお官級貯諜1::::0民議論~！ii~~,J:＇：：惣主主計鐙：~~~：；·~＝＝＝
向土盤~ET•..t.・・の高性能悔鎗量側発し、錨S県ドヲf’ーへリ1：憎IIしてilllll事値を興Bーしている．南海トラフ巴火地・
等壷思宣した鍵書において、’E慢の・！t1111lや量産霊ttr.:iの異常l量退膏筑間刷よ緩少さ世るシステムを問先した．

・ 災・針応航空ll併で！ま．文鰻Ill~•対応において健室宇宙筏衡を温自障させた鎌倉竃周システム鰻傘をllJlLf＝.海3111•
人・4主舗では．’E’•ttおよび渇洋医漫ミァンヨンの軍用コンセブトをまL.開発・貨店計画を立裏した．

・ 鎗射・モニ膏リング小魁・Alli鐙備では．日本館手力偏重E悶’瞳備との遭慣により．緬．娘道鎚信員長区績において蝕射
毛ニ9リング華，lllLた．小史健人樋(UARMS）の有錨佳E倹寵した．

I. 3. （円四輸と安全に...化Lた研究鯛免

r I.3.(2）航空科学技術の利用促進一

必制

{,4制

’申鋼軒竃~盤＆19·••界”の外・・固における成援の利用の使巡査圃仏民間に討し隆明E穆舷苦行うことが可’auレベIL.I：遣した研究院先
翠題については順次廃止する．
さらに.II保健個との遭備の下、公立申立till・fr.ら銀宝分野の後舗のa:a化．‘.の高血化・1：：貫蔵するlit姐を積極的に符う．具体的には．
運航後僚や億ソニッヲブーム鎗術情の.’Eに4づ司区厩箆閉鎖安値llll CICAOl等へのllllllt筒‘皐樋~－霊ま:IU聞の餓紡a・の・l!.航空IS・
品尊師毘a. ＆ぴ・u1••量Ill•等について. tt街宣径の役割を割値釣1：•たす．

｜川齢制シス守ム（附.WS）の研究開先既製のうち河鍵なもの輔副”で利用するために緩衝脱する．

実鯛：
フィールト1舗やシh レーシ日ン附の酬実涯を活安に鵬．酬の再開鹿奮闘よさせるととも
に．完成した筏餅は順次償街穆鉱壷温めた．今隼度新た1::3件の鏡術移伝壷賓館した(I件は手続中）.
①低層血慢乱の観測・予測情帽を活用した量銚支媛シス宇ム ‘“・雌...叩 4 そ.......・川.，，・
・庄肉空港で飢箪会社による”偏在受け．シス守ムの有効怪奇実11.さらに．気象庁との共同匂究 j忌五回刷l日.；；・；；・－・””
はり成図書患で随制による”齢賄中．気象庁への酬脱1：向けて実用レベル州雌組1:::.1:孟ニユMム岨雌血皿屋l
街完成度を遭ll.
・低周値橿II.による，.....事瓢感情および盗λ9イミング判断支慢llltfl：側約財血憧ER保 例......, ... ，レペル〈省””剛柵・・”・A・.. 
L.£量術移仮に向けて，la庁、，ca情電盛供量者.！：II盤中． 2・E ・- -I ' 互 I ，~ ;. • I 
②位置”の踊凶糊酬 γ~ ....ト会「 1・a繍虚衛星’l!量鐙舗の研究鍵’Eで得られた、厳空樋搭・の慣栓鉱虫館置の樋強によりGBASll ••• I r一「くご司、 l岡持包札賓
ーの受信ロス董低減させる禄術＜1111性循.・追尾健由開自閥健｝の筏術移伝について受信ll ! ・-1苫＝－「 、九.J.~o!t.'!!';,1-
1--tl-{7ム"J'n;r.川約半纏申（lf!IV仰 IH目前哨． t ’ c~~－ーー一二l 語：.：・

③箔雌性向上盟D咽肝 ・二・・・一一一・．ム－一一
・小包ド，~ーへリへの情’Eを想定L•＊した『語怠位向上型！D-HET・t・8』については.ma~ －一一 ・市戸吋・巴叩古
関等のド，~ーへリ寅lidから聾霊があり．重用野舗が完了したU•11£民間企.，ナピコム
7ピエーシヨンlにll術移転した.t防災・小盟ti軍餓筏衝では．早成2・..に続曹平成25年度も
航たに2件完7).
－さらに、健よ，a，の高慢傭””を闘’tL.福島県ドヲ骨ーへリに樋QLて週開S事情董実隠している．
効果：
・.lllllUIが厳しい圏内の鮪蜜港での紙航事・安全性向上につながる．
・6臥Sの信組位向上により．事•Jm怯向ょにつながる．
·（）.剥ETに・IIしたシス予ム·llUU<•IS樋実開化され．目Z労省ll!Wlll温陸自E手ームID-MAT）喧18属
tlど他省斤・他慣舗へ寝酬の可n憶がある． k劃匡昆昆虫且よ之孟主4査員A
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必制

幻事1：. 公的r.:•naの裏繍r:Aづ〈餓蜜QUitlfOJ鍋nr：鯛・する1A:h. 置順良銅鉱霊徳田(IC-'O）曹が’胸中の回目間断益事．符に鉱霊ua
，.自E’E骨量眠への書加及!J.援護．国士受通省餓賞馬が実施申のI/it隆司聞についての後編Ill&賓定曹に討す曇続編支樋壷積極的に行う．

r•細1
航空・織の調査に対する白血カや、MRJ{Mo岡崎削IR句輔副品。やCARATSの釜儒6111隻定専に剣する篠術交限牽引自慢曹行っている．

IC\Oが温める餓霊・011績・安全に怠けるDal•••作圏置におUτ後続~領在行ってj;lJ. 隼llff・聾遭慮．

①温幡安企!I員会からの民蓋飯綱禽応
・航空事•a査に．して．ボーイング18101(-:lfリー不良倉おど、2停の震歪を鍵a中、’liJll:2i'の調査董伺..
．糊門書A~Lτ2~11ヵ．

＠＠簸鐙舗‘・の複裏J：：・しτ.ICAO心AEP(JI・昆飢餓笠・mu•傘型島民会｝等での活・のーキンダグJいブ司約
・陥N)C必円~w切に降、銑~局力量車帽サポートとして201’尊い合息予定由M四町co,s回唱団司摘働組制値在樋案L.各国雌”と
也組して合au:.:rンジンII出F酬の筋線”＝ついても専門...のメンパとして鰻綱案憲史｛事案に例措l,

• ICAOCAEP1~納訓：；11：，釦L. エンジン量画智低調正直稲について鰭愉．
• ICAO ssro ＜也’－~.... ，グループ3而剖両国訓U帽＆抑制Eにおいて．』PJ(Aが聞発したブーム計測早i量に闘する鎗術情般のl!l供寄
によ・jソ三ッヲブーム得価‘~’E定活動にI!•.
・ ICAO UAS6C （鏑人厳重傷検討グループ］に飢吋．事Ill憶結よぴ温航”道官附由マヱ，.71~1'同作•1-c闘いー”を分栂．
• ICAO WTSG iWa岡れ刷崎間eS加rJyG悶up)i;よぴ欧州自由民会楠岡崎lにおいて、S¥'k情”筏枇支温色遣化7ルゴリズムと察医
T－，菅崎官L.‘噂繁定作織に貫献．
③司自民短観’JI：：闘する国土交通省航！！！島に討する宜慢
. r淘埠気a状錨1二併する鉱空砲の迎合性u司自に係わる旬査研究J£受託し．米国の草野AO実の調査やIf車の霊力4奇健彼自ーなどを実’i.
『葉通・愉温シユ宇ムの安全性・il!'1性等向上l:JllT"t.a’E鋼倫』吾’uをL .11.’lllflll•防止シZ子ムr：対するGt.I僧n・t1)碩1t吾妻箇．

．『週鳳l量眼Ml2Gの安全担保に係る調査JE受It.•人続l2・の利用隊大に必要な注聾値・への剣It.
・次世代..シ，.，.，.ム(C治MTII）骨組’IClf・zor後方乱，UIに鼠留する官制陶摘冊短錨』を実覆す晶筏幅約，，~鏡I:最高よどのR・a.

＠その舗の公約・m，、の主t.1.宣短
• f量直書の虫偏により．組合伺鉱厳Cl>ISαZ肉と噌まとめ.員会に!I員長として買怠.rl:it健代鍋途．材創Ill・細工販舗網’tJ£受民．
·•侮書(1)1・m創刊骨組a11a突風録緯.a草案』1’紙、τ昆縄センシ〉ゲ！：！V-ダ由碩究開.壷’Ut.
• I)簸量貴重碩究フォーラムllFAR)(f)代ti盤純種討グループに’”し、代笛盛岡窃究計画賞%において．地止での信銀:taゃ，Iii.観却の実.・Fのt宜婿的1111曹何9た．
ua•1 
ll!tll明や’ms蝕鍋董に凶力し日本＠鼠霊o~••rこR献するとtも！こ． 緩衝情績の鐙供やllJ匝にιり国’E肱術‘割R’·~作織に買
鼠.Ill:約書プレぜ·：，.，.，を向上させ、脅集約怠国際共司闘揮の，，a章ど．自耳障の底禽由国園幅削令コ~~由化につながる．

I."・ (l）鳳璽M•ll情。刷用健.

ft鉱

年tlltlliで限定した.”をすべて獲量ll..、中銅計画の遺感·~陶It刷園町＝権移している．

・次世代竃航シス予ム（OREAMS1のVJ::回発で得らおた•！U：・3いて．思下のとおリ後情移仮に向lt1::1lり・みを費節Lた．
.. ，島’E・4‘lit•温Ml*”で．小型ド~’－、・JへのaaU！定l..111，ーした『織・也向上霊D-NETlll上・n』について、‘・・
..の..，，ーへ•1•1tm置から要留があり．賓周”・が完了した‘本也・華民悶企•＜ナピコムアピZーシ冒ン｝に陵情事
録した．

・ー寓・...・直筆陣術Cl)lil実..で縄るれ7・.an性・E’・温風怜飾繍穐・縫について平慮お年4月司自の筏婿11伝鑓約
S庸也に肉11.受信．メーカーと妓踊移IiのQU鈎（；鎖的事腹曹を，...

.....情・ll舗の割安闘宛て鱒らhた．世~··銀鼠の鰻劇予a匝情帽を婦問1.t"a鉱ヨ~mンス子ムについて．飢虫歯ttr:
よる鰐偏壷温じ..陶レベルの厳斯実虞皮に仕上11、気象l'f，への銭術移転に向け舗a中．

・遭愉安全！IUUlからIDZ・董依錆に対応L.ボーイング787のパツTリー不具合の•ff凶刀など4併の悔刀を喪ltiLた．
• ICAOll織信金..・にお．、て.CO，~PMIJI出鰻制民績の傭定作＆l\ぴソユッヲヲ－.L.i事価a111慣定作震にfll到すl:l.1.t!
仮宮環境＂皐’ Ill!作療に貫献した．

・国交省航:Iii同か勺『泊W.Sl\ll~llに対する航空僚の温合性腿明1－備わ晶鍋醤研究』~!titし．米国のaus1，憲司調官や$tll<
の霊力符健機l!t.lど、ll21t証明窃かかわる続編支婦を実‘した．

I. 3. L2）叡室岡手続’間判JllCIA

自3

袋誕A



f I.4.(1）利用肱大のための総合的な取組
｜個師．鵬刷及び文学との達也・助

必似

ゅat+置R・E・＇JI・国民生活の良土.a•o・1111'1：演する観車から．祉会的ニーズの更怠る信也I：”めつつ．寧省について政締がとりま止
めb利m・~－；＞（ゃ....O>ltl.明シーズ菅側負肉・1二鹿島員主管．これ車で以止にeヌ..田ll録。，＜u・.....完封、るよう.ll＝！＇宮達郎の下、”
星軍用やロケット汀土げ辱の良則への吏怠るt車街移伝．利用実aの実‘及tJ要量．金＂＂鑓像、 a•·個係－鳴での－·の碕究開発威畢の活
用．良川活力の治朗・を竹う．
訟が国の宇宙航空分野の利用め«巡·ll，偉大、阜•A・.aぴ－··カの重量仕事に資するため. JAXArーヲンラポ舗虚の婁範t.i・ど必要tl支
IU符号．
まが．ロケりト細犠り1UJ国際牢冒1予－!r.o:...C<;幻自本寓・a繍（JE¥4）からの唖ia.t量出’＇＇＂＂晶舗小包街盟申打よげ・企骨盤偶や Ill臨支掻等．
側a拘Mf促進する環境の－10の!II・を行う．
古らに．刊用例·＝係-Ii適正章受益・負姐や刺1111>8lt<eJ壷宥diしつつ、llllAn有する知的自t•骨燭聞や施tt·I量・m供用を包温す晶.t直樹F’
E唾｛ライセンス供与】件敏については年50件以よ．施＆・飯偏の供用件蝕については年防件鼠止とする．
加えて．宇宙開発利用における萌武樋闘や民聞からのま隊約かつ械纏的r.. ~aot-慢す観aから．也の暢究開’HIの組立行強震人.;a;，且び民
”との役翻分担を明隠Iこした凶カや遺恨の促進、iRぴに聞係II聞及び大学との悶＠退1書簡克也定の活用等豊通Eて.－IIの研究開発成果の創
出E行う．企;ii・；＼：~寄との共同研究について1msoo件以上とする．

’ · ＇‘.（唱｝明細艦；：のた・~O)蝿命的匂融岨

由民生震の向上、IUta:＞眼周司事に貸するai:uら．社会的ニーズの更なる健憶に努めつつ．宇宙について政府が去りまとめる利用者二ーズや開
発曹の後術シーズ幸俊食肉曾にu聖書官t.これまでia..t.に碕安調突の慮奥が社会へii元されるよう．毘明活力の活用を含めた虚$官祖”のτ
以下を実箪する．

π石s=t言。衛Ullの蜘内の更なる複締伝＠方気牽制する．
実．：

’ia蛋周の更なる俊樹穆倍の＇1.i°’Eとして、 Al.OS-lの衛星通用1：”して．デ-'J配布のみ＂らずillll／受信／E銭／処理／•Illを含めた企Ii
町民間111•化世検劃した．白血IIに畠たっては、開.でlb・L1::1U1'7'_,0>竃，E’t行うlllllllll•••主主へのC7リングや．臥州民:a•ur：よ
る衛星デー舎の市繍~.肉鋼査． 米国のundut鱒墨‘敏州のs.ntn.1 衛星．カナダの Red11Ut 術皇寄のu•子一曹の12fiJl・の．向惚a・
を行った．その錨泉、以干の収減が明らかに皐った．

./SAR子一告の固肉外の市t晶助陶？ま光司tデ－9にIt.ベ布t量規畿が，j、書いこl:C健司陸子~置のげ10》

./SARデー告は政府組閣による刺閉が大半であること（8副I~政府利用｝
J札os-zと傾倒の怯総量何甲晶敵州&In凶理H冊目星〈平成四年修4月flよl'f）‘カ7''1のRCM側星1平成31年軒よげ予定》がIUllデー曹の，Ut
配布を汀ち幽していること

・上巳曲、ら、ALC渇4術星通用Olllllflll•化は踊しいことが予包されるので、由薗｛”に、 Sortl問1・1 術畢デ-'JO)配布齢肉を見極める＝とがで曹
る霊草Ull)J主布.ta•向笥寄買価めるこ1-l-L . 買えよる蹟街移伝による寝間事..ヒの可否判断甚長選りするこccした．これによ札 IT.1:11'・2惇
程度までは、強摘がii纏AlOS・2の衛星窓用E実箪し．民間活力の活用はM.O令官データのー蝕配布のみにとどめることとした．
・他方官、品03-2'7'ータの利用儲人目置とLτ.aAR宇一，I主政府組闘による利用町人串であb‘・とを踏まえ．悶内町政府也闘1.：”してはζれまで
の農園E布S由者による薗•ill織での配布では込町＜. ll!tab”E債でR!l配市す~こととし.B府a聞による利用医大量日間すこととLた．また．
二れまでのID.JU！，収方nから処理に係ctt費も実賓として句視する方豆に竃え.u入の位；；も傍せて白畑すこととしと．

！.・.(1)判同信ヌのた崎町鴎歯岡高ta”
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羽制

I 2i制ロケットm 似て制す硝術既製t司、て．民間へのlllli移転に向けた畑奮闘刈める． I . 
実績：
H-t!Aロケットの虚聞飢争力強化のための’52段班員による”止衛星打上げ偉力向上の鴎免量温め．三震量工業への筏術院』置の暢‘鍋墨豊行
った．
｛続術庇泉の具体例｝

飯.の駄遣IT土げ．カ華大幅に向上L.高精11で曾λするためのZ段Zンジンの低権力スロットリング（60崎】値健や遺体ホ織＜•料｝及び
溜体値震を．大限節約する値・等
宇宙空間で量崎削（15崎潤｝包色発行するための砲簡や梅‘電子!190>対終，a也舗の111!1

.，，県：

仲!IAロケット高度化の旗術館•f利用し、uの!ltlL＇！”が居先化L. その成果として三健m:r.•が世界’（（4位の大手通信衛血事貧者から日
本で初めて碕.衡星の打上げサービスの免宝に量った．ζれ事で企〈実績がな〈．厳司書省でおる筒鋸打上げ市禍においてのlt注が与える膨響力
は大き〈．以降の受注活齢においても大きな現みとなっているとともに．よりー届の民間との.a~・や国陳餓φ力強化が必要となる断砲事S併ロヤッ
トの海外展開に対しても有効官爽舗となった．

I 3l畏間企糾関係担附と削L、宇宙胞闘母国陣榊油化及ぴ宇宙利岡田健太に同時た州共有豊前．
実繍：
毘網企傘｛宇宙a・..のみおらず宇宙利用産主等》や・lllUI.＊方自治体＠との定期的な意見交愉や企h!IB•I=
より．ヱンドユーザの三一ズ級銀や衛たな'JIJ;i.ーンヨン’帽のRゅの情傭共有量行った．”に．衛星網開ピジ亭スが援自慢する
サービスやデ-'Jが．祉企tlSの解決の手段として役立つことを＇•＝盗傷シンポジウム2014Jf通じて舗広い良種に肉けて
7ピールした．
虫歯撮：
宇宙舷~産a以外の幅広い’lllとのit見交検晋通じてエンドユーザの視点苦耳量り込むことにより‘側aを利用した紙たなビジネス｛信夫畑りに
闘する衛星の利用可健也｝創出を希質する企·~との鯛II牽開始した．

I 4l品XAオープンラポ制など開閉し企”と共同で研究膏実施するとともにι肌に肉開”を行う．
実値：
品XAオープンラポ制鹿を居間L. 民間企.寄との共問研究奮H，事実，il.t~.また.51量化に向けたま復’Eとしτ‘H知財活用や民間企a寄の
事集化に係る企zーからの梱U!・陶合せ190停に対応し、うち23件はll傾倒研究者との個別マッチシグ怠ど異体的な＝・を実値した．更に．この肉の
1併牛についてはライセンス鍵約の鯖絡に至るt.;ど具体的広岡E』•·•・を上げた．

虫t•:
早慮25年直には.JAXAオープンラポ観度の共関碩究手ーマである『宇宙用冷却下着r：係る長岡耐1'厩•lの毘隼伝用として、 r~向防士用冷却ペ
スト』ti商畠化された．

l. 4. (1)剥周極主咽た骨骨m・崎t.&・11

!5）ロケット相東り且ぴ国際宇宙ス宇一νョン｛隠訪日本実lilll(JEM）からの衛星i!!出等の候補となる．小型衛星の通年公毘をlllllするとともに．
GPM＆ぴAlOS・2 相.りとして量定された超小型衛星に”L. 打ょげに向けたイン9フi-;i.a•1，の支橿苦行う．
また、衛星利用を使sーするために組小笠衛星の打上げ砲金箪＊に向けた機討董行う．
’E鋪：
ロケット細則及びa・宇宙ス←ーシヨン｛出】日本実圏直ll(JEM)b、らの衛星鎗出寄の候摘となるJltl¥ll衛星の通年公a董鍵鰻するなど以下を
nした．
国.宇宙ス子＿，＿，ル｛悶｝日本!Ii！車線ω剖から鎗出する・小量’11a1鎗｛京大／ベトナム宇宙姐銅｝奇選定L.早即時嶋崎にH咽ロケッ
トa号慢で＇ISSへ打上げ．同年11.1!1・自にISSから宇宙窓閣へ蝕幽した．事光.GPM梱象。として選定した鍾小型衛星7僚について．ロ’？”
竃・打上げに聞けたインヲフiース嗣・－安全径術関霊を実施L.早成2＆年2月羽田、 H-llAロケット23号観で打ち上げた． 「
・平総26年度打上げ帯定のALOS-2紺.り鍾小型術星4慣に討し、イン9フェース鍋.・安全筏朗Pillを実施した．
・平底2e隼度n上げ予定の『はやぶさ2』梱撮り紐小型開皐の公.を行い.3衝を湿定した．
将来の組小型衛星の打よJfl車会健太量目的として， H-UAロケット2険信事E織舷旬へ続たに紐，l、g術Ji壷稽‘する方E去
について倹討、その’ll•をまとめ．有目障害の盆見聴取．要随取りまとめを実働した．
効!ll:

• S1J•~衛星1孟大型衛』Eと閉じプロセスl二よら開発豊進めることから．システム工学やプロジzヲトマネジメント簿苦手金が実．に艦S直UIがら零
ぶことのできる貧富な積金と＂・3ている．このような鍾厳量した零生の中から平底24年Jl.2S年四Eと遷続して同名以上が宇宙岡温企虫に..し
たほか．企豪からの稔金人大寧院生が開発Iこ魯卸するなど、人将育園Eに買起している．
・ ベトナム宇宙也問のII小盟術患をJEMから地琢敏道上1：鎗幽した以降．慢強の海外Bilから同織の償金壷縫供して欲しいとの打肢があ晶fJ.
ど．濁外屋”につ｛；が6ことが期待される．
・ 平成n隼底打上げの『あかつ曹JI置象りではt祖国が地局から周より先の宇宙へ行〈宇宙岨に銚験したが、本年度の『はやぶさ2』梱織り公おで
は:ill自が応募しており．続たは宇宙篠街に錐慢しようとする・朗flllltえている．

也HI栂の有する知的財竃J：”し．地方自治体毎との遭傷司Fによ‘J企織とのマツ千ン~ta舎の阪大正閏仏領摘の知的財産のライセンスjjtJ事件微
量年制件以上とする．

輿概：
·•繊の有する知的財鹿のJI!なる制用鉱大量図るl!I.也捕との温織を締盟する地方自治体·ti行寄と也闘して金.・向Jt1量明会吾22・府鳳で合
計43回開値するなど、自治体・企’.，..どとのマッチング借金の偉大量創った．
・その崎製．ライセンス倣与総体鎗が.261併に遣し．年II計舗を温暖Lた，（ライセンス血入はぬ， 11•内（11遼：4'),
－ー蝕［財団注入省エネルギーセン9－／位式会社ICSコンペンションデザインが主催するSn圃 1Enatgy JI甲山、に・釦し、『はやぶさJの電力綱”続
附査活用した『汎用電力制・II:隔＜SBゃオフィス等て用いられる骨種電子..備の電力配分E由”めに.It適Itし省電力重用を実現する】Jを筏
衝のシーズとして組合した．字書分野とは直纏鈎怠Jlila>ないZ阜ルギー分野のll示会にもかかわらず、’〈の企’ーから問合せがあり．うち8栓と
．創具体的なE援を実I!した．
・鎗鳳：
マツ子ングーー金量E文に伴い．ライセンス俄与件.，ま対前年比のぬ1.9備と怠った．

l.・.(1)制問盛大由ための健書的町取組
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l-:iJ!J..:c~之サ朴柑此臨．糊の棚l咽す柿傾縫供桝行制＝川鵬州使桧向

E匝鏑：

ダルl 

.柵録者の鯨鐙・2量償等の供情砿；：＿，o絡し、その理解熔進、並びに申Hl性向土用の専用ホームベータ華道望書、併せて供用対象段舗に隅する
ユーザーズマニュアルのfi備・提供等審実施Lた．その結集..主主·IHI供用件数は135f•舎に遣した. Ult量・li偏供用による収入：約2.em門｝
また．よ包に加え.IE訟・縁側供用のll!なる普及促進に肉付、特に分かり易さをE直視した『J内XA織段1量偏錨介厨乎』を街たに制作した．

I~却ぷ禁批.~~i:;i~加を促す鮫肌酬の問問う醐みを繊胤山、酬との側分担著書め酬の窃棚 l
実績・
民間との役割分組も倉め民間と樋織がB槙を共有するための仕組みとして、総合緩衝ロードマップを＆訂する際に.lltll界との怠見支担金の防
鐙や窓史お織を行う体制をt揖!lした．今後必要となる篠衡を企業と機織が双方向で筏有L.より度集促進を目指した体制とした．
・ 蓑が掴宇宙虚療の国際蛾争力強化を目的とし、研究開宛3件｛スペースワイヤ統合デー予処理システムの研究開発.LE-Xエンジン算盤健待、次
世代衛星絡麟用GPS受信機開発｝を実絡した．
・ 平／＆26年度以筒、彼楠岡町各本部がより主体的に民間と碕究開発（旬a・戦時コンポーネント偶発注に密わることがで曹る仕組み苦情QL.後編金
体の度調lli興の更なる促進査伺った．
効果：
次世代術星繕鉱閉GPS受信組側発l主平成25年度で潮発禿71..、平戚26年度以降に民間による製品化へ稼げた．

I. 4.れ｝剥m館大のためのお合的主砲緒

必掛

川の研究鵬蜘独立行酬は特桃割分程糊砲はた凶帥酬を促進し枇附され切る巡視協力協の活用や定見可I l!UJUT?. 
実績；

①研究開発~独立行政経人との聞では、平成25年度は以下をはじめとする取組みを進めた．
4膏級通信研究.lllJl(NICT)と共伺で側発したヱ周波跨水レーダを後指品匂T.t.11、NICTが今後その後立等を実.Iii.
・産集銭術総合研究所（AJST)及び魯質・材斜研究機慣例IMS）との参議峰信穂陸卸値研究に閉する三者(A定｛平成20年絹U＞の下では、宇宙
鎗滋ミッション本側及び宇宙特学研究所｛隠AS）が共向研究を実施．共同で外観資金｛特研費｝華道徳しつつ、ほ－xエンジン開発司事に網しては．
鍛錬l!における特換なヲリーブ鏡労等について、！SASが現象の解明を進め、制STが繍傷のtt湖筏術を関9置し、NIMSが材”の余.命詩信銀術
を開発することでエンジンの余!l;命を線価する筏術等の研究側発を実施．イプシロンロケヲト鯛発に闘しては、モーヲケースの鯛発紙銭におい
て、ひずみと鍋傷、Jl:形繍密かつ簡易に針測するため.AISγの開発したFBO(FiberBrau Gr•自宅｝を聞いたひずみ·AE(A回us恥岳吋..；・4同
時計剖篠術およびサン リングモアレ注による寡償触変位計測銭術の賦行に成功し．平成26年底打よげの2骨慢での実用化に向け開発費実
鑓．これまでに‘件の特待出願等のlit泉壷・げた．
②文字との聞でl;I:.研究瞬発をよ叩深化させるため、有力主研究者華鏡LA自主繍禿が可能な大学との凶力持組みを作る協定を締結し｛包指遮録
l畠定締絡先：北海道大学、東北大学、鎖ill!大学．東京大学、早諸国大牢．鹿店大学、名古慮大司降、l1.観火字、九州大学｝、各々 の大型Fの待つ特
色をlUlした役割分担と理工学分野に隈らない人文・社会拘学分野も歯めた成果のGil出を自信している．
早成25年111;1:.この枠組みを活用L.以下をはじめとする取締を温めた．
・4宮盛大字とは、同大竿に尖闘でERG（ジオスペース線量衛星プロジェヲト｝サイzンスセン担ー普段1111..、平成27年度の伺術史打上げに向け
ユーザへのデ~言及び鎌倉解絹ツールの縫供害事を分I！！させる体制を編集．
東京大学とl立、岡大学に共同で段包しているロケット・宇宙自由モデリングラボラトリーでの憎界初の継続度エンジン全系解舗によるLE-Xエン
ジンのリスヲ僻価の成果華同エンジン実樋脇発にフィードパッヲさせるとともに、奇後5年間でロケット・宇宙般のシミュレーション健衡を俗界トップ
ヲラスに引き上げる成泉を目惜した斬たな取引細みを鯛附．
・度経文学と1主、閥次竿宇宙法セン予ーをハブとして宇宙の民間利用鉱大を鈴まえた餅たな法制度等に関する研究筒カ毎苦笑範．
京畿大学とは、聞大学宇宙総合学研究ユニット主人文・社会f4学系も含む宇宙のI!合理HJに慢する研究UAカを実鑓．平成26年度には．京事E
大学の予算による宇宙f4学と人文社金利学を統合した学般的、総合的な研究と姻織的リーず由人坊の宵般を図るf宇宙~槌点』位置に至る．
＠字副将研究所においては文学共同事｝閉シス宇ムの枠組みにより、平成25年底l孟，ASTRO-Hブロジェヲトをはじめとするプロジェヲト等に全国
の大竿窃からE孟ベ536人の研究者が古書画し人的リソースの也カを受けた．

r 10) 餓・文学専との共闘知＝ついては年初O件以上とする．
実繍：
平成25年度の企象・文学寄tの鈴同研究については、718件となった．

I.＇・（ 1）剥朗錨大のための総合的な取締
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［②民脚”の求めに応じた蜘且び助官

同岨雌且人工仰の闘川上げ仰の鰍咽L民間事”の州事吋馴醐問問…~
支掻を合軍4よい燭助且び助宮を行う．

I ~~＝：~~rMe. rrよ川用専の鰍に倒l...~MIJ象者の制峨て酬の鍍術的知見等を活かした‘金銭的支慢豊富まない援助及 ｜

実績0

・ 訴事叢促進室｛平nt25年3月限寵）の活動を砂．遣に最せ.li!nlllll集者等の京めに応じて人ヱ術a•の腸発．打上げ、遺痢害事の織務に随し‘鰻
助＆び助言苦行った．
人工衛星電事の開発‘打上げ.iUI~事の業務に闘し‘民f周司·＝宥が受注した韓i.!t'.開発の審査会にお付る篠術コンサii-手ィングや術皐逼周の
銭開店支優等の引件の民間車集者からの京めにま事L,29件について金銭的実績を含まない樋納車ぴ助言苦行った．
，，お、よ述のお件のラち12件については、民間事象者から白書掃が受Rし、有償によるIi般車び動置を行った．
また、その他62件についてはJ岨Aのオーブンラボ制度等の窃識紹介等によリ民問事象者”の寮鑓に対応した．

鋤幾・
民間111i提唱Eだけでは解決でき主かった悶姐等に対して、機織の銭術的ll!Jt.•を活かした滋助及び助曾豊行う二とで解決に貢献し、...興
にl!Iすることがで曹た．
・ また、民間事Z章者からの受認恵叢に取組みを混じτ、JAXA肉で民間事ll!者への支優に必要となるi'J庄司事Cill’E嘗扇噂の主主準E量償含む｝を
微鏡L.新事.促進センヲ一発足に向けた積織を艶備した．

I. ‘｛り制剛健文~t:Jbの総合的な睡峨

総指

隼If針掴で~定し：t：•務をすべて苦言SL. 中期計画の速成に向付鳳聞に練移している．

宇宙航空分野の彼術実証による簸術の発機‘先織を行うとともに．それらをお鐙として活飼い他Jlf鶏や社会との遣隊牽
促進し、It術，llllにとどまらず、社会が惚える栂々 1.Jll紐解決につながる具体的拡価値の創造を目指した．このため.11111
m象の社会的窓磁－・値が明らかになるよう、従来の『7ウトプット』創出製品、ら「7ウトカムJ創出重量の筏術開発への低肢を
窓i睡しつつ．宇宙の厳島幸下げ、平1簡を鉱大する活”を行った．
平鹿25年度は、ア｝僧備のlllll.妓術成果等の民間への篠術移伝．イ｝ユーザエーズ嶋.やソリューシヨン発怨のための
民Jtllll象者等との情報拠有や共同研究、ウ｝彼織が保有する衛星の打上げ機会‘知的財鹿.t竃餓・liltの活用、並びに．
：？：）領事案促進l!を織として、民間移象者の求めに応じた後納及び助言を費総した．
そのま事果.t盤情における民間活力の活用、釜ぴI二lI繍の研究llllft成集の民間による活用がなされ．これまで以ょに機構
の研究開発成果が社会に選売され、宇宙航空援衡の利用が舷大された．

具体的な成果lま次のとおり．

①i!i!*界、関係組踊JUJ.大学との遮傷・臨カ
・）H-llAロケット高llltの調発華道め．三鍵盤工ll!への銭術移鉱銅盤を待った．三褒盤工業lまH-DAロケット高度化により
静止祖師量打上11能力が向上するζとを湾問L、也界第4位の文手通信’~··集者から日本で初めて陶護衛星のlTよげ
サーピスを安遣した．

b)JAXAオープンラポ制度を活用した民間企111•止の共同研究実昆（14件｝、織t帯保有の知的財産活用及ぴ良鯛企狼句の
務.化に侮る企.からの稲級・問合せ1舶＇＇に対応して$ 業化に向けた支II査察純．共同研究子ーマである「宇宙用冷
却下着に偏る共同研究成集Jの毘生転用として、『消防主用冷却ベスト』が欄晶化された．
e）稲集り館小型掴illについて、イン'1ヲエース鵠鐙・安全綾街舗taを継続して行った締果、本年度に打上げ・ll!出したS術
量豊鰻Illに所定の軌道に鎗入した．また．館小包衛星の活用使関鉱大を自惜して．打止11•会牽地琢周回ミッシヨンだ
けでな〈、深宇宙線惹ミッションとの栂撮りにまで俗文.r1;1:やぶさ2J棺乗り公務を行い、S磁を選定した．
僚機保有の施INilHの供用自広大を自備し、専用ホームページを運営、併せて供用対象銭慣に則するユーザーズマ
ニュアルのE軍備・Ill供等量実施した．また、更なる膏且促巡に肉付［JAJCAJl設1a樋紹介冊平J壷tiたに制作．その結泉、
ii！生・訟償供問件般は13$件Hiii：年$件以よ＞t＝遣した． ｛鯖llH~儲供用による吸入a約2.8億円）

d)I童総研／物~ll!K／復帰の三者憶力によるロケットZンジンの膏命評・ti衡の高度化、東大司事・文学との逮llt~飽定の
活問による館街篠街、シミュレーシヨン篠紛の高度化等を闘った．また．宇宙の民網利用線大を絡事えた新た，..~ま舗度霊
備噂に関する研究悔カ奮開始した．

③民側事象者の求めに応じた慢助及び助言
a舗法l!l:iEを踏まえ、新たな事黛1：係る民間事象者等からの悩カ・!i:燭喪1同等に適切かつ迅速に対処するために段位し
た覇・a使途盆｛平成25年31'1訟温｝の活動壷軌道に乗せた．民間司匹集者等からの91件め求めに応じて．人工衛星簿のl曲
集、灯よIf.ii用等に関する!I助、助曹を2事件費総したのち12件Iま有償）．

I. 4. (1）利用鑑玄白ための総合的（；Ja組
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い.4.(2）技術基盤の強化及び産業競争力の強化への貢献｜
申絹針画12・HU1i：経5奇・祉会の発展や畿が国の宇宙鉱空活動の自!ti主・自在住の向上及びその効果的・効車的な実Mi'.と倉幾歳争力のE量化
に貨自主することを目的とし、コスト即l援をl!I量しつつ．緩衝五五JI.の強化aぴ中長期的な展径をおまえた先情的な研究等を実箆するとともに.i基盤的
な施館・銀債の重量債を行う．

I cr>お盤的・先織的後制障の強化及び国際自主争力の強化への貫献
申細骨＋置位置t~U車：衛星シス宇ムや鎗送シス手ムの開発・還期をI！！う企象11>＆寒a鐙の..”を図るため、共間研究の公事事や濁外属示の民間
との共同開催等、民間1111!容による剥用の脇拓や海外需要Ill唱のための支慢を強化する．
民飼事業者の箇際飾争力強化を図るため、宇宙実ii[の健全の腿供等を行う．また‘このために必聾となる姻係機関及び民周$象者との週慌枠組
みについて倹討する．
企裳による効事的かつ安定的な開発・生A!を:tllするため、衛星の開発に当たっては．銀＆・コンポーネント等のシリーズ化、共通化やシステム全
体のコスト削減おどに取り組むとともに、事業者の：.a－揺鴎入への12慮を促す．
また．宇宙用飾品の研究開発に当たっては．飾品の給渇や海外への依存度のi曽大などの問題解決に街lすた倹討を行い、必寮な槍置を旗じる．海
外への依存底の高い！Ulな妓衡や後器について、共通怯や安定確保に対するリスヲ簿の観点から鍵先JI牽待値L、中小企擦を含めた国内企ia
からのお入を使送する．
また、強が聞のIiれた民生飾品や民隼段紛の宇宙織緑への転用を進めるため．政府が一体となって行うWl方法の11111化や効率的な実臨機会
の慢俄専に対L、E量術領事事文書のま量持向上、織構内外を含めた実ma会の積討専を通じて貢献する．
1l鎗的拡牟宙航空鎗備に濁する研究開発奮滋めることで、ブロジヱヲトの効集約・効率的な実胞を実視する．また、繋が自の宇宙産裏話盤を強化
する観点から．市織の動向を見.えた俊樹繍録音行~＇・ブロジェウトや外， Billiによる償衝の利用を促渇する．具体的な研究鍋発の権道にあたっ
ては.Jill!界且ぴ学界等と通llL..11悌肉外の二一ズ、世界の簸術動向．市場の動向等音見極えた銭術附”の中長期的な目績を訟定しつつ.It 
圏的に進める．
将来ブロジェウトの創出及び中長納的な筏高が必要~研究については、Q終的な活用jjMを念頭に、相眠織がj宣うべき役割を明らかにした止で，ui
する．

l絡I?..酒｛孝士会情”‘孝士会的ニーズ‘鋒済的組員Sl
I・絡になし．

I.‘. (2）績附芯盤由強化車ぴ直泉飽．力骨強化へ品買畝

1 ）術星シス子ムや輸送システムの附I~·運聞を鐙う企Z障の産象iii鎗の維持を図るため、共同研究の公JJ.海外鼠奈の民間との共同開錦、尉11·
関係mm司Fと遭践した術星及び術Jiデ－~の利用研究・実S証書’豊通じて、民間事集者による利用の鵬絡や海外需贋ll待のための支繊を強化する．

袋線t

海外展開が期待できる企耳障との共同研究案件5件【術a用高筒漉アンプ.2；在7ポジエンジン.2議小権力スラスf丸太電力”止パス．スペー
スワイヤ高信羽化〉華鏡Ht...ζの内の『2波小推カスラス~Jについて具体的研究案件として立ち上げた．
海外展開を狙う企l'l(lUれ4社】とともに．米国級大I&の宇宙関連シンポジウムであるN5S(Natlon副Spa由 Sym凹$U明｝及びベトナムハノイ
で開催された~20園APRSAFにおいて裁が包の牢宙開通按術・偉容の展釆・紹介を寮lll..t:.

• ALOS/PRIMSを活用した世界銀禽繍度の会琢DSM（敏傍線高モ芋ル〉の盛慣を官民遺恨で鯛給した．会E事DSMのg備に当たっては、後備が
これまで研究捌鈍した緩衝を活用することで世界・t.I締度Cilliさ続径と氷平解像度．平成25年度現在、下表＃照｝の会E車ヂ-1セットfl舗が見
込めることを碕隠し‘民間司E集者におけるIt銚サービスが開始された．
・ 術ll'1llllll1＊に向It、AL?S.2のビジネス剥周目的を対象とした5AR研修の，usu臣家‘太飯、福闘の3か所の合計で130名以上が診加｝する
とともに．ピジヰスインキユベーションを目的としたパイロットブロジェヲトの公務を実施する等の支舗を!1!1£L.た．

露地集：

・ 金政DSMlt.・見る30地図”から”使える3白地図”として‘鋳興国におけるインフラ髭備、世界で鍋発する汲水”の自然災寄対策、資源地峨の
開廷．水資2車問題への対応等の幅広い分野のソリユーションへ活用で曹る．

• SAR研修司亭の取絡みIi.日本a諜脳間・餓売新聞解訟スペシャルなどへ縄眠されるなど効果的なPRが悶れ、今後の術皇デ－9の利用鉱大
を見込んでいる．

l圏．蕗密彊
2α路・・1011 200φ2011 目）（）（） 2002-2014 2010・201‘

リリース 201‘ ．． 2011 2（）（謁 2014句

解健康 Sm 30r明 90m Z曲、 llm 

.さ閉経（LE901 8.2m 14.3m 11.7m 1曲n 1由明

水平制限湖 i 10.7m 2白別 20m 1面n 1耐n

I. 4. (2）続編畠盤町E量化且び庫』an•到の強化へ骨貫録
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2）畏鯛穆集者の国際銭争力強化を図るた』I>.宇宙実径の槌会の鑓僕等に向けて、関係機関及び民間事業舎との遺繊枠組みについて組討しつつ‘
農ftUll•宥による．ロケット稲litり等組小型衛星の打土11！盟会の活用の健瀦に向けた倹討等を行う．

実績：
民間司SM宥の箇際重量争力強化のための，！ll償金樋供を8的とLて、ロケット細’Eリ且ぴ国障宇宙ス子ーシヨン(155）『曹ほう』からの衛星敏也等
による怨小型衛星の打よげ償金鉱大の検討を実施．特に．民間事謀者等が『曾利自鈎』の鍾小型衛星打土げが出来るuたな制度を楚備し
AST RO・H相織り公事から儒創庄の憲周を悶始しすることとした．
また、更なる宇宙実E車線会の健自民を可能とするよう、企践の宇宙実経ニーズ讃査を実錨L、『曹1まうJ怒露却を活用した宇宙実包償金の実現に向
付た筏術的検討を仔った．
・ さ色に、「1まやぶさJf昔怠のイオンエンジン銭簡をもとに開発されたf抱カ抽nN録イオンエンジン｛μ初）中和器』をドパイサット2骨織に俗鍛し．軌
道土での作勧銀織を実絡した．

効果：
ドパイ守ットZ号t置に俗画ll..作動鋭敏を隙始したf縫力担加制級イオンエンジン（μ20）中和書』Ii.率低16年度；TよIf予定のfはやぶさ2』に鎗厳
予定であり．今回の繕’Ill：：：よりその事前実iEIζ質強した．

l. ・（2）銀術革鑓のE量生血ぴ車軍”＠到の祖化，、白’Z猷

3】企寒による効$白骨かっ安定的な側発・生産を支慢するため、以下に取り組む．
・衛星開発活こ当たっては、宇宙用部＆・コンポーネント等のシリーズ化、共通化やシステム童体のコスト側滅を考慮した針砲を!1.寂する．
．製造iii象者・1：：：対L..飾品ー指Ill入への琵虚苦促すための方簸を検討する．

製鋼・

須高A

平成25年度に開発量押した∞制7・2について、シリーズ化、共通化が可後な欄発Z膏みの宇宙隅飾品等を．信縮性を考慮したうえで被告直的i二
線閉するとともに‘術暴パスについて制帰実織のあるパスをベースとするなど、全体のコxト削滋を宥，.L.た臓発計画面を立案した．
・ 宇宙用錦晶・コンポーネント糟のシリーズ化、共通化を進めるため.JAXA宇宙織ブ口ジヱヲトが原則とLてlllll・指怠する『小型ス世ースキャナJ
の田町発を実施するとkもに．これまで側鈍してきた『セミオーダーメイド監の小!I!科学術皇向けllltlパスJ.『G侭受信組J.rsoAh辛宙用リチウムイ
オンfl泡』車ぴfマルチモード統合トランスポシダJを1111§豊中の街Iii.I：保mt...開発コスト削減に買献した．
・ また.GCOM-Cの衛星パスI主、80尚以」：（39/47品祖先GCO昨 Wとの共通化股針を図っており、中型問自衛星パスの郎品・コンポーネントの共通
化を’U!!L.た．
・ 各衡星メーカと共闘で開発を進めて曹た衛星肉栂滋ネットワーウインヲーフェース匂民.w.r.を聞いた術皐やコンポーヰンNこついて、匂m肺・
のJAXA初績を検討するJAXAl量計標準制定.員会が立ち上げ、~m軍縮制定に向けて活動を進劫た．
科学術li1の予ヤメトリやコマンドを統一的にIlkう仕組みを考案し、手順$作fitや干~ーカイブの自動化をめざしたソフトウzアを白書発した．ζ
れらを小型科学術足、ASτRQ-H警の鼠厳に金図的に保則した．
・ 泡立な鯨晶をー繕鴎入する方J1iを鰻定した『濁外飾品鍋進II織作.要求B』を制定• GOSAT-2’~.!lのRFP(提案要繍IJ）から適用した．

古血E良t
小笠符学術量肉1t1.1•パスIi. ~I甚なミッシヨン要＊膏支える象献な線事パスとして、既1:2~11であるジオスペース鰐蜜衛星に適用されてい
る他、今後の小型利竿術震でも適用されてい〈ことに怠る．これにより小盛純学節度向付栂圏直パスは．伺じ7ーキテヲチャを共有する［ASNARO』
衛星シリーズとともに、宇宙開制品・コンポーネント等のシリーズ化・飾品共通化の促進に賀献する．

州事宙用量事晶の結渇リスヲ且ぴ渇外依存鹿について舗査を行い、リスウ低減策について犠討を行う．
軍た、宇宙閉共通部品の安定供給体制量純情するため、！！定審査書事を温滞な〈行う

実鯛：
宇宙開飾品の格渇リスヲ及び漕外信帯皮について鵬査を行い‘宇宙用創畠の生産留期シ:r.7と榔品会祉の製品慢噂納期、ラインナヲプを・新
化した．シングルソース舗晶を中心に長納期郎晶のストツヲ化の具体的検討｛まとめ買い倹討等｝在進め．リスヲ低穏を留った．
・ 宇宙用共通飾品の安定供給が可能となるよう郷晶メーカ25祉の忽定審査等を針舗どおり実隠した．
効果：
宇宙周共通ti＆の供給安定健在確保L、出御敵前年比1輔副置を遠慮．

t‘. (2）舷儒畠置の!lt:ll.t.I車畢倣争力由強化《由貿舷
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必制

［.鮒附回融制ii：？~＼＂（.輔蜘への酬に凶柑蹴仰の研究を行う．S】渇外への依存!Iの買い重要な援舗や倒舗について、共通性や安定碕僚に討するリ且ヲ等のtliiから置先度をE軍備L、中小企＝壷含む固肉企
ヨ院を活用した研実関’l'£行う．

実・：
濁外依存鹿の高いJI要＇•！繍や11a1：τ礼、て・在性の捜aでUL.、．繍肉に位置し.r:•・昂iJU直射分制
金1：て優先.膏S警備した．
その舗展、歯針10宇｝マの宇宙開舗晶について研究開発壷進めた．
・ うち2件（‘MbltEE同ゆM・且ぴ高官•••1'緩｝について開発奮完了した．
器提 Ef'llOlll【ll岡市・llylm副・...，，・附判時除h・6曲Wyl\I肺附｝は！.－.：＜予ム由E阻崎に録制司麗舟込書れ晶子~豊信同
す6(.r:t!.置聾(ll!l'割を担う飾品で晶リ．これ寧で使用して世相脚色E伊同M（’像画創lb<•盗ゆ止~(l.，た．

・ 圏内の中小企集のすぐれた民主償訴についても悶蓋・分析を行い‘個持村田舗作I'll（パイパスコンデンザ｝や
福島アピオ.：.？~（飾品組み立て｝といった中小企療の優れた民生飯術を活用することで．早期に4Mblt
EEP!IO州の幌発量発7するζとがで曹た．この他．関織に民生桟術査活用して、宇宙也容の小型施fl化に賀献
する•lllll実益轟甑の回発を実7L.た．
また、体制局ケットの’E，段昔ンヲについて．取州からの~ンヲドームの調遺．健リスヲ膏回避するため．揖柑
から細工事で園内金貨を活用した図S量化腐処を寮箆した．

’UI: 
牢富也容への転用に0賓，，.劃鋭射歯車・禽真空・鎗’績司~.宇宙蝿繍耐性1：：”するn・践儒等の観，E豊行い‘
以下の知見董縛た．
(J)wEMS("'1oi>-£1首飾守~e<t凶曲目l勾u・.，.，デパイλ
民生用'llEMS;I.イ7予に剣L.. 要耳R切掻えE畿i・＊811・1111~：~唱する鉱蟻査察箆し：た. .温メーカ砲Ula
Bを大幅に上自る実力・(7お偉:ii）を砲忽L.. 宇宙用途としての’命ti•について目通がついた．
MEMS館＆を宇宙利用する喝歯には.MEMSの需平本体ではf.i＜パッヤーコの際ストレスによる劣化｛禍追
体の絵彊｝が主な敏爾裏図となることを磁認Lた．
②高断書事シス予ムの研究・

，，庖鰯銀事才（MU）の10IVI締結具として研究開発中の宇宙開9ゲピンに闘して‘ピン組元強度の夫婦~醤に成
功し：実用レベル事でfll遣した．草た．宇宙用11グピンやMUフィルム周聞樋触を鵠除する鯖スベーサ壷用いた
MUの実装畿計・J:tl自由討・性能卸値を巡め、MU断艶性Illの火偏向上｛郎侵入量膏従来・の1/Sll底に億滋｝
を実現した．’E遣・組立コスト削擁への寄与も期待される．

制品健EEPRCl.1外tl

効県：
・ £EP110Mの問先の線操．供鎗停止とtsった朱園At:・~llえ可健司4・・を安定倶給することで、宇宙m・8開先の停薄華街止L.. llU章怯の擁
僚に貫献することができた．書た..富良’••u編は．宇宙偉鰭・11•の小1111量化を遇じてa争力強化への貨蹴が期待される．
－ H・llAロケットの摩市段11ンヲドーム圃a1t闇先により海外創に比ベ約20輔の健コスト化の目途吾得r::.l!bq置の字．窓・の自律性の電位と
効回Ill包を図るとともに、平宙CllUUilのE量化と圃陪鰻争力の肉主に寅献．

1・.(2)11術品館的強化且ぴJUI錨・カの強化へ冊目B

効II:
①MEM鈎宇宙健への伝用に肉けた箆術的段舗や実力解・を実血するニとに州、今後の碕，E剣.と怠る箆
術i.IJIを明砲にすることで.M削Sの宇宙遺用化に向けて•JI!に温んでいる．
③宇宙用封”を聞いた舗益信備に凪して”釣出ll.ilf.，グピンメーカが冨笹分野肉付スピシオコII＆壷舟完闘
鎗した．

I . ＇ほ｝銀術革盛田!lttat.c•畠値．克骨強化，、白貢献

初4

6】a11＜・の優れた畏隼．晶や量生ll編の牢・憧濁への鉱閉を進めるため．鼠府がー体となって行うE正取方泊の繍峨化や効率的な実包鍾舎の一、
鑓倶’に賀鉱すベ〈．以下1・J匝弛む．
・I宣術自国皐文’の組事毒向上として．民！！；tJ＆や民主笛舗を.宙llB，、低周する・の館街管理且ぴR・鉱.UI二臆するガイドライン豊重量備する．

実績：
民生飾品膏宇宙で使用するために＠’U健編管理及び鰐値鼠厳のII・的な方箆膏鑓J!L.たf宇宙低m可鎗錫＆の宇宙適用，、ンドブ":I?（純字
術Ai細川を作成した．
効Ill:
飾品ユーザと共聞のハシドヲッ？liUiの過担でllllt吾:JI:め、民生飢晶の週iECI使用及び使用位大に向けた共通健闘匝が鱒られた．

卜a鍋肉外膏含めた実ii!la金の倹討を行う．

実凪：

’Ulll舎の償討.！：：L.て．闘集中の術館射厳に優れている．書曹E島え可鎗fl千パイス｛釦HPGA】董駄遣上’E
Eで僻価す4措置SOM'陀A験車よ’.. iJ,•ll•(soflE.S司）1-1'陀A1n-O<btm畑由n[qJlpment)を隆副IUl
創ll’t冊I2号以~2）＂－揺怠するこ剖＝より敏道よ実量するat薗董温めた．”鍵中の捌，F随時畝温よ
’E健するための評密集置を”’BL.、ALOS-2システムへの引き怠L.al:SOFtCll健鉱厳にて発呈されたパケッ
トシーケンスカウン~ー付与方旗開遣いについてプログラムの故修にて剣応量得った．引き•t..後はA凶SEシ
ス予ムにてー遣のブロトフライトWU＼ぴ射嶋織入位以取を実施し、打il1ハードウx7の.・が完了した．
効験：

• Al.05-2（平成26年5月2・8打上げ予定｝にて、開発中のSOl・fl'GAの耐蝕射録性得価及び軌道上書官娩え憎
能債毎の軌道上実ii吾憶実に行えるtillを綱臨することができた．

I.・4幻a鵬畠鑑町並t且ぴa圃飽・n骨舗化へ骨貫猷
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山炉
寸

U否両
E式作MEMSスイッチ
(10f量規32旬｝

.宙周タゲピンと旬且ペーサ

7) A鍾附な宇宙航空践例に闘する研究開健在進めるζとで、プロジx？トの幼果的・童書耳障問怠実貧苦実現する．ま1=.tlb唱の宇宙・a‘盤＇£~’
化する鰻息から.Ill喝の動向量見..えた銀鱗闘鼻音行い、開発した鰻.，苦情豊等に箔’Eする．

( 1 ）プロジzヲトの効泉的·~車的な実箆m実現
将来ブロジヱヲトの宣告展的・翁$約な’U！及び宇宙it•••の泊化に肉け..章古住衝ロードマップに‘づ官以下の毎究掴売を行った．
主t•illlf実臼は以下のとお唱．

①小笠高値’Eループヒー判官イプの”発
寅傭．
’h皇~N針の l'libtlがJRll的に向上する陵情として糊怖されているループヒ－~1（ィプ（U1P）について．
BBM調鑓査実7L.E！.＜随処着手に向けての回途を縄た．
効思：
従来型ヒートパイプが持た司よい可とう性壷有しているUiPの館用により.42納伏鐙で打ちょげ．軌遺」己で展
開する鼠闘ラジエー曹の，Ullが可舗と紅り衛星の大電力化に対応で曹晶．また‘温座制御盤・シャットfウン
楓1曜によりF.t!t量計のamtl・自在性豊田ua的に高められることから11•衛星パスの包際s・力強化への貨
a院が期待される.II闘ラジx－~の目栂仕栂（IOC附Aρは1!!j9.ll＊レベルである．

②篭合併推ヨi？ンヲ
.舗：
a行手＂？ン曹ンヲと同寄のnaで億鏑樋·•車内観．晶、つ潤突入時に自B・L・t被曹を防止で曹る，ンヲとし
て．複合射躯叢？ンヲの鶴舞に鯖亭L..ヲン？lt作およびs・llQ'fE’E憶した．
鋤泉：
Ill~量的な筒DとしてWOされつつあるスペースデブリによる鳩上彼嘗防止の鮒応としての対外的アピール
｛燭舛接関倉むしおよび回虫術昆のllllllUl争力強化への買献が期待される．

③絹合せ展開M薄..セル自！＞Ill絡a:t:臨電池パネ）~

.・：
世界鼠高レベルのパ阜ル出力u比れ50Wl1<ιliltれOOWJ1<c{I皮｝膏自混とした腔畳パネルについて．
これ事でに蓄積した曲面パ串んの篠鋪・錦見｛鱒詩出・司E・中〉を‘¥IL.1ヒS主計倹討およびZ草作”・E翼線
した．鍾畢として目II性．壷土・る20C削，..，..牽重量寝で曹る目遁が得られた．
鋤’l:
世界的な調査である衛星の文電力化とそれに伴う笹畳化に向け．電濁システムの筆刻化....カ向上が
期縛される．

LHPBB~・

彼合材措置I？ンヴ｛婁・イメ－9》

調llli:Jt,応用n量;t陥電池パネル

I. '・ (2)1l伺轟櫨のl!lt:JI.ぴa・m・角田強化...~買融
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伽ンイFミヰーンヨンによる光寧的’HJの定畳鰐・宇土量の砲立
実舗：
~·康問先した専用計調厳置により．ヨンヲミネーシヨンの付着厚みによる党準的Ii智査定底的に却価す
ることに成功した．これらのヂ~奇利用l.. 鯛街ツールの後径を行った．ベンチマーヲ比般としτ•Es.t.及び
CNESO>俣有す晶子ータ／解...ツールとの相互比僚に・する箇力体制を概観し‘”値量”贈した．
勉集：
これらの理的．みによ机.畢白磁であった偏皐のコンヲミお審鑑の定員約な鎗定が可tiと(l唱、掴々の亀
E事担調街星センサ．天文IUl.-tセンサーFの闘先に買餓できる．

コンタ墨＊＂－＇－＂＇：，，先牢掲宣テャンパ

⑤奮＠解析篠術の実用厩聞に．する研究
実績
ハイブリッド有..需－・勘ベース俸という．従来の手If;が普平とする中間燭量産娘・にも適用可綾な
￥続的手迭にl1づ〈コード華繍鏑（I/Iオ？？－プパンドで±3dBの筒E置｝した．寧た．ロケッルのフェ7リン
グモデルの解衝で忠実伝宅約凶ヒの必要性壷明電化するとともに．実肢の信組栓が高いIOCI柑以よで
実フェアリン'f音包透過の予測絢度査後llした．また、S幹線軍事官S伝指解続に闘し．ソ＝ッヲブームの
多方向伝情予測．フA-1>スブーム（加速飛行によってソユッヲブームが銀中」て姐い蛾皮のソニッヲ
ヲームが発生する現象｝帯創－~銀条件不倒定性董1事価できる園内噌ーの解続コードを開発した．
効!il:
間貸したツールはひSENDプロジ%ヲトの曹包伝帰予測や峠V、H-nAロケットフzアリングの官留選
盤解析に適用するとともに．イブシロン自t.ll!li針にも活用された．

⑤種11acaへの組合紺適用制’E
実績：

,:1-+.1-士弘.:Hct~：：
：解刑判君！

11似rc•s.c1S心値合伺（CMC】において．鎚造工期華字援することが可”な紺斜・プロセス盛鱗華史明する
とともに.CMCO>？リーブ鼠厳方E量査指立l.t：.事た.Ila向カーボンナノチューフCCNη董渇周した組合網”の
Z草作に成功l..世，，...レベルの現性寧J強慮董遺慮Lた｛現縫’隠CFRPと同寄レベル）.さらに.la情強白銀
衡によるポリイミド111•と....飢.僧体を沼周した経食アフレ~（曾鹿＜04 glee）壷・11e... am;nn符住
がNASAのPICA(PI暗n剖iolmpi・gna嗣 C副bonAbla蜘｝よりも良鰐信之と聾'II!するとともに．火星突入信
TPSのBBM(BreedBo・rdM。側｝を観作l.t:.｛査屋s・:lt＆件．特約出限31約
効果：
CMCのヲリ－::tllll訟については・FJRブロジz守トヘ移行するとともに.CNTl:tJST-ALCAブロクェヲトに銀奴 ・•＝－1~四ー圃M
された．経.7プレー曹については惚摘の各本節目置断的な遭畿のもと．研究•fl!i:!lll臨しτいる．

I. 4. (2）値術品盤由也ft且ぴ畠腐飢φ古田強化へのna

⑦へリコブ？構行依備の研究
寮績：
鍵書”を想定した有人．・舞λ観遭lllt買値共有シス子ム壷’Hll..高匝符賓館で有用性華噂怨し
た結集、このシス守ムは自本••111侵入厳重複也会にも録用された．事た．嫡防自書拠ヘリの広峨
応慢に適した低高度比ート組制支慢ツール華開発し、渦防斤のA戸ト償防毒支纏するととω＝．ド
ヲヲーへリの遭•·••情相実有シZ予ム董問先した．
鋤’l:

必制

低高度ルート償制支慢ツールは．洞防庁の袋容時の広蟻応僅A戸ト後討に使用されなも．寧
た．遺儀信銀情傭S亀有シス予ムl;t,OR臥 MSプロジェヲトヘ，・・・－・鳳t:?9ー叫に指Ill..
実軍用回価量行うなどt主術穆慌を’敏実箪した． 会e・・・，...，＿断臨．，、，，..・....＆.－＞－，，.‘ 

．貴重’IA--'凶.....・.，＿L帽.. 副
(2）開発した値笛寄の，lU.
実績．これ草でに問先した機”等華街星・ロケットに繕厳し、その有用性膏牢宙実自証した．平鹿25年度情厳実”は
次のとおり．
①織力持州銀イオンエンジン（μ20）の中和信の先行的宇宙実益
UAEドパイ園の：uレーツ先鏑将竿篠術研究所｛日ASηの開発した小盟地n観創衛星臥白lS.121：也婦の
筑画哨組中相棒華僑‘l..軌道」k実包苦行ラ共同実感を実箆．平成Hlll1Jll9日ー20日にマイヲロ波敏也式
中ね・の作鋤膏行い.J!I”のllHを健1!した．
符，Eの思字・限量里ツシヨン”の抱カ30m時給イオンエンジン（µ20）の中拘鶴（5抑•A）筏”を実証のため‘
『はやぶさ，』情‘M’Bイオンエンジン膏S本にした高値鎗化（14骨叫『500..A）に慮功した．
②2刷纏薄井壷.aft誌にi:I通した弁｛平感20年度llHt完7llltlb＇電イプシ ロンロケットの獲”制御シス宇ム｛二段llCS）に初めて陪厳され、実E
された．
③マルチ毛→．厳合円ンスポンダ｛率調印年IUlltM~71が『ひさきJ印刷T-A)I：俗眼され．現在豆需にS惜している．
＠見伸宇宙用リ，pウムイオン電•＜寧虚19卑直園長窪7luセルが『Uさ’』（SP叫NT叫のパス，＜－＝－手・Jに包めて縄飽きれ．現在正常1：・・Lて
いる．
輸銀：
・本中嶋．鐙瞬1草「はやぶさ2』錨’llμ10イオンエンジン中和・（I船wJとも型軽量．宮た．防ヲロッヲ｛中相Sへのマイヲロ.電力の償給に隠し、
直涜電匿を絶織するための受験舞干）Iがはやぶさ2Jにも俗魅されるもの．本実輸の成功は．はやぶさ2鰭由車イオシエンジンシス干ムの・分
的な先行実D.と．徳力3伽刑織イオンエンジン【μ20）の実現に寄与する．

・ 樟綱にとって栂有は中東との也力家併を成功.に実施• EIASTより共同実織のIt.illにJiitが表された．日ASTI孟骨債も衛星の1811!1t・壷
有しており．将来の日・中京のt畠カ111•が期待される．
・図Ill陣争力を有する製品位栂の指定および釦免涜みのII’の樹星繕IUWにより．宇宙血痕基盤の重量化に買隊．聞鍵中の..について
も各組プロジ:r.？トから遣問を附縫として早期のl!ll§t完了を期待されている．

L・.(2）怯情品・田知~Atlll血u・方的強化へ由買雌
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8）具体的な研究開発の抱温にあt：つては、＆fl界及びqcfl.llJと遁llll..111再内外の三一ズ.t量鼻の鏡餅魁穐‘市織の勘肉’F見錨えた後術関
’Eの中長』倒的な自慢を舗合ll術ロードマップに訟定しつつ．計画的に温める．

.舗：
t=含奇術ロードマップについては、書面t：』＝シス手ムメー由6枇とa々に.毘変換童音田傭l.......入学のJ!見事事象(22祉・2＞；学か品目，件〉在
行うなどして..機外の＝ーズ辰眼.cl!lt置の共有を園った司直前・を”tt..t:.

自｝将来プロジェヲルの創出~ぴ中長期的な視怠が必.な碩突について．・8理的怠活用形舗を念副に．橿織が担うベ曹役111豊明らかにしたよで実施
する．

れ）将来ブロジェヲトの創出ll.ぴ中畢期的な視点が必軍拡研究
政.的＂＇動向壷I!書~－20年後を目指l..プロゲラムの勉カ｛アウトプット7ウトカム｝に加え、政鏑的1111や担金経if的効県．輔筋書とそれを
AG!化するための新版倫・鰯シーズが’量り込まれ.l且得カのあるシナリオ及び先原健を持つプログ’ムの般討を実.. した．”に，＇＊の圃館宇宙
1聾董に向けた政領的なllll•に.遁l.. 以下の碩突を鎗温Lた．

①周忌星爆査に用いる大気実λ巴民防御システムのl:r湖底解fli箆個iの開実
実•＝
HTV-R. 火星銀蜜鏑．有λ鯵蓋．など．待突の事貧化に・~－~－突入シス予ム査実現するために必
要不可欠な失温畠鐙銀側関免の掴遮を狙い.7ーヲ息調の高圧化（20kPa以上】や.a，草加IAプ’ズマ
llCP）且満で使用する，巨体をCOzでも鼠車障でき晶ょうt火袋・金星を組定》蟻街lll!AL.鼠取検隆が可・
な繍厳在自信に値文させた．
鎗累：
ミッション実現に~纂不可欠で．かつ世界ill:i住簡の担量織防御シス宇ム（TPSl、館経畳X7Cシェ）~
開発を実現できるII舗を’IUllL、現在巡行中の『はやぶさむの信順位向上を始め、tffil・R.火＆！Hill
から有人様にu.大’~r)!入システムの問先への翁乎．将来の日本独自のミッシヨンの創生が旬飢となっ
f, 
－・

I. 4 (2)1軍備畠.d)包~－t$·轟...力白書止へ由貴猷

②月.降毎査に肉けたNASAとの業間後射
実績：
月面婚届鍵査の早期の実現量圃惜し‘団際14:1:1により実・O>lt討を行った．制括A由民国側U
計四回田町 M.ssl刷、（RPM：周到h鐸葦計回．平慮31年打土げ予定．｝と也借する場合について、沼恒
贋査・のシステム自由討を実‘し．峰傷的成立住華flilした．
ニれ宮での中低鱒虚’鎗主ッシ・ンにal：足、領母贋nミ.，，ン3ンについての検討を：；め、月面積随・
様蛋ミゲンヨンの皐，，1a1：向けて．オプションの帽を広げた．曹たその検討成畢査側錨Aとの共同
・ぉレポートとしてとり曹とめた．
鋪県：
検討内容を電りまとめたレポートは州総Alこ寓〈卸値され.RPM墨ツシaン壷実施する土で..,J国
防パートナーとしてN必Al：＆！織された．

③用車•＜•人・有人〉鰻~研史
実績：

1nio•'9•：：：盟諸4凶，.，，＿・・M・・g，、
..安・fOdl・”..・g・.，：血3

N俗Aとの共同ミッションの敏念図

探査ロー，tの世界に蛾量見航、サスベンシヨシ偉績を側提l..小包u化』二揖がる慮果量得た．｛純情出鳳申】
簡便な聞置~手盛｛真空.It繍3によるレゴリスプロッヲの製作，1•に.功L. 将来の有人月鍵轟の轟磁飢餓抑制と
して毎たな週H磁を与える慮県豊得た．
Ai健邑文面積の...’Eシス予ム実現のE置と.，.る蕩回帰盗.齢亭俸を碕立l..ソーラー.rカセイル用問..
11シス予ムのE量計量司健にするIt’E量得た．

ダ制

宇宙贋査1#どにおいて眠たな電鼠として期待される再生盟鍵斜11!趣の研究においては、思念S主計＆ぴBBMの 続鰻鯛鈍したサスペンシヨン
E草作華完7L、世界初の再生盟値判官遣の宇宙実恒に大昔〈近づいた｛本研究をベースとl..邸船外jラット tal揮を有するローパ下館
フォームでの中型ミッシヨンをIi寝中｝．
幼集：
小型経量のサスペンション槌績は‘ロポット重擦や底値様”寄への活用品鳴怖できる．

I.・.(2）億儒基盤由麹ft.II.ti•量飽．力曲泊t，、白歯車1
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真空!IAに成功した
レゴリスプロッヲ



笹川W録厳小霊園仮カプセルの繍究
JUI: 
・II章償討の襲.

J,IKA 

HlVに喝隠しHT¥刈，a崎に分砲事れ目＊＇庇寓で図電置すか 1、思のカプセ1しにつ曹.JEM”周側からのミッション....牢宮鍋益1・おける帰還
滋傭lll涯としてのミッシヨン事京の分情豊符うとともに．そのミッ~ン要求に＆づ〈システム裏京分続』kぴ鰻念倹討を実施し、主ッション定a・涯
{MコR】昆，ス予ム膏京・涯（SRR）董完71..t~.
－キ－t主街..の~仰wa
小鐙IJ.11!.，もの今一政lfl•llU:t..l: . 小R眠a肘S軍也、カプセルllfilへのパラシュート銀出‘”TVll'らのカノtル分・1111圃董必択し．区mm
董，l£W:.

~·＝ シス予ムコシセプト樋射および聾，tl作ut副こよI），自本独自の実量産Iサンプル（！（！！シス手ム栂隻の目途が立ヅ・．これによりJEM利用め鎗iR
f&っている飢温よ’llltサンプルの・叙盆と鋪去を切やすとともに．也上のサンプル鎗迭を託率化することで.JEMの生命拠写実餓償金壷ll!llll...
!!tall出「お付る't'll•l::のB・a・.に慢するニどが出家事見込みが立った．
また、宇宙II董ll衡のキー銀術のーつである.uな文銀図書聖λE童傭c•iao~制御箆街、健a餓防lllt衡を’E行，Uii::~る昆込みが締ら
れた．間施行実値すれば．・・...鱒彊において...園が主辱的1:.lllla字・探査をま量めるためC7)il銅的選択銀世・.喧畠ζとιも＂＇晶．
f・｝伝術Bii週四鹿児込み m，繍包1側聞以内【~JユーズlU1制御：阜径笈肱m）、 ！！：訪沼崎比重0・以下咽伽町鱒院温釘 OSl
G酒蔵宇宙痩量＂・においてコ 7と＂i有人宇・システム
.傭：
~－の国際宇宙鱒蓋＂薗同室L、て日本が貫Itできる鐙街分野について.ISSにおける筏衡実峰凪Z”を通じて幽界ホ・』~IJt優れた篠揮ill
縛豊田惜した碕震を泊めてuる．
·~UUIJ生後術
不聾ガ~・U;.CO,iljt. O·，・llt•歯世た空気再生システムについて．平慮27年llb-＇－亀よ実包飽＆Wlt'寮，．，るζとを園&11;. Jll
u奄ヂルの．備をaめτい~.曹た、 O,ll遭値置については‘電極曇語に発生する徹小気泡の・E国際．豊行うために．駄遣上’llll鼠．を
串MZB年目Eにヨ陸路することを自組に.t••肘華行い、米露がISSIごて還期しτいる現行~o.・...に対Lて小IZWl.•t角化董ll1ー
した裏京佐織の彼討葺持った．
目水再生11術
は作宅亨んを用いた性情畠遁4ヒのためヂ－110縛寄寓施l.. 悲団晶（！SSにて;a周している現符のホ商量シス子ム1：”して． 同•oホ再生
.膏確保Lつつ．’＂mでi再興電力半減となる佐官量目IIを遠慮できる見込みが得られ.＆本訟Itフェーズに移行」1：.事慮27411の敏道土，E
lll't験...竃回世a1：：滋めている．
刻展：
lf!.t.レベルの骨量制l二おいて......，刀を待つ怪能を湿成で者ることが俺恕されており‘’R灘止での飯附属U.fiiじて館鱒£•得することに
より、園陽酬で今後検討が進められる囚廠宇宙篠釜計画！こわ1、て‘コ7と怠る有λ宇宙システムを日本b<ltlt買献することが宵舗となり．日本
のプレゼンス向上に需がる．
また．コl:C？，ス骨パラシiート窃賓に闘しては．コストのかかる，119文II下総I&回敏壷滋らす圃的に向付ザヲスケール寄与ヂルm・k償訴審
用いた側側手法の繍自置がで曹た．なお．この手法Ii小型白眼力プ'1!11-のパラシュート聞負手陣としても用い．コストダウンを由るt十置である．
1.・.U>ll•・・時．．巳且u•，雌φJ内骨樋化，、の買凪

[ ＜%雌伽雌・舗の凶
＃刷

中畑齢lllli'.ll•ll 術星及びロケットの温鶴・管制のための臨絵·lll舗.lUlll峨・航空織のa測U:U1'のlXU施鎗·ti・帯、宇宙航空碕突側
”におけるa鍾Ol:(l鑑』量・It・＠・aにつJて‘老符化等を踏まえ、復備における必裏健牽明らかにしたよで行い．寝が国の＊宙U3l!活刷＝支障
壷豊書店いよう舗鍋肉棋の羽JllUに適切・こ応える．
tlぉ.t!純化の.む.宇宙重信島の更舗についてIt. 寝がIllの宇宙~竿・宇宙偲査ミッションの自在也信僚のIU.かも鎗創壷進め．必要fJ!ll置を
•c.晶．

一り筒...ぴロケ叶6>JIQ·1f”昆ぴミプAン子ータ司量得時ための鑓鼠・股偏．宇宙．情的鼠’lf::&•Vl!Ullt鳳施lt·ll備、飢室鎗1111~：必裏
な...箆1量・It・－’1:11’Fの典退範a・2量・等、宇宙続空研究回優における‘盤的忽民11・鐙舗の・・について．唱E純化寄量治事え、・i.内外の
偏震を健Dl.組側・吏．．，由必’It重量司円陣！こしkよで筆備計画工皮喰し．ぞれJ二益づ曾行う．

(1）愉...（／ロケッら骨温It·•・晴及ぴ主Tン翠ンデ＇－？・”のための鐘盆－．．骨組鱒且ぴ更’E’
実．：
。側星針・，＿”応Lたl:t・＝·吏鏡-r.t働札OS-2,t:!ep曲lombo::::rシ軍ンのための鼠肘·~lf·J(筒－・・－飢餓を完了

• ALOS-2対応
・子レ』トリ・測量・コマンド通信k高遺【80側刷〉欄干~受信を岡崎にZ崎育館な・:lllS/X·’17ン子ナ崎．壷完了しと．
ALOS-2.との適合唾w島幸行い．還期成立慢を檀包l.t:.
・橿Ill＇＜陥AT社｝利用tTJt:H>‘高速ミッションデー事例OOM切ω伝道や’...予ヤメトリ処理b<I;・j：；なるようl:ufを~t:..

－ ・・・IC副・mbo対応・本震似通対応咽ため司ドヲプラu‘コt・健壷・・（Elll •I『之・・）l,., MMO寅・..ぴ金量航重近俸の且.AtoE.
T-CU'41111.た民織を完了した．

③老何化財e ..”の盛綱沼周休止を副けるk曲、劣u舎と件止イシパヲト量有aして.11•側：t:”化”応量進めた．
・自国局・肉之Ja34m.1Utぴ20mQの低筒音縮緬a置．鵬剖信号先主Wl.7ン予ナ竃箇.置簿＠更笥董完了した．
・ ll上ネヲトワーク.，の室鍋~··時刻信骨’l!t!I置寄の夏瞬を’UlL.た．
・ ~畑幸組鰻しながら．追齢串ツトワーヲの績となるA”ネットワークシλ予ムの齢’E・買u春実Tしt:.
③追跡ネットワーヲの縄錆管理と適用

・ 2量・·CA置の積自由ti:漢を定編曲。に分腸l... 予防保全暗号踊品砲保「鼠般するこkで．沼周休止同m壷庖・L. .追旬ネットワ~E安定的

鋤県：

に信椅している．
・囲内局‘海舛局による温鵠ネットヲー？玉置用宜、s徳司宇宙織r:I車検L..lllll温12・・・・軸曹·~直した．
・SPRINT-Aの打上げ、初期段階、定常段惜の遺跡ヰットワーヲ軍用を行った．
• B田...肉之白書局の滞留対震を向上喜せた．

テレメトリ・コマシド通信回繊吾、E早期織から録湿利用可健1:tJった広.talP・VPN（セキュJ宇ィ6111保されたmじたインヲーネット国峰）I：更.ti
する作’Eに野手l...伺鰻鰻II毒劇活した．宮た.Yン予ナの，m点檎問問め見直ll...般道II¥シス予ムのaur:組織削滋・保守体制1111、．竃周要
員削ii.アン予ナ廃止‘等により．平慮24年度比で.u也円／年の経費寄附現した．

I. 4 （幻鶴岡畠量11>!U:llt11lall•；崎町強化へ＠慣制
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(2）宇宙惚噂の闘”に必’11.tJI喰鉱.施股・段備の組持及び吏斬噂
①環J;1鉱圏直It舗の鰍締
実績：

~ 

盟It島民般歳・の保全方t量！二ついて．二れ軍で実‘したIHili修更級：＆ぴll・不風合デー’専をもとに再評・し．保守飽闘のfl伸寄を行
い‘盤鍋a・....質量，ll奇しつつ年同組信組拘債を前年a比で鈴25軸t約2億円｝鯛雌．
環縫li•!l・（1't畑｝告適切に施持・保守しつつ.ASTRO-+l, GCOM・c.ジオスペース侵董儒昼、CALET1JのJAXA問先衛星民銀（15僻．
渥ベ3238）且ぴ官民遁慨による受注活動により血肉僧皐メーカが受注したトルコ通信衛星2・（TurkaatAA‘τ叫 utAS）董ぴに紐鹿省が健
湿する先温的宇宙シZナム仏側ARO）司書の外..＂＇鼠蟻 （28件、建ベ207町、鎗制Jft.llベ則自の環寝鼠.0を実7.
トルコ通信衛鼠については．術皇イン子グ..，＿.，...ン及びゆ件.J邑ベ175自のlllt&na•針・どおりに完1.発生した不具合は迅還に処理
華航、T同組社から”価・5謝された．またトルヨ人続編者側20人｝に討する敏宵｛以臓E刷、以厳鶴置銭明第）膏実範L..トルコ宇宙開売
の人将宵ltf園った．
効果：
JAXAli備によるトルコ過信衛星の11m獄餓を完7したことIムより.T山h・叫AU上げ成功r：寄与するとともに日本の宇宙摩書の海外への事
.鉱大及ぴ日本・トルコの宇宙分野での悔カ関係強化に貫畝．この成.llを受けトJj,コ宇宙極関よりt量健衛星開発での＆倫供用の打惨があった．

③環噴鼠蛾a・の吏断専
.繍：
復調陣及ぴ民鋼での11唄＃蛾厳．の保有技量E並びに宇宙llBプロジェヲトからのwa畏震をもとに穆備で侵有すベ曹a・.ll・を明・化
L.. Ji!.J固となる積llWUt•についてili修、組廃合・の肘・量飯l'.
純情コスト1量ぴ電力削緑豊国るため， 13.fiトン．蛤Wl&Cl.11トンliDW量.ll・の鏡台化・備に着手．
認.憤11111テャz，パに'Jリーシルーム檀鍵寄壷付加する;si・牽符い．李健かつ安．に利用可・(t~地用段舗として軍用奮闘’h.CALETe，の
飴翼富民感E実箪．
!1!奮対応のため．受信した地R情憶の即時ー膏鍍過が可飽怠寡常時舷送也Df大盤以峨繍肉にc入．
JAXA・歯肉電IJメーカで共同開発したスペーステャン，f用30l<wキセノンランプ及び電却について、ESA/ESTECが混入に向けて続飯倹討を
開始．
鋤la:
E宜騒検II用チャンパに'Jリーンルーム魯能容を付加し安・にフライト晶の侵真空鼠践がで曹るように母修．これにより従来．伽、骨組射針ス
ペースチャンパ壱使用していたー鉱蛾あたりの費用r：約1500万円削績が見込まれる．

現在ESAb<IUllゅの:t・llJI儒星(Sol¥白b＇恒4のKUにおいて俗文鰻近傍！HI聾•11する＠要があり、従来の鈎13僧＠ソ一号贋llが鎗
盟帥鼠織で＂＇須 ，ESAの現有限舗では必要tする蟹慮牽幽せ怠いため..穆・歯肉.....-1l1!1宅関鵬’Eしたスペースチャンパ周3Cl<wキセJ
ンランプ亙ぴ電意についてE以/ESTECがSλに向けて憶偏積討葺．鎗．蛍界的にソー号ーシミニ·~f:3Cltcwキセノンランプ奮闘•＇－安定的
保障’命綱嶋剛Z還期している復周は自闘が噌ー，NASAでは.30l<wキセノンランプを使用しているが．’命は陶”r::，寝S,ESAI主、
2S<wキセJンランプで定常温用中．

I ‘（2）績帽昆盤<lllilt:且ぴ血蝿，a・力也’lit，、骨量鼠

(3）航空棟僻発に必要なKl虫館Ji-I量・の組f寺及び更軍高等
実．：
①‘益段・の.・

10i年債のあるベ曹獲量見傷えたa備傷成．能カ等のE・方針・肘箇｛量量健マス~ープラン】華強釘L.. ‘・t量
舗として31の段信壷位置付付、a篭舟上4s;項宮署優先虚創に3つのカテゴリ→＝分鎖L；た．これに‘づいて優
先Ifの高い7項目の霊鍋音温めた．主fJ項目は以下のとおり．
・ 文型局直σ11倍強巴の更鏑；~街化による副作不安定量IPlllL.. スキャンの高速化·Jri分解純化寄目的に

更舗．
・ 2給復労鼠•tt•用樋低温IUI栂の量偏： 実軍機により追い2紬荷盆下の庫労itllに剣応で’~価低混

111虚構豊fl・｛堕・mは1・•＞.
• ll!U用へ＇）：ヨプ~の計測t量偶盟側・針創録、千－~処理·li!llシス？ム．画像表示システムの一”をII側．
③大型級備改修

Ii備マ~~ーブラシに基づいた健鍋より文盟鼠・の’u~についても優先庭付奇行い．平成2s•nrほ以下の肉
曹を裳値．
2mX2m避音速IUI主退且也竃砲値更績について．来年鹿の契約に向けて．益編佐”のu・s・聾奇襲
侮．改修期聞は平底2・・F皮ー平副£28年贋のdJlll.

~－ ＠・・鐙・の隻値~axaσ銀信事E・1ま過主に．はやぶさ燭遺カプセル繍萱.8717パッ干リ革具合調査寄の依絹に貫献．鋤
舗改修により橿合材や他分野からの研究、調査僚級窃に剣L..更なる対応、也カが司自Eに4よる．. 2•賓労鼠厳s・問樋低温鳳頃舗の.備により、宇宙往』Ill.II. ロケットの側造血量低漏のための樋低温
量豊科骨ンヲの:t針平E量．鍋悔・漏えい特性線価の実.が可餓になる．
実践閉ヘリの計測忠信．備Iιよ相、D舵AMSプロジェ'JI-.lll，剣応舵S!値衡の魚行実経電車．’織な烏有
実駆に貫徹．
②大型蝕備改修
・ 2mX2m遷音速風洞彊備によ仇飯．の安定a用と省エ阜ルギ由化が可健1：怠るとkもt三auan•の
続術開先に貫猷．

I.・（2）箆暢轟盤<ll!lt:且ぴ直属M・泊申値化，、由貿.
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何〉電力等の共通範訟・2車偏司Fの，.，，.＆ぴ吏舗等
実績：

併以

電力司Fの共通lilM!t舗については、各本側の事!l!tt函の進捗lζ応じて必要となる箆怠・lit舗の盤情護軍lt'E勧蒸し策定した『施t量・1i傭R備計
画』と~ti設‘錫が老桁化状況や.，.抱進上の必裏性を勘案し更新した「増~I号化1t鼠吏続It歯』の2つのIt留に沿って、年間約70件の岳協を行っ
た．霊舗の際には、電力使朗貧削減（CO,I書出量削識｝等を考慮した段IHIエをii陶l...ntlllへの121!1も持った．主えよ実績は以下のとおり．

実績：
(j） 老初化が著しい.，.＿縄先制Ill肝（•)I：ついて、包続的な~力安定供給を図るとともに、館別性の克服、電力供給~カ湖強を自的として穴筒鮪2発電
所の鐙備を行った．平成25年度には発電所建屋が完成．平成26年度には5.6毎憾の倹主主主舞電能力差U則lltVA-2..筑胤.VAi：＊・強港予定してい
る．これにより．電力安定供給の信続性向上のみ本らず、ロケット打よIf時期に~aを与えな山影でl!定保守怠倹期間をt量定することが可能とな
る．
｛吋II干島宇宙センヲー会峨に電力を供給する需用自家発電崎除．組集後の年数rt.I皇物が35年以よ．発電健がt-•41110～15忽 s.6号事量
20年以よ経過Lている．

②『緊急時事療継続計画JIこ沿って勝浦宇宙通信慨にti寵されたF’Ul鴎衛星管制システム｛筑滋宇宙センヲーで行っている術星追跡管舗を緊急
崎に代笹川に必要本電力確保のため 間通信所の非常用負竃舗の健カを司自強〈蜘『1脚k.VA)l..た．その除 ~Iiの発句自臨料＂＇ンヲを地下
樋liltIこし、殴訟の窓肉＂＇ンヲと l車結供給系統とすること：I：よって黛急時の篭力安定供給能力を向上Lた．

③筑波宇宙セン世ーの総合環境1t磁織で繍磁のユーザーが線量生衛星のl11J!銭厳を同時剣に行う禍合の情締管湿の向よ、消ft'fl?力削減及び室
調t量・の動車的運用を包ることを目的として.13m冊子ヤンパtt駿霊と径動・奮穆鼠検a等，、”がる術a通路の聞を区画分続する間仕切り
シャツ’・－＜ax1 4 (wx叫m港寧成26年~完Itに向けて畿備申．
これにより可径となる潤費電力削減量は‘年あたり軒＞60：方k刷、333νco，を見込ゐでいる．

I 2＞柑榊・宇宙探査ミッションの要純肺結純化刈む深宇宙燦舗の聞に肉軌跡州側肘ふ
察側：
老4号化が進む自由6如、局を夏目草するとともに、h鋼漉敏帯を用いてよ甲高いデ白書レートでのデーヲ伝送を可能にするよう、濠宇宙俊道後継掲の
験討を行った. ~奇に、受信系のII鑓膏化やアン干すの寓緒度化君事の開発課ii!の織別と!llll'Iオプションの後射を盗めた．
これらの検討結果におき．宇宙将司障・宇宙寵釜ミッシヨンの要求をおまえ．深宇宙l軍牽liO更新の襲紫佐織を明謹にした．

I. 4. （剖鐙術革鍾の!lttP.1.IJ!l諜餓＂舟由強化への買獄

総括E
年a計画面でt量定した業務を全て実施し．申；(Jilt国の溜成に向け順調に権移している．
線網事象の祉会的意ii・価値が明らかになるよう、社会にどのように役立つかの観点lアウトカム鏡店｝著書E淘しつつ、設が
園の宇宙航空分野の羽用の促進・梅野院大、組織仮興及び国際級争力の強化等に貸する活肱制＝取り組んだ．
平成25年度f阜、民間事実警の！"-Illの絶問、筏術的解決療の検討を実施した．
その結集、民間事業者等の愈見をJAXAに限り込むなど商省聞の目標共有が滋み、7）優先IIの高い篠術民館から績討
を実降、イ｝宇宙実涯の権遣など、llllllll，カ強化に資する活動苦進めた．
また、健機保有のS基盤的fj.箆t量鎗．については、民側事$者の裏1青等を勘案したy備計慣にl&づき隻僧・更舗を行い‘衡
a開発、打上げ、遺跡管制、鉱空llllllft寄の支慢を蔚実に実経した．

具体的な成果It次のとおり．

① ＆Q量的・先略的銭術の強化及び国隠奴争力強化への貫.
a）湾外への依存度の高いE’E筏術について．国農民生緩衝をE苦悶して研究開発を進め、4MbltEEPROM、高密度実鑓l&
領空軍の側発を実7. 牟箇康－~盤の強化、Ill~畢鎗争力向上に貫録した．
b）プロジェヲトの効巣的・効幅約な実施、宇宙産家alllの強化に向け、総合筏術ロードマップに主主づき、。小型u軍機能Jレー
プヒートパイプの開先i終段E十の草餅｝、Ii）雛合材捻譲＂＇ンヲ I低価格・短納期化｝．帥｝樋姐想段への複合材の適用研究
t世界銀蔵強度）.iv）へリコプ空飛行篠田自の研究｛多数の筏術移転｝噂華実Ill...プロジzヲトの成功や将来プロジェヲトの
創出に寄与した．更に.Itカ30mN級イオンエンジン（1120）中絢’、改良恩2側抱ll弁、切柚宇宙局リチウム電地華街』量
繕UL..宇宙実包壷進めた．
。｝惑星観刻術昆『ひさ曹』の衛星パスを小型科学術星等向けの棚SパスとLて活用するほか．宇宙朗飾品・2ンポー串ント
等のシリーズ化．共通化寄進め宇宙実寵することにより．側負コスト削灘、信続性向上につ怠げた．
d）『宇宙松岡可能鶴畠の宇宙望軍用ハンドブッヲ｛科学術皐飼）Jの仰成や、開発中の転用部畠を・AIDS・2・Fの衛星に俗怒し銭
術実医するltiiを造め、民敏方法の標準化や効取的fj.!JUEt:!I会の鑓供等を推進した．

・） ~1111111来者との適践によ•J. 衛星別問筏術を活用Lた「使える301邑図Jのサービス漫供をllll鎗．初隼鹿の年間売上11
7,000方向に遣した．このサービスは．街興国におけるインフラ箆備、世界で頻発する自然災嘗対銀、水資源問舗への対
応簿に利用可能で、幅広い分野のソリaーシヨンへ活用で曹る．

②‘鐙的な施段・段備の聾備
総，.保有の11;盤的な鎚鐙銭備について、毘1111111••の裏舗、機織の事業進鯵状況に応じた艶備寮耳R. 老符化JU需要家
苦悩.して.備針厨を策定し、優先順位華明確化しつつ1:19・吏訴を行い．衛星側発、tr.I:げ．追跡管制、措置窪線開発等の
支慢を薄笑に実絡した．なお，sg段・践備の聾備に溢たっては、電力使用量削減に特に留Ill..た政計、施ヱに努め、前年度
の値柵全体のco,t露出量の1.9"1こ当たるl,600t-CO，の削灘、纏縛コストの剛滋につt;;げた．

I. 4. (Z)ll儒轟盤的強化且ぴ直彊lH•克也強化，、四円献

96 

ダ必A

ダM

I 1.4.(3）宇宙を活用した外交・安全保障政策への貢献と国際協力｜
I q浮 世活用した柑・安全脚への貫徹 ｜ 

虫組魁彊忽鍍豊重ょ政府による外交・安全保障分野における宇宙開寛利用のltil&r：買献するため．関分野における宇宙開発初期の可能性を
績討する．
また、以下のような活動膏通じて．政府による外交・安全保線分野における二国間傷力、f.lllllfl凶カに貨献する．
(a）国道宇宙空朗平和利用隻員会｛む併UOS）における、宇宙空間の研究に刻する慣助.t高級の交倹、宇宙空間の平和利用のための実際的方法
及び波律問題の後討において、宇宙慎鋼の立渇釦らllU量的に貸献する．
(b）宇宙活動の持続殉能性の強化のた泊に「宇宙活動に闘する国際行勤続lllJの綴定に崩して磁府豊支録する．

政府による外交・安全保m分野における牢宙開免事IJ周の促進について、関係機Jl8とtllt・し可健住を倹討する．
また‘以下のような活”を通じて、政府による外交・安全保隙分野における二国間也力、.旬開泊カに慣献する．
｛叫留選宇宙空周平和利用委員会（COPUOS）における．宇宙空鯛の研究に討する健助、情緒の交倹．宇宙空間の平和利用のための実際的方法
及び濠律問題の掻討において、政府との1畠カや．政府の求めに応じた.COPUOSへの参加を通じて、長期的情縫伎の績肘｛デブリ問題等1や会胞の
ilSまたは織豪華積める等により、宇宙機関の立細から笥極的に貧獄する．
(b）宇宙活動の侍続可能性の治化のために「宇宙活動に倒する国際行勧銀範』の箆定に関して、国際会織における噂門窓会合への告書加等を過して．
政府を支慢する．

I. 4. (3】字奮を活用した外車・費企画防政燦へ由民献とIii陣出力

【可｝外交・安全保険分野における宇宙側負利用促巡のための可能性畿討
実線：
d措置会保問分野の日米政府1畠カ

必制

白米政府間の宇宙技llllill(SSA）に関する7解1l0鋪鎗（5月九日米安全保問協織豊島民会期僚会合（10月】等.B朱l!t腐儒の安全保鱒分
野の担主力I二闘し、彼婦が実箆してい晶デヲリ観測、情近解稲野缶、衝突回遊等の実織をもとに銚術面で支砲した．
③国際牢宙探廷に関する多国間政府悔カ
ワシントンocで開館された将来の宇宙綴蓋に闘する会合f!fl’回国際宇宙綴査フォーラム(ISEf)Jについて．日本政府代表団の発言要領作
院本どの纏備作.において‘：：！！：銭詩学者在中心とした激府の活動を支燥した．
ISEFには‘理Ill長が日本取府代表団のー員として9加するとともに、国際法や宇宙傍査を噂門分野とする惚栂．員も会合に出席仏文部総
掌省在中心とした磁矯包を支慢した．また．理事長が．「宇宙Ill査と利用【戦略と共有されるa徳川のセッションにおいて、日本政府代表として
免奮を行うとともに、驚2回国際宇宙標牽フ:t】＇ムの主自 E固として、閉会主主で銭穆を行った．
はお．路EFfl足の前段階に、後摘は国際宇宙爆資共同グループ（ISE<討Cl)において、国際宇宙怨査ロードマップ（OER)J官2版の作成を主導する
など．中4量的fj.俊樹を担った．
③地硲観測に措置するJiil間政府協力
全IJ－色母観測シス宇ム（GEOSS)10保計画にaづ曹、復摘が保有する雄琢観測量子一宇（吋を世界にIll供し、戦書骨文魯の作成・とりまとめ等、
場琢観測衛星雲員会（CEOS）の~嫌観測、水循鼠の活助を主噂するとともに．金正事腹案モニ9リング（GEO-G凶M）のアジア米作付監視
(Asia－側CE）の活動をま却するなど．地稼観測に関する霞府間会合（GEO~;I.舎の活動を通じ、GEOSS10年計画に興献した．
これらの賞献が骨最となり‘GEO本会合引舟｝において舎建されたf次期GEOSSIO年計画Jには日本の窓見が太いに反験された．
吋＝~効果ガス観測lli:術衛星（GOS問、’r;-lll!J.k循環変動観剥衡星（GCOM-W1 ）、縫犠観測技術衛星｛札OS)

効果：
・ISECGの第2代徳長｛平成23年8月～平成25年4}j）を援織が積めたこと．また、f第2園周限宇宙探査フすーラム』の主儀固となることで、日本
の宇宙開先におけるブレゼシスを歩加各国に示すζとができた．
－現行の全線地獄観測システム｛位。SS)lO年計画に貫献し、さらに次織白EOSSIO年計画の実施計画作皮の合意にも歪った．

I.'・ (3）宇宙膏措周した丹空・宮全保筒融債h由貿舷と国鳳IAヵ
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(2）政府による外交・安全保徳分野における二国間憶力、事富岡IAカへの賀音量
。園遅宇宙空周平和利用要員会（COPUOS）における賃献
実績：

JAM 

国道宇宙空燭平和利用祭員会（COPUOS）~ま徳小委員会（4月）‘岡本農民会（6月上国道健全（10月）並びにCOPUOS科学院術小祭員会（2
月｝に政府代表団のー員とLて，l.Ol.た．
宇宙空間の活用に倒する個織的f#規範づ〈り、「宇宙活動の長期的持続可能性ベストプラヲ子ィスガイドライン~』の策定、「地E事近傍の小天
体制EO）』開通のSii.『宇宙活動の長期的持続可能1主Jワーキングゲループ等において、日本政府豊鐙術面で支援した．ま与実問rt以下の
とおり．
》平成21年から圃ii宇宙空間平抑制用量署員会（COPUOS）のワーキンゲゲループでi自治をlitねてきた「宇宙の長期的拘続可傭性』1：闘して、
ベストプラヲティスガイドライン.をまとめるにあたり、後術的側面から検討を行い、日本政府の鎗勉容習を支慢した．
》本ガイドラインの鴛定には．衛星の衝突やスペースデブりのI官加．民聞を宮めた宇宙活動の活発化等を古め．締広いla”が必寮とされるた
め、平lil!23年？舟から組織肉l二9スヲ？オースチーム者立ち主げ錦織欄断的な筏Iii検討を行っている．

《店3ペストプ’クティスガイドライエ，.co骨厩とそζlr!>IHIされる・＇J;J.タ軍国骨組It.Col g局面懸毒されるリスク聾局の9・l!S,C•lリス？IHl. wlaG冒理計量と
II.Ill槍血，（v》IWごとのペストプ，ク予ィス骨身..のS陪婿ス予τ，プをZ睡んだ止で.I・.，寄れt：限UC偏’llil週..量置計ll!院事3
に対応する量曹の鼠ff（ペストプラク予ィス】華民瞳．

平成2411'に纏JI）国道COPU OS~世長＜131曹後術省F与｝が鑓寵したCOPUOSの将来の役割を縫言する路長ペーパーを受け、臼本政府は
fCOPUOSのポスト2015年開発自得、験討実総プロセスに貨献するための作集計笛（2014-2019）』をll&L.仲裁断置の全体的な自約につ
いて合憲が得られた.tal置は作袋針帽の策定に関わり、政府豊量碕的に支湿した．
宣車lll:
·•川園温COPUOS路長｛篠割臨時i参与｝主織の下、機雷した『国連宇宙空問平和利用安員会（COPUOS）の将来のあり方Jに対して、世界の宇
宙コミュ＝子ィから貨同署得るとともに‘日本のプレゼンスを向上した．
・3年にわた切COl』PUSの編で組踊を温めて曹た『牢宙の長期的持続可能性ベストプラク手ィスガイドラインJについて、日本の官民のtL織を反触し
た•＜彼自時的肉審】晶犠用され．かつ·＇ま1ま合愈に遣した．

③『宇宙活動に関する国際行動規緒川スペースヂプリの先生を紡止し、安全な宇宙燭績を実現する対応】集定に随する支慢
実績：
EUが主催した『宇宙活動に倒する凶際符動規範に闘するオ』プンエンド悩俗』（5月、ウヲライナ〉且び『宇宙活動に飼する国際行動規胞に関
する第2自オープンエンド11'縄」（11舟、？イ｝に舎却し、同行動規事Eの国際別製にあたり日本政府膏緩衝面《宇宙物体同士のIii級事の干渉可
能性愈小化の検討辱｝から支llLた．

I. 4. (3】事宙牽活用した外宜・虫歯晶陣取震への質献と包窓憶力

③その他｛個際航空宇宙連盟(IAF))
実線：

ダ制

樋ロIAF会•＜•鍋副理事長｝玄海の下‘ flAF会長の実純計薗Jが進行している，IAF!!l.＃の見直し、各ワ『キンゲグループの改革等が行わ
れているが、111111孟ζれをt量制ーとして支え、IAFの活動活性化に寄与している．結果、！AFメンバー織は273健飼制ヵ国（ftll目、246償問62ヵ国)f:
徳大．統制回国際宇宙会後｛IAC);lt≫；夫会（9月｝を開舗においては‘過去盛大規鍛｛参加者3700晶〈繍臥鈴すがね：m名｝｝の参加を得て．
大舎を成功に尊いた．
効果：
傷口IAF会長〈彼橋副理事長］主窃の下、IAFメンバーのllt大や制底の見直しJ及びIAC大会の餓慎偉大聖包るなど、世界の宇宙コミュエティが
発展L、日本のブレゼンスが向上した．

I.・.(3）宇宙葺活用した丹空・茸量慢蹄政鏑への買献と開陳情力
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4仰

回艶笠

申糊普＋恒ii?.’E事項：諸外国の甥係自置関・国際Ill銅等と1畠カ鯛係華柵~する． 具体的には、
（・｝宇宙先遣閣との簡では．国際宇宙ス予ーション（ISS】計画等における書館聞の協力‘地蔵観測衛星の関処・打上げ・運用等におけるニ図聞の
t晶カ等を行い、棺互に有益な関係費量置し
(b）宇宙続興個に対しては.7ジ7玄平津地織宇宙組関会組（APRSAF】の持組み等査活用して、宇宙開先利用のIi滋及び人初膏成の支鐙理事、E
:ti的立関舗を鍍〈．絡にAPR以Fについては、穫が団のアジア地持査でゆリーザーシップとプレゼンスを発慢する婿として活用する．
cc＞航空分野については、将来銭衡やA盤銭術の分野豊中心に研究憶力を鎗過するとともに、多国間箇カを纏進するため．航~研究機関聞の研
究也力持組みである＠揚航空研究フォーラム（IFAR）において主事的役割を果たす．
IQ傭の.穆1'1置に幽たってr:t.宇宙期発利川に闘する象約その他河口国際約束を賓が固として厳実にB行するために必要な微置を執るとともに、
鎗出入等燭隙鯛僚に係る法令官事を週守する．

路外国の関係織関・国際機関等と棺主的かっ1畠E蝿性のある也力関係を禍mする．具体的には．
(o）飲米諸国など牟宙先滋固との聞では、国際宇宙ステーション｛隠S>lt扇等における多国聞のt畠カ，I也E事鰻親衛星の問先・打よCf・通用等におけ
る既存の三国問の協均等量・ii実に行うと止もt二、舗たf#互恵的存鋪係の術祭に努める．
(b）アジア太平洋地峨など宇宙続興国に対しては．アジア太平滞絶蟻宇宙機隣会給付PRSA内の枠組み噂を活用して．アジア太平淳也峨m災害対
応や環境Ii徳島正どのUl題解決．宇宙館発利用の促進｛アジア各回の衛星デ一宮、JEM剃朗の促進活動等｝及び人初育成の支極等董通じて、産業
短興を側面的に支慢するなど互恵的怠関係の繊mに努める．
”に20周年をむかえるAPRS AFについては．ζれまでの実訓告餓事足、吏怠る発展を目指すとともに．固際的なプレゼンス量発｝ーする．
(c）航空分野については、将来住術や怠盤筏術の分野におけるNASA.DLR‘ONERAI.注どとの敏絡的な研究白血力を一層促進する．軍た、！FARの枠
組みにあμてリーダークップを録保するとともに．多国間憶力による園際尖同研究や人材支策”の実現I二向け、より密な交琉・ill!織を促進する．
a織の案裕司直営1こ当たっては．宇宙開発利用に関する集約その他の囚際鈎豪華設が固として筏実に随行するために必要な借置を敏るとともに．
鎗出入等司国際鑓係に係る法令簿を辺守する．

l・.(3）宇宙壷措鯛した外耳・安全樺埠融績へ由民献と国際凶力

。待外国の関係側関・自際繊随等とのIll力関係の締後
実績：
・奥村紙llllHl及び繍しい経営樟の下、創立10周年を迎え、断定JAXAの紙たな方向性｛技術によるa題解決．緩衝の発展先司車、社会へ
の価値4量供｝を打ち出し、能界の主要宇宙自由聞の長とのmで担韓関長会践を行い、ll:.!1119曲、つl!I~怠損保強化を回った．

奨以

0闘関係の漂化 D h _ t-
ω欧米錆園との箇カ ff ，~lii 
安値： lf lH'i 
－国際宇宙ステーシヨン｛ISS）日本実駁練｛きIまう）をまE実に道則した． ー堕叩胃・ ..Jf!iU l¥l 
－若田宇宙飛行士がアジア初となる国際字宙ステーシヨン｛除$）コマンずー（船長)Iこ就任した｛早成26年3月｝． P明簡明b mi 1111 
・宇宙ス予ーシヨン繍給tlHHTV)4骨慢を仲neロケット崎也で打ち上げ、ISSへ期資を繍給した.（平成25年8 ・＂＂ミ A面白~
月1 . ・匿事 温I'iii!:::"層明

• NASAと共同開発Lt：錦融制計画主純（C附 ・ヱ削除水レータ（0附をH-llAロケット2・側で打問 '&iii!ー
ちょげ．運用を開始した．（平成2＆年rn? ’司監E・・E画面白ー

・ノルウzーと~t纏図利用に”するワーヲショッブを隙健L‘奇後、北緬濁での衛星和Hfl等‘共同で研究手ーマを fミ明・・・l:i:iiiiiij
t量定する方向で舎建した．｛平成26隼3Al ‘冒田園田園・ー

効’－ 伽・酬時細川. lliQ宇宙ス←ンヨン｛闘の飢日米闘による錦降水鰻州民衛星（G剛＞－＝Ill蛸水レ－'I ~ii：＇＂＇＂抽閉山・＂＇＂＂＇Cll"lt
(OPR）の”’！・打上げ・運用害事において、宇宙先進国聞で繍互に有益な随偏在鰻符発展させた．

I.'-(3）＇！＇曾を活用した外交·•童保価敵軍へ申貢献と国際瞳角
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(h)7ジア地犠との也力
実傭：
・li20包アジア太平洋地織宇宙徴閉会阪（APRSAF)をベトナム・ハノイで縄健l..•1邑鳳の宇宙コミュニ子ィー
の強化を＠るとともに．地血庫銀制解決のためのイニシア予ィブについて織局豊行ラt:.
〉参加者：28かIll・絶島l.6回線繊閥、423名参加．過去愚高｛官官19周却26)
＞香宇宙i.t図録寄による共同声明を発畿．地縮の社会縫5時的発展を由緒して1晶カするζとを強調．
〉イエシア宇イブの温鯵扶況

・7ジア太平洋絶繊の災・ltll也カ『センチネルアジアJを通じ、各国術鳳デー舎を酔l閉じた災害対応、気候
変動車E復が進修している．”に紡災でI草、震災／準備、~車対応.ll! I目／復興のすべての段階に対I...IA 
カをII!;大することが鎗位された．

• ISS曹1まう事Jiii促滋促進且ぴ人絹育成支IIに関l.. ベトナム回目E衛星セン~－（VNSC）鼠，l、裂術
1i "PiooD’”。n”の開発車び蝕也、マレーシアの9ンパヲ締a庇長実践等の凶カ成果が報告きれ.tl加国
の倒心を織めた．
3・個隙溜嘗餐員会（E陪cutiv.c前畑頑臨時の怨立
》これll?で日本主事で企碩してきf;APR宮AFを．よりIll際的な也カ枠組みとするため．伺会織のii:ltに
ついてl!l.合いを霊ねた｛針7図｝．
＞金納期間中に、6宇宙俗銅の長と・Jl¥XI¥思事長とのII鍋長会銀を実施した．

．ベトナム宇宙償問（VAST)と協力協定の改定に悶即した．

鋤•：

’R路..... 也＂＇＊＊＂べ~~J.

・ 7ジア太平洋地思宇宙機関会館（APRSl\F）を混じ.7ジアにおける宇宙コミ品三ティの’Hlに貿献し、日本に対する•a額~を髄成した．

因遺宇宙平和利用委員会cc伊 IJOS）において、アジア各国｛・3の代表のステートメントにおいて．日釈：JAX刈がAPRSAFを通じて推進して
いる絶感1畠カに対l..感謝と期待が袋町白書れ、日本の国際的なブレゼンスの発御に貫献した．
｛ ・）インドネシア、パキス~ン‘マレーシア．フィリピン．ベトナム、総図

I. 4.【3）宇宙査活用した件茸・費量保簡滋慣への貫献と鋼疎i畠カ

(c）航空分野の回線路カ

実線：
・アメリカNASAとのIA力

ダ制

.I.A制

lllJlおよび将来妓衡の分野で3件の共同研究を集結l..刊に繍客慌が鐘音速で飛行することにより生じる庖脅tソユッヲブーム｝の録題
で、骨後の！CAO•による圏際基lll鑑定の般討に対して·~学的・妓術的織傑を縫Ji(して貢献することを011す共同研究を遂行した．また、
圃隙Illカにより互いの強みを持ち寄る12'14が高い分野として、航空交通管制（AτM）分野において鰯線共儒研究2件の開始に含81..t:,
．ドイツDLR、フランスONERA.tの也力

Bttの共同研究を実縫いA礎研究分野における互恵的な按術レベルの向土と、航空特掌段術分野における目敏の関震強化に寄与し
た．また‘i唱力査一回融磁的な枠組みとするための方針として、平成26年2月に開催された餌11固DLR-DNERA-JAXA3trl鑓会合におい
て．航空安全やE量管低滋などの分野での鴎究也カや人材交去の促進を図ることと4ょった．
・国際航空研究フォーラムCIFAR=lnur帽 t同叫F制w曲賞A由出nRe.urch：世界24ヶ国の公的航空研実関先償問で繍底される国際組組｝
IF順守ミット｛平成25年自局、於：号スヲワ｝において偲備は胤SAiこ次ぎIFARのZ代目iillU量償問に紙佳．「航空愉送における効皐錐ム
『騒音』、『館建受通常駐HATM）』などの分野で番目問共舟研究の実現に向けた適切をリードし、！FAR活動に買献した．

NASA主事で6カ国が多加する代舗燃純分野の多国間研究憶力に参屠．バイオ銚31!織制の実用化支績を自得して代笛II!斜使用による
白銀界へのII>響を調べる予定．平成26年5月に予定されている多国間IAカによるバイオ鎗斜を用いた飛行ft験において、tai.より鱗t:
な堆よでの懲娘IU書や術.&Ill測の実施等の鐙術的纏2障を行い．具体的な研究傷力の後討においてリーザーシップを発御した．

・ICllO（白隠ItM鼠聾瞳llll:ln回n・勘柑tClvU Av1a1ion Organlzatlo川
凪樺適合町’ma個師ー・，.凶2!!111厳重に胆ザ品開際調湖毎’睡盟理．

鈎果：
• N/¥$1¥,0LR、ONERA聞とA磁研究分野において相互の強み苦情完L合う鈴問研突を過じ、JAXA航空銭衝のレベル苦肉よさせた．
航~·門のトップによる会合査定期的に開催することにより、航窓安全や騒音低型車などの.要分野での関係強化につなげた．
IFA剛＝ついては．副島11&11闘に続怪し、IFAR運営において中心的怠役割を集たすζとで、自耳慣のブレゼンスを向上させた．

I.・（3）宇宙を諸問L在外史・安全盛陣取療へ骨質献と国防Illヵ
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a錨
年度ft薗でt量定した義務をすべて突緯l..中期計薗吾ii戚に向け順”にl(l移しτいる．

・外交・安全保障分野における宇宙随発利用促進のための可能性検討

> 日米政府間の宇宙紋混監彼{SS/¥）に闘する7鰐'.IUHMDIJ）が締...され｛「文飾料学省は範行されτいる法令におづ
いて活動する魯立行政浪人宇宙航空研究開発ta織と共に多h目する』と鰻ltにその下で日米安全保償脇織餐員会開
僚会合等(I0.11）.白米政府聞の安全保障分野の凶カを償術的に支慢した．

ト次回の闘爆宇宙療費フ方ーラム（ISEめの日本甥散に貿献した．

＞地域班割UR測衛星デ~の；量供ま通じ‘現行の金E事地時観測シス宇ム（GEOSS）附年計画に質量ti..、さらに次期
GEOSS10年計画の実施計画E作成の合愈にも貧獄した．

)> t!川関連COPUOSI園長｛織機妓術省F与れ樋口IAF会長｛割以揖副理事長｝主Illの下．世界の宇宙コミaニティの発展と
日本のブレゼンス向上に賀献した．

，..『宇宙の長期的拘続可自陣怯ペストブラヲティスガイドライン』の11術的肉容について、目本の官民の立Illを反映し、Iま
ぼ合憲に遣することに貨献した．

・諸外国の関係機関との協力関係の柵m
ー国際宇宙ス宇一シヨン(ISS）の通用．全母降水計画主術星（GPM）・ニ周波降水レ－~（DPll〕の開発・打よ・運用等を
通じ、宇宙先進国との也カプロジェヲトを娘道し相互に有益な関係を維持発展害せた．

』アジア太平洋地犠宇宙偉閉会指（APRSAF）の持組a与を活用して、アジ？の宇宙コミユニ宇ィの，ellと日本に対する信
車l!iaを磁~に寄与した．これらの活動は個遣において、事〈のアジ7路団代表から質問を得ており自本のブレぜンス
向ょに繋がっている＠

F 米国宇宙飼査llllll<Fl斤白O刈2013年総告で、APRSAFを通じた白本の宇宙外受が高〈鰐価された．

』掴際航空研究フォーラム（IFA間運営において世界の航＇.！！ ::iミュニ子ィの発毘に寄与した．

I. 4. (3)1'宙を滑闘し：た係費・貴金保車融取h由貿隊と＠際1晶カ

い.4.(4）相手国ニーズに応えるインフラ海外展開の推進

ダ制

必制

中期骨＋画m・UIU喜：相手邑のニーズに応えるため、聞係府書との憶力を密にしつつ、人材育成、彼術移鉱．相手Ill政信による宇宙組関段立へ
の!ti:I量癒を含め、政府が錐進するインフラ濁外鹿嶋壷支慢する．

相手閣のユーズ1こ応えるため、関係府省kのIAカ牽111にしつつ、人材育成、銭術移転、相手由政府による司l'ltl・llllli立への支撮等を含め、政府
がt並進するインフラ海外厳鵬を支慢する．

寅繍・
①殺が園が’uーするトルコa廓に討する牢省航空分野町惚カに係る典樟的宜織置について．関儀肩書｛同司自情．文羽音．樋車帯．鈴務省、外務省｝との筏墜に1!
づ曹．トルコ8#1からの具体的要認の抱鑑と施療の検討について宜保を持った．
＠国トル::Jllftが箭tにIt・Lている後続鶴崎皐に刻する日本政府の対応について舗係府省と碍鉾鍵民登を行った．
q測が招”し：1:rベトナム宇宙セレヲー漉股支!itllカJへの支樋として．ベトナム也政府舗係者由打上げ視寝対応AtJH-DBロケットでのペトナム小ct衛星の打上
げ草ぴにf曹ぼうJからの爾墨の鎗出と、モンゴル国政府鴎係者の射地畿圏E銅応／牟宙信衛碕修を実銭じた．
＠毒，4・.狸冊宜掴績のー沼としてii舛妓術者教育｛キャパシ予ィピルデインタ）flどに資する研修ヲロヲラム田作店に菊平L、今得度（;I:研修プロヴラム母カリ
キユラム箪壷組前・側鏑Lた．
⑤三費電胞が畳怒したトルヨサツト祉の通信衛星（21Jtllこついて．主E・aと鼠Ml.t・棋用鍵約を純錯し、＇.！！ I暗の筑遭宇宙tン告ーで畠鰻備麗由姐立・民肢を，E
sした．これにより、、市月下旬にTURKSAτ－4A差出荷l..1111衛星打主げ鳳劫に貢....た．曹た、トJしヨサツト枕鍍術者（約20唱)Iι!ti且由帽立車偏霞調書から
筑量牢宙セシターで柑聾を開始．その支慢の－Illと1，て強制＝討し鱒量由民蛾曹に闘す晶ー般的諭夜帯を~箆し海外企－への銭術指舷．人”曹慮1：貫献した．
⑤/IP明日SAF（アジ7・太平洋地織宇宙組隣会崎】の実II碩突である街量デー曹を用いた『干ばつ可能性的監様』の成果を‘？ジア開発餓符（Al抽lblll慮中町干ば
つ室主Eブロジ:r.？トに追加する4よど．『文メコン地織の鹿寒情報ネツ争ワーヲヘ干ばつ曽帽を掲載するltlli』における凶カを引き敏幸実’ll.た．
効果：宇宙翁本計画に曇づ曹、政府吟唱績として宇宙分野におけるインフラ渇外風聞を抱継する臥トJ凶．ベトナム且ぴ壬ンゴルとの遁慣也カに加え、続た：I:
2i宇田海持主II聾開治情せられている．

総括

年度計画でE量定した.穫を全て実施し‘申期計画の違成l二肉け順E唱に捻移している．

・ 肉隠府、文書Z線学省、縫済..省、総務省、外務省などの鋼係府省の憶力量得つつ、1!11飯田に対してII備が保有する宇宙抜術
を紹介するとともに、相手国の二ーズ抱1置を行った．
・ 三費電IIが受注した通信術皇について‘相争方企載であるトルヨサット往の緩衝客約鈎人に対して、続浪宇宙セン9ーに倹いて
衛星鼠駿I二回する2揖獲を行い、人材育成．彼術移転に貢献した．
・ 日本政府の蔓績を受け、前年111：：引曹餓曹トルコ政府の憂鍵に対する傷力0)...壷行ったほか、続たにベトナム政府関係者、モ
ンゴル政府関係者の打上げ視擦や宇宙筏術研修苦笑.....政府が推進するiンフラ海外·•闘を支慢した．
・ パッケージ霊インフラ渇外展開関係大臣会合において、原銭、鉄道、水‘資表、医療‘防 などと並んで宇宙の海外張関について
も品目泊されている．

I. ・．｛叫欄辱国z・”ズに応えるインフラ酒舛JI聞の鰭畢
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l.4.(5）効果的な宇宙政策の企画立案に資する情報収集・翻査分析機能の強化
例制

申細計画位置l&I置：宇宙開先制用に関する政簸の企画立案に貸するために、宇宙分野の国信動向や筏術動向に関する情織の収繍及び銅査・
分続犠健在強化し、鯛係者等1：対して必纂な情報徳俄を行う．薗内においては大学等との亭ツトワーウ華強化し、海持においては惚憎め海外駐在
員事務所等を活用し、海外研究羽歪健闘や鴎際峨捌との通封書等を図る．

宇宙開発利用伝聞する抜鰻の企画立案に資するために‘国内外の宇宙開先将聞に関する鍋釜分続iattの強化に恐手するとtも1：..情報銭慣を行
う．
圏内においては文学軍事とのネットつ－'J華強化し、海外においては彼備の鴻外駐在員S務所噂を活用I...海外研究調査織関や図様慢”との温傷
害事を図る．

実舗：
O回の政餓立惑を支える鯛葦分続後般の強化と情報発信
・「宇宙政織の企薗・立案に当たって．圏内外の政治、結涜....ね学筏術等の動向を含めた総合的な1膏組収集‘分続体制の聾備が
必.不可欠であるJとした竿宙基本計画を受け．車完全に絹量分析＂を~置し（4月九囲内外の憎鰻在検断的に自民約できる組織体舗をE量
償L：た．

・従来の機織内向けを中心とした情報拠供に加え．政府ゆ宇宙磁気憲定の関係者｛文御利学省、内閣府．外務省、緑野康象省｝へ定期
的な傭縄復供繊能苦情鐙し（5舟｝．情償配慣を符っている．｛個別主主経質斜約7（）ヶ国・地娘、混lllalll総件数約もφ400件I年．｝

・宇宙磁気委員会における自の政儀検討に闘し.Ill査分続税金｛平震5年4月から開催)I：対1..1圏外国い3の宇宙政策動向に制する情
績を縫侠(10閣のうち8［軍報告｝するとともに、宇宙愉遜シス手ム部会‘宇宙産象総会に討しても銅遮情織の健供を行った．また、国際宇
宙傍葦7－ラム｛目的会合等、日本政府代浪図が出席する会館の翠備においτ飽温情緒の蝿供苦行った．

【 •）朱園、E貴闘．ロシア、欄嫌．イシド．申也、個図、東椅アジア.ct>l!!. アフリカ

・a.n予ーマについて．・n分続償鎗の強化を図るベ〈、従来の宇宙航空分野に加え、..鰻興や外受、安全保障分野を含めテーマの
舗を鉱大した〈平lt25年4月から），

。大司陸軍事とのネットワーヲのE量化と海外研実11111等との遷撹
－東京大学との宇宙政震に係る共倒研究費継続するとともに.s大学｛政餓研究穴埋F館大牢．度鹿住E左大学、ー徳大学．九州大学、立命
館大学）とも遡慌に向Itて窓見交換を関能した．

・海外の研究問UI盟関．司陣織者等とのネットワーウを包文L、情報取締・鯛涯分析における迎機側係の術E置を図った．｛欧米の組訟のシ
ン？？ンイ？との！ft樋的な鴎蜜交流など〉

I. 4. (5）効果的ぬ宇宙政婦の企国立寓に貸する例制限篠・鈎査骨輯舗鍵の!alt

効!I!:
・政府の宇宙政憲鎮定の関係者の附で書符lit断的1：情絡が然有害れ、宇宙磁気の企画立案iこ責献した．
倒遺政府uを対象としたJ叫 A情報縫供シス予ムに閉するアンケート鍋査の鎗泉、包答者（48名〉の95軸がE章第倹討に大変役立つまた
は役立つとめ図書量得た．〈釜録者n約140名.7ヲセス件敏約3.300件／年間．｝

総指
年度計掴で段定した業績をすべて実おし．中期計画の遺院に向けて順籾に権移している．

・今中期計画面段定後、直ちに．政府の宇宙取!l関係者の政鍍企画立惑により効果的がつ世イムリーに活用されることを目的として、
過去50年にわたり織精肉に蓄積された情緒奮起に政府調係者切で情報を共有できる世扉の宇宙活動に駒する備範轟盆を繍援
するとともに、関係者に日常的伝宇宙障関係情緒1211サービス苦闘鎗した．｛平成2.5隼S周より週間開始｝
〉宇宙開発に関わる圃・i也繊（約70ヶ阻・地層｝奮絹癒する量厳情報をn備し、デ－？ベース膏彼供した．
，，.海外情報告毎日配信（合計約1,400件／専用〉．

ζれにより、要舗に応じ情純を飼釜・分析・健供していた従来の受闘的且つ骨イムラグの大きい情報提供から、能動的かっ
即時の情報鑓俄に大舗なプロ-tiス故￥苦悶仏政当Eの企画面立案のスピードアップ、後約締皮の向上に爽献している．
〉関遭政府自世間を対aとしたJt>;AA情鰍提供システムに随するアンケート掴牽で、回答者（48名｝の95怖が磁気検討に大it役
立つ、又t主役立つとした．

・宇宙融債餐員会関畳分続卸会における各樋政策犠討において、也S車各固め量衝の宇宙活訟に網する調査分析情絡を樋供L‘
錦舎の審却に帯与した．｛敵朱湾中印鱒及び、東南アジア、中!II:.南米、アフリカ主.図の宇宙霞接、予算、体制、計画‘国際1畠
力働向等1こ則する・積かつIt樋的な調査分析情砲を槌供（10回のうちa!ID鰻告｝｝．また、問委員会の宇宙舗道システム師会‘宇
宙産lll由罰金の審IIゃ．日本磁府代議包が出席する会胞の構備事において備選情績を復供した．

・Ill慣の備事lltltlll・調査分続..の更なる貨の向上を図ることを目的に‘新たに5つの大字‘3つのシンヲ9ンウと遁慣に向けた1l
見交検査開始した．

I.・.(5）勤皇聞な宇宙政債の宜置立車に資する情暢収繍・Ill歪卦Ifill能の誼t
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ダ制

政策関係者向け情報提供機能の強化 【参考】

・情報共有基盤の機築によりプロセス改革を実現
ti備にて収集・穆Ultした各組情報を、政策関係者向けに公開可能な情報に加工・編集し、共有できるポーヲルサイトを新
たに術策して~問を開始した．これにより、妻E置に応じ情績を銅登・分析・鑓供していた従来の受動的且つヲイムラグの大
きい情報提供から．能動的かつ即時の情報鑓侠に大鋸なプロセスq!(j)Iを図仏政策の企画立案のスピードアップ、積約符
度の向上に賀献した．

政策策定関係者 政策立案

’E員による対応

・情報収集...査の範囲・対象

これまで

・国別A磁情領
・手ーマ別分話レポート
・香櫨データ

産業銀奥 外交 安全保障

新たな範図・対象 園田園周圃圃圃闘争

I. 4. ！由競畢的耳宇宙喰鰻骨企創立書店置する情組~llHlll'i骨訴後置llD!lit

f I .4.(6）人材育成

ダ似

申糊骨＋面1?.~＆lll：宇宙航空分野の人”の縄”を篠大I... 骨量カ向よを図るため、政府‘文学.rJ•界’Fと遁割躍し、文学院教育へのtaカや青少
年を対象とLた敏宵活路軍事を通巳て外却の人”を宵属するとともに、外郎との人材交蕊を促進する．

凶主主些！！.
r----
申細軒図書R・~＆I置：金錨約宇宙航空ミッシヨン遂行寝泊での研究者・1主術者の大学院レベルでの高度拡教育織総・人材育成働能を絵承・発Illさ
せるため．録音冊究文学際文学、東京大学文学院とのtnカをはじめ．大学共同利用シス予ム害事に主主づ〈特l!IU宅問利用研究員制度及び遺携文学院
制度等を活用して.ti繍の研究開発活動を活かし‘大学院敏育へのt品カ走行う．

結12•沼f孝士会情’i粧会的ニーズ‘経5書白均縄白書J)

・平成23年度から平成27年IIまでを対象とした篤4m科学後側a本計画面が平Jf.23年8月19BIこ策定され、「人材とそれを支える組織の役割の－
mの盆視Jというお本Ii念河町下、；：：司世唱書教育の徳本釣強化、t’士銀砲における滋掌支燭およびキャリアパスの多様化、f主術者の銀成および能
力開発などの鎗進古川＊められている．
・文書事科学省：＆ぴ繕Slfl•省の共同縄.によ‘J、オールジャパンのtl点から駿略的雌農学協mによる人材育成を滋めるため、平l\l23牢71! ‘ 20
企巣と12夫学が鮪由民し『虚掌也仙人財宵lit円卓会俺J(以下f円卓会議』〉が免震．平成24年Silに『産学協働人財宵戚円卓会鰭7ヲシヨンブラ
ンJ老公表，Jl学が也働し、グローパル人初・イノベーシヨン人材を宵臨するζとが京められている．
・文部制学省I広平成24J草6/lf：日本が直面する農魁や将来想定される状況をもとに、目指すべき社会、求められる人羽信・目指すベ曹厳しい大
学俄を念頭においた文学改革の方向性華、『文学者駐車庫実行プランJとしてとりまとめた．この中において、平成25～26年度は.~駐車実行のための
制度・仕組みの繋偏‘支樋措置の実絡を行う「改革集中実行期Jと位位付けられている．

I.・（5）人相官院
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宇宙鈍空分野氏おける級前線の研究開発現地において研究者・銭傷者の大学暗躍レベルでの高度な験資機能・人材育成後能を継承・，軍服させるた
め、以下の悔力活動を実憶する．
·~合研究大学続大学との緊曾な遣自陣及び協力による大学犠教育として宇宙将字耳障政華盤曹、情士忽包敏宵何年一貫制等）を行う．
. ll京大学大学書室理学高島車ぴエ学系研究羽による大学院敏宵への也力走行う．
・文学の要領に応じ．特別共同利用研究員．遭憐大学院．その他その文学1ニおける敏宵に出力する．

実績：25年度においては、総数273人の学生を受け入れ、大学院敏宵への也カを行った．肉富売を以下の図に示す．

・大学共同利用システム関係 全学年受入総数 202人（うち修士銀穏123人．縛士銀程 79人｝

｛総合研究大学院文学3・＇＂＇・東京大学文学祭｛牢栂論息｝刊 6A.特別損間利用研究員 !50人｝ 波研究生抱強蛤書事Uい．

供託A

特12allf＜経企情’＆.社舎的ニーズ．書事自書的組点.】

第4湖特竿妓術ilb本計画を絡まえて文総事4字省研究針橿・H・分拘会が．平成2l年81'!に『今後の研究開発の方向性Jとして以下華..，込ん
花『航空洞学銭舗に仰する研究開発の維進方鍍について』を鎌倉．ζのゆで.G)(出口志向の研究側発プUジx？~J. r験局的なa礎·•鍾研
突』、(J買人材育成」が虫，Ill!項とLて位置づけられ．」AXAl;l、航空ね竿餓附1：係る研究開先の中鎗組織として、量真空篠術者を目指す若者等へ
の魅力的で実践例な敏曾償金のII供量貧点的に挺進してい〈ことが..とされている．

｜航空分野崎ける人柵肱資するため研究開発活動を活かした大学・大学酬胃への刷費用．

・修士限樋修711?次学生の伏混 ［釜本的考え方】

〈修士銀羽〉

竿位侵与寧：95"（うち銃殺事：96軸うち任期付2輔）｝
通学耳目：3%

。大学等での教育を企業が家める！Ul的以人材育般につ怠げることを目的として、以XA
鉱空の碕究朗発活動を活かした人材育成支慣を実施するため、J以 A航空が有する
1.研究成畢
2.大l'I＆慣を用いたrt験等
3.回線ネットワ一世
需を活かした、健力的で実践的拡教育彼舎を1量供する．
。平成24年度の各大、東大での綜行および平鹿24隼刊月に日本航空宇宙司会会と遵織し
て学会の申に級位した『航空教育支線フォーラム』での活路をベースf：、25年度から本格
的活動苦笑絡する．

0 銚聾赦宵支慢フォーラム等において大学・企費量のエーズを把極したうえで支媛第を術
ll·~U偏側L、指導教慢等による評価等効果を杷橿L.. 人材宵成を惟進ずる．

将来の装が留の航空産lll発展

-cコー
次世代を細う鋭意筏待人材の育成

・鱒士銀檀修7年次学生の伏況

l 修7~特踊人

ー『＝コ』ー
．士1111

大学簿での教育充実

』......... 面白ーー.I一一一一『

<t理主llfl>
学位鰻与噂：56"（うもまu軍事：100軸｛うち佳期付72軸｝｝
過学11!:6輔

0 Jr.AA航空の研究開発活勘を溶かした太竿等での教育の充実により、将来の航空産業
鼻息に結び付〈ような決能代を飽う銑空設傭人事才の育成を支援する．

且4率的三ーズの健.
~畢の絶crna靭扱JI崎野信寄｝

（＼ 、、
‘＇~~ti 

人材育成支燭慣の鍋ll・Jlllll
R署究慮義JC克也lit・1【園.ネットヲ~I

研究周発活動を活かした人材宵成支織

1唱士限枝瞳輔箇園調 ..事亀λ 市
旭
豊’体
自色‘

温略家ll!O人也会人aλ週牢書2人 その地U

川崎7匂，.....ゅ，•Qt傘、E・o・＂· •tollJtflllO＇－＂・t惨7・＂＇・・6・・4ヨ•·•~ntl航、た・．
・.，rwu1比i:nTeo崎温司R・E・•u•’E・ II・......臨唯舎．《包....：司可‘.穆・4会...，，，，，.いて”出
・），，，，.関与.，念館．俗？・＂＂＇ 11に”ずる・Tfl＜，匁取’S雪Jtlf>llO.

I. 4. （酎人将開成 (. 4. （同λ翁冒慮

．濠自露大学院関係 全国24大学と協定、全学年受入総数71人〈うち修士銀程54人博士銀程17人）

〈宇宙利学研究所24名、航3l本部 19名、研究開発水制12各．宇宙繍送ミッシヨン本君事9名.I!・感星t聖堂プログラムグループ6名
簿ー衛』E利用ミッション本音.，名｝

・修士1.111修7年次学生の紋況

ダ制 ｜ ダ以

1. Jr.AA航空の研質成果を用いた人材育成
【実績】 航空教育支Iiフォーラム等での組踊苦泊まえて大学・企業のニーズのtつである「彼自十カ』向上をメイン
世ーゲットに級定．数値議体力型lt(CFO）筏師走餓笠憾のmm貴認に結び付けるべ〈．繊4障の研究成果であ
品数値解続ソフトウzア華文字軍事にII供した．また．一般的に童書値解訴にI立大型計算繊が必要だが、悔恨が I " " 
開発したCFO教育支銀ツーM草川咽制帽でも実体厳できるものであり、この提供によりコンピュー畑績が l ’‘ 。
充分にr:t登っていない文学等でも実E量的なCFOの敏宵が可能になった．平成25年度においては、これらを I • _-
新たに8大学2高等に銀自民L、平成25年度家時点では10大学・2高専に鍵供した． I .. も "" 
また．『CAD＆針－CAOデ~に基づ（30プリン9によるgi.;間以験模型製作ー当級銀壁での温調till- I " o -
CFO解続止のIt厳鎗Ii』という銚空!ll!Htから空気力学的績IEまで一貫して実~できる教育プログラムを
ヨー寮l..平震26年度に各大で訟行事定．

【効果】平成25隼ll来までに導入した12太学等のうち4文学理事が航空敏育支僅フォーラム（8本航空宇宙学会）に
おけるユーザーの別用線告等による『利用者僻価』によって噂入したほか．平成26年度に向けても4文学が
利用者”舗をIIまえ混入を予定しているなど「事l用者野偏』によるものが2慎重量に遣し、高い評価を受けてい
る．また、 PSP(SS:~斜｝表面圧力場計測子一世等の憎のツールの縫供希i!が与されるなど大学等での実
践的数宵の究実化1：向けて期待されており、Jr.AA飢窓の敏宵支慢に対する活動が終値された．

un・喧ール事容量全措置血目的，.
槽聞l.TL¥.l.士軍事由骨布

'8;1;.Jt:l:.211>:::1: !Ul大軍主大
金IR>:::I:富山大量圃檀’0＜久曲家
ヱス，••:1: ・i.Ga• a園高専

その他（16軸）であった． • VNSC:VietnamNa陶時ISatellite Ce惜M

・その他
・大学側のzーズに応じたJillり組みとして．航空宇宙産臓はもとよ叩幅広＜ll象の舞隈に寄与できる人材の宵成強化を目指す1事士銀程リーディング
文学院各省盛大学『フロン子ィア宇宙開拓リーダ餐成プログラムJ＆ぴ東北大学fグローパル安全学トップリーず養成プログラム』l二t書簡を減退した．

2.大型怨備を向いた猷蛾体厳等
【実績】 京大と週t揮して企簡Lた『文学（A礎研究）－II繍｛応鰐研究｝・企禽｛実織開発｝によるa聡から実用に歪る一気通貨な1111』の中で‘ •ta
m洞段備を伺いたlll験織金の鍵供や、東北大のf安全エ学フロン予ィア研修Jにおけるフィールド実駿への魯銅像舎への縫供怠ど銅別文
学との迎惚や、港繊大牢続制度、篠衛研修生受入制度による車先蝿筏術に悔する徹会・各担実験~加級会の鑓侠などを実施した．｛受入
学生約150人）

【効果】機摘の!illでの低厳体車産自量舎に参加した学生によるアンケートでl;l『大学lfllllでl主総量生できおい知見が得られた』など、全員から満足し
ているとの宙笹があったとともに倫靭敏授からも平成26年度の実館が，mされるなど学生、指司事4量規の満足産品情〈、JAY.A航空ならでは
の実態的験宵健全の複供により文学教育の充実に貧訟できた．

3. Jf>Jl.A鉱窓の図書Rネットワーヲの徹宵への活用
グローパルな人材書館に結び付けるベ（J似 A航空の国際ネットワーヲを活用l..NASA.飢R’Fの海外樋闘の若手研究者理事とのネット
交去後会複侯のための仕組み繍僚に猪平Lた．

·~，：往会人敏宵
餓R穫量のメッカである中置l地区の航箆妓衡人材盲目Eを目的として、『健婦－it知県遭悔J.『栂綱ー愛知県－'8大進機Jによる社会人向
け徹宵プログラムを:i行した．平成26年度から本籍対応する．

I. • . (6）人材宵Ill
I. 4. （的λ朝両m
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｜③青少年叫 例

中銅軒高il?.lt&ll・学般に対する敏宵プロヴラム:lll.教員研修及び地織・市民団体得の敏宵活動支jjlfのf憾な手段を効果的に組み合わ
せ．年代に応じた体来的なカリキa号ムのS構築在行うことで．膏!P年が牢宿直定!2!1：：興時・m，むを抱〈担金を提依するととυ＝、広〈膏少帽の人材育
成・人絡協成J：：賓献する．また、宇宙健室敏宵に当たる人舗の曹震を的殖に行う．具体的には．地績がa品積極的！こ敏育活動を実施し．ささ.i：：周
辺地犠にも活動を波及で宣るよう．告別保llMとan曜」絶峻.侮鎚息のill僚を支慢するとともに、特民及び字血教育倫廊省が慢薬や’ll!lプログラ
ムを自立してヨ尾崎で量るよう支慢する．
（・l字日銀や敏育望書員会等の健聞と通慢して．宇宙続安を侵震にClり入れる蓮院医を牢80位以よ‘.員研修・8員養成への，m訟を年1000人以
よとする．
(b）紅会敏宵~Ill/：：おいては、地方自治体、将学館、団体及ぴ企祭事と通視して、ヨズミッヲカレッジ｛『宇宙』を築材とした、実践・体般によるS動を
与えるご止を盤復した骨少年Wiit目的の教育プログラム准年間9 回以上岡修する．主た．倉田各地で蝕膏プログラムを支えるポラン子~7•酔宙敏
宵措置車曹を中期目繍期間中に2500名以上育成する．
｛。，Jt且柵との1畠定に毒事づ世主体院に敏宵活動在民側す晶絶峨似点差隼tか所以よ悌.するとともに．悌点が自ら積極的に周辺地調Eに活動在:it＆で
曹るよう支紐する．

4仰 4仰
I敏宵現嶋への~り入れ】宇宙航空を.材にLた慣a障が牢依現鳴で実施されるための支慢として．中期肘聞にt且い敏員研修・教員霊認を1C回。人以
ょに剣し実織する．

実情金国同．道府県の30・R画で針33箇．合tt•Jllか．”？人に対し教員研修を実範L..t~.ま1~.文寧｛玄海道．宵文字創簡をま．長縄文字、島積
-1',傘｝の敏－~威i.座において慢寮を実施した. 2l・4に封し宇宙航空敏宵の踊騒音実鎗L..t~
研修終7問アンケートの給畢では.BM以上の先生から「J雌 A敏材はわかりやすい．』『書ヲモ〈使ヲてみたい．』との回審があった．

刻..擁.舗が実施した、今年IIの研修司書釦書’岨人中崎名への通・m査7ンヤートでほ．鈎61P.の先生からその.健鳳でJAXMt材を使ったと
の鰻告があった．

掌主主に討する敏nブロゲラム実櫨．敏員研修l¥ぴ地蜂・市民悶偉容の敏曹三晋．支組事事の$舗な手段を効属的に錨み宮わせ、年代に応じた体罰的
なカリキュラムのIU置を行うことで、膏1>年が宇宙航空に興味・関心を勉〈．金を鑓候するとともに‘広〈骨少年の人材育成・人格筒般に貫献する．
また、宇宙航重敏宵r：：畠たる人材の育成在的憶に行う．具体的にlム地絡が自ら積極的に敏育活勧を耳障範L...さらに周辺絶縁にも活動量波及で曹
るよう－~昼間係自由聞と通鯵し池島主連lll!JI点の情鋒華支慢するとともに．敏員及び宇宙敏育指淘奮が鰻量権や敏flプログラムを自立して突指で曹るよ
う茸IIする．

•ll•lf＜銅圃｝

It虫剤I耳鳴へのサポート1敏材・敏育方法等量展開するζとにより宇宙航盆を極集に取り入れる温懐紙の鉱大に取り締み、80後以上との綬集連自障
を行う．

.繍：幻線道府胤のa日後（183鼠a.uベ23,0咽名の生(1)1：：剣L...tll・・・が糧費壷サポートした慢~遣自問壷寵値した．
動操：先盆からの提.連続実＂佳の報告 SのS割以止で.ri1a1：：宇宙厳重量尋入することで、子自民に・ら取り組む益”がでてき1：.』『竿

んだことを応用するカがついた．』『情暢帳－~カや.’lffi'iするカがついた.J司専の効県あったとの．． が唱よされている．

［宇宙航空側の位置づけ

. iJ家め画凶…ー・…・・1・：・寺半面航笠l三Jliij；関ぶ~1極主極通言語漫誕じ、青少洋の人材育成・人福i.iili三貢志子亙．
し l， ・宇宙航空教！＃q>t~輔の育成をめ閥均う ‘ 
学絞殺禽Ul..taにおける取砂入れと地緩の社会教育における主体的実箪

学枚数育支鑓 T 社会教宵支銀
敏員が宇宙航空を取り入れた鑓織を自立しτ I 学校外でも宇宙航空を取り入れた敏宵ブロダラ
実絡できるよう支慢する． 1 ムを自立して実舗できるよう支慢する．

教員研修・教員養成 、，

（年1000人｝

｝費’陸連Ill
C年間岐｝

：．・.（剖人事オ宵暗
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．。
す助活的体主 ・宇宙の掌績はlllUJl四スターリシデによるプロゲ’ム｜ 町の惨IR;

で晶るが．禽織と＠加曹は‘本的に同じなのでt単位で［吾瓦
カウL，ト ョ一一

高松司自慢良直線
（%’臨時1111温度量電’Eで楓測）

小掌抵で骨極量温揖
f翼重量・3 t人Z冊墨田備量〉

I.• （・｝人”胃慮

続誕A 羽制

I者土禽敏nJUl人材の育成】地白血に繍付いた自立的な，Ul’Ulの普及を目指し．全国で，u車徹宵査費‘する宇宙敏宵118t（宇宙徹宵ポラン予ィ
ア｝苦虫泊~以」ヒ脅威する．

実繍：寧宙航g敏宵の盆電車及び絵会敏育ll禍での敏曹編”として宇宙飢~をどう使うかをllt::lずる宇宙．宵lllllJ省CSEUセミナー華全国16・
;JlA'JIUS個隔で包囲B開催し、 E怜•7人が＠旭した．金閣のコズ主＂／）カレッジ等のイベントで活置する人材牽..齢5.271人宵.した．

効泉： ·It織での給金敏宵に宇宙航空量使うために.(!)sEl..1:ミナーを舞踊『＠漫;a•が亀阜で主惇鰍コズh？カレッジ量C.'ltl. というサイヲ
JI-董術後で曹．組健闘健志が上がった．

・金se1..s.rn'8に縛してアンケート走行い．日司’寄託陣名のうちS割が’H圃鎗に宇宙飢車検禽活動董輿箆と’aした．地繊の宇宙航空.育
港町で忽隠する人舗が宵ってきている．

Ii輔が主体とわた”の賦】より献の刊たちが側・紬柑柏会の駄目的I二Jズミッヲカレッジ拍固で針1ぬ回以止鵬する． ｜
実繍：卑悦剤師陣織毘純軍司皇室｛コズミッウカレγジ｝壷金
回の舗道府’l4・・mで317回実All...24,075人が，
.，した．

宇宙敏宵ポラン予ィアの宵，，，

宇宙厳買~＇世帯級車tの開発・t量供

国際活動｛宇宙航空敏宵笹手段kしたl!J串t畠カ｝

It!!織の自立を促す
地織が主体的こ活動老実施するよう支撮
－敏員研修 ・I費寮遁鶴
・Ill場者セミナー・コズミソウカレッジ
健点のfl>先・活動の充実

_p-」＃婚時E号.宵1!ジ:Sr-'¥
J，、ー－’ I. 4. (6）人輔副成

＠〉
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地織が自立
地媛が主体と怠っτ活馳を実施

ー・コースt掴予島｝
童書畢：・体；厳置のコズミッヲカレッジについては．闘年置のま健司tl27包停のうち8割が鈎圏のS耳慣支II図鑑の後．平鹿25・Jllも主体的に健録期
．した...した干倶たちの中から寧綾田実臓などでllllーする人”が育ラて嘗ている．
－過去の合．コース1こ，a回した.俊正へのアンケートの舗損｛．加栂敏122~のうち園答者102名）.8割が•nに，s・牽与えた.II’聞が大司F
で宇宙”適量目掴したい.3視が-1',，で宇宙分野に温んだ｛現豪華合わせると9割｝となり、宇宙航空分野への遺書書遺恨に，HJがあった．
・JS買事毒事飯綱時Ii興纏祖国｝のサイエンスキャンプにおいて．金81プログラムの中でJAXAキャンプ｛合宿コース｝は応蘇備事州.2奇骨骨うほど
人気の高いプログラムと'4.？てお明司人’Eが定着’L..t:.

I 4. （酎人事軍曹.
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【亀織の自立的活動のll&t!Hll織との也定にaづ曹主体的に般宵活動日E原節する地繊鎚点を 1か所以よltu置するとともに．割高患が自ら剖樋的に
周辺地縁に活動吾輩及で曹るよう支隠する

!ill繍：僚たに金沢市．嗣山lllllk膏.員会．情勢市．鹿児島鼠教育！IU司会の・かF肝と司自陣也奮を締飽した．
il!ll'定の鎗絡先は合計拘車内所と4ょった．

tiJ•: ・29鍵a申量調が主体的に惇按への周鋪．纏定通梅幸希gする掌訟のCl）重kめ．旭踊での社会事量育活
島の企画·•trc.どの培鵬を..している．
－主体的窓鎗の例として.A・大宮F’R宵竿”ではa修NOに宇宙智育審・9入れており．受自白した学生
が地箪の直後（jt江東高｝で牟，u吾•LJ入れた11•u1合学習耳U！の聖士会吾作品｝の支侵華行った．
健康俊に『金伎の島観づl制＝つなが・3たJ.『グ/Irープ·~・が円滑にAも年崎付J:.(lったJ. 『文零墨から
のフィードパッヲlま般負にも＆立った』曹の鰭告があヲた．文学を鍵皐とした地織との畳嶋君”により亀血鹿 島－孝副零量l:k.U醜・U!ll
の敏膏の充実｛人材と専門知.の支慢｝に買鼠した．
· t!Q路市こども遮掌館では．地.における敏膏指等書コミ;i~予イである『DOTロねっと』において．ま海道綾膏文と遭視して敏員盤戚Jll•量
制催する他．『たんちょう先隼の実蛾敏憲』｛小・中・J置の敏員および敏盲学舗の乍生壷剣aとした竃制実llll宣｝を，1111atー土．自に賓竃
するなど定期的指活121品，（fJ:'されており‘嶋崎における鞍育コミ,:a,：手ィでの活動のーっとして『宇宙線宵』が定婚して曹ている．事た.lltll以
外からも実政敏.への，加があり．敏”と細川でも理科書量育研修会が側値される怠ど．周辺雄蟻にも草壁草している．

｜｛教育支慢のための制】側酬の鵬・製作豊前． 一「
実績：・理特樹儀11祖鏑【宇宙の竿彼窓店掌置期教材7組、指i,J賓付き活動験”411）.遭t理教将3樋畑、鈍栃敏材3積.tllの開発・創作膏行い．各
地の宇宙銀宝敏宵のUI緬で使用された．本年度の活動において、これ寧でに開発した企敏材約1印積傾のうちの8祖国t豹120積鯖担｝壷建ベ
織鈎20万偲配布している．

効泉・・理事4・n支姐聞置では7イソンuaの駄遣Ille!を富む敏材吾朗鼻l..観手でのヱ仰で持”を得ている．更に敏材を鈍.させ．ドライ？イス
と土を使ヲて盤昆牽自作するコズミッヲカレヴジ牽開催した鰐もあり．工作情実厳司直どに対する興味喰起に役立つている
・理判以併の分野の厳宵に字書航空が役立つ倒として‘今年.. 開発した遺徳殿”を鯛いて鰻裳を実範した先生から．『隼’の中に隈歪a
eはやぶさ』の認を.入することで．舗めない心の大事さをaえるの1司B衝に役立った』~Q)・告を受けている．
a‘－ - －~二」ーー＝－－－、．．．．．．．．．．．．． r-ー回目ーーーーーーーで首Fー『F可... 

~·ヨご2・ ・~回目圃....... 」・・・・ I P噌；（.＿：
J予出主圏 内＼圃・国璽ゐ圃~ ｜ 圃~~・国
!'-' ,,.,.. n・，，......・・・・・ 司...＿四~田園田L~ I ·~ －－－ · · L~『
臼 r ・．・ 3・1白・・・・・・・・ ー竺ー遁・E彊．．． ，帽町、a・岨~『 I I ・ι.－－-』島.n...... 
＂：＇.~；－；：..；円 、 i・q・－－－・ ョa聞哩~ 、m:::;-~ I I＂~三？ 予：＇：＇ t'.翌tr!!里‘
圃置ド：'i，二 明 円 、冶 － ~’~ ~ I :.f~＂＇~. ~J- -・ ＝・
~ 品 t ：制がさじ事，． l C.~%~~~町＂司宇
"' 1・ 格 ＼一回＂ .面............. ～ ・『・ l・”も、．‘い

宙喝エァ忍諸島1 ・y ，.・” Ill ~－ 宅 p 』.，.＿，可 i.!:司 ｜二t＂：－＂ニ－ 一
t町一〓 ~~ーー....z:.;;;: 「I-, .－－~ 1 ＝争

2‘｛剖人相宵凪 宇宙鰍宵敏Mコヒ理糾細〉 一ーー一一ー一一一－一一 一

【区霞活Ill海外宇宙11!111との遣自由による宇宙航空教育活動苦進め、en活動における国陣也カ事療を抱迭する．
実績：・!Ela宇宙会組（IAC）に日本から学生21名t金体で69名｝を猿還し．淘外の研究書及び学生との交涜在行った．
・7ジ7亀婦での泊カとしτ7ジア太平洋宇宙・回会指仏P陪N)"t宙敏司分制金の枠組みでの図・ホロケット犬舎に圏内予選としτ帽
子ーム（17団体.~Cl”~】から2予ームtまtt"4!.】を温鑓1.：鼠IIした.a犬金金体では凶か国15チーム．生徒so名の，a置があった．
まt：：：.ポス9ーヨン予ストでは凶か固から37底の出血t日本からtね7,16111の中から34出島があった．
－カンボジアとニ.i-!r-’ンドで宇宙鎗宵＠員セミナーを隻轟l..それぞれ4Stl.指名の現地敏員が唱番組した．

効果：過去以cr::o加した乍Jtへのアンケートの結果、103名中別名から凪箸があり．
3割が鉱.，.，として宇宙”通分野に進んだ．
白隠ホロケット文会に日本かも’却しt~•人の笠徒は.IE店支lU温じて置箆
の墜を倉めたaぃ＂.量’ tr仁その経肢を字続内外に紹介する活防音していl.......官問。－凶抽
る．また、復横倒”の宇宙航空敏宵教材がヲメール彊｛カンボジア価｝に開銀事l 一三竺．－
れ掌4去に配布されている．｛ζれまでJ~XA教柑が外国の富岡に鴎叡店れた’• I E「0.l)•1I
舗は薬師．スペイン仏個個峰、シンハラ篇｛スリランカ｝｝． I L!、‘」
これまでの担割”の園練活動の結果、宇宙般宵への取り組みが自国にも有紛で
あると卸価され．インドネシア、パキス9ン．メキシコから宇宙敏宵センヲー彼立
国査のために：II柵防聞があ9た．

I.'・ (8）人羽町曜
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必制

｜＠その他人間榊

申lllt十四lll'i＇・E・JS-g員研究員．毎期付・n＜慮’E界からの出向正倉む｝の笹Ill.研修生の受け入れ等の吟細みを活用し、圏内外＠宇宙銚室
分野で清値する研究骨骨鍋嶋’により．大牢共同利用シス予ムとして符号も骨量骨量豊．年同＠人以」且舟鰻績で人純支去を符い．大帝．’E侃．．－
I S塵界等との交lltil＆すること＝よ唖.Dfl咽の宇宙飢ua及び宇宙鉱霊SR1>締向ょに，mする．

’s:a碩実JI.笹．付，a・f・－聴からの出向を昔む｝のIi.JI!.碩修生の受付入札等＠持組み董活用し、園肉”の宇宙鉱空分野で活E書する碕寛容
の留周等により．文字決問網開シス予ムとして行うも~£•ー·＇＊＇期計画に従い．年革路人以ょのIHで人材支ll董行う．

実情．
文字、関係個閥、庫’.，軍司Fとの人併交流量健温L、II憎かb再飾縄問への源温｛ヨ8事】量得ったほか、外官事人材を受入れ（851省｛．・3見学時か
ら“2名‘圃陣トップヤンタフzロープロジェゥト特別研究員としてS4名‘定書界から35‘名｝）豊行うなど’練馬正人”の活用に”めた．外鶴から受
け入れfニ人絹隊、噂門的知見をもラて温情のプロジ:r.'Jト・研究開燥の..へ買障する，11.•備で憎られた続磁を出向元での.舗に隼由礼H凶
向去におする寧宙飢2分野m研史朗長続完の陶土に冒献しτい畠．
また11m11員が；：.傘”の敏・備に伝’l.. その専門飽カを活用l.. 敏宵・膏ltに従事する’；.自本全体の··~ぴ碕究＠耳障・向止に貫徹して
いる．
且俸制として.Jil下めような例があった．
－・”においτ小笠寅僅伺Jlの岡舞ι...出向先へ値・・t. 位向先11•開発Lτい曇棚県り町側a由開発，ームの中心kして.lltt・割遁・’t
ll<D各分野t活置．今‘－比向元が蘭四周辺小型E偏重の’i~に向けて取り組んでい〈障も、申心的役割を果たすものと期得されている．
・亀￥1U目デ－？の鱒街E主側．利用後僚をllSーで身に付け~ζとにより．幽向元信日自における’Illへ翼献、夏に血肉元で也脂血への叡胃も干すう
こkで．ユーザー伺広文・簡刃向ょに買取している．
・ IHaAが.II立文学の宇宙ヱ字分野のtu量にIt佳した..宵・研究を過して.ts野の節夫．次世代人~の育成にRf.此，ている．

...・ t・3人絹宵晴

f!指
年鹿肘薗でE量定した•a合金て実ai..中踊肘画自温ac二向け順舗民権穆ιτL、る．

q以零穣費量宵司’
． 文学には＂い・”の碩実問先活動董活かし、＠宮~ftの...・である宇宙純竿碕ヌE弘銚~本錫．研究開免本飾、
寧宙輯極ミッションみ・.11·••思gプロタヲムグループEの入学院生受入膏継続的，＿何い．入牢R量級宵内の凶h
を鏑実こ行っている．
・受付λれた字笠のa・についτも．樽:tll偲零主については情実a宵僧関曹はじめとする牟盲航!l!分野に人材とし
τ退り出している他．修士掌生については、宇宙航空分野のみならず広〈直義ー健に受付入れられる人材育成量行っ
ている．
・ー方、航空分野においては．将来の航空虚援の飢争カ強化l::Qぴ付けるべ＜.Jf¥1.A.航空の研究聞貨店踊董活かした
CFO敏育支盛ツール噂や践・を則いた.~厳偉•ta舎を健慌し．λ司F司F官町’u量的.宵1二買制官官~：.平成lt年Ill：：.お
いても鍵銭依車置や筋線での”周帯鍾があるほか、Pl割問•1£’E’t>寝首底力自由実a干＿，や他のツールの複債依”がな
さ為るなどJA;J.A,厳重m，車両支姐に高い期待が寄せられτい晶．

②膏少年への敏宵
・ 主酌海道府・の3C.か隔でS加風合計4陶伽即人に対岬員研修を実Ji.'f.t:増員轟成とwて；：.~ai•宵憂慮
”.においτ23t&J：：”し.・鉱!le膏の..を実.し、，．の自由畢S固定のー環で実箆L，た’（Jli(視のJllJll量17ン
ケートでは．鈎s•のS量生ti'らその後鰻怠で品)(A,敏訴を使.，たとの・・があった．
． ヨ14ま.膏の.jーでは骨•llmt去で！JA.)(Ml絹が使用書れた.~重から事留置にll<l醒a恒骨＠の量制Iii.ょで、 rllf裏に
.省鏡空を’入することで．子像J：：自ら取引組む援”がでて曹た，J『学んだことを応用する力がついた．』『情線取銀舵
カや1£泉を発表する：Mi＜司、た．』’Fの効果あヲたとの相骨がなされている．

ーン得諸湾指淑限界f恕鱈11：~：定通浪%究会主er~~~~語読協溺：~給
航空敏膏活動を察組．出血峨の傘宙飢~·育活島で活砲する人”が寄って曹ている団
e JSTOJサイエンスキ守ンプではJAXA.キャン は応’Jff•1111 , 2f’うほど人気の高いプログラムとZよっており、人気が
安倍した．

• m•:11闘の鎗畢．・4”の字’••2•宵への取り締みが自国にも宥効とt平備され、インド亭シア、パキス’ン．メキシコ
でま宇宙敏膏セン:11-lt立の織”が温められている．また.JA.XA.41l”の膏鋤住もp値され．自Sの冨II＜今隼Ifはo
；.ール筒、累計511、・・3にJli買され1:.

③その他人純愛漬
・...，ベ割。λの人事章受震を符い．・”の各ブロジxヲトの慮坊や~Ht”’Eの進展に大曹〈貫’ll.た伯、審事研究者
の宵底を実重し．日本の字書銚量分野の本.向上に貫障した．

I. 4.惜〉人何宵曜
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必.rA



f I .4.(7）持続的な宇宙開発利用のための環袋への配慮
必制

中期計画ti'’~－Ji：敵府によるOOPUOS や宇宙空間の活用に闘する国際的な鰻範づ〈り等に闘する取舗に積極的に悩力する．
裳が図の安全かつ安定した宇宙偶発別闘を確保するため、デヲリとの衝突等から.1ss、人工衛星及び宇宙飛行士を防磁するために必援となる宇宙
状況，If徳間川体制に乱、ての政府による績討に也力する．
今後、国際的な遥慨を煽りつつ、議が箇の強みをいかし、世界的に必要とされるデプリ除去銭街等の碩究IHtを活実に実施する．

①政府の;itめに応じてOOPUOSに望書ll!L.宇宙空間の，壱用に関する宙開的主規随づ〈り等l二関する取組に積極的に飽カする．
②宇宙舗やデプリとの1量近解続および衝突回避運用を着寅に実llするとともに．宇宙状況底捜（SSA）体制についての政府による犠討に凶力する．
③ヂブリの観測筏術、分布モデMt鐙街．衝突書聖書の防止後術、デヲリ除去銭術等に関する研究苦行う．
③また、地.！：から観測可能なデブリとの衝突を避ける企めの後退解併及び衝突困迎、大型デブリの落下彼容辛剥などを支飽L..それらの筏舗の向
上を図る．
⑤更に、デブリ悶組対鱒に向けたガイドラインなどの聾織・鋪怖を世界と也闘して進める．
⑤また．デブリ除去実現に向けた襲来続締実駆として附V指厳司電也手ザ一実髭を目指して研吹を滋める．

実傭：

(l)Cll遺COPUOSでの規範作りについて報告t'Jltを分燭帆・することでt畠カ賃蔵した．備．期娘肉に鰻出したのは日本のh.
(1j2つのスペースガードセンヲ－（土資原：レータ観測.!ll!li：光学観測｝・来包綾合宇宙造用センヲー（J$t>OO）からの情絡をもとに、選用中の｛車舗
の宇宙線に対するt量近解訴・待値および衝突自迎混用（3術aに対L針5自｝や.SPRINT-A, HlV4・4章、GPM打よct時の国際宇宙ス"rー
シ2ンとの指近解街、 HTV4号機の再突入寧でのデプリ織近解続を実施した．また、II繍がJi!llしているデブリ観測、績近解析好価、衝突回選
等の実舗をもとに、敏廓が実t宣する宇宙技況lit観（SSA）のシス予ム検討に対L.筏術的支11£実絡した..事1こ.JSpOC（米国｝との間で、機1:1
のデブリ観測デ＿＿，，.の朱への続行的t.. 縄供に向けた筏術的調髭を倒錯した．
③デプリ関係銭衡について以下の研究を温めた．

・観測後備について、静止軌道デブリOJll緩衝では.JSpOCからの情報はtm以よの物体であるとこる、処理銭術の向上により10刷級の観測を
可能にした．またこの篠衡を地Eま繊近天体（NEO）の観測に応用したとこる、世界の他の観測チームで続出できていないNEOを発見することがで
きた．また、低軌道子ブリ幌測銭備でl:t.レ－9'W聞に比して安価な光学観測手段で処溜後術の向上によ叩高度1.000知nの30閣のデブリが僚
出可能となった．後怖が利用する既存レ－9'-t量償の鰻界』主題般600kmで1m織であ晶．

I. 4. (7）持続的立事宙開蝿刷用のため由沼境への配a

必制

実緩：
・衝突後，の防止篠備については、軽量な防趨併として有盟な総純I!布について防也事事衝突訟騒を型~.EL. 一般的なアルミパンパに比して半分
のmaで陶織の防御効擦を得られる目途を得た．
・デプリ鰍去篠術については、効率的なデヲリ軌道艦艇のキー鎌紛である綜電佳子ザーの文型化に騎する研究を進め．舷術縁組．改審点等苦
明らかにした．

⑥ESAの地~litカ渇観湖衛星の再突入〈平成25年111!11日）にあたって、ESA等の海外情憾にi5づき落下予測を行い、日本被府の 怠犠管
喝を支Ulした．大型デフリの落下議書予2聞に用いるll下物湾敵解続ツールの向上苦悶仏衛星プロジ:cヲトを支橿した．
⑤田隈ti！串it機構(ISO）に対してデブリ対!Ii鎗tt・司Ill!マユュ71しの発行を鑓寒し、次年度先行をlilt置に嘗Ill中である．
⑥干ブリ除去扱梓iの一つである理事電健予ザーの，l!ltt量壷碕偲するためのHTV借銭実経実践について、開発モデルの鎚遣を完了した．
効集：

燈織の衡皇のみならず、国土交通省や民間通信会社噂すベての衡.運用償閣にとって、選用中の骨i』Eにおけるデブリからの安全碕僚は鳴
緊の悶Illである．
デヲリ問題に討し、先生防止・紡御・除去の3つの践点から、デブリ童書鰻を総合的に績討・碩央制貨を進めることで、連用中の衛星のみならず．
治上も含めた安全確保に質隙で曹る．官た、国還における関連活動に積鍾脅切＝Olliすることで．宇宙先進国としてのプレゼンえの錐締・央llに
寄与することがで曹る．

総書置

年度針語でI量定した禽務寄金て寮itL.、中期E十回の温成に向けIOIUIに純移している．

発生防止・紡御・鎗去の3つの鰻点から、デプリ対E置を総合的に倹討・研究開発を進めることで．運用中の衛星の安量破僚に
貧献した．また、国遭における樋遭活動に積極的に舎加することで．宇宙先進国としてのブレゼンスの純情・発展に寄与して
曹た．主な威illま以下の通切である．
・盟通COPUOSでの焼事E作りについて、複禍の実”がUめられ、級官e~を分媛敏司Eする二とにより賓献した．
・国際網皐化彼傭(ISO）に対してデブリ封書官段it・竃周マユユアルの先行を促l<L.次年度受行を目録1＝審組中である．
・静止軌遣のデブリについて‘より小さなもの｛現行Im鎗かもIOcm級に｝が後出できる鰻刻・軌道決定筏衡が側先でき‘宇
宙活動でJlll!lな位置を占める齢止衛aの安全猪俣に賀献でt>る目途を得た．
・宇プリ除去後術のーつである帯電性子ザーの附V錫餓実経実織に向けて、開発毛デルの創造を完了した．

I.・.（’E鱒観的牢零宙開発利用品ため町環IA＂師混血
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係幽

f I .4.(8）情報開示・広報
申細齢町富R館事E置：司E象的容やその戚鍵について自民，(f)理解を得るζとを目的として、Webサイト等において．個民、民岡容案者等に対して分
かりやすい情報開示を行うとともに‘W出ザイkEメール、パンヲレヴklll2公開及びシンポジウム等の香織な手段を用いた広積活動を実t草する．
この際‘情臓の受け手との双方向のやりとり由旬健怠仕組みを術祭する等.UI備に対する掴民の理解lit量障のための工夫を行ラ．具体的に1宜、
＜・】w帥サイトについては、各慣鰻へのアヲセス栓牽高めたサイト1膏銭を自備すとともに．告プロジzヲトの紹介．ロヤットの打土げ中継及び国隠
宇宙ス宇ーシヨン(ISS)ll遣のミッシヨン中継簿のイン歩ーネット放迭を行う．また、ソーシャルメディア毎の務用により、'.jl1;向性在高める．

(b）シンポジウムや’E員初演等の開催及び~·障の施段段備や版示絶訟での体店員を伴った直後的な広報を行う．相続廊キャンパスに測しては．
続たに.示l!訟をE量け．充実強化を図る．対結盟・交流型の広報活動とLて．中｝冊目舗繍闘中に9ウンミー干ィング｛噂門家と市民との直後対u
量霊式による宇宙航空”発についての露見受練会）吾50回以上倒催する.t・鋤館．材掌館や学彼等主連悔し、年400園以上の附演を実施する．
(c）査扱付鈎文癒を年350件以上発)ifする．
また、嚢が倒の国際的なプレゼンスの向よのため．英鑓躯Wtbサイトの究実、アジア地峨をはじめとした在外公館簿との1畠カ等により、宇宙厳重
研究開発の成集の海外への情総発信を積極的に行う．

司E来肉i.lやその成果について由民の理解を縛ること寄目的として.w柚サイト等I二おいて、由民、民間市業容等に対Lて分かりゃすい情報開示を
符ラとともJ二、以下は：i:めとする書”な手段を用いた広織活動を，uーする．この際、情輔の受け手との双方向のやりとりが可能なIt細みを摘録する
等．機構に対する園長のII解精進の企めの工夫を行う．
4・>Webサイト
•Web サイトについては、書備事Eへのアヲセス怯を高めるべ〈サイトの再構築を行う．
－また．ブロジzヲトのs・や自民援を広〈発信すベ〈、各プロジ:c~トの紹分のほか、ロケ悼の打止げ中纏及び国際宇宙ステーシaン（ISSJ関遣の
ミッシヨン中総司事のイン世ーネット鍬送苦行う．
－更に．源方f司憶を高めるニとを目指すベ〈、ソーシャルメディア等を絢用する．

(b）シンポジウム、auua演、展示~G等
・体感量伴った直機的な広絡を行うベ〈‘対話~・交iH！の広織活動としτ、ヲウンミ一手ィング｛幕内旗と市民との竃穣対話静或による宇宙銑室
開先についての意見交検禽）を10回以上限催する．
・I尊物館、科学館や学校等と連倒IL..年400旬以上の2胃潰を実臆する．
・細篠原キャンパスに制しては、斬たに思示箆盤を19:け充実強化を図るベ〈、必要t.tnり組みを行う．

（。HH~付論文等
・年350件以上発表する．
(d）窓llUlil等
－双方向のやりとりを含め、情報の受け手である国民の理解や関心、窓見寄の沼健在目的に、国民に対する傘”調査等を実施する．
また、識が個の国際的なブレゼンスの向上のため．日本！§飯サイトのF事情鎮の結集等を倍まえた」英鋸飯胸bサイトの充実検討や、アジア地織をlま
じめとした在外公館害事との也力等により、宇宙航空研究開先の成援の湾外への1目線発信を積極的に行う．
I. ... t副畑緑風朱・広報

｜乎成25年度実績（概要） 訴誕A

[I ：中期計国主の掴約1 A：鋭明責任

主主
【達成自慢に針する実鎖倒ICl，健闘掴唯舎で遺虚1

． I世諸へのインパヲト】｛怠l曜関査の結果より｝
・アクセス性及び双方向性向上等のため、平成25年61Jにコミュエティー I E一一一一一一一一一一一一一一一一一－、
サイト『ファン1ファン！ JAXA ！』をオープンし、平成26年rnにはサイト I :1 JAXAの認知度（Jlil!li知度｝は、過去銭高 1:
リニューアルを実総 【上記1に対応1 I :1 水継の86%をiilit【7) 1: 
－こうのとり、イプシロン、幸吉田飛行士‘GPM/OPRの打上げライブ中継を IA：~ ・: 
実~し、計約174万人が筏聴【2) l'Y:11 7割近くが、宇宙活動、宇宙関発に対して ~ ! 
・9ウンミーティングを15園、渇演を670図関健【4、s1 I !II 「役に立っている』、『好E匹、信銀感を持って II! 
・査説付きla文を391{1ヰ｛計画は350件｝発表【sJ I ii いる』と：ml答 【11 II! 
－海外への発信強化のため、美鱈飯サイトを、平成26年3月にリニューア I u一一一一一一一一一一一一一一一一一．，
11-c91 ..!:> I 11 

【参考】個々のイベントに対する人々からの声、反応 什｜
・9ウンミーティングは、f興味関心が深まった』、「図書量を栂やしてほしい』等、8劉i丘くが好線価【4] 戸 』
・展示鐙設については、ft572,612人が来渇．筑波宇宙セン舎一特別公開は約9割が「また来たいJ等、全体的に好卸価【Bl I 
I. ...【酎情縄開示・広縄
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｜平成25年度実績
持KA

一 一事寓内容やそ町皿銀について・農の竃舗を得るこ主著目的a，τ．嶋崎ザイト曹におJて、園長．艮m砲店’等1：剣して分かりゃすい伺繍留!!ti骨うとともに、
目下院ニめどする’tac.・・t飼いた広帽忌It~聾.す轟·＝・．情舗骨量吋手との恵方向骨や唱と”が可値U位岨hを咽箆す6...禍」”’品目陵
相思軍司，＇＆ Oた酷同工尭聾符号．

実績： Q)j草l:.lt・1：掬げる骨羽・を肘置に治ラて萄切に実箆す晶ζ~.a値目・低金τ温慮．
(UJi叩帆広帽．嶋Jll(に轟づ〈・暗院本広電通・の個..量．舞鈍に.ぃ，，.，.イア冨出曹温風t”－~. 'l'it••>. 
機支鱒甚大由た・~.11*.牢揮の鼠臼苦情決すベ〈・り組む11111の聾．信包を卸伺に伝え4』lr-'Jど．直・忍eの革本~晶・・．

all事思.e知•＜1111!1!鮒置｝は， 66軸という過量畠高ホ峰を温風l..T副都がf置に立ってい晶J.fHll.GUR5を持。ている』と国祷．

【，.干ィ711畠1 ・a・，r:Aづ曹興Jll..1：結晶．’〈由民事．冒I!でtiり上げられ.いメヂ~7A出fll縛．事lll-1'成.を広〈伝え晶ことが出量た．
4働1)ClPMIOPR 
・分か~·いキー，ツセージ｛『雨宮華．蟻方にせよ』．『問’Aキキンム『宇宙なら．で曹る』〉量位置し．利用曹の！tli.を茸えた金見事．アウトカムを

且a~た広幅渇勘~－－.

..... TVllltt•じ蜜”打土げの亀E’UJI，皐『Lずむと比ベると.cun鼠算でほしず（ Gell!円ーGPWDPR : 1UIP!.館通同断では
Lず（2JIOI砂-OF制iDPR‘蛸秒と.，... 
・向’‘．観賞惜．。ケラト骨『n主lf•Dit<I!・骨申告で島ラた由に討L. 両...，，~.，シaシにヲいて”Lι 卦かリa＜・.，ムげ晶れ．畠叉！：！＝＞ー

ナ｝守も••'f•士により活用車偏とLて締脅され4ーなど...両容••：向上ゆ
t例2)C哨.a;・1t••
ti!備会憶のlVGllS壷CMltにl!Ufするι27・問fτ包．抽盛，位．母会世位）.・・t’h・t-lc.制IOl'lctよ旬..ぃ，ヂイア白出華彊・・．

聾
｛側3）編”’団総u・
組側鍋・也事時・・ー~·量虫館．金2,7帥停申制。骨と..肘垂範的r：’厩14J早血f倉U37骨中；51梓.） 11''!.fl増．

車血計四1：掲げる書活Iiの路網除、liltベ－＇）以降のとおり．
L・.（・1”側関車・広帽

｛・｝柚柚ザイト
・柚a胸ザイ~1：：，いて肱．事情‘，、町アクセス包E高..~ ... ＜ザイト骨再4縄民竃”’－
・事＂＇・プロジ%ヲト骨量 信φ.聾華広〈’tllす－≪.‘プロ!ixヲト＠錨介由健か.aケラ令O>ITiげ中IUぴlllD!宇宙且予ーシ，：；（SS）圃週四ミッfンヨン
'I'll，司イ：；＇－~’w盤ilf軒~.
－更に．東方向量豊商品ることを目指Tベ〈．ソー・シヤルメ亨47等E利用する．

実績：① Wtbザイト ’ウンミ一子4ンタやモz，ー網涯によ~声華街事え縛たい情”に量い草〈”垂つける？？セス住..l¥!JJl方向包向止専の主ぬ．平民；$卑
1111：コ瞳，，：：：7ィー吋イトユーザーが飯事り．祖備とのやりとり、ユーザー側のや唱とりが出量る4ージ｝『ファン1ファンIJAXAt』£.曹た平壇2G牢・
"':w.・bサイトのIJ:::;i.-7ル量買縄｛右CJtr••lll. E和田摩F ・，r--;::-
周事嶋田アヲセス砲も師事既（IJB耳7~＇：;t.)f土圃~au万7,-t!;t.を遣麗． l竺，，...＿.』守・」L・，~ ・
coインイ，＿..，ツ，.送：‘ミラシヨシの打主11，イ7φIU寅箪l..約174万人が視・・・＂＇ ・
叫旬遭聞による配信も骨J、’〈白人々 に向t代金!I.割阻は．臥下のと拘り．

・ζう骨と唱【平，rm；与・.Ill . イプシロ：，t早量.2541. ・.Ill. 軍国自Rl守士＜•威25隼＇ IA).
ω端m同｛寧.IUJJ事2周｝の打上げ’イヲ＠掴普実益I... 計約17•万人が鍋I!.
｛イプシロシ惜別3 『平A•に量づいてat-，た l 』 J （~DントがらUl#"l~でkうご
ざい置す．わたしは串~3.la生の宜骨亭で可t....におきてみても奮す.1••＜由E・
が晶、，~.
·＝：：：コ箇．警は．プロジzタト＼＞~··膏Ii量撞.e•』をや切・唱す晶『事由民宣量前”’
を41JE?・l..肘仰円入.61複思．プロジ砂川のS取を鋪ることができ荷量t!?r:•.
e健闘に師脇信．

•ISS由良9の竃回取荷主主地止とを館んt：，ィヲ交留イベントを．日本宇宙.，卑l!(VAC).
綱同瓜ノ丸仲大牢．得岡崎朗！：A聞で寓施l...歯嶋1：：ほllt'JUOO人が車場．ヲ’ッらゆ
舗は肘勧伺，αm人がIJ!lt.TV.制闘でも’〈阻り必ずられた．

⑤ソーシヤルメディア等：V副 Tubal，聖観倒的に靖則｛例：Y剖，ru回肱刷。泌削.11:1:1ける円15のコン予ンツ7ップ敵lt141車．銅賞肢は約J>6万件｝．

...・・・叫・..  や＂＂’Fィアk拘置・によ轟・...ι量・J：偏々なヨミa:.'r-Y.，シ’an；待て•＂＇岡県．プロ~＂＇＂骨ac:i10•畢正広〈先信ずることM
で曹た．
－・唱曲W.t.ザイト耳に寄曾；.tit.JI'陪...・日a，、叫惰帯フザードパ刊にも令竜彦げ晶ζell'出家九．例え.II..イプシロシ咽邑周回日1:1..－・闘
世せ竃口t電鍾．メール｝には‘U•声が’晶、，たが.w.~ザイトやT同tOfではt””が師E鈎な宣昆.lV. ・時間帯マz，ヂィ？の句”に掻し
店白h アクセスしてeた『同，.，，，＿.’ J肱＋~予ィヲ．ザイト.I:で直飾品則自情・に慢した『竃協，，＿＿.，＿，五>ti！，，ィヲci•応聖司Rす傾向が見
らn.嶋 bザイト軒通じた竃慣例伺bニ←＿，.，..，，ンめ量要性董集積．

1.・1t・l柵岨JI軍・広帽
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｛同シンポジウム...員鯛演．展示施.tt寄
・体llf伴。f:;fill的な広縄量得うベ〈．阿t音盤・3l義型の広帽沼DとLτ．タウンミー予ィン'7（専門曹と市民止の直憎封筒・支による傘竃厳重舗免に
ついτのt.11.支僚会｝を10回以よ腿値する．
・同飽...”掌箇や寧緩．と遭IJIL..・・∞回以上国調漬量実店する．
・帽観厚専守シ，（;t.に周Lτ降、情止に鳳最‘怠華町す史実強ltffllるベ仁必要与且唖・h壱仔う．

賓・．。，ウンZー予インター・a・・の’0・量組える．叩llH’E・1...•t2.065人が牽植．
『興噂a心が護軍令たJ.r・.を・やしてほしU』とい・2た声豊富助.m翻.，，...暑が≫1'・－

~··＝ .鹿目温品叫拘・E狙える. 670園聖書量’！L..’t114,10&人が量楢．
ra”がわかり＆1"?1':J.『自舗L.＜て興崎譲いJ寄.u割近〈が鰐卸値．
＠相揖保キャンパス 属畢崎蝕のデザインやコンテンツ．資金のII付吋を宮崎．開帳骨惰UI担量実施申．
＠その他：企圃由JAXAlll!l・1：は．針572,6句人出量姻..悶30万人壷篇め払凶XAI閉館前包1匁庭、585,5・1人｝白水車に祖霊．伺えば
~温宇宙包ン舎一初期公綱同岬アンケートTは釣9割以.J:j)H草た集たいJι主体的に師”・．

鎗畢．：ζ＇＇－：た対箆．現方向笹葺通じた lil:l室町IU量的皐広”忌卸't.寧冒由佳島幸下げ．字・k人々 toi量腫音信めるζk’ーも貝Cl.

‘R’R・・4陸ン’明敏の，．，”’e”の．司F
！ω蹄付m

．年3，唱件以上，~·する．

裏側：サイZニ，;1.,1ドイチャー，、のB鮮品飽It董曾む、董a伺量幽玄fl劃件，Ul.
f伺｝ 餓はどζll'i;.－＂たの.t ？議姐叉宜幽量fすざ〈』iが初白て.i;.ll'にした鉱~·蝕時代ー ネィ，...，.＿掲竃

t偶＞r銀河固に神ぴるasガ;t.O)·~な厳司先昆J－·周ll!O>Dttf’：<aー サィ%.！；;t.拠厳

1.4.岨｝情・llltt・E・

(d）章臓・盗・，
・双方向のやりとりを宮崎．伺・の量吋与で晶るUlllC7)寝耳Eや関心.t見曹の健置を自制：：.圏直ι”する怠IU1歪等量賓竃する．

実．：＠堀町里町..贋牽＇lllltO>ll掴.や申富鉱3!事量に討す晶蛍蹟骨凪舟壷・聾する目前で..’E寓.
－平感26lJa由民査では.IS揖由也個Jl（再認翠Blllが過量．高車’，17)96軸を遺尿（.If'厩2A•底は11 e軸｝．
・寧た．曲.3'JI.が零宙港・．ヨ~•1111•に対L『量』＝立っている』【事•2•・底は596'6),03.U軸が『”..信絹盛壱持っている』（IF醜2・隼底は

”’軸〉と・ー－
③モェ，ー調査：納崎bサイト主で器”した宅＝，ーを対象に．零・航窟事.へ由E見寄を峨鼠すベ＜.•唱－3固程虚実.
・平成25・置は．約400人董阿$.1:3圃’~－.リエaーアJ比た納柚ザイトへの量毘事董岨..柏崎サイトについては.7”がリユsーアル壷師評価．
③電ll.〆ールでの悶合せ．日々 ご怠見曹をお寄せいただ〈ベムSロ董霞置

•'I'院25・auま．質問を宮崎S渦1,0制停のも．海外lie叫淘件』.....企てにB苦．

例制

必制

S畢等：上位争イベントでのアンヶー与を通じ幅広〈ご寧昆等量班〈ことは．憧精査’E・で曹るだけでな＜.v.四bザイト由リニ2ーアル噂広繍JI勘Ola¥ーや事禽
，、骨フィードバックにも...

書士、曹が固の国節約なプレぜ〉スm問主のため．日本阿匝ザイル司馬Ill鎌田”’E棒を積書えた蔓1a臨Wtbザイト田充実積！”や．アジア抱峨をはじめと
した在外公館寄と畑出力専により、宇宙飢霊研究開発の続県白濁再への情帽免慣を羽信的に行う．

実績：¢漢樋甑帆刷サイト． リ：：：;iーアルt~－＇...... JI, ...ディ？由活用
・ユーザー骨働肉分続簿豊行ヲた止で.＇）；二aーアル作東董実・.i-Af一司埠単．分野，1：応じ償績で曹晶積コンテンツrr叫山海帆y.，..~.』専．

制使也u晦i.Cザイトオーフ〉は.4月臥値を’定．｝
・ソー＋司rA-1"'1イアも活用思慮25・F虫館.Y凹部叫障J時抗0・同咽l:.C3停の葺寝泊旬ン，シツE鱒‘l...後思蹟n•e万件．

②在骨骨・曹と骨也カ・ 置量宇宙~鳴割問利用量員会（COPU()S）制N:.. APRSAFでの虫最’量実箆L. ’衝が量樋
•Cゆ帆K活では.e持母館とヨ1110).t. 宜蝕限停士事。岡.置E画書且．宇宙骨野でli:留する自事人宜住町民示や鰻憶の主眼舎を奥JI.

•IAC（圃・宇宙壷mi:t.11大舎では．イブシロンやだいち2壷•111L..約2 民淘人が豊崎（［，曙1過量e•聞の平増車場書蹴lよ． 的1. 8(防名｝．
•N'RSAF(7')7太平津地織宇宙・調会踊｝ベトナム夫会でl事、在再公館閣情帽を活用l....固かつ泊鼠固という怜佳膏勘曹~－利用健夫につU

げるべ〈．ソリr ’A ン健民裂、tllA解決留の思示を実施｛例：耐且干41を活用，.』
ヨメの仰付1す予測や議員への活用．セシチネルアジ7）.園冨¥llolnamT岨軒晶耐叫

NH助、ノイ車島等1111将もan晶り．
ゆイ制事篠働昆では．体E自やAぬSii温膏属事I... 鈎’00~λが車．－
恒例日怠文使館四支幽霊園レセプ河ンでは‘仲間華畠最I...ぬ1.000,gが畢
③その鎗葺舗掻・回，UfJA胤 TOOo¥Y』

・プロジェクトや.患を紹介すベ〈事感25・置は’II.2,000回量行.~使館曹関侵害
－ァ：，ヶ ト骨随量．約8劃がヂザイ：；， 向•1：量町昆L.納守徹Jjtピタネスに利用l:D箸． M帽 AH>9予（ll1t＆・3 岬同A•C・予《．忌且綱｝

I. 4. （剖情．側溝・広．
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IS指

年ll針Illでt量定した鍵務華全て，USL.中期計画の退廃に向け順調に抱S書している．

・ 2持たに!fi定したJAXA広稲松崎にi骨ヲて、W曲サイト、シンポジウム．館館公開等の事録な手段を飼いて、滋4置の司~·肉容
やそのl¥t!llについて国民に討する情報開示ロ努めた．
』プロジェクトのアウトカムがより分かり易〈伝わるようキーメッセージ娘定の工夫等｛僻：G明IOPRミサンヨンf爾留を瞭方に

せよ」｝を行った結果．ロケット打上げ遷続成功．若園宇宙飛行士の活躍寄の順筏な事la遂行とも相官量って．広告、CM懐
iiで84億円に遣するほどの質的盤的に高いメディア笥出を実視し．徹舗の事業や成果を広〈伝えることができた．

• Ill綱相巡のエ夫に対して、次のとお明野傍信を得た．
,,. Wobサイト！Ht情舗の!'i耳皇、ユーザがBilにコメントをf書き込める工夫．斗ーザの興味・関心を館まえキーワードを後侠
する検’R繍助機能の新訟等をiiし：たリニ：＞.－7ルについて.7'7セス怯、双方向が向ょしたとしてユーザの7舗が鰐時価．
F シンポジウム、機員縞演．展示Eli等の双方向住・休息鍵の直後的広報を展開した結集．来泊者のS割以土からの鱒符
舗を拘るとともに、全国の鎗織のII朱館議禍省銀Ii約幻万人1・1にのぼった．
1・1崎t館で約30：万人を鎮めた』叫AJが閉館する前の水穆まで復活．

』園民の意識鴎涯の結果、①品川のIB知度〈再l!I!銅即位過去五E窓水事の86llf二遣するとともに、③7割近〈から宇宙開
発に対してf役に立っているJf好感．信’JI！＇！を縛っている』と回答を得た．

・ サイエンス‘ネイチャーへの3件の褐織を官め．蓋根付き鎗文を391件発表した．

・ 英徳厳W曲サイト、Y叫 Tube裳lfi鼠コン子ンツの砿充、在外公館の悩カを縛た厳崇やメディア対応怠どにより．$集や成県
の海外への情鰻発信を行った．

I. ..伺｝償鰻闘最・広鰍

f I .4.(9）事業評価の実施

袋JCA

必制

中期量ti面I?.・tai・－世界水穆のlit泉の創出‘利用促進を目的としたユーザとの遭悔及び紙たは利用の創出、事量が箇としての自律性・自在性の
純情・向よ並びに効集約・効率約なlli寮の実絡を目惜し、組織の~i置する主要な事案について、宇宙l!!!llll員舎の京めに応じ終価を受けるととも
に、lll術、中間、事後において適1!1.1機外のtJlを0りλれた鰐舗を適切に実施し、明匹調Eに適切に反験する，1$1こ．文学共同剥用シス手ムを革本
とする宇宙科学研究においては、有ll書による線価をその後知事案に＋分に反映させる．

市｝世界水揮の成集の創出、利用促進を目的としたユーザとの漣傷及び続たな利用の創出．我が聞としての自律性・自在住の経鎗・向上釜ぴに効
!II:的・効車約な事象の実絡を自指し‘ Ill輔の，Ulする主要な$象について、宇宙~鰻＂＇良会のlitめに応じ＂価を受けるとともに．事前．中1111.事
後において適宜銀総外の窓見を取り入れた僻簡を適切に実践し．事象に適切に反検する．

実Ill:
｛市｝政府の宇宙政策委員会民おいて機構の主要1..:111黛ゆ進惨事量告を行い、詩舗を受けた．
~厨壁掛字ロケヮトについて重点的にSl渇された．響施の結果、貯占事愈書もllHI！自初から拠与しつつ、打上げ賞用の低減を目指すことと害れ．
開発着手が決定した．
③宇宙詩学風通事llについては．戦鮒的予算配分方針フォローアップにBきいて毒事窓会て（＂）が ri.t要事象』とt軍備された．
｛！＂＞柑臨 li!!ltpl蜘 mbo・小酬判i且シ月、制骨抑制..STR酬 L寧踊究・醐専・ 1
岨温上費量の軍用l糾牢’flil.乎宙将司陸路肱純情 I 

③字禽斡字のロードマップ3本綾とLて、ア｝職略的中~計画、イ｝公訴型小型計圃．ウ》事績怠小t量級プロジェヲ官、‘の3つが宇宙将司降プログラム
と位置付けられた．

(2）白星t骨肉において‘以下のとおり事前、中間、事後における、 tll圏外の定見苦取り入れた＇~備を実.L. 業務に反映した．
①機4閣外の怠見をnり入れた綜舗を適切に実.する取組みを強化するため、彼4障の経営審涯｛ブロジェウト移行審査やプロジェヲト終7審査窃）
において、外観!I!員も宮めた野錨を行う仕組みを平成25年度に斬た1::t•mL. ア） ll'天頂衛星シス子ムブロジェヲトM7W歪．イ｝温室効集ガス
観測健衛術星2号プロジヱヴト移行審査、ウ】イブシロンロケツ十プロジr.'Jト終7・l!H''Hlt!童相皇対応｝を実施Lた．まt:..7』については文却制学
省宇宙開発利用側舎でのS宇宙を受けた．
②外仰の自由民も交えて平成25年度航空本海事象僻備会を実施した．なお‘平成24年目E航空本部事嘩t軍備会において、文学k共同LIヒ人材育
成、外国ta関とのよりー胞の倒係強化、E草案鍍争力E量化のための1晶カ関係蛍Itが必婆とt手価されたことを踏まえ.lltのとおり草案に~映した．
．敵陣解析ツールを用いた航空傑lltl十等に係る大学tot敏宵支慢を本格的に闘始．
・次世代ファン・9ーピン妓術開発や鑓体騒音低滋篠慌をはじめとする分野で圏内メーカーとの協力関係を強化．

効果：!ii備の経営審廷に外部受員を宮めたことにより．鱒星利用による$象化m実現、技会への定量Eに向けての機備の役割についても鎗鎗され
る怠ど.i!I’lllllのltll・価値をより客観的に杷観Lllllllに反映することができた．
I.・.（・3草書評喝の賓J!
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2）鱒1：、大学共同利用シス子ムをS草木とする宇宙利学研究においてii.有lilt容による鰐舗をその後のE院議に＋分に反映する．

笑鍋．
(1 ）寧成25隼皮の研究実績の鰐価を透明性をも。て実~するため．宇宙ね零研究所に量空いて全国の研究者代寝（ 59名）が多加する研究受員会に
よる「受員会符価」を以下のとおり実施L.その詩錘結集苦事実に鼠険Lた．
ー宇宙I.ii学受員会（4自｝、宇宙ヱ，§例会｛・liil）.宇宙I!!境利用剥学受鈍会何回｝

(2）代議的fl.例は以下のとおIJ.
①太陽Iiiiiの室加磁略構遣をU”に観測で曹る衛星は世界で太陽観測衛星『ひのでJのみであり、家繍港総b唱太から樋小に向かう現時点に
鈴いてそのデー舎には~需に高い将学的自画面Eがあると宇宙理学習h＼舎にて線価された．この録画面を反検LI司鱒量の平成28年｛2016年｝までの
湾問JH~決定．
②醤銀BlUI開i.K『あけぼ河口』については、米関の術皐と共同観測することオこより．亀E事近傍の電子貴闘逮・加然繊憎の解明が糊待できると字書
理学曇員会で2軍備された．ζの野価苦反映し、間術畠の平成28年12沼16隼｝までのヨ1ma長を決定．
効果：大学貧間利用シス子ムを1'本とする宇宙ね掌については‘金包の窃究者代禽が，加する袋員会｛字宙趨学受員会等｝にお川て研究成泉、
計画等の鰐舗を受け、．悔の科学術皐の道府延長等を決定Lた．慮りあるリソース苦効果的‘効率的に用いて研究を遂行L.裂が由主体の学術情
突の発展1：寄辱する仕組みをfl！帯した．

まま箔

年度計厨で股~した.穫を全て実路.L. 中期針・の遥Jitに向け順調に抱移している．

・宇宙政－~白書による鋳領、舛毒事の意見を取り入れたt軍備の銘菓を反映しつつ、tl備の事業苦遂行する体制を純情した．外
舗のfl見苦辰映し；~－家逼2を行うことにより、4血4曹司llttの意段、価簡をより客観的に担鑑L. 低金課題解決に資する事実に
取。舗んでいる．

・主要な事実について、次のとおり愈様、価慨が僻価されたことを受け、その飽援を.’Eに反映した．
｛宇宙a飯豊署員会の求めに応じたE軍備）
》政府の宇宙敏鰻岳民会1：：て．主要な事.の進妙幡宮Eを行い線信を受けた．このうち.＇事1：：新型l.H宇ロケットについては．
政府の側発管思及びi草惨詳俸のあり方につ曹.，.，的に書揮された．開発当初からの民間司~~障害の関与を盛ゆ込み、 Gil，ー
漕手が決定した．
｛線機における繊例外の怠見を愈り入れた線価｝
》綴憎め経営審査に外削有降客差支えたZ事債を実施する仕組みを構鍍し‘ブロジェヲト密資を実施した．徳星剥用によるg
.化の実現、社会への定書Eに向けてのta備の役割についても繍泊されるなど、織1両m，院の－~量・価値の再葎援が占臨んだ．
ス←ーヲホJげーの卸価、•Jl垂直僚的に経営に反映する仕組みが祭った．
》外古車祭員を交えた餓!l!本自＇＊＊評価会において、外国機関や庫.鱒争力強化に資する共同情究が必要との評価を受け、
外匿の車業界も吉めた柴田碩究に着手した．
》文学共同利用シス予ムを‘本とする宇宙税学について、全国の研究宥代表が多加する豊島民舎に鈴Iする研究成果、計箇
等の線価を蟻構の事象1：：辰映することにより、機織の混用する拘竿衡皇を表flit昌全体の掌術研究耳目健康に寄与させる仕
組みを総持した．

I.＇・．帥】．圃酔園田高島

｜置．鰍幽州事化1摘す組織を遠慮するためにとるべき儲

ln.1.c1＞情報セキュリティ

ダ似

申舗吾＋薗位置＆Ill・政府の情緒セキュリティ対銀における方針を踏まえ、情報資産の..性の分般に応じたネットワーヲ'II)分飢簿の情報セキュ
リティに係るシステムの見直し、領補の肉線規制同町光実≫.びその運用の徹底、関係民.MllU障者との契約における適切な槍慢など、情報セキふリ
ティ対箪のために必要な強化情置を繊じる．

政府の情報セキユリ子ィ対策における方針を詰まえ、の由締貨獲のE要性の分鎖に応じたネットワ-'Jの分荷量等の情報セキユリ予ィ•＝係るシス
テムの見直し、③峻備の肉銅線置！の充鍵及びその通用の自由底．③舗ll民間取象者止の袈約における適切な総置など、⑨情報セ.lf-.:i.IJ手ィ対績
のために必婆な強化f首位の!J!!lif十簡を明確にする．また、遣やかに踊じるベき借置を蹟次滋める．

実績：①情報セキュリティに係るシステムの見直しと1，て．ロケット等の怠要な情績とその他の情報の分献を行った．ま：f＝、宇宙ス子ーシ.. ：.－に
関係する公開系ネットワーヲについて.lHUlに応じたシス手ムの見直しを行った．

②従来から実施していた験宵に加えて、事寮先生時の彼自主演習を支えた鶴習を実絡するなど敏宵肉容の改釜を図るとともに、金利用
者を対象とした標的!l!不書メール制緩を実施L、リテラシーの強化苦闘った．

③宇宙鎗送ミヅA ン本告書が質約綱手方に対して毎年実織する口小ント秘密保全監査の中で、観的!II攻穆不審メールへの対応等．昨
今のセキ::i.•Jティの変化.I：対する強化を促した．また．傘宙ス子－；，aンf:Jlllする償騒音取り級う療者に対して、書面によりセキュリ
子ィ管理実箆状況を鍋査し、管瑠倣鷹を再確録するとともにセキ::i.•J宇ィ強化を促した．加えて、t同級セキユリ子ィの傷威、対療等に闘
するf費値共有を図るため．政府機関｛肉聞f官級セキュリティセン？ー附父｝や悶違法去、民間償問との情級交検を積極的に行った．

⑥平成23年度から25年庭当初にかけて先生したセキュリティ事案を鎗まえ、会舘的なセキ:i•J予ィ強化計副苦鰻定LIヒ．強化計画に混
づき、錦織の見直しゃ情報システムの点畿、量E牽の方まのatーなどIll柵金体のISMS（情報セキユリ子ィマネジメント・シス予ム｝の見
直L活動に取り組んだ．

a. i. <1＞情組セキユリ予イ
115 

． 



必制

総繕

年度!t!!iで~定し：た豪穫をすベて実Ill.. 中期tt・の遺成に向けて1圃飼に縫移Lている．

la織におけるウイルスI!絵事~等の発隼を路まえ＇ trキユリティE量化計画を寮定し、量出E量計画にまSづき、以下のとおり活実な
セキュリティ鍔績を実臨した．

・外毒事有ill者からなるアドバイザー§員会を鈴置い会社的は情惚tキ.:i.•J干ィマネジメント・システム（ISMS）の定期的なレ
ビューや竜替のアドバイスを長け‘改笛針置や姐白血見直しに取り組んだ．
・ロ炉yトに関する資制等のll要制官織の管思華強化するため．情報tキユリティに係るシステムの見直しとして、Jt蓑な：in
織を録うネットワーヲの分飯豊行った．偶織に．宇宙ス予ーシヨンに闘係するデ－11ベース等が4量級される公開系才、ットワ－
？について、lit要JIに応じてシステムの見直しを行った．
ell量的裂不審メール..線や銀総演習をuまえたセキユリ子ィ敏育等苦行い、リテラシーの強化を図るとともに．朱知のウィル
スを検出で曹る司匹敵Ill観aウィルス討鏡シス宇ムを場入I...ウィルスe絵に対する対!I!強化を図った．

引寺続幸、殺が聞における公的自国関の描績となるような情鰻セキュリティの実現を目指して、優先婚の航~宇宙銭術を織う研
究開発機関に相応しい情鰻tr~ユリ子ィマネジメントシス予ム｛隠MS）の編集に取り組むとともに．礎実なPOCAサイウI~の活
動を進め、情報'114ユリ予ィの強化を遂行する．

t’. (1)1置・セキニ•＇I予ィ

4仰

f II.1.(2）プロジェクト管理

｜… m 刺繍域内如何につLては凶附与したマヰジー……蜘こ当たって ｜
1主、箔当却門とは独立したS孝信組憶による客観的な詩舗により．リスヲを明らかにし、プロジ:x.？トの本格化の前・r：ヲロンルローディングによ叩リスヲ I 
低織を図ると止も1二、計画の実le主主漢を適切に！~Ill.‘ It画の大flt..:見直しゃ中止をも歯めた厳格な2干価苦行った上で、その結果を的Rにフィード l
パッウする．また、計画の大信広見直しゃ中止が生じた犠舎にI章、緑ar留における資径を明磁化するとともに．際図の究明と再発防止を図る． I 

たt平価まHI韓による客観的なs平f軍により．リスf，を司聞らかl:L、プロジzヲトの本絡fヒの陶にフロント口一デイングによLJI』ス.，低滅を図るとともr：、計薗｜｜酬が実l芭

の突絡状況を適切に』E健L、針薗の大幅怠臭直Lや中止をも倉めた厳締，..，早．を行つたよで、その鎗泉を的磁にフイ一ド，tツウする．また、It函の ｜ 
大鋪な見也しや中止が隼じた織合には、経営店における責任を明信化するとともに、原因の3t明と再発防止を図る． ｜ 

央線：
(1）割削障が実ltするブロジェヴトについて総省局のマネジメント体制を純情・強化した．

①ヴロジェウトの各線階｛準備・移行・絡了｝で、経.企画鍾幽環$を司...員賓とする鰻曾審牽苦笑値いその結果を理事会：置で壇場長が7
承する仕組みを維持した．

これにより、準備段階では、ミッシaンの価値≫.tJUU縄全体の盛綱的な計画の成立性｛事業・人負・資金警合む｝も考慮Lて.Ut織としてのミッ
シヨン定11の妥当性を容還した上で、移行段階では淘織にブロジェウト移行の妥当性を審査することにより‘碕実性の高いブロジ%ヲト計画
の訟定に努めた．

また、終7段階では、プロジ%ウト8慣の遺成状況、経1UUIC資金及び人員｝、実自巨体制、スヤジニ・－JI,の実績‘ブロジx？ト線了後に修行
するIll策の針面、ミッション目的の温成状況、敏制等の継続状況．且ぴ人材商店舗果を考慮して、抱纏としてのブロジェヲト終了の妥当桧牽
審査することにより、プロジェヲトライフサイウルを通じ、計圃的に．それぞれの役割に応じた知設｛後術的$項のほか、スケ~.iール、賃金．
’＇）A'J管現のノウハウ等マネジメントに係るIll積も含む｝の生成と有形化を行い、これも盆店主され£知段差書割L、後量産ブロジェヲレ、の活
用．線描量に努めた．

絡に、.天頂衛星シス宇ムプロジェヲト終7審査、温宣効果ガス観測鎌術衡是2号（GOSAT-2）プロジェヲト移行審査‘イブシロシロケヲト鍵7
審査【鉱厳樋対応｝については．鯛係省斤．舛舗有織者など外部審査委員も受えて縫g審査を行う仕組みを績たに4軍人L.~.

これにより寄鰻的U審査を行い、例えltGOSAT・2ブロジェヲト審査においては、温室効果ガス観測に関するコ主主二子ィの銘文や．裂が箇とし
てのG俗岬γリーズにおける観測センサ筏術の廼縛方針など、長期的な綬点でゆ有益なコメントを得ることができた．

a. 1. <2＞ブOyx・タト曹司
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ダ以
実績tつづき｝：

②個半期.にブロジェヲトマネージャが経·~.reに対し；実絡して曹たプロジヱヲト進妙核lSl織告について．独立した卸値鍋ll＜チーフエンジ三7・ォ
フィス｝が金プロジェヲトの評価苦行い．その結県を続繕チーフエンジニアが経営屑へ線告する仕組みに覧吏した．

これにより．従来はプロジェウトマネージャからの電線報告であったため‘それぞれの個別プロジェヲトの主観的憲史が中心と怠っていたとこ
る、’R三宥の統情チーフエンジュァが、ブロジェヲトマヰージャの意見を踏まえ、会プロジヱヲトを舗道ぴで見たよでメリハリをつけたより客観
的な栂告をすることにより、大きなll舗に係る陣織の時簡を優先的に憶保する等、効事的怠経営mによる温鯵Ill!量実現した．

(2）ブロジェヲト移行前のフ:x.－ズを含めて独立したE軍備絡線（子ーフエンジニ7・オフィス｝が録画E苦行い、，tlllの’Uitt況や1111壷適切に杷慢す
ることでリスヲ低減を図った．その結果、肘慣の大幅な見直しゃ中止を必要とするプロジzヲトi主舞金しな曲、った．

①プロジェヲト移行前の研究股階において、新型tt幹ロケット、決世代簾客健の健体騒音低..彼自陣等針事件に対Lて担自由鋤門とは独立した僻
llli組織｛チーコエンジニア・オフィス〉により．シス手ムヱンジニアリング≫.ぴプロジェヲトマネジメントに関する級”と伺飽を活用した客観的な
際価苦行うζとで潜在的な篠術リスヲ壷明らかにし．リス？の低滅｛フロントローディンヴ｝を~·した．

②『だいち2骨J(AlDS-2）の打よげ時期の治定に関しては．健衛星を吉めた打上げ計吾全体の懐偶肉の適切なマネジメントと打よげ愉送サー
ピス会社や随係省庁得との悶聾により、仮適なtT土11スケジュール住定量行い、E量府からの？承を得るζとがで曹た．

③プロジzヲト管lll：係るーiiの縛舗を繊構内で砲実にフィーFパッヲするー賓として設備ブロセスガイドラインの総持改定壷行いつつ、泊以ガ
イドラインt:4づ曹肘閣の実箆絞況や鰻闘の健筆に努めた．

また、チーフzンジエア・オフィスがJi(常的にプロジx？ト活”のモニ9リングを実lfil..活動状況の変化をヲイムリーに探知するとともに必要
に応じて迅速にプロジzヲトチームを支樋する活動を通じτ．リス？の顕在化を朱然に防ぐよう努めた．

効果．

(1）経営胞のマネジメント体制の段”、担当邸内とは”の静信組織による綜偏を適切に行う二とで計画の大嶋な見直しゃ中止に霊るリスヲをほ織
できることが信認できた．

(2）ブロジェヲト移行｛本絡化)I二ついτ担当鱒門以外の復帰肉での独立野田E縛織に加え、新たな鼠みとして外部委員を含めた緩怠審査を行うζ
とで、より客観的にブロジ1？トの21MI胞を把但し.Ill織に反験した．

II. 1. (2）ブロジzクト官Ii!

総宇宙

年度計画で訟定し：た業務をすべて突絡し、中期It聞を連続に向け順調に鈍移している．

以下のプロジヱヲト管理を符い、平成2S年底において計画の太舗な見直しゃ中止をIf>凄とするプロジヱヲトは発生しなかっ
た． 
． プロジェヲトの各段階（$~骨・移行・終了｝で経営審査を実値いその結集を壇場金B置で7承する仕組みを純侍した．また、
l!聾審査においてはより客観的な審査を待うことを目的に縫曾審査に外線審査員を締〈とともに、四車期侮のプロジz
ヲト繊修核況報告において独立した評価組織｛チーフヱンジ：.7・オフィス｝による卸値壷鰻..，、細告するなどマネー
ジメント体制を＆iーした．その結果‘綬areのOii与したマネジメントは有効に織健し、計画の大幅な見磁しや中止にMる
リスヲを低減できるζとが確認できた．

・プロジx？ト移行前のフzーズにおいて挫立したt宇宙銀自民｛子ーフ工ンジニ7・オフィス｝が卸値を行い、’＋回の実絶状況
やllUを適切に偲慢することでリスヲ抵滅在国るとともに、ブロジェヲト移行後も定常的にプロジェヲト活動華モ＝11リン
グし、状況箆化査書イムリーに覇権知Lリスヲの顕在化を朱震に紡ぐよう努めた．

u. 1.《2》プロジzタト菅直
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抑 A



必制

r II.1.(3）契約の適正化

申醐軒lliP齢•llf:
『独立行政恋人益還合理化計画Jを踏まえ、契約については．真にやむを得ないものを除昔、原則として一般践争入札軍事によるζととする．
また、問計薗に基づき、これまでに鍍定した悶窓祭約見直し計百にのっとり、簡意契約によることができる限度額等の慈識を政府と間続同とする．

ー般競争入机等により契約を締結する地合であっても、真に態争位、透明憶が磁保されるよう留恕する．

限定契約見直L計画の実施状況を含む入札及び契約の泡立な実篤については．墜事による監査を受ける．
また、随1主契約見置し計画の実施状況をWebサイトにて公表する．

また、銀約の庖符に関してrt、慣行における不正を抑止するため、過大lftlltの！f!I止と阜J開発見のための取組、契約制度の見ill-等、契約相手
先との関係を含め、告書備における契約管理体制の見直しを含めた銭本的制＇ iE防止策を講じる．

特艶事頂f軒寺崎倭‘孝士会的ニーズ録済的組底割Jl

I.奥約のJlj[itlこついては、全治法を対象とした政府の方針fこ葛づき、取り組んでいるとζる．特犯すべき社会情”として、独法の鍵約適正化
に仰する主な政府の方針の篠要を以下に限鰻する．

1.平成19年’2月f独立行政去人rll車合理化計画＜Mii決定：JJ
(J)Jia契混血阻を図と同級に級定．③悶契の比率を国並みに引き下げ．③一般餓争入事t等も、級争性、透明性~m保した方法で妥t.t.

2.平成21年，，月「独立行政法人の§＜！約状況の点後・見直しについて｛間織決定）J
①墜事および外銀有機者によって栴成する『契約監視委員会J苦飯盛＠漸たな随窓契約等見直し針薗奇策定．

3平成22年12月rit立行政法人の車総・$書院の見直しの革本方針｛悶II決定）J
①随窓興約等見躍し計聞の着実な実路．②契約に係る情報の公開の範囲哩鉱大する取組の促進．③研究開発事象に係る銅還について他の
研究線開と協力したベストプラヲ子ィスの他出及び実行．

n.平成22年12月に締結した税務貨を使伺した契約に銅し、当織織に勤務する主佳研究員が発注先と共謀のうえ当纏構から現金をだまし取っ
た疑いで平成立5年5月1481こ遠繍及ぴ6A4自に起IJi（何日！こ再逮捕〉された．

n. 1. <3＞撰約の適正化

1）「独立行政策人!I理合理化計百』を踏まえ、契約については、演にやむを得ないものを除昔、原則としてー般.ltqt入札等によることとする．
また、間計画に~づき、これまでに簸定した随意契約見直し1叶留にのっとり、随.興約によることがで寄る限度額等のl!準を政府と同額とする．

2）一般車E争入札＂により契約を締結する場合であっても、真に鶴争怯～透明性が確保されるよう留愈する．

3）随窓契約見直し1肘閣の突鐙状況を含む入札Eぴ契約の適正な実施については、監事による怠奮を受ける．
また、随.震約見直し針薗の実施状況をWebサイトにて公表する．

1）随怠奥約の縮減等について
平成25年度を滋じ、総件数2B,911件、1,740偲円の契約について、原則として一般鍛争入札等によることを前提に適正に手続きを進めた給巣は
以下のとおりであり、随窓契約の繍滋に努めた．

。平成25年度の限定契約の割合（金額比）は20.4%（平成24年度：40.0%）であり、『随意契約見直し計画』で定める目標俄（37.3%）を違成した．
②随意契約によることがで昔る限度領等の益事については．平成20年3Aに政府と閉鎖に段定済みである．

2）競争性・透明性のa保について
契約にあたっては、以下のとおり妓争性・透明性を確保のための施策を徹底し、一容応札・応務の綿滅に努めた．［独法E事価指摘$項｝

①般争準備段階で契約部門において公告矧問‘仕微密ゆ内容、銀争参加条件等のチエツウを行うなど娘争怯・透明性磁僚を徹底
②全ての級争入札案件において、館使で公平伎の商いむ平入札を可能之しており、lli争絵を高めた．電子入札の剤合iま：87.1%であった．
＠一般に向けた間違情報メール1lG信ザーピスの促進（fl録者量生。平成24年度約3,800＇曹司平成25年度約4,000容に15大｝
すべての入札公告（平成2日5年度は1,207件）について、長録者にλ札情報を送信．

3)11:事による監査及び公表について
上20)実絡に当たっては、以下のとおり盈切に監事による底蚤を受け、また実.IC状況を公開することで、契約の適正性の確保に努めた．

①契約審査餐員会の容笠結果について低!Illこ級告してlit査を受け、必要な対応を突鈍．
②Iii事および外却有泊者で構成する自宅約監視餐員会により．降怠銭約および一者応札・応募案件の点綴を受け、必要な対応を妥結．
③上況の鎗摘を跨まえ、一番応札・応務改善策｛公告件告の胡械化、公宣告の予告、仕織肉容の明確化等｝を作成し平J;it26年度から着手予定．
③政府方針等1::11り以下の契約情級をウヱブザイト上に公表Li透明性苦海保した．

・少額随契基準を鐙える全ての契約｛機嫌の行為苦秘密にする必要があるものを除04.440件について羽途方式‘~約栂手方、随窓契約
建白等の情報を契約締結から72日以内に公表．
・よ犯に加え、一定の関係を有する法人6肴332件との取引状況にかかる情報についても契約締鎗から72日以痢に公表．
・契約監貌委員会における容隠燦要について．平成24年度分を平成25年7Aに公表．平成25年度分は平成26年？月に公表予定．

D .1.(3）突柏町適正也
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｜仇、契豹の贋行に腸LてI
司’、安，－栂手先との周儀を倉め‘慢”における鍵釣管理体舗の見直しを含めた12本的な不正防止鎌をmじる．

4）集約II行における不正防止簸について
。三麓電債による過大湖求事.の•§！防広〈独津野信lit締E事項）
平成24年12月に癒定した以下の拷宛防止績を活実に実篤した．湾発防J!:!l:の尖効性及び実It状況については‘第三者で備成される外部
受員会より『再鍵防止策は、主主本的に実効性あるものとI!められ、また、再発防JI:策の初期娩織の!I.I施についても、館々 と実施されている＝と
が砲犯できた.JとのE平価を受けた.＂価精療は平成 26年1月29日に公開して、透明性の硲僚と再発防止の更なる微llに努めた．
・原価の適正性・透明性猪俣のための契約条件の改訂
・制度調査・原価監筆の強化（三賓1JU.l!及ぴ開通会祉への錨きITちを含むE常化!tl!llll査を針？図．他稔への]j(:ql展鯛鏑査をtt7圏実S¥)
．制舷i昔置の強化等

また、これまでのデ－？醤1置を路事えたプロジzヲトコスト管理の手援の標準化、コスト管想体制の強化などを後討し、続鍵プロジZヲト2件に
おいて館行を開始して、将来に向けた－IIのコスト見積精度向上及び契約の適正性信保のためのA盤を強化した．

②研究費不正事東対筆｛独走卸僑抱踊$項｝
平成2定年12月に締結した契約/l<tt欺を帰服するとして平成25年SAに線員が逮偏された不正llllllに重唱してrt.直ちに以下の対応をとり．
4車Iこ伺僚の関鑓が怠いことを権箆l-.また骨後m械の館組が発生することがないよう鐙置な対績を泊目した．

• 511148 ：研究貨不正筋止対!If曇員会をa•.
・5月日目：緊怠t書置として本車震対象の婿似拠約について契約手続きを停止．
• 51124日：嘗定措置として暫定再発防止績を蟹定し契約手続き停止1a置を解除．
．’月26日：対第委員会による活動結集をDまえ、以下の恒久再発妨JI:＇置を簸定．
.. 予算航行に銅する符It綾艇の制定b不正防止のための予I-;Jヲリスト作成 0.裳省情報デーヲの見直し d.検査案能要舗の改正
・10月21日：予算u行に測する栂I車窓口を6:1111.-、制度をめぐる潟検｛風遜し）を聾備．
• 10月～11A: 1草食防止策の肉容に関する脱明会をli敏問実施するζとで聡員への周知徹底を実Iii.

＠耳障約智週休'11の見直しを宮めた梅本的な不正防止簸の検討
よaaの状況を含め、適正な鍵約管理体制について不断の見直しを行うため、主要取引企察との.見交後を継続するとともに、関係組織の
鴎査や組織繍断的な調遺政草倹討チームを絹成し．鯛iiプロセスのー層の改普検討に着手．

D,1.(3）提闘の適正t

総括

年度約置で怨定した業務を全て実施し．中期肘砲の溜成に向け販問に織移している．

・平成25年度普通じ、総件放28.91114.1.740億円の終約について、原則として一般限φ入札等によることを附纏r：：政府の指導等に
沿って録的手続きを適切にm施した結果、随窓拠仰の翻合（金餓比）I主20.4誌であり．『随llt錠約見目lLlt個』で定める目繍阻37.3$
It渇成できる見込みである．
・ー倣餓争入札等によ叩製釣を締結する場合であっても.1(に~争位、音量明性が砲保されるよう留窓し．”φ.備隊官官でのチエツヴ
».ぴ悶温情級メー＇＂配信サービスの促進を実績．すベての入札公告（1.2由7件）について‘受録者t約4.000司t~＝入札情絡を送信．
・入札及び契約の適正な実施について、墜事および外飾有Ill容により、随jl~約および一番応札・応a’E併の点績を受け、一書
応札·~U改普鏡を作成．また匝且電契約見直Lit田の，..伏況等製約僧績をウxフサイト止に公表．

隼度当初に研究賓不正銀理事案が発生したが、以下に来す活勘を割~－することによ•J. 鍵鈎の適正栓を砲実に穏健するとともに．
将来に肉It. 吏怠る適正位向上をB指したi.1サ·•・華盗めた．
，，.過大IA求事裂は、再発防止績の実lli根況について外舗~員会による繁三者テエッヲを受け、妥当との待値館展．また、筋線プ
ロジェヲト2件で契約企業とま置たなブロジi?I-コスト管沼亭注によるコスト見積精度及び契約の適正憶の確保について方針を共
有し銀行を開始することで、奇後畿4島全体のプロジx？トコスト管坦の強化の方向性を共有．
』研究費不正事実については、発賞後直ちに対応l世田をとり．時期を置かずに恒久対簸をとりまとめ実行に婚卒することでリスヲ
の偉大を防JI:,
』適正お契約管理体制について不断の見直しを行うため‘主獲取引企象との窓見支倹を継続するとともに、関係組織の鈎査や

組織機断的な細進改革後討チームを舗成L‘調遭プロセスの開閉店の改箸検討に着手．

・.1.(3)！：駒拘置iU:
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【樋竃契約見直し計画の実総状況】 1114 
①専属21•1111岬 ＠平成25'1'度実績舗 ＠毘車1..ltE骨量曽紋混 〈。，~·

制問挽ll!I：晶づ〈 ≪I浩司畑比瞳用器】 ＠等感24隼虚実揖舗 ⑤平鹿25，と
f路軍民拘且m1..1肘聞J 思曜2・・の比飽
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也霊
731 制LI.＇.＜・~~.悶). A創出 A2*.28・.ll!l 72・ 4凪271,921 12 A2~~；＇~咽e ザーピス契約

以外の翼約
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世唱蝿E十周..は.9U'I'置に績蝿に!It帽を暗繍したもの｛量・直属史的背It向車外｝．契約の喧訂があったものは．停置暗，ftt肘LI...宮田陣合算している．少額局担畠~IA臥下司
提帥It珂車外.（過＂鹿底聖給量， JUI少組組貝轟・R蹴下崎県的聖書め..llつ世IT揮に1件として計上した唱合.2'.帥4仲.1,7121li丙．＝母うち．先絵本損害1：揮畠鍵制審怖いた．
興的御所司区分は:28，引t件.1.740嘩円．〉
掛2l<!柏E制畏員告からの鴎冨cnLげザーピス町布置により．随宜民柏会副が:I:~＜聾勘す晶という同検Jill四聖:llQしてn•する＝とが道官｝圭受吋．ロケヲ吋Tょげ9・”ピス健闘は
加に暗殺している．
【ー者応枇・応募の状況】

置。住町ある提拘
うち．ー書店礼・応事と虫＞1::倒的

n.1.(3) ！喜朗時適正也

⑤事Jl244虚実踊値 ⑪事成25•事鹿実限価 4法¢由民喧勾量

ft量 I 金額IT円｝ I 伶雌 ｜ 会副｛乎円｝ I 件担 傘”（＇！＇円 ｝
Zi町。l Sl.213,74$ J u叫 ーーー....

空旦塑型I'll '2.000.刷 司刷..

I II .2柔軟かつ効率的な組織運営
4がA

虫姐駐嵐昆虫夏重ょ貴重な財政資源を効寧的かつ効来的に活用し、理事長のリーダーシップの下、研究能力及び筏術能

力の向上、及び経営・管理能力の主主化を図り、E匹狼の成果の飯大化を図る．また、責任とlltl砲を自由憶にしつつ、柔軟かつ機
動的な業務敏行を行うとともに、効率的な業務温11苦行う．

食litな財政資液を効E事的かつ効果的に活用し‘理事長のリーダ－：－－・：；プの下、必要匁組織・体制の倹封、E華僑を進めることに
より、研究能力及び妓術能力の向上、及び経営・管理霊能力の強化を図り、事.の成織の1音大化を図る．また、実径と銭量織を
明確にしつつ、柔軟かつ機動的怠業務執行を行うとともに、効率的な業務迦曾を行う．

実繍：

1積たに就任した理事長I立、その強いリーターシップの下．第4鋼詩学後Iii＆本It圃｛平成23牢8月九宇宙混本計画｛平成25年t月｝の制定な
ど品XAをと喧ま〈事築現嶋の変化に対応すベ〈、発足10周年を縫た後積同町宮崎t：な活除方針を自ら’量定して示すとともに、これに沿った級ll壇
念、行勘2君、コ－;flレートスロー1fンを簸定した（これらを合わせて、『活動方針等Jという｝．
活動方針等では．
・宇宙通事本計画を絡まえ、従来とAなった観点も含めて、より広〈、『安全保闘・防災への貨畝』fll象撮輿への貫猷』「宇宙科学寄のコロン
子イア』£Uた怠縫と位置付ける．

・宇宙~本計値に:t値されたf政府全体の宇宙開発利用を筏術で支える中徴的実.組問』として、抱負に求められる飽力、健仰の任務
｛『アウトカム』創出慰の鎌街”’Eへの転慢などλ特に権巡すべき研究開発援鑓怠どを明示．

2.活動方針等の鴛定It.中鐙・E良で構，，.される組自民繍断的な手ーム（紙生川AXA検討チーム）を編成して畿討を行わせた也、並行して進めら
れとIIlll長と著亭との定見交倹や、自発的に行われた4華々 怠グループによる倹討結果等の勉置も活かされ．全開店府1::1:晶、組織をあげた
続中的t..:検討のもとで．役軍lA－人ひと唱のi:t!ll＆：＆も￥ねて温められた．
3さらに、活動方針窃I主、日々 のコミュニケ－'l3ンだけで年〈隼眼俊弘創立12念式典等の1晶も使い．常に蓮司Jllから発信され、役鳳員の窓

Ill向ょが温んでいる．対舛的にも、J叫Aシンポ少ヲム簿の織を使~＇.麟たなt:lt•岡町議携をアピールし.t:,
4.溢u活動方針等を鈴苦え、以下のとお唱、研究能力且び磁儒能力の陶ょや綬.・管理舵力の強化など、成果の愈；：化に向けた組ぬ・体制
のD舗を行った．

・.2. I駐肢かつ効事的，.坦It遷宮
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(1）研究健力車ぴ続術館カの向よ 空

紛たな活動方針怖を踏まえ．以下の組織＆iEを行った．
• IJlM全体の研究能力・娘f闘能力の向上を図るため、研究＆！ft本館長をこれ事での環事レベルから副理量破長とし．研究開健吾組織によらず検断
的に進めるための体制を盤自白するζととした．｛平li226年41'!予定｝
・筑波字禽セン9ーのllltl!所としての研究開発懐健を強化するため、筑綾地区1：：存する他の研究繊測との協力を進め、筑.地区の組織の爾究
開発にかかる摘通しを図る彼自主をti¥滋宇宙セン骨一所長に追加するとともに．ζれをIll組事長が薫絡することとした．｛平rl26年4月予定｝
・産業復興にかかる会体的$方針を績定・憧511...外宮ーからの裏続事項への対応にとどまらず、給金への価値提供の貌怠でも自ら$績を！！Jiil.
てゆ〈「新事業促進セン9ー』を締役することとした．｛平時~26年‘月予定｝

(2）経営・曹理能力の強化
・角田宇宙センヲ－・良の研究捷不正、ウィJt.スによる情織渇えいなどのセキユリ干ィ事案奮踏まえ．以下のように経営管理能力の強化を図った．
〉コンブライ？ンス銅優情録音CUI・分析し、総合的な対策を検討する続指鎌健吾備えた『出濁・コンブライアンス襲』をIi置し、コンブライ
アンスllltを強化することとじた．［平総26年4月予定｝
>II柵全体の情緒セキュI）子ィの責任を明確化する簿セキユリ子ィ対!Rll.能を強化するとともに‘分触していた銭術情被管理観飽壷集約．
情報システム舗とセキュリティ紙幡竃を餓倉L...「セヰユリティ・情報化被進舗』をtillすることとした．｛平成26隼4月予定｝

(3）桑畝かっ樋蜘協業務執行
• llllllt1l況に即応し、以下の例のように集敏で倒勘的な家務総符走行った．
〉イプシロンロケットの側発：筑波｛陥NASOA）と舗自民原｛姻臨時】の口小yト開発経段者がー体となったブロジヱヲトチームを編成するととも
に、 UJ造、固体・滋体f腿．飛行解相It~の分野a本観凋にま7こがるワーキンググループ間動的に編成して防長を進め、短期間・低コ
スト開発を実現し、平/t2S年9月に初号舗の打よげを成功さぜた．

〉イプシロンロケットS重量産線特別点敏チーム：こLtの打上げ延期を受けた締J!~点倹を行うため、結肉有I量省の知見を結集｛平成2S年SJ!)
》その他．日本人宇宙漁行士ソユーズ宇宙館情ll支fjJIS,GPM/O附衛星初期運用手ームなどの臨時チームを義敏に編成．

(4）効事的な線務逼a
・従来、$圏障を行う骨本鶴等の下に置かれていた安全・ミッシヨン保JiM遇制暑（S晶MAJii等）を廃止L...事象鈴通鋼門（JI，童館総指｝の下に人的
資源を.約.JIられたリソースを有効活用することで安全・ミッシヨン保健1：：係る卸価活動を効率化し．同等のリソースでζれまで以上に有効怠
知見量生み出す体制を.備した．《平成25年11月］

効果：

・理事長の強いリーダーンップの下1：：、理事長自らが、総備が『政府金体の宇宙開発剥用を銭絡で支えるIまた『社会・鰻済に影磁を与える研究
開発音先車事的に溜める』中繍的•Mi線開と怠るための方向性を含めて、 鮪たな活動方針等を幌高量化するとともに、それを具現化唱るための組
l&&iEを進めた．さらに、活動方針等の策定に当たっては、役取員会健局I二D.っτ.中約に活発なコミュニケーションが閲られ‘アウトカムを志
向する後抱負一人ひとりの窓陶磁革が進んだ．ζれらにより、次年度以降の研究・後悔健力及び経営・管理能カ強化への道筋をつけた．

a. 2. 聾~かっ効$候階級組道官

総括

年度計置で議定した業Z軍基金て実範L...中期計画の遺般に向け順調に彼移している．

・理事長Iふその強いリーダーシップの下、情構をとりまく司P•l!l境の変化r：：対応すベ〈続たな活動方針を自ら.定し
て示すとともに．当銭方針に沿った経嘗喧念、行動:It雷、コーポレートスローガンを!Ii定した．また．これらの霞定に当
たっては、組鎗償断的怠チームで倹討を符わせた他、渡事長と若手との意見交患や自先的に行われた4華々 怠グループ
による償討結果の鐙旨も活かされるなど、会問l¥lr:::aって由民中的に活発なコミュニユケーシヨンが翻られ、7ウトカムを忘
肉する＆•員一人ひとりのtill改革が進んだ．
・.備をとりま〈斬たな事案環縫に対応L...桑敏かつ効Ill的な組織とするため、主に以下を実16.
＞研究側発を縮織によらず機断的に進めるため、副廻$長を研究開発本創長及び筑量産宇宙セン11一所長とした．
,,. ..復興への貫献の観点から社会への価値惚供の視点でaら事業を鍵!itしてゆ〈『新事業促泡セン？－Jをt.litt.
』鰻11'・管理E傭力強化の綬点からJ走路・コンブライアンスll』や『セキユリ子ィ・情報化権逸郎』を2皇位．
以上のとおり、徳川が『政府全体の宇宙開発刺用を筏舗で支える』また『社会・縫溌に影響を与える研究開先を先匁的に
進めるJ中織的実自世田匝聞となるための方向性を示すとともに、それを具現化するための組織改定在進め、さらに役aA-
人ひとりの怠織改革を進める怠どにより、次年度以”の研1'・緩衝餓力及ぴ縫包・管理能力強化への道筋をつけた．

置.2.量般かつ劫事的指姐Qii宮
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[ n .3.(1)経費の合理化・効率化
必制

申期計画位置~•t置：畏閉I事業者への委託による衛星運用の効耶化や、射嶋等の！lttl店舗の鰻縛ft簿を節減することに努める．また、象湾出。
見直し．効率的なif営体創の磁保等によ明、ー般管理E買について．添人選g苦行うよで各11:車令等の定めにより発生する震務的鰻費等の特殊要
因経費を除き‘平成24年度に比ベ中期目録期間中l二時軸以上．その他の司J•ttについては、平成2•年度に比ベ中期目標期間中I二5軸以よの効
皐｛じを図る．ただし、霊長先な豪華軍の追加：Rは業務の館発を行う地告には、~餓漉務についても伺織の効Ill化を図るものとする．また‘人件貨につ削
ては．次項に基づいた効率化を図る．なお、国の資il債務E駐車のIHを館まえ、野本レーザース子ーシヨンについて国庫給付する等、遊休資鹿の
処分等を盗める．

民間事業者への霊祭による衡星盃周の効事化へ向けた般討や‘射場鳴の11i~l宣銅のt量持鍵簿苦節減することに努める．
また、察務の見遣い効率的な運営体紛の憶保等により.－••uについて、恋人種曾を行うよで各E書法令等の定めにより発生するQ務的経後
等の特殊要因経費を険者‘ 平成＂24年度に比ベ中期自傾鋼問中に，S判以よ．その他の司11￥貨については、平成24年度~I＝比べ中期目標期間中に
5怖以ょの効率化を図る．ただし‘街たな象務の追加又は痩務の.究苦行事場合に（;t、関係府書との情報受検等を通じ、事幾肉容が軍縮しないよ
うに配慮しつつ、当蹟義務についても同織の効$化を図るものとする．また、人件費については、次項に基づいた効耳障化を図る．
国の資産償額改革のIll冒を踏まえ、野本レーダース予ーショ：..－1：ついて園庫納付する得、遊休資産の処分等在進める．
なお、ISS等の有償事l用及び寄付のおJll等による自己般入の鉱夫に努める．

実績：

(1 ）術』iii用袋務の効lil化へ向It、担i＆で取得L.た観:Mデ~の’BE等苦行う民間事案者数社へのヒアリングや．欧州四益金祉に畏nした術
1ilデー習の市鳴動向調恋．緑町のLandml’i星A欧州のSon川内副衛星、カナタの幅da間t曹ill等の~デ－？の配布実舗の動向偲llllfl:ll
づき検討を行った結果、「だ弘、ち2号J(ALOS.2）のデ~の一般配付を民量商事懇書へ委託する目途が立った．

(2）射海等l&D股備の純情Q等の節減に努めるために訟白書維持義務の見直しゃ、次年度以隠の経費節澱に向lすτー飾縁側｛例：tιsu：ンジ
ン錦焼ltDl.RI骨｝の休止に向lすた作S院を符った．

(3）一般管理，u111滅1：ついては孫娘llJ務所の統合｛大手町分室の廃止｝などを行った．

(4）その他のlllll貨については平成24年度に引き続きfだいち』（ALOS）と『だいち2号J（凪.OS-2）の衛星1111!佳信の続廃合で平成25隼寝7.04偲
円滅絹Iなど豊行うことで約14＂織を行った．｛中期計画目標の 5%以ょの効率化遺成務｝［平成25年度で合計6l.3億円，Ull

(5）園の資a倒務i:llli:の店旨をfaまえ、野末レ－If－ステーシヨン（fl干島｝を平成25年9月初日付で文鈍将司陣省への111•納付を発7する等
通直体資llの処分作.を行った．

事た．肉之浦宇宙センヲーの長線退浴車・川原誠ill逝震について、平成26年3月31日付で肝付町内餌償協遣を行った．

a. 3. 111樋島骨倉•tt・拍車位

(6）也S等の有償利用や寄付金によ切自己取入後の路大に努めた．

ダ制

且5・Fの有an•1周〈例 ：ISSでの電子容認し知財般入f.J_どにより自己収入の俗穴に努めた結果、9.4l車内の自己惚入を得た．更に自己股
入鉱大を図るため‘『商品化をおおする制度』｛筒晶化許路権｝をGlllll..た．

効!I!:
被温an交付金．術助金且ぴ史n収入以外出版入

上記を実現できたことで、以下の効果に繁昌旬、予算が削滋書れ訟がらも工夫により布袋の貨を怒とさずに費用の節減を行えた．

(l）これまで御機が支出するJlJI!（衛星還期費、射嶋等の•t量lll舗の健怖J.'I司事並びに遊休資IIの処分等による回定資産税に係る費
用｝を経殺させることができた．

(2}13己収入（ISS等の有償f'llllなど9.4償問〉により．その資金を活用したAlt果の充実に繋げることができた．

ti億

年度計画でE量定したl!f量をすベてllU!L..中期計画を逮成に向It順調に健移している．

・ 民間Ill象者への~伐による衛星混用の納車化《向1す層内111•者及u;鴎外債の衛星デ－？配布実怠の動向偲鐙等
に基づき検討をした締銀、「だいち2骨J(ALOS·2）のデ~の一般E付について民凋事案者へ§挺する目途をつけた．

・射禍等の施I&級舗の繊締’te，の鮒減に野めるため．級信総持のll!B肉容見遣しや、次年庭以降の経賓館量産に向け、
-•tit舗の休止に向けた怖禽を行った．

・家務の見直し．効寧的な;ng体制の確保等により、ー蝕管理費については臨定賓の剣量産に鈴め、その他のlUIJlに
ついては、術息遣周級舗の統縫合等苦行うことで平成24年度に比ベ中期目標期間中のS年で筑以上の削漏自慢に対
し、平成25年度において約H軸以ょの効ll!化を図った．

・聞の資産債務抜高の也置を絡まえ、野木レーダーステーシヨンについて国庫給付し、内之浦宇宙センヲーの長縛温
選..・川原湖湯温軍については、平fl1t26年3.1131目付で肝付lltJへ無償埠渥を行う等遊休資産の処分割Fを溜めた．

・ISS~，の有償制m及びfJJ銀特定寄付金」のほか‘更に自己収入の鉱大を図るため、『商品化を終Eーする制度』｛備
＆化鈴路網llを創訟した．

m. a. 11】健史申告llltt・ta・t
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後以

r n.3.(2）人件費の合理化・効率化

｜申銅齢恒i~盤審理・給与Jklllについてま、個ii!公務員の給与＊a障を十分配慮し、手当量含めIi,・－員総与のliりつ曹について畿Ill.た土で、線漏｜
lの符蜂性を踏まえた迫涯な水織を餓持するとともに、4主催結集や取組状況を公畿するもの止する..軍人件費については．政痛の方針を踏まえ．厳LI
I ＜見直しをするものとする．

｜…ηいては…附与府側し手一……について臨した上で鮒の符附加えた溜
正な水準を維持するとともに‘倹Ii結果や取組扶況を公表する．
~人件授見flしについては‘政府の方針を路事え． 討応する．

実績：
(1）平成24年度の総与車率の後証結果・取組状況について、平成25年6月末に公表した．主な肉曹は以下のとおり．
・中納It直に主主づき、航空宇宙関係の民111111患者に対する給与水織を平成23年度に蹴歪した．民間との比般にあたって‘filil!公務員の給
与水準との比較の考え方を用いた鳩合．航空宇宙開遮企業の給与水継を100とすると‘惚織の給与水織は98.4でおった．

• r国憲公務員の給与の改定及び峰崎符例に関するiまra』の~正に塑拠し、人事院勧告に伴う給与敬定により平均企0.23軸の減額歳定を
実Iiしている．また平~2・年10月から順次．平均67. 8怖の給与l'jl)j量｛臨時特例｝を実施している．
・平成24隼’O舟から符1$勤務手当のうち，j肺水平猶を廃止している．
・早賦21fJ度から．地織llll'i手当を一律5軸（ただい東京都特別Ii{のみ6軸）とし、暫定問益手当壷殴簡約に引き下げているe
• ll'At23年度から、専門家務手当を主任手当1：改変し、段階的な削減を行っている．
その結果、当年度の『$務・績術Jのうスパイレス僧撤1;1:126.4と怠り．前年度と比厳して7.6ポイントll加しているが．これは国家公諸民の
MO・i.ll'Jt昔鼠に織じた給与の引き下げについて、圏核公務員と同等に行ったものの、そのJi:鍾時期の遭いによりー略的に増加したものであり．
このllifi!を除いた治合の倫数は118.2であり．閃年度と比駁してo.6ポイント量産少している．
(2）よ舵取り組hを諸事え．平成25年度の取り組hとして．毎度末に噂門象繊手当を廃止した也、Diii重態に応じた雇用形態を湾構築し、研実関
’ーを主たる耳障務とする法人とLτ適正な給与水纏を追院で曹る道筋を立てた｛なお当E車足JllijOの湾機費量が適用されるのが平成26年度以降と
なることから．単訟取り組みが反映されたラスパイレス指徹が反映・公恋されるのは平民主27年度となる見込みである｝．
平成25年度の給与水銀｛平成26年6月末公表するうスパイレス僧敏｝は、引き続き遥援し「$碕・段術』で’17.4と：t.よる見込みである．
(3）総人件白授については、II!織全体の予算が滋少している中で．給与..や進腐手当削滋等の槍置を限切っつ対応した．

m.a.ね｝人体ltO>合喧化・般車t

IS格

年度計画でt量定した.務を会て突能L、中期計画の遺院に向け鳳聞に鎗移している．

・担量1障の給与水織について、象務の特殊性を踏まえた通産拡給与水$が鰻符されているか否か．験iiした．
》国按公務員のみならず．航空宇宙関係の民周事業者に闘する鵠歪絡果｛早威23年度｝を踏まえ、給与水$の妥鎖性を
績n.

3’裳績の特殊性豊絡まえて支給している手当の妥当怪奇績ll. －•平幽の廃止、段階的削減苦実筋．
3，同家公総員給与の臨時特例槍置への対応鴎潮のずれにより、四時的にうスパイレス指数がm加．
・ 後箆純患を.まえ適正f.J_水織を縄持するための箆鏡の桟制、実ll~行い、平成お年度以降適正な給与ホ準とするilt筋
をつけた．
・平成25年6.11京に．平成24隼底の給与水準を公表.rt11務・筏j/.j』の指数I事12Mであった．
平成25年ti給与＇＊•＜平戚26年6月末に公~予定)l;I:引き続聖低減し‘ rlllf*·銭術』で117,4となる見込みである．

· ~人件貨については‘自由禍金体の予算が濃少している中で、給与削減や温職手当削減等の指置を取りつつ対応した．

a. a. <2＞人体ftO>f;llft・talllft
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榔 A

’r Il.4情報技術の活用

申期計画組量生If.Ii：情報筏術及び情報シス子ムを用いて研究側発プロセスの革新及び業務逮奮の効寧｛じを国仏ブロジェヲト薬務の効率化や
偲頼性向主を実現する．
また、平成23年度に設定・公表した「財務会計業務及び：l:f理Ill務のa!務・シス子ム最適化計箇」を実絡し、ti!務の効穏化を実utする．
このようなli総等により、管理部門については、－roiの人員やコストの削減日正図る．

絡首i'.ll項｛社会情鈴．金士会的ニーズ‘鋒策的鐙点鋳｝

・平成17年S月、各術省情報化統括責任者（CIO）遥絡会おにおいて、『独立行政法人等のti!務・システム蔽通化実現方自置』が決定された．これによ
り、国の行政徳間の取締に準じて、~務・システムに係る監査、周j続可能性綱去、 録遥化計画の策定・実施が要附された． ｛平成20年度記餓｝

玄4ルるkニヒ
(1）プロジェヲトのE軍
問解決電車

(2）スーパーコン
ピ:i.-'Jの縫
縛・還問

(3）「財務会計繁務
及び管理耳障務
の象務・シス子
ム患箔化計画J
の実施

n. 4.情純録衡の活問

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

要書究開先プロセス咽革飾苦目指したa瞬間発、融也ンミ＂＇レーシヨン．ソフトウ zア底帽を語閉したIHll銅挽毒事

Jl>:XAスーパ－:iンピユーザタ骨組特・温m
tiスパコン(l)&lj濡 新スパコン白羽λ ｜ 輯スパヨシ町本格穆働

財務室断裂務五回曹湿薬務自畢務・システムQiill11:.tt園田実臨

｜情報鮒及び欄システムを用いてー庖の業務の効率化、確実化及び信頼性向主を図るため、以下を実絶する．

〉

〉

1 ）第2糊の~··明tzi音まえ、鍬値シミュレーシヨンやソフトワヱアエンジニアリングの1官級筏術を用いて、プロジェヲト等の隷錨解決を行う．また． 研突
開発のプロセスの革新を目指した銭術開発を行う．
実績： ,. 

①ブロジェヲト等の謀錨解決 E；二
本年度も重量償シミaレーシヨン筏術、ソフトウエア検証銭街による謀鑓解決苦笑範した． !・・ 
－射点音轡録針緩衝のE竃立 t ；~ 
NASAハンドヲッヲによるー彼的手法に代わる新しい射点音容訟計検術を世界に先駆けて数値シ i闘
ミaレーシヨンにより湾立した．ζれを、音響低滋が大きな課題であったイブシロンロケット射京音 ：： 
桜ilt討に適用し、f軒皇俗綜舗の外部音響レベルでM-Vロケットの叩分の1以下‘内部音響レベ
Jしでも中小型ロケットにおいて健界トップレベルであることが実鈍された．また、射点E軍備ヨストも
従来事法の10分のlを実現した.(ll!ll) 

＠プロセス革新を目指した後術開発

•H世進系設計妓術のIH~
2段推進系などのよ段推進系段針に必要な微小窓カ下における有効縫溢援の~lil的予測様相Eを織祭
した．従来手法では低流怨象件では定銭的にもlE!lf.tが歯縦であった波動緑式｛液体／ガスの混合技況｝
や圧力ii'!失の定録的予測を世界で初めて実現した．解析続優で世界トップレベルの成果を遺成する等
で次頁の効果を得た．｛園町

ω燃焼シミュレーションの定盆性向上
従来手法では敏百日奇襲した解析を政時間で可能とする世界最潟繍度の高遜化学反応続分法を突現
した．これにより、静観t..:iヒ学反応槌構を考慮した燃娩シミュレーシヨンが可能となり、従来は定住待価
が主体であった燃焼シミュレーシヨンの定量投が絡段に向上した．これを先に東大紅会連携UI座と退繊
し、総純化学反応モデルの開発‘数悩シミ＂レ－~］！ン妓術への適用苦行い、次頁の効果につながっている．

c）ソースコード綾鉦技術の檎祭

これまで、自主計文書の無いソースコート精鉦は、フライトハードウエ？との組み合わせ鉱肢を実施するしか役u手段が無〈、第三者による沼町
独立役況が掴鎚とされていた．銭橋ではこれまでめソフトウエア滋立倹！［及び妥当性!il!!(IV，晶，v）で替輸した館大な成果・ノウハウをもとに、
ソフトウエア不具合蓑因を分続し‘宇宙後l二特徴的なエラーパ9ーンを抽出．ソースコードの可観化筏術とこのエラーパ事ーンを組み合わせる
ことにより、ソースコードを＞；；三者が効率的に検！iEできる妓術を術祭した．この伎術により、イブシロンロケット初号線打主If店前の繕uソフト
ウヱア総点倹に適用し、問題箇掃のi趨別など本後鉦銭街の有効性をF竃鼠した．さらに‘研究者が自ら開発した~Jlfな探査機ソフトウエアの検
!i!を第三者が実ICできるなど．宇宙開発分野におけるソフトウエアの信銭伎向」己に窃与した．

n. 4.情鰻伎術白活用
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羽以

d)プロジ:c?H官級管理シス予ム

イブシロンロケットのブロジェヲト情報管沼について．これまで綬感冒lや暗察知に綴っていたプロジ:cウト関温情織を電子的l二蓄積・利活用する
ためのブロジ:c?l-f青緩管週シス予ムを繍鑓L.イプシロンロケットプロジヱヲト集積に適用Lt：.さらに、衛星系プロジェヲトtこついて．事事2期中
期目線期間までに嫌築した情報管羽シス干ムの総持・i&・を継続的に行い.18のプロジzヲトで織織して実量E周に供した．これらの取り組み
により‘プロジェヲ吋育担管理の効率化・砲実化に貨献した．

効果•）微小倉カ下における有効推進寮の定象的予測償術をMHI（ロケットメーカ｝への績梓•J!R入支樋を特い.-li:tP時コーステイング中の渡面Iii動
卸価に使用され、zi量権進系再箔火時のf量進限マージン削減（約1.3怖：GTOへの曲i星被入時のベィロード倹iiでm盆約216Kgf二縄説、
打上げ貨に銭nすると、約51！！門：4トン／100（車内｝につながった．

b）荷量E化学反応積分法を活用して、＊解明の宇宙犠スラス'J後進薬｛ヒドラジン／四磁化ニI!痛｝の低調Ul己勉火現象を解明した．さらに、
自動車メーカにおけるガソリンエンジンの償費向上・性能向上等、設計解桁に適用され．従業平治で敏盲目必安どった綜街が敏時間で可
litとなるなど、宇宙以外の分野でもその有用性が奈され．実Iii十での活用が鎗まヲた．

｜幻J胤~－11-::iンピュ→の鮒・翻と．決MJA似司，いコンピユ→の調達手続きを抗

実繍：樋摘のブロジェヲトにおける大規横針SIを支えるスーパーコンビューヲの遭舟において、＠肉がツプvベルのCPU利用車何時H：計画外停止
の量制、化【年2@1）の実現によ机プロジzヲトの縁組解決等のための迅速な解続J!ltlを縫供した.f!.t：.続JAXAスーパーコンゼュ－'Jの綱
達手続きを行い、契釣相手方を決定した．続スパコンI主.t主権を現在のシステムの約20倍に肉止させる一方で、!113期中期回線期間のコ
λトま．第2111中期よ唱も2°＂訓滅する計画で温めている ．また、消費電カr1.続スパコンの匁入により金体で約15＂の削 減ができる見込み．

r 3）平線23年尽に綻・公表した「財務会計鰯及び開納の納・システム制 化計画JIこ範づき、附 舗の効帯化等の検討を進める．
実績：・本年度lま『財務会計袋務且ぴ管理.務の諜務・システム儲適化計画Jに13づき、＠卸業務の効事化を実視するために、各専業所の管JI
御門司Fが所:taする申Z商業務の調査及び効耶化の倹討を進めている．

．，植民向けのほf,-'JJ~サイト、 電干メールシス予ム寄について、業務の効率化と利便性の向ょを実現するための篠術後討を待つ化．

効果： ・各事~所が独自に行っている管理系裳績の申淘亭綿密を共通化‘t量子化することにより、年間1.0ぼ刈間以よのヱ鍛が餅減できる目処を
得た．

I. 4.備崎樟偏申請周

総指

年ll計四で鼠定した業務を全て実施Lた．中期計画の.務運省の効率化及び研究開免プロセスの革新により宇宙開発
自体の犬申書劫率化をめざし以下の業務を温め、年度計園をよ回る符に優れた成果をあげた．

..勝運営の効事化に向け、平成23年度に改定・公畿Lた『財務会計業務及ぴ管理業務の業務・シス宇ム般適化計画J
におづき、申初来務の効略化等の検討を!!Sitした．
eJAXAスー，tーョンピュ－'Jの純情・遣問と次剣Jl>Y.Aスーパーコンピュ－'Jの調達手続きを行った．
・敏値シミュレ－~aン筏備では‘これまでに、ロ炉ノトエンジン剖f篠館｛会系ハザードt畑、燃焼衝動、冷却性能.！.＇！焼
窓際命等｝の現象理解に加え定宣銅備が可能となった．更に、数値シミュレーション筏術の高鍋皮化を温めた給県、盤
a音ll:t附 1捕の諸立、盆盆丞盆量箆鐙血血筆、型書偽シ塁ュレ＿，，3ンの宮僑樟同上など鉱織に代わる織包鎗衡をEl
llL研究側発プロセスの2巨額につながる顕著，，庇援を以下のとおり得た．
，..魁皐盆鍾民位縫鑑金盛皐

NASAハンドブッヲによる一般的手法に附泌衡しい剣怠音WSit鐙街を~界I：.先史けτ敏偏見＂レー.＞＿，3ンに
より砲立した．これにより量豊~昆,B.！：・－認掴ヨスト由経量産の亘書妥婁痩Lた．
〉纏遭革怨針緒衝の樋Z吾
2f量権進系などのよ段総選畢段討にあ裏な微小重力下における有剣量進薬の定量的予測槍術密情策した．こm
篠傷により、2館後進華再着火時の権盗事マージ〉翻遥｛約1.3軸：GTひへの衡皐投入椅のペイロード検事事でll量
約幻‘ぬに相当、釘上げ費に浪算すると、~＝·トン／100億円｝につなげた．
』世略4量シミユレーシ...，のli'量性同上
従来季法では数百白老婆した解舗を費量時間で可継とする世襲魯書箱庭の憲章化掌度応続分践を実現した．これ
により．従来1主宰怜箆信州孝体であった慢ゆら室、しーションの定皐縫必盆昆与島よし．鎗燥CllP.の忠実f.<i専務と
高知度t.;j畠鎌状態予剰をお針脚”で利用可飽とする目途を得た．この手法Ii、自動車メーカにおけるガソリンエン
ジンの健脅向上・悼齢嗣上書店位計解析に縄問され、宇宙以外の分野でもその有用性が示書れ、実Dttでの活用
が始まった．

・ソフトウエアエンジニアリング銭術でl弘 ζれまで、位計文信の航、ソースコート冶経は、フライトハードウエアとの細み
合わせ鉱蛾査察』草するしか犠臨手段が無〈、観三省による事前独立験uが図鑑とされていた．舗摘では‘これまでのソ
フトウX7N&Vの成果・ノウハウから嫡出された宇宙砲に特徴的なエラーパ9ーンとノースコードの可償化後術とを組み
合わせるζとにより、ソースコード夢鴛亘書が蝕車酬に絵匪で，a枯街安脳塞Lt~.これを先にイプシロンロケット初号犠
打上げ直前の裕銭ソフトウエアに適用し、閃姐箇l!iの•11114おど本検包妓衡の有効性在確認した．さらに.a忽貧血1且E.
m錘L在庫借な担蚕mソヲトZ勺エアの緯益事寝言量剖軍陣宇，るなど、宇宙鴎発分野におけるソフトウエアの信鰻性向
ょに貢献した．

• . 4.慣暢鼠膚抑揚掲
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m.予算｛人件費の免税りを含む。）、収支計磁及び資金計爾

」単盆;,fil

N.短期借入金

なし

区分 予算飢

の
員算舘

＠ 
量飢
(l)-<:0 

Q"t 

’·~36,10・0加l a田町田ρool s四時間ρ001聾年直への踊総里会等

v.不要財産又lま不要財産となることが見込まれる財産がある渇合には、当銭財産の処分に関する計図
I年度実績1
年度当初に町田Zされた以下（l）の処分案件、及び年度当初に計関された処分案件ではないが、

以下（2）の件について、平成25年度の独立行政法人評価委員会で務Z接され、独立行政法人宇宙

航空研究開発機術の不桜財産の処分に関し凶郎納付が完了した。

組予、

遁世置茸付金

定IUl蝿R補助金

国際宇宙ス苧ーンョシ捌鎌畏補助倉

地睡眠溺システム萌究刷蝿費捕助金

畠酔ロケット副!ltft：織強R補助金

Z量尚昆備R舗助金

畳民岨λ

1091ae.a~•.oool 109首相柑畑。

33~臥310ρ叫 33,863.310.000.

.... 30.961,0001 問。制 .25日ol "2.093.201 •• rnl桝置からの蜘見合等

2,631,501，醐｜ 2.帥1.so1.0001量得置への揖総見合

( l）野木レーダー:Aテーション（土地の一部を1除く。）の国原納付

①岡似納付したJlflf!の内容

(a）所在地 鹿児島県西之袋市安減字雌毛馬煩 3409-1 他 17~

(b）区分 七t也、建物、 工作物

(c）縄自 宅地、維稲i也、山総

(d）数量k 土地： 33, 353. 06nf、建物： 4練（延床面積、 1' 6 5 8 . 4 8 n{)' 

工作物：一式

制時。6320冊｜ ..柑S,632βool聖母車への級Ul.!合

36114.339.0帥l 32,359.•11.3821 ..・1柏町訓8)1!.l年置へ母線鶴見合等t控リ
その弛回殴λ 叩00.000.0001 9'0.$'9.3811 封。0印刷3

It 担問。。

総 6.336,051,1師。1 6,631即日開l a四日21.$03

｛公組公ll査院：＜－艦菅理費｝

うち．人仲買〈曹壇県】

うち、物件膏

うち、公租公u

111111費

うち．人体Jl!lllllli約

うち‘納骨R

ti股盟倒R柚助金値畏

臨際宇宙ステーション防先賢帽肋傘経質

Jtl'J<l.U町システム珊置制処罰摘助金縫E

s.~s2.021.oool 5.lSU0,2241 6 307.520.22< 

, , ,1a剛・$議員置しへの鎗ltC，によ
3.269.<•0.000I 3.•92.793.3•51 6 U3.3S3 3651晶

U田知JJOol 明日制担｜ 6 U.146,8591 

aa• JJ24.000I 872.125.5791 1 IA9M21 

②国減給付の状況

(a）図庫納付通知 平成25年4JI 2 4日付l3字航財務0412004

(b）国際納付期日の通知 平成25年6月27日付25受文科開第29 Hき総問字第2Sf} 

10'柑2,1部β001 101.531 （納付期日：平成25年9JI3 0日までとする．｝

目。032.765刷。I 11,GU.<24.6811 333.340,319 (c）国際納付 平成25.j:手9月30臼

悶A帥舟ao.0001 制。832,351.•珂！ 日町，671.S70l!l等壇への組.H'J

E託II贋 36,714.339β伺I 剖.241.855.877 2.SJl,483,1四111縁鹿，、同峰Ii等（l12)

(2）第2期中期関係期間鈴了時における選公狩交付金の締~収益化額に相当する在日の資金の悶mr

納付

①国防納付した財政の内容

本財産は、 m2期中期目綴期間最終年度の平成24年度末における、運営費交付金の精

算収益化に相当する額の資金であるが、当t来年度に、独立行政法人通貝lj法第44条第l

項及び第2項（利益及び損失の処理）の規定による会計処理を行った結果、繰越欠鍋金

が生じたため、JAXA法第28条第S項（積立金の処分）の規定による国庫納付とならず、

現金のまま保有していたもの．

当該現金は、第3期中期目標期間で使用する合理的な理由がなく、仮に積立金が生じ

ていれば回廊納付していたことから独立行政法人通剣法第8条（財産的基礎毒事）の規定

による不要財産としたものである．

12.>l•.1os.oool a刷6310.2561 3.119,797 

33~63.3刊刷凶1 33.653'59.&7・I 9,410.322 

2'.<30.m.0001 •• 2・186U’2 4注目刊.$01.3担｜前年曜からの餓n・

i
 

m

－m
 
；
 

内
d

－
ao

aM
E
篭
d
F；
 
：
 
；
 

av

－－，
‘ 

R

一
位

田

舎

－

肋

－

柑
－
R

－
 

制

一
間

航

一一
畑

信

一
冊

件
一
貴

伊
一
闘

。
一
盟

肺
一
銅

器

一
級

MOM32.000I置勾置への櫨Jg,

2.631.SOl.OOOI量得ll《由縁.IS

針 227.3帥 163,0001 211.111.•31,111 時，183,325.883

｛桂、、注目

『畳民担入11>.ur量託縫置』1:1乱情騒収集酎量抑聾旺に係~担入及び宜出苦含めて計ょしております．
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②国i車納付の状況

(a）総可申錆平成26年3月5日付13字航財務部0304002

(b）総可通知l 平成26年3月26日付25受文科開策1869号総画字第6号

(c）図j理納付平成26年3月31日

VI.盤要な財産をlllllし、又は担保に供しようとするときは、その計画

［年度尖績］

年度当初に言十商fされた以下（ 1）の綴波案件、及び年度当初に言十回された綴泌の案件ではないが、

以下（2）の件について、平成25年度の独立行政法人事平価委員会で務総され、独立行政法人宇宙

航空研究開発機椛の重要な財産の処分に隠し綴波が完了した。

( 1）野木レーダーステーション（闘底納付しない残余部分。）の藤波

①処分した財産の内容

(a) 所在地鹿児島県西之表市安1成本M毛馬頭3409-5他 1$
(b）区分 土地

(c）級自 殺極地

(d) 数量 139rrf 

(e) 処分の目的処分した土地は、近隣の者のね道の一部として利用されていることから、

近隣の者へ有償扱程度した。

②処分の状況

(a）売買契約締結 平成25竿7月29日

(2) ~坪退i控室、川原瀬）£！返t~主の吉良波

①処分した財産の内容

(a) 所在地 鹿児島県肝属君11肝付町南方字丸塚1846-38他l~

(b）区分 建物、構築物

(c）数泣 建物： 2糠（延床面積、 161. 06n0、総築物：一式

(d) 処分の目的肝付町が行う宇宙公園の盤備の中で利用するため、肝付町に無償綴波した。

（歩考）阿退避室は、民有地上にE在僻されたものであり、土地を返還するに当たっては建物

解体費用（約7. 2 3 6千円）が必要となるが、肝付町へ然俄綴渡することにより建

物解体i~用が不要となった．なお、 i苅退進室をj汗付町へ際渡することについては、そ

れぞれの土地所有者から肉；＠：；を得ている．

②処分の状況

(a）主務大臣認可 平成26年3月26日｛寸25受文科開第18 7 5号総国字第7号

128 

(b）無償綴滋

官n.剰余金の使途
なし

平成26$3月31日
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I恨その他主お省令で定める象海道SI唱する事坂

｜四1施設・設備に関する事項
申S朗針困層ran事I(：平戚25年医から平成29年皮肉に...吏舗する!i級・G備は次のとおりである．
（単位：百万円）
施Z量・ii舗の内容 弔定組財源
宇宙・航空に関する打上げ、遺跡・V銅．鼠段その他のIii究開発に係る絡a・2量偏，0,872施絵縫償資繍助金
[l主1金銭については見込みである．

｜以下に示す銘訟・怨備の霊信・老捌t更続等を冨点的に実路する．

級制

機織の施盤·I量備については．各本舗のlll!lt材置に応じて必要となる施8・1車偏襲京1：：~づくr1e!i·墜備ltilJ.S&訟・位備の不具合先生状況
や4盟能低下状態など老病化道修tt況を路まえた「老何化更笥ttltl』の2つゆ計画について、其々事業捻進のためのリスヲ低減等の樽箆1e句、ft
低限の機能回復と維持逼.の効事化を図るlU置の必獲怪奇鋤寮L.担織全体の優先順位を明隠して更新した..備・司Mち化更新のR曹にIt電力
使用量の削減とC021露出量削減を勘案しつつ、＂々 の事集権温計画に .ti＂を事えることな〈実隠した．主なものは以下のとおり．

｜｛リセキュリティ対策施段跳備の謹慎（宇宙利掌窃釦

実続
①羽目i~金体として．費量斬化された『JAXA鱗Ill量伽等監備会体計回l'J（平成23年311~定】』lこ沿って．平成25年度に.舗が計画された宇宙羽学研
究間遠である、『相償原キャンパスJllぴ『あ曹品野実Ill&訟Jの周聞へのセキュリティフェンスの怠置、且ぴ量産彼方メラ、？iンスセンサ－lll'ilUH'
路娘訟の盤織を興l.!L.館三者の侵入などの紡犯且ぴ筋II!華強化針策へ貫猷した．

I c2＞施岱股備の虫偏・故修（宇宙愉送、追跡管制‘筏術研究｝
実fl(

fll!訟·•備計画JI：：溢づ曹、次のとおり盤側・改修を待った．
t宇宙輸送胸遁
①H-llAロケット打..tl1槍舎の1111加に備え、 SRB-A取級い本銀の増加に対応するため．組手応宇宙セン~－·自体ロケット組立舗苦情寵した．
その際．路段位舗舗が，lliコスト（II統選期コスト（Ji滞在目指した工$工事彊の改普提.liH一般的な工程であるB帥の・aを鱒けた憶にヲt戸
ンを訟置するヱ埠からヲレーン位置後に建物のIi織をI.IIける逆転させた工法）を適用L、これにより必漫な泊納.さを37tnから誠)ml：：仰えるζと
がで曹t:.
その結集とLて．店舗の8111£7，脱却m’分縮小したことから、l1&2:コストを鈎47.000千円抱滅で曹た． また、空調吹き出しロを’lllffに効果的
に配置して!I銅箆図を必要銀小限に留めることを可能とLた． これらの結果により年聞の使用電力盆（5.770kW刊の仰制及びco,it出盛
co v co，＞の削減が可能になった．
咽.1.施a・m・に歯する事項

ダ刷

2追E’管制舗遺
①ALOS-2"4デ-'J処理・解術用計算担置の訟霞渇所として、筑濠宇宙セン9一樹昆鉱蛾棋のー御苦改修Lて再活用することとした．その際、計算
縫2阻椙所の霊容積1.0I蜘姥稽小、空調用電力の年附訓蹴怖飾~cco,t皇:l:Ot）を可胞とLた．

3筏術研究関逗
①昭和56年耐··~障を満たさない鑓布銑釜宇宙セン骨一航空縫進t号館について、陥燥地への日開にかかる規制｛砲築&Sill法｝に適合するよう
に従来3階砲での建昆のaA宙線分豊後去した2賢官温て建屋にi¥t修することとした．これにより湖底llfilを経滅したよでの耐震繍強となったので法
修コストを総量産でき‘かつ法綾に適合する伏鍾に怠った平成25年成家において．銅布地g企ての姐患が昭和56年耐Z!U&tllを満たすことになっ
た．
②繊f揖保有エレベ－944台中、エレベ-'Jの賜が飼いた紋Dではカゴが・かt；.いようにする「織まれ防止』‘『閉じ込め防止ム及び耐震性の硲保
の安全対策により順次建祭§準法の変更に適合させるζととして．平高us年度はヱレベ-'Jの更新華S台｛筑譲4台．種子島1台）について袋隠し
た．

r (3）用地の取得（積子島宇宙セン←1
実績
①安全よ退避が必要なロケットIT上げ讐成区画匝場,W.（射点から総ml肉にある民有絶倒作地等｝を思得し、ロヶ、ツト打上げ碕ゆ地権者への
退避妻家対応を総滅することができ.!T..tげ時の安全権保l:R献した．今年度は0.割、aをll得．

｜｛的蹴舗の制化更榊｛宇宙船送、追跡側、彼f軒研究、宇宙利学研究尖雌随備】

察銭
『老符化吏領官＋箇JIこ畿づ曹、ii:のとおり工事奇異隠した．
T追跡管制関連
①建股後相年以上経過Lた肉之浦宇宙袋間観測所の受R包設備（KS台地受変電除備）を‘『老街化更衛計宙』に沿って、屋外震から屋内!I!へ更
録した．その結果、年間7.100kWnの電カ消伐のllll制及びco，！書出S:C3.9 v co, lを制緩しつつ、内之蒲からの観測ロケットIT..tlf9'のlitカ
供給の安定住を信保Lた．

2鐘術研究鋼連
<DU布鉱空宇宙セン？司飛行織分震の番所へ井戸水聾供給するポンプ窓｛ま設置後50年以上が経過しひぴ別れ等1こより蜘漕の司健怯が高ため
『老4事化吏t!i針笛』に沿ってポンプ.強風と給水ポンプ縁側奇吏慨した．その結果、水供給の安全怯を向上書せるとともに、給水ポンプa・を吏
衡により鴻費電カ（SOkWh）華開削した．

II!. 1.IHl・臨調に闘する事項
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3宇宙詞学研実関遺
必制

G淘複廊キャンパス停電”における純学衛星の運用管制Iやt轍範:iへの憶力供給偽力不足状態の解満とiii!G後30年を絡t：＃需用発電闘
の老朽化対績を合わせて持った．非常用発電機の能力を750kWhから2,000kWhにl¥HI吏斬L、停電における電力供給lellilの館大と倹給
時間の延長を可健として科学術患の遁用管制等の事業継続性を高めた．

4 共通総~設備関連
①昭和56年のEtan11tを満た害事い肉之繍観測所の『コントロールセン~－（JSlmηjと『験道針•-tン9・｛・6!m'）』の耐震補強を行う代わり
に、2雄訟の機能を老朽化東富田を行う「観測計総セン1'-(2S2m2lJIこ一元化した．これによ叩彊媛面積をもβi三綱滅するkともに作集空間の
共通ftによる業務の動車化を図ることになった．

重量繕

年度計画で訟::itl..t：黛践をすべて実jgL.中期計画の遺$に向けて頗測に婚移している．

・ 槌織が所有する電力等のas•鈎~共通lltttt舗の型車慣について、各本舗の事泉針圃の進捗に応じて必要となる絶縁・Ii
舗の蜜償要求を勘案LI量定したflilllt・l!Ula備計画Jと値段Z量償鶴が老街化技況やlll•織湛よの必.健在勘案し更新し
た『老街化範往吏衡計画』の2つの計・について、其々優先順位を明碍化l..J!舗を符うとともに、量量紙｛じされた「JAXA防趨tt
也事事g借金体計画liBC平鼠23隼3月l.i定）JI：：沿ってセキュリティ対疲量産備等苦行った．

・ これらのE村面に従って．種子a宇宙セン骨一個体ロケット絡立線の法修E華備、筑波宇宙セン骨一世富農鉱験線放修箆省、周
布鉱空宇宙センヲー航空纏進’骨館の副賞対!lllJ側、肉之浦宇宙空間観測ijjKS古嶋受It竃級備の袋持化更童書及び観測
llBt?ン？ーの更新盤.. 『栂m際キャンパスJltぴ「あきる野実厳結1lt』のセキユリ子ィ霊備軍事を行った．

・ ζれらに際L、4量子島宇宙セン1'－固体ロケット鈎立練の政修滋備では、工事工程の~・E・.を適用して銭納容積7.叫蹄n•
を縮小させ温肢コストの低減｛約47,000干円｝在実視、2買ill宇宙セン9一衛星怠車産練改修a銘でIt.ALOS-2用デー争処理・
術指用計算健室の室翻能力のl申制と使用電力量低縮化のため宣容積’S帥ポ華掲’l、．また、肉之漏宇宙袋間観測所では
『コントロールセン9ー（3Slm1）」と『軌計算セン骨一（46Sm＇）』の2績のE量産複径を老将化更続壷行う厳しい『観測針器セン舎一
(2S2tn2）』への線約と作業空間を共通化，I!.それぞれについて箆緩怠惰舗が提案し全てを適用Lた．

． ζれらの鎗』展を合めて、電カi再貸量糊万k附個量－の削滅と前年度のti婦金体のco,t書出．のs
の削減、及ぴロケット打土げ時且ぴ停電・災書”における電力の安定供給、衛星のll犠鉱験時の還期改，ft.；ど.務効E極化
に貫献した．

• t.；ぉ.co，慢出置の削減実績は、包｛抱蟻温帽化対!I!摘温本飾決定平成25年31l15自｝が~＝する年平均1.2軸繍舗のco,
削減要綱に応えるものとなった．

噛．可．鑓也・8・にAlする・咽

｜四2人事に関する計画

. A 

盟組魁庖銀箆獲卑ムキャリアパスのN計、総員に対するヒアリングの充実及び外創人”の畳用等、人舗のマネジメントの恒常的な：it’膏閣も人
滞い琢門性や筏術力を待つ研駕者・E幻持者‘ブロジェヲトを広い観野でマネジメントする健カモ持つ人材音育成するとともに．ニーズ指向の浅還を
図り、槻構内の一体的なlit務通常を実視する．
また、業務の円渇拡遂行をUll~.
具体的には、人材育鹿実路方針の飽拘・改訂及び人将育成委員会の逼曾等により.ll”の動集約・効率的な運営を図る．
また、国や民間等のヱーズ？を砲事えた幅広い農務に対応するため．以下の憎置を鴎じる．
(a）人材育／£実ii方針に滋づ曹、高aなZ車内怪や銭儒カ査有する人将、ブロジx？トを広い視野でマネジメントする織力を有する人材、外齢二市ズ
とf主術を4彊遮しできる人材型車壷養成するため、研修の充実等に取り組むとともに．適宜外官官人材を愛用する．
(b）姐鎗倹断的かつP事力的な人羽配置をIIるとともに、経湖付膿員の効果的立活用を雌巡する．

II網肉の一体的t；.寂務運営を実現するため、入車に闘し以下を実絡する．
(1 ）人材育1k実践方針の続得・改訂及び人材育成.員会の選営等によ仏泉純の効果的・効事的な~曾を図る．
(2）人事者宵1k実箆方針にaづ昔、高度な専門1量や篠附カを有する人材、ブロジヱヲトを広い視野でマネジメントする能力量有する人材、外御三四ズ
と筏備を4置獲しできる人材等をJI成するため‘研修の充実等に取り組むとともに、適宜外鶴人材を盛期する．
(3）組組明断的かつ弾均的な人材配置を図るとともに、任期付磯良の効県的な活用量権浴する．

a織：
(1 ）理事長をトyブとする人材育lit~員会において、プロパ－·員と任期付臓負と：O>et鶴分組の見直しゃ．銭術系隊員のキャリアパス・録用方濠
の見軍Lなどを行い‘組織としての成果創出の録文化、効果的・効事的な業務憲容のために必要となる館長の適正な要員配置計画鍍定のた
めのお本音盤えた．
＊た‘女性人材活用を進める、『男女共同φ田健進軍』を平底25年10月に怨霊：L.会膿員の出店・子育てや介t置に係る支恨の企画・立案・遺
嘗梅を強化した．具4率的には、重.績の中篠牽狙うコーヂィヰ－9－（常動）1名、子育て・介随．研究・交lift且ぴ制皮設計の助言苦行う各アドバ
イザー（非常助）3名を締聴したほか、l:l員が安心して出a・干宵て・11'3を行える磯鳩環犠を襲自白するため．ヂ一世の入力、箆辺、解析繍助や
実，l・llt査の繍助等を符うf研究支蝿ll』壷録用L..活”を’開始した．活動川口一環とLて、社外から倫師を嫡曹 r 品目

以下のセミナーを鵬催し、研寛Jiii§!カや組織マネジメントカの向ょに努めた． ’ II 
①平感26牢Ill~：相領原キャンパス、f研究・マネジメントカ陶よ（外部研突資金E量得｝セミナー』 l・・・ 9 ・ Ill
②平JK26隼2月鈴・東京高匹積所、『共に街〈宇宙時代』 甚a量L量置膏量Jiii
③阜商R2611'3舟鈴：ru宣宇宙セン骨ー、『宇宙航空分野における民女共同書面と期待される効果』 ..  描雇E三話事事塑

F終に4吾〈宇宙・・代』
・ 2人事に回する計値 パみルディスカフシSン咽栂予
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必証A
(2）研修については－~町民な~門性や筏術力聾有する人材．ブロジヱウトを広い視野でマネジメントする能力を有する人材を育成するため．各
歯車・本舗における専門的な徹宵研修在実施するとともに‘ブロジェウトマネジメンkg袋創出に附する研修メニューの究擦を図った，1$に筋
線事案の遂行に描たり．自書備に不足Lている知見．能力lit得のため．専門的な験育研修、lllll!創出に闘する研修メニューの究実等華岡り．
草署員の能力側発に努めた．
また外観入村の活用について、『曹1まう』の多絡な実践予ーマに関する高置で専門的な鈎.!'lを有する外観人事才幸、『昔IまうJm相場への支I.II
集結に金期した償、...”発メーカ以外の民間企寮における安全に関する品質管理の複怠をf寄った舛却人材華、中立的な彼点で安全・
ミッシヨン保証卸値愈績に配置する等視力的に外部より適材を袋用L‘後傷事禽のR突な遂行奮闘った．また僑皐の剃周ユーザーから受け
入れた人材を衛星利用の実包実厳の実錨・卸値黛務にaet11することでユーザ観点に立った事費量運営苦進めた．

(3) ！！雇用相iJiの筏術m，車線Fーからね学衛星のシス苧ムズZンジ三アリング飾門への職良の異動による衛星システム館街カのE量化．続たな~
民事l'i!を妥結する新段飾暑に衛星筏術騎舞鶴門出1>111ぬと追跡・逼期偲門の勝負とをあわせて配置することによヲて隻健司匹織の~実な開発
のための体制苦虫備．さらに男女共同参画健進室の訟置にあたり筏術・事務を旭えたチーム員の治名を図るなど..務の効思的・効率化的

指巡査図りつつ．重点的に強化すベき!I!務を明憶にして人員の露店的・測カ的な忍包を行った．また、組織機断的な人1111!包をさらに進め
るため．平成26年度新卒1軍用から銭術系職員の線用区分をー本化した．
さら.1：定年退職者を再庖用股負m常勤｝として録用するとともに．それまでに鋤畿でISった知見を活用した人材配置を進める他．平成26
隼度には官官動車睡ぬとして再起用する制度のE軍備を行った｛平成26年度より12名を常動の再雇用嶋員として保周｝．

総指

年度計画でE量定した薬務審会て実絡し．中期計薗の遮般に向け頗鏡に権移している．

・ 理事長トヴブの人材育成§員会でのltlMを踏まえ－~離員の適正な要員E置計面積定のためのお本署霊え、＠女性人
材を活用するとともに金聡員が安心して出阜、子育て、介穫を行える職喝環犠霊舗を目的とした『男女共同望書面娘進室J幸
俊霞するなと1平尾，25年同月＞.•務の効集約・効耳目的運営に努めた．
・寓Bfな事門性や銭術力量有する人狩．ブU:;x？トを広い観野でマネジメントする健カを有する人材を宵反するため、専
門的な教育研修、プロジ:i::？トマネジメント、事業創出に関する研修メニューの充実等を図った..専にま正銀事震の遂行に当た
り、後備に不足している鯛Jt. 健カE量得のため、専門的な教育研修、司1•創出に制する研修メニューの充実害撃を函り．’IA
の能力関鍔に努めた．また、視力的に外部からも適材を盆用L..I量f高司u院のIt突な進行を図っt＝..さらに外錫人併の量用
により、ユーザl!!>.lに立った事業運曾が進んだ．
・世i星・ロケVト等のOil舞プロジx？トlこついて.I!櫛肉かもその毎度量適な人絹を神力的に配置しつつ．プロ：；xヲトの也
実な遂行苦闘った．事た．組織釧断的な人事l2lfをさらに温めるため、平底26年度続事館用から筏術系..負の線用区分量
ー本化した．書らに定年退聡者の豊富な知謀、経肢を活用で寄るよう．常助T専属用制度をm憎した．

.. 2人事に関する針副

I vm.a安全・信頼性に関する事項

申細書＋田li'.IUIU置：

材以

経1111'2lを歯む安全及びミッシヨン保健のための畠質保血管理体制を繍築・4量符L、その肉卸Iii:恋及び外側随筆における指情事現在的値に反映
する簿により、縁組を到底少させ、ミーλ4ンの完全な農失奮闘置する．万一ミッションの完全抱強失が隼じた唱合にIi:.経1lf/3における資径を明磁化
するとともに．原因の究明と再発防止を図る．具体的には、
f・｝これまでに強制した品質マネジメントシス宇ムを橿実に重用し、継続的に改脅する．
(bl安全・偲頼性教育・訓練を継続的に行い.la備金体のf.!111向上を図る．
(clll側全体：（／）安全・信頼性に係る共通後続手－？ベースの充実、後衛領事・銭術畠績の純情・改訂噂により筏術の継承・沼積と予防織置の織
降、事敏・不具合のほ滞在図る．
また、打土げ等に闘して、国際約束.j!令及び科学篠術・学術審沼会が憲定する指針等1：縫い、安全確保を図る．

ミッションに~＂する軌道上敏鱒や適用エラーを低減L、ミッシヨンの完全な袋失をIBlllするため．経営庖で4構成する信頼性推滋金蛤を>1a1... 下
院の安全・Ct弱性向上及びa質保腿活動を腹開する．なお、万ーミッシヨンの完全な損失が生じた嶋舎には、経営指における責任を明砲化するとと
もに．原因の究明と再鍵防止を図る．

品質マネジメントシス予ムのillll華道じて、継続的な波曹を行い、業務目繍の信実な遺成に資する．シス子ム・復器の4毒性差考llL..制品・ソフト
ウzアを吉む安全・信級住・品質an•求を適時見直すとともに．要望控網脱‘ガイドライン’＇を作慮、鎗拘L活用を図る．

安全・侃級怯敏宵·IJI•曜を*1続的に実l!J... 安全・ミッシヨン保益活動のm要性をWiilさせ、自らがその主体舎であるというam向上華道める．

機織全体の安全・信級性に係る共通後編デーヲベースを充実．活用し．軌道よ不具合等の分続・展開、信級世銀術f官級の先行司Fを速やかに行う
ことで、予防婚置に貸する．また、後術獲量陣・議街邑箪について銭紛動向寄踏まえftU状蝕を鐙縛....プロジzヲトでゆ活用を促進・支慢するととも
に、公開を館大する．

また‘n.t1r’fl：附して、国際約束.lli令及び科学徳儒・学術書沼会がlit定するお釣害事に従い.JAXA安全審査体制による安全健保幸留品．

圃.3.費量・18J.1健1:1111・する事項
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例制

l初河ンに＝
伽安金信級性叫び品質 苦鵬する胤子ミツ河ン…釧生じ揃にIi:制に
もに．原囚の究明と1耳発防比を図る．
実績：
①信銀性維ii会IIを’回関催し、附V4／仲UB4号犠打上げに係る安会・II絢健脚価活動状況について経Siiiが審ii.
②「11m童の向ょに係る穆織を挙げた取組みを抱巡し、もって各思惑の目的の磁実な連成を図る』とかう所”の自楓牽遺尿したことか色、信頼性
権退会織のaaを廃止L.経営舟主織のτ．本舗がより主体性を持って’E院を符うとともに、信事E性続鱈の下に安会・信組性の専門家をー先化
Llll見創出動俊及び組織問繍過し織織を強化する新体制を補祭、運用．行止げに係る傍値活勉状況等Ii:理事会2自の摘で曾lft・報告．
③経営庖主練の下．仲咽BロケッH号機／ζうのとり（同lV)4号犠λイプシロンロヤット鼠蟻崎／ひき曹（SPRINT-A）.着目宇宙飛符士、ノユーズ37$
縫Jl/JSS!l糊滞在.H-JJAロケット23号機／QPM/OPR等の打上げ及び臥遺土の紛墨書事の運用fi:Jlbllに行われ．総省帽の貴俵に至る事象f立
.い．

｜品質マ料山川ムの翻帥氏側約な嶋肌鱒闘の聞な渇仰する・シ肝ム輔の州問し、館品川｜
ウェ？を含む安全・II級住・晶貫録柾要求を適鴎見直すとともに、要求鋪2臣、ガイドライン絡を作成、組持L活用を図る．

~Ill: 
①品質マネジメントシステム逼m
・3転都等が独自に、.諸島復通威への膨密度の高いR点際組【例：新たおこーズを反映した術単・センザの研究院よるミッシヨン創出｝在監視・測
定対象とすることで、シJ礼子ムヨlll!f:電車化し、象務自根遺成に資するための事，JIを1量a. ＜•同線的解価から重要課題の重点2軍備への貝砲し）．
③安全・信豊富雄・品質保Z互に係る要求・解説・ガイドライン等の純締・活用

• t1学衛星のように符に先自量的な観測ta縛等に必裂となる．券宇宙用の高値能錫晶に適した鱒＆要求として．『宇宙転用可能飾品の宇宙適用ハ
ンドヲッ失利学衛星編i)J.適正取海外飾品情入のため、『海外飾晶鍋遮楓単作業要求書』をそ札そ．れ制定し．機構内外での11!明会等により活
用を鍵滋．『海外観晶線IJUI遺作耳障要求書Jについては：OOSAT-2に適用L..メa・カが符う飾品一倍鵬入査後押し．
・過去の知見を基にしたi車問要＊の明硫化．妻家との醤合指箆方F量等量規定した『宇宙御ノフトウエア帥l鱒棟割E』走、海外m遺品を宮めOOSAT-2
に適開．
・安全審査で得られた細見｛例：211l絶縁による短絡紡止強化｝を鍋約Lハンドプッヲ化するとともに、公廊小魁前衛星害事の関発畿胞に対し司UUst
明を実施．
効操：
・『宇宙IIソフトウエア鴎~1111!』Hllfe初則段階から適用することで、過去のii用如実を反検Lソフトウ%7'”’Eょのリスヲを低量産．
・『公事事小担割衡皐安全教育ハンドヲッヲJの活用により、大学・研史観闘を含む街たに唱書面した織周が白色行う安全解折レベルを向上書せ、効事
的な安全解析・安全審査を実現．

巴 3.費量・岨姐憶に闘する事項

必XA
｜ ！貴金・jjj縦性側・訓練を鵬的に輔L、安全・ミッション純活勧の眼健U鵬也自らがその主体者であるという制向上菅進める．
実績．
(j)教育・目。繊
・昨年度からの変更点として『情鎗発信の襲警性Jを重要事項として追加すると共に．量近の級餓を殴り込み、安全・信頼性4分野｛システム安全、
健編栓、品質保値．刀トウ17'”発保jiE)の窃惨を針16回、延ベ193名に実縫L.安全・信側住に銅する銭僑を伝承．入社昨liUUlの初級コー
ス1~受舗を2隼遭畿で遺成．システム安全に闘しては側迎会黛にも公開．
・ブロジzヲト所属受偶者のよ司の書く（8611）がU!沿線務に効!IIと終値しており、i'l~量向上が権温．
効果：
．ブ白ジヱf，トに安金．惜’置t量に鵬する4島本的な妓術とE量，E怯華ll解した，座員豊E芭することで、安童．ミツシヨン保誕活動の自t車化を袴検鈎Iユ位進．

｜舗繍金 金信級杭保晶共過妓
ことで．予防措置に資する．宮た、t車術lllll・銭街暴挙1：・コいて筏術動向を泊まえ責主主muを純持し、プロジェヲトでの活用を促進・，.IIするととも
に、公開を銘大ずる．

実績：
(j) 共通院術デ-'Jベースの充実．活用
・不具合情報733件を追加尿検<tt泌，005件）L..関係者に鵬示すると1tiに不具合分続の基礎デ一世として湾周．
②軌道よ不具合等の分続・lilG.'I‘信続怯後術情報の発行君事による弔防IHt 
－信’菌性鎌術情緒2件、？ラート情繍＜Ill術肉齢向け~停を発行L.. 軌道上且ぴ地よで経厳した不具合情績を腹開．打よげ臨鵬の衛星やロケット
を含め全てに処置｛影轡評価．飾品交倹等）を検討し必要な処置を実..
・イプシロンロケット~敏砲の打よげ延期に対LてI宜、理事長主~で『特別ilia.，.ーム』を組織しEnd-叱o-Endt;t&lコンフィギュレーシヨンの指iE.
過去の．霊会寄での懸案事項の湾砿館、ir.t管制隊各部門簡の違甥・雷ra度のll&Ufを実llL.：打.t1tm1：：.値目置対績を徹底．
・亀止での峨続不具合｛コネヲ？等｝やヒューマンエラーが企婁共通に散見されたため、企業覧歪等をiiし企識と合間で対簸終値し‘fはやぶさ2』渇
倹エ視、シス守ムインテグレーション、m車等に反映．また共通不呉合の未然防止のため、副理窓長をはじめとした後備と企業マヰジメントAle
で、更なる偲flt性向上に向けた也力体制強化について合ll.
＠筏骨｝綴織・捻術a織の愈新状Bf重持
・機構及び関係企.・大学が也力L、s肘領事の適用に織し有主主となる筏儒デーヲ取！＼／（絶縁紛料宇宙11.IA僻偏民u寄〉絡患や級車語録術情報
等を取り込むなどして、位計II準Z停を額規制定、15停をii町．（制定総数.60（・牛｝

• GOSAT-2ブロジzヲト鍋始にあた噌宇宙槍~It棚織適用査院大．また訟計様相ワーヲショッブれ21名参加｝により憤櫛肉外への様摺周知を促進
．住街II準・銭申暗‘lift、骨年座公鵬6件を加え、計51件聾公開するとともに、国銀欄IS化(ISO化｝を冨指し、S停の練場について字筒償国際療.
委員会での淘益を温め、『磁気活勘鎗敏の辛測方法JAび「材糾の然光学特性測定IQ車方法』の2停を韮式発行．
・公開にあたりノウハウが湾出し怠いよう、t量定した1¥織に則り.II構／企業の専門家で編成するワーキングゲJし司プ肉で飽述内容を精査．
効果：
・信組住銭街情絡等、4華々 な形での情級康問により、打よげへの修司E億銀、対貨を早期に実施でき‘打上げ威功に寄与．
• JAXASt十纏準の間餓繍IS化(ISO化）によりJAXA録画障の包知店向上．園館賞献を抱溢．
竃.3.安全・偲鋪憶に闘す品事項
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i舵た、批げ等t＝飼して箇附…及ぴ科学鮒竿術甥』
突傭：
①安全砲Ii
－ロヤツト・人工衛星等の安全について．鍾当本邸での銭術審査の徒、膏'ill思議を長とする『安全容恋愛員会J（針26回楓催)I：て.H-1泡ロケッ
ト4号線／こうのと唱（Hn/)4号121.ィブシロンロヤット鼠織機／ひさき（SF'R附T白川、宥図宇宙飛行士ソユーズ37S指乗／ISS長剣滞在.H-DA口
守ツト23号律／GPM/DF'R.及び公民小型衛星やゆ誕鍋人航空領選用等の安全審査を行い、安全を被保．

.矯

年E宣言＋留でt量定した•f査を全て実鎌L.. 中湖計箇の温Atに向け田町1111二f量移している．

祭賞店主専の下．安全・信繍健の.門家華ー元化し知見創出ti能及び組織問積i轟L.t車能を強化する等、安全・1置領性
確保をより確実にした．以下の耳障り組みにより仲180炉·;.i~•・tll／こうのとり制TV)4号線、イプシロンロかyト1宜験織／ひ
さきCSF'町NT-A）、 u回宇宙織符土ソユーズ幻S俗鰻／ISS長期滞在．仲llAロヤノト23号操／OF'IA•OF'R 等の打上げ鎚ぴ
に軌道上の衛星等の適用が順調に行われ．経.眉のJl佳に筆品事象I孟鍍い．
・品質マネジメントシステムの継続絢政・－及び安全・信頒怯・cit.貧保髭要求、ガイドライン等の維持、活問
》黛務自根遺成への’~·度の目闘いa.4i.旭豊監視・測定対象とすることで．システム運用を.点化．
』海舛飾品調遭練噂作.裏取書、ソフトウヱ？開発銀揮を舗定し、GOSAT-21こ適用することで、適正伝部品一緒IX.A
を後押しすると共に、ソフトウェアに関するilm•＊の明極化・要求との整合彊震を健造．
・安全・信頼性教育・訓練..線向上
> 193唱に対L実施し．ブロジ%~ト所属の受鍋者上旬S時が現渇.豊富に効!l畠《あると2手偏．教育銅線により安全・II鍋
怯1：閲するas本的な繊術と.要性の理解、，~t・向上が進み、配慮各忽暑で安全・信鎖性活動の自信化を促温．
・安全・信組1生に係るデー骨ベースの活用による不具合分街、最頚化した寝事等をプロジェヲトに活用
〉信制1生後術情級2件、アラート情報｛機織内観向け＇） 6件を発行し、軌道よ及び鐘土で経厳した不具合を展開.nよ11
遺前の衛星やロケットを含め会てに処置｛’t>U卸価、創品交橡等｝幸俊討し必畏な処置を実績．
』イプシロンロケット叙峨織のITよげII湖については‘理事長主却で『特別表後チーム』を組織L.En6-吟o-Ei咽lj'l蛾コン
フィギaレ＿，＿aンの権限、過去の審査会等での懸~Ill項の再確認、nよ管制隊骨錦門閣の遭傍・普段鹿のlll!llJを
実lit.. 打よげ附•＝処置刻鰻を徹底．
』不具合傾向分析の結操、抽出した企議共通的不具合に対して金集監査を行い‘企Qと傷力して通行中のプロジ%~ト
の湾l量ヱUやシス予ムイン苧グレーεAン作象に反映．また共通不具合の宋；~防広のため．窃恩恵長をはじめとする
徳備と企痕マ串ジメント俗とで.]lなる1：：続性向ょに向けたIll力体制強化について合Ill.
〉宇宙憎E量計模湖2件を筋線制定、10件の改訂を実施｛制定総敵：601ヰ）L.GOSAτ・21二適用．また．国際概思お0）化a
Ii中S停の肉、2件査制定．公開にあたりノウハウが流出しないよう－~定した!SIS.Iこ鵬lJ .l!鍋／企寮の噂門震で揃鹿
するワーキンググループ肉でle述肉容を精査.' 
・JAXA安食事釜体制による安全確保
>tll畠本舗での銭術審査の後、副理事長査長とする「安全審査委員会J（針26閏開催｝にて安全審..行い．平成25年
贋飛行したロケット・人工衛星等．及び公務小型1軒星や小型無人航空!Iii用等の安全を憶保．

岨 3.費量....憶に”す晶事項
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V圃.4 中期目線期間を超える債務負担

なし

vm. s積立金の使途
なし
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平成25事業年度 決算報告書

（単位：円）

予算額 決算額 差額 備考
① ② ① － ②

収入

109,768,846,000 109,768,846,000 0

施設整備費補助金 12,336,108,000 8,936,123,000 3,399,985,000 翌年度への繰越見合等

国際宇宙ステーション開発費補助金 33,863,370,000 33,863,370,000 0

地球観測システム研究開発費補助金 24,430,961,000 26,524,252,541 △ 2,093,291,541 前年度からの繰越見合等

基幹ロケット高度化推進費補助金 6,495,632,000 0 6,495,632,000 翌年度への繰越見合

設備整備費補助金 2,631,507,000 0 2,631,507,000 翌年度への繰越見合

受託収入 36,774,339,000 32,359,411,382 4,414,927,618 翌年度への繰越見合等（注１）

その他の収入 1,000,000,000 940,949,387 59,050,613

227,300,763,000 212,392,952,310 14,907,810,690

支出

一般管理費 6,336,051,000 6,631,672,803 △ 295,621,803

（公租公課を除く一般管理費） 5,452,027,000 5,759,547,224 △ 307,520,224

うち、人件費（管理系） 3,269,440,000 3,492,793,365 △ 223,353,365
組織・事業見直しへの対応等に
よる

うち、物件費 2,182,587,000 2,266,753,859 △ 84,166,859

うち、公租公課 884,024,000 872,125,579 11,898,421

104,432,795,000 101,531,776,111 2,901,018,889

うち、人件費（事業系） 12,032,765,000 11,699,424,681 333,340,319

92,400,030,000 89,832,351,430 2,567,678,570 翌年度への繰越等

施設整備費補助金経費 12,336,108,000 8,616,310,256 3,719,797,744 翌年度への繰越等

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 33,863,370,000 33,853,959,678 9,410,322

地球観測システム研究開発費補助金経費 24,430,961,000 26,241,862,392 △ 1,810,901,392 前年度からの繰越等

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 6,495,632,000 0 6,495,632,000 翌年度への繰越

設備整備費補助金経費 2,631,507,000 0 2,631,507,000 翌年度への繰越

受託経費 36,774,339,000 34,241,855,877 2,532,483,123 翌年度への繰越等（注２）

227,300,763,000 211,117,437,117 16,183,325,883

（注１、注２）

「受託収入」及び「受託経費」には、情報収集衛星の受託に係る収入及び支出を含めて計上しております。

計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費



監事監査’報告書

私たち監事は、独立行政法人通則法（以下「通則法」という。）第 19条第4項及び第
38条第・2J頁の規定に基づき、独立行政法人宇宙航空研究開発機構（以下「機構』という）

の平成田年4月1日から平成田年3月31日までの平成25事業年度の業務及び
会計について監査を実施しました。

その結果について、下記のとおり報告します。

平成26年6月20日

構機

概
念
r

も

研

A
輔
哲
雄
麟
也

控

宜

光

一

市

野

橋

山

一

城

高

慨

事

事

蛇

監

監

言E

l監査の結果

1. 業務監査の結果

機構の業務は、法令及び機構の年度計画、事業計画等に基づき、適正に運営され

ていると認めます。

2. 会計監査の結果

(1）会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は、相当であると

認めます。

(2）事業報告書は、機構の状況を正しく示していると認めます。

(3）財務諸表及び決算報告書は、機構の財産及び損益の状況を適正に表示してい

ると認めます。



II猿交の方法

監事は、機構がその業務を関係法媛、業務方法響、中期目標、中滋計額、年度計画、

肉部規程等iこ義づをき適正に運営しているか〈遥員司法第 19条入また、財務務表等が適
正であるか｛滋員I］法第38条）について、次の通り、§：登袋行いました。

1.滋還を実施要項
ア護主導！ま、理事長と護主要事の憶の了解（主主り！こ基づき、機構の協力安得て、次の撃をま葦

活動後行いました。

－機機d望講義幾重量営iこ関する事E震について資料の援出又iま説践を求めること。
・会計iこ係わる事療について綴簿、芸書類等の提出を＊め、ζれを検変ずるこ.！：；，
・蓄基擦の家芸義援護営及び財産I})状況毒事について実地i二議後し、鋭院を求めるこム
・理事会議その他遂事喜な会議に出燃し、意見を迷べること。
’機績の重喜喜な3撃慾記長まをiこ係わる文著書毎事について、＠］付するように求めること。

イ監察i主、理事長々 、制緩要事長と、原翼せとして間半期毎に、定綴約会合をもち、機祷
の遼滋方針、課題等を富豪認するとともに、監宝を紡泉について意見炎激変行いまし

すこ。

また、監察iふ撃を霊堂の結巣、f是正又iま改善を必要悪Aごする事壊があると緩めるとき
l士、陸碍i之、環理葬祭に意見を述べるとともに是iE等の織畿を求め、その捻畿結果

について報告後受けることとしておりを主す。
Z手成25年度においては、是正又は改革審を必要とする事耳炎は有りませんでしたが、
霊霊祭が街織した懸念率緩については浪芸葬祭の掲示のもとに議案翁部門への議選を及

び改務機管費が行われ5ました。

ウ監事［念、室主主をに費量して、「Ji[後役監査基準j浅まを参考たし、議擦の重義務違震のリ

スク評僚に遣毒づいて、平成25通事凌議室事監査官十間後策定し、監査対象及び方法を
選定して、童まま豊？を行いました。

ごE 慾毒事i主、上記アからウ＊での監査によって、機構の義務滋滋の遮正さや主主務警護
者援需撃の適正さを判断するに必要な情報後手等？と、まご辛号室青してい＊す。

2.平成25年度の監査活動

皇室事iま、下官官に述べる監査滋激変行いました。

(1）重点監査

i主1 義主主Lt守波法人宇宙航~高野究襲警費老後機墜事盟主資事長級（平成均年 10 月帝！J定、亭主主役
年3,EJ改正、なお、平成立告主事4月1日付けで故渡を行った）
注2 公益社関法人包本監査役言語重量、平成23年3.Fl改定綴



監事は、主務省の要請、社会状況、機構のかかえるリスクの評価などをもとに、

毎年度、重点監査事項を定めて監査を行っており、平成25年度の重点監査事項
を、「随意契約見直し計画の実施状況及びー者応札の契約状況」並びIこ「少額契
約の実施状況」としました。

四半期に一回開催される契約監視委員会に委員として出席し、随意契約見直し計

画の進捗状況、一者応札比率の改善に向けた取り組みの進捗状況を点検し、サ

ンプリングによる個別契約の審議を行いました。
随意契約、参加者確認公募の適正性などを審査している契約審査委員会の報告
を受け、必要な場合は質問を行い追加資料の提出を要請し契約内容の適切性の

監視・検証を行いました0． 事業所の往査の機会に、当該部門の少額契約案件のサンプルチェックを行い、研
究費不正事案を受けた再発防止策が確実に実施されているかどうか確認を行い

ました。

(2）経常監査

ア監事は、機構の業務が適正に実施されているかを確認するため、理事会議、

役員への報告、プロジェクト進捗報告会等に陪席し、業務の状況や課題が経営

者に的確に報告され、的確に対処されているか、法令等に基づき問題が無いか

を確認しました。

また、機構の業務運営の監査及び会計の監査は、機構の理事長が行う内部統

制が的確に機能していることが重要で不可欠であるため、「内部統制の有効性

の評価」を常に留意して監査を行いました
機構全体のリスクマネジメントのPDCAサイクルが有効に機能しているかどうか、

コンブライアンス違反防止体制が必要十分に整備されているか、経営方針が機構
組織の末端まで伝達され岨嘱されているか、不正アクセスなどの顕在化したリスク

への対応が適切に行われているか、などを特に留意して監視・検証しました。
安全審査委員会に陪席し機構が安全確保義務を的確に果たしているか確認しま

した。
情報セキュリティ委員会に陪席し、JCTリスクへの対応が適切に実施されているか

確認しました。

イ機構の業務の状況は事業報告書に正しく示されているか、加えて時宜に応じ

て必要な都度に公表され、機構の説明責任が果たされているか、などについて、

理事長が行う内部評価に陪席する、などの機会を通じて、機構の業務運営に、

問題が無いことを確認しました。

ウ本部・部等の運営状況、課題、重要事項等を把握するため、隔年度に交互に、

担当役員との意見交換又は幹部職員のヒアリングを行っており、平成25年度
は理事・執行役との意見交換を行い、担当業務に関する課題認識の共有に努

めました。

エ主要な事業所（筑波宇宙セン合一、相模原キャンパス、調布航空宇宙セン合一、種子

島宇宙セン合一、角田宇宙セン合一）について、毎年度、往査を行い、当該事業所



における事業が適切に行われているか、事業所としての灘滋及び管理、需主元t:.
の漣絡!Jj]J重などに問畿は無いかなどを、幾重重審査、関係職員との質疑応答、施
設設織のき産総務査を行つ1ご確認しました。
そのf畿の毒事業所（海外毒事務所表会む｝！立、大樹航空学宙実験場、モスクワ技術
調整事務所及びあきる野実験施設の往査を行いEました。

主要な組織（本灘、務究所、グループ、部）！立、毎年度、要事業所往査とを誇営て、
毒事業の実施状i民営淫状況などについて、書類審査、関係職員との繁疑応答、
施設設犠の実泌鱗畿を行って確認しています。今年度1a:，研究潟発本部、宇宙
輸送るyシヨン本部、契約郎、セキュワティ統綴室及びシステムズエンジニアリン
グ後滋3霊祭監査しました。

(3）財務諸表等の厳重量
ア監事は、機織の汚次決算について、平成25年度における業務監釜状況設踏
家え、合計残務総事事表等の内容について誘拐を聴取し欲した。

イ滋毒事Ii，平成25年度における業務室主資を混じて、財務諸表署警が機構の財皇室
及び経漉の状況を過渡iこ喜三速していること後緩認しました。

(4）会計監愛人との連携

ア監事！立、会計監査の適IE性：＆び信頼性を務係"'ifるため、会計皇室霊堂法人が適
正な会計霊霊祭を行うために必要震な主義質管理の基準後遵守しているかどうか、会
計量主査入の説明を版取し、媛認し設した。

イ撃を事iま、会計監愛人から、平成 25~~誌の会計監査計磁の説明を受けるたとも
に、期中監査結集について報告を受け、平成25年度の会計盟主室長における留意
点について意見交換を行うなど、会計霊童愛人との連携に努めました。

(5）内部監査畿内との連携
監事iま、内部監査部門と、機ねRiニ1回連絡会を行い、内部監変の状況及び結
集を把握するとたも！こ、情報提供袋行いました。
a:た、監査事務を視さ議する監事E震と、機ね月！こ守題連絡会を行い、監事皇室後の状
況及び結果について矯報共有を図りましたp

(6）その他
監事i立、会計検査院が主4議する決算検資報管説明会や独立行政法人・特殊法
人等監察議絡会第6部会iこ滋燃したほか、他の草野災続発型の独立行紋法人の監
察と情報交換をE行いました。、まず之、臼本監査役協会や慾資法人が行うセミナーに
出席し、独立行政法人i重量日法の改況の進捗状況を犯援するとともに、霊友ヨ霊祭主去の
穏得に努め、重宝筆へ反政しました。

以上



独立監査人の監査報告書

平成26年日月 13日

宇宙航空研究開発機構独立行政法人

殿樹直中す奥長事理
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公主と

てず

公認会軒士

ト有限責任監査法人

指定有限責任社員

主立公開士長

業務執行社員

指定有限責任社員

五ムJa 公認会計士

業務執行社員

指定有限責任社員

業務執行社員

く財務諸表監査〉
当監査法人は、独立行政法人通則法（以下「通則法j という。）第39条の規定に基づき、
独立行政法人宇宙航空研究開発機構の平成25年4月1日から平成 26年3月31日までの
平成25事業年度の損失の処理に関する書類（案）を除く財務諸表、すなわち、貸借対照表、
損益計算書、キャッ、ンュ・フロー計算書、行政サービス実施コスト計算書、重要な会計方針、
その他の注記及び附属明細書（関連公益法人等の計算書類及び事業報告書等に基づき記載して
いる部分を除く。以下同じ。）について監査を行った。

財務諸表に対する独立行政法人の長の責任
独立行政法人の長の責任は、我が固において一般に公正妥当と認められる独立行政法人の会
計の基準に準拠して財務諸表（損失の処理に関する書類（案）を除く。以下同じ。）を作成し
適正に表示することにある。これには、不正及び誤謬並びに違法行為による重要な虚偽の表示
のない財務諸表を作成し適正に表示するために独立行政法人の長が必要と判断した内部統制を
整備及び運用することが含まれる。

会計監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対
する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
独立行政法人の監査の基準に準拠して監査を行った。この監査の基準は、当監査法人に財務諸
表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これ
に基づき監査を実施することを求めている。監査は、独立行政法人の長又はその他の役員若し
くは職員による不正及び誤謬並びに違法行為が財務諸表に重要な虚偽の表示をもたらす要因と
なる場合があることに十分留意して計画される。
監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施さ
れる。監査手続は、当監査法人の判断により、不正及び誤謬並びに違法行為による財務諸表の
重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務諸表監査の目的は、内部
統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施
に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関
連する内部統制を検討する。また、監査には、独立行政法人の長が採用した会計方針及びその
適用方法並びに独立行政法人の長によって行われた見積りの評価も含め全体としての財務諸表
の表示を検討することが含まれる。
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当霊主家主告人！立、意見表現のきE奇襲となる十分かつ遡切な撃さ重量短絡を入手したと戦j駁している。
この基礎には、 E当霊童3霊法人主主要ま望まを災摘した範匿においては、財務諸表lこ幾重要な長室長義の表示を
もたらす独立行放を告人のま是又はその他の役員若しくは稼践による不正及び務惨殺U'！こ護霊法行為
(1)存在は認められなかったとの事災を苦言んTずいる。なお、当襲主主主法人が実主きした護主主授は、財務
葬著者置の重要な虚偽のぎを示の要因とならない務、念行主主法人の祭又はその他の役員援しくは職員に
よる不正及び言葉謬室主ぴにi違法行為の有量還について主主晃を述ベるものではない。

壁ま護主主室見
2き襲ま3霊法人は、上記の財務5普通をが、我が固において一般に公1E~喜楽と線められる独立行革家法人
の会計の違憲主催に準拠して、著書記乙行政法人宇宙航銭高耳炎喜霊祭機構の対政状首長、 i露鴬状況、キャッ
シュ・フ口いの状況及てJ:rr室主サーピλ実施コストのえ変貌さとすべてのE重要なぷにおいて遼lEに液
示しているものと警官、める。

く通則法が重要求するま議失の処理に隠唱する祭主要〈案｝及びちた鱗報告警に対する主室長も〉
当監査治人i土、 i議員司法第39条の士見Eをに滋づき、独立行政務人学密室立さき研究開予岩機構の平成
2 5年4Jl 1おから平成26年3Jl 3 lお設での平成25幾多議長手皮めま量失の処理主に思議す偽る欝主義
（然）及び決算報をき議事について覧査を行つ

ま譲歩ミの処理iこ関する翁綴｛議室〉及び決算報告事撃に対する事室立行政務人（！）：！誌の資径
基準立行政治人の長の童霊長正；立、法令に適合したt震災の長昼夜に隠する者響額（察〉を作成すること
及び予害事の阪分iこ従って決3撃の状況を正しく主告す決主事銭安事撃を作成することに詰ちるa

会計監変人!l)j翼後
当室主要霊法人。ぅ焚｛壬1土、損失の処理室に詩書する書類（説話）が法令iこ適合して作成されているか及
び決算報告襲撃がそ予算の区分に従って淡議事の状況を玉しくぶしているかについて、基弘主主の互主壌か
ら意見を表号毒することにある。

議員昔話ミが要求する主義失の去さ遂に箆する準額（者宅）及び決算報告議事lζ対する監査意見
滋監査資法人の監賓室主主主iままkのとおりである。
(1) 綴失の処理i乙濁する苦養護貿（案）は、法令にi縫合しているものと総量ちるa
（紛 決害事事草食警は、独立行革主総人の長によるそ子事事の区分に従って決算の款を罪、を1Eしく示してい
るものとま君、めるe

く事業幸霊安警警に対する報告〉
当霊主主主法人i士、 i麗則法第39粂の緩貫主iこ基づき、独立行革主主長人生宇宙航主主研究静話予在宅議擦の平成
25年4月1日から学成26年3Jl3 l日までの写真主25務室長年度の事業報告襲撃｛余計に関す
る務分にll~る 0 ）について重量査を行った。なお、事業報告番撃について監査の対象とした会計に
隊十る部分は、毒事室長級会会議に記載されている家宅棄のうち余震十機事容の記録に基づく総普車部分であ
る。ただし、当監主主まま長入浴、平成25毒事業停笈iこ会計監査人に3議後されたので、響楽事院督署警に
督自殺されている事援のうち平成24事幾年淡ぶ露骨の会計に関する総分泳、露首径会計隊恋人の霊堂
査を炎けまと対務諸季語tζ2毒づき紀絞されているや

事業幸設を努言撃に対する報告
遂事在家主告人は、事業報脅警警｛王手目立25事業年度の会計；こ総する部分に限る。）がZ虫立行主主法人
字密航さ主研究開発機構の対致状態及び滋営状況を哀しくぶしているものとま在、めるφ

利害関係
独立行政主主人と議後援法人又は芸義務執行役員との隠lこi士、公言語l会計士主告の緩2主により記載す
べき利害関係はない。

以上
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